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第一章　あの頃のように笑って










封印した恋心




　ため息ばかりつくような毎日はいらない。

　心機一転、新しい仕事をがんばりたい。

　幸せになれる恋がしたい。

　吉よし井い花か梨りんは高い位置でとめたポニーテールを揺らして、姿見の前で誓いを立てた。

　小さなボストンバッグを肩にかけ、片手には『東京二十三区』と書かれた地図を持って、スマートフォンで新幹線の時刻を確認する。玄関には、あとから母が送ってくれることになっている段ボールがひとつ残っていた。

　今年の夏、花梨は二年四ヵ月勤めた地元仙せん台だいの食品メーカーを退職した。その後、東京の会社に転職を決め、九月を迎えた今日、実家を出る。

　生まれ育った東北の町に、これからさよならする。

　忘れられない恋にすがって、ルーティンワークをこなすような生活はもうやめよう。もっとオシャレをして、やりがいのある仕事をして、新しく素敵な恋をして、華の二十代を謳おう歌かしたい。そう花梨は奮い立ったのだ。

「本当に、花梨まで東京に行くなんてね……」

　娘の上京を許したとはいえ寂しいらしく、母の華か絵えはいつまでもそう繰り返す。

　この前買ったばかりのキャメル色のジャケットに袖を通し、濃いブラウンのパンプスに足を入れる。荷物に手を伸ばそうとしたところで母の寂しそうな目に気づき、花梨はいたたまれなくなってしまった。

「そういえば、涼りょう介すけと花か緒おの会社とも近いんだって？」

　母に言われ、さっき印をつけた地図を開いて見せた。

「うん。涼介さんのプレシャスは銀ぎん座ざ、花緒ちゃんの佐さ倉くらコーポレーションは丸まるの内うち。それで、私が入社するフジタ食品は、日に本ほん橋ばしが本社なの。銀座も丸の内も、日本橋からは地下鉄でひと駅かふた駅なのよ。ね、近いでしょう？」

　花梨には八つ年上の兄と三つ年上の姉がいる。

　花梨は年の離れた兄を「涼介さん」と呼び、年の近い姉のことを「花緒ちゃん」と呼んでいる。ふたりとも東京の会社に勤めているのだ。

　東京は宮城県の三分の一の面積しかないのに、五倍以上もの人が住んでいる。だから、その分だけ出会いがあるに違いない。今の花梨の心を占めるのは、不安や寂しさよりも好奇心のほうが勝っていた。

「東京なんて、お父さんと二十年前に旅行をしたっきりね。東京タワーを見たのよ。でも、どこがどうとか、ピンとこないわ。今ではスカイツリーなんて建っているんでしょう？」

「そうそう。住むところから東京タワーが見えるのよ」

「本当に大丈夫なのかしら？　女の子のひとり暮らし……あんたは花緒と違ってうっかり者だから心配だわ」

「もう、ひとりでも平気よ。それより、お父さんは？」

「若いシェフを集めて、会議中よ。見送りたかったみたいだけど、これからお店が大きくなっていくっていう時だから、忙しくて手が離せないみたい」

　ちく、と良心が痛む。

　小さなレストランを経営している父は今、新規店をオープンさせるため、いろいろと忙しい。花梨が会社を辞めたことで、店を手伝ってくれるんじゃないかと期待していたようだが、『実は……』と、フジタ食品からの内定通知を父に見せると、残念な顔をされてしまった。

　兄も姉も実家を出て、兄は有名化粧品会社の副社長、姉は大手アパレルメーカーの主任、と着々と地位を築いていて、地元に戻ってくる気配は一向にない。だから末っ子に期待する気持ちは花梨にも伝わっていて、東京で就活していることは、なかなか言いだせずにいた。父もそんな花梨の気持ちを察してくれたのだろう、『おめでとう』と言ってくれたけれど、本音は違ったと思う。

「お父さんだってね、寂しいのよ。せめて地元にいてくれたら……。二年以上働いたんだから、もう少しがんばればよかったのに」

「私が今まで勤めていたのは、小さな食品会社の冷凍部門よ。そうそう部署異動なんてないとこなの。一生冷凍庫に入っていていいと思う？」

　大げさな言い方かもしれないが、女子社員には大きな仕事は任せてもらえず、入社してから毎日同じような雑務の繰り返しだった。単調な仕事を淡々とこなすだけ。安定していることはありがたいのかもしれないが、やりがいを感じられなくなってしまった。

　二十五歳という節目を迎えた時、このままで本当にいいのか、花梨は悩んだ。転職するなら今なのではないかと思ったのだ。

「お母さんたちも、たまには東京に遊びに来ればいいのよ。『銀座に行ってみたい』なんて言ってたじゃない。おいしいレストランの研究にだってなるかもしれないわ」

「これからお店をオープンさせる忙しい時期に無理よ。手伝ってくれる人員が減っちゃったんだから」

　嫌味を言われてしまい、肩をすくめる。

「まあ、〝かわいい子には旅をさせろ〟って言うものね。新幹線は何時？　遅くならないうちに行きなさい。涼介と花緒にも会ったら言っておいてちょうだい。たまには帰って顔を見せてって」

「うん、わかったわ」

　花梨は今度こそ「いってきます」と家を出た。




　仙台駅を前にして、一度だけ振り返る。ペデストリアンデッキから見えるファッションビル、バスやタクシーのロータリー。なんとなく名残惜しくなるのは、生まれ育ったこの街が好きだからだ。

　特にこの先にある、〝杜もりの都〟と呼ばれるのにふさわしい定じょう禅ぜん寺じ通りのケヤキ並木が、とても好きだった。クリスマスの頃になると「光のページェント」というイルミネーションイベントが催され、毎年、訪れたものだ。

　〝彼〟とも、よく一緒に歩いた――。

　花梨は、ある人物を思い出して、胸が詰まった。高校の時から、とても好きだった二歳年上の彼のことだ。

　当時、姉とつき合っていた彼に、花梨はずっと片想いをしていた。振り向いてもらえないとわかっていても、大好きだった。

　姉が就職して東京へ行くことが決まった日、姉と彼は別れを選んだ。花梨はそれからも妹のような存在としてずっと彼のそばにいた。告白することもなければ姉のことに触れることもなく、とにかく自分と一緒にいることで元気になってもらえるように明るく振る舞ってきた。次第に彼に笑顔が戻ってくると花梨はうれしくて、ふたりでいる時間がこれからもずっと続いていったらいいのに、と思うようになった。

　ところが翌年、今度は彼が東京で就職することが決まり、花梨は東京にいる姉のことを思い浮かべて不安になってしまった。

　まだ彼は姉を想っている。東京に行ったら、ヨリを戻すかもしれない……そう思ったらたまらない気持ちになったのだ。

　クリスマスの夜、仲間同士で楽しく過ごしていたのもつかの間、送ってくれた帰り道で、彼と離れてしまう寂しさから、とっさに『最後でいいから、抱いてほしい』と引き止めてしまった。

　彼は戸惑いながらも優しく抱いてくれたけれど、互いの心は満たされなかった。それは彼が花梨のことを本気で好きじゃないから。花梨の気持ちをむげにできず、受け止めてくれたにすぎないのだ。

　それでもいいからそばにいたいと願った。けれど、彼から告げられた言葉は……。

『ごめんな……君がよくても俺がダメだ。こんな中途半端な気持ちで、花梨とはつき合えない』

　――本当のさよならになってしまった。

『最後』だなんて言わなければよかった。ずっとそばにいたかったのに。こんなことなら〝また地元に戻ってきたら会おうね〟と妹分としての身をわきまえたまま、笑顔で見送ればよかった。

　それからも彼のことをずっと忘れられなかった。三年経っても、四年経ってもずっと……。そのたびに自分に言い聞かせた。彼はもう、ここにはいないのだから諦あきらめなくちゃ、忘れなくちゃ、と。

　今年の冬を迎えたらもう五年だ。同窓会に出席した時、悠斗の友人を兄に持つ同級生から、彼は海外にいると聞いた。それ以外、詳しいことは何ひとつわからない。

　どんなに会いたくても、どれほど恋しくても、ずっと会えないまま……。季節が秋から冬に変わる時……こうしてたびたび思い返しては、切ない想いが駆け巡る。

　花梨はそれを振りきるように故郷の景色に背を向け、新幹線の改札口へ急いだ。




　新幹線に乗ったのは八時半頃。二時間くらいで、あっという間に東京駅に着いた。

　希望を抱いて上京したまではいいけれど、東京駅に着いてから、早速花梨は出で端ばなをくじかれた。

（こんなに人が多いものだったっけ）

　東京には何度か来たことがあるけれど、人の多さに圧倒されてしまい、動けないどころか目が回ってしまった。朝のラッシュの時間を避けたというのに、人に押されて進みたくない方向にいつの間にか進んでしまうし、なんとか波に乗って電車に乗ったものの、どこに連れていかれるのかさっぱりわからない。

　人波に揉もまれてぐちゃぐちゃになりながら、何度か電車を乗り間違えて、東京の街をさまよっていた。

（これから毎日こんな電車に乗るの？　会社のもっと近くのマンションにすればよかった……）

　新たにがんばっていくモチベーションを上げるため、花梨は憧れの東京タワーの見える部屋を探した。しかし、いい物件の賃料はどうしても高い。給料の三分の一を目安にいろいろ見てみたが、築三十年以上の狭いところばかりだった。〝住めば都〟と思って、ようやく麻あざ布ぶ台だいの古いワンルームマンションに決めたのだ。

　電車の人混みに押されて、聞いたことのない駅で降りてしまった。時計を見たらもうすぐ昼になる頃なのに、一向に着かない。

「どうしよう。ここ、どこ!?」

　姉の花緒に助けを呼ぼうとスマートフォンを取り出す。『迷ったら電話をちょうだい』と言われていた。

　電話をかけると『ちょうど近くにいるから待っていて』と言われ、駅の改札を出たすぐのところで待つ。

　しばらくすると、花緒が手を振ってこちらへ駆けてくるのが見えた。明るいミルクココア色のスーツに水色のストールを巻いた花緒は、とても都会的で洗練されている。しばらく会っていないうちにますます磨かれているなと思った。

　こんなふうな、働く美しい女性に憧れる。姉はいつもキレイでモテた。今も姉が通り過ぎるたび、男性の目が姉を追う。

「花梨」

　声をかけられ、ようやく安あん堵ど感に包まれて手を振った。

　最寄りのカフェに入り、それぞれコーヒーを頼んでひと息つくが、花緒は仕事でまたすぐに戻らないといけないのだと言う。

　花梨は、姉が仕事で忙しい中、わざわざ来てくれたのだと思うと申しわけない気持ちになった。

「仙台の中心部だったら地下鉄一本でいいし、電車だってそんなに数ないもんね。驚いちゃった」

「もうホームシック？」

　呆あきれられてしまい、花梨は肩をすくめる。

　カフェを出て、電車に乗るために切符売り場まで一緒に行ってもらったが、そこで別れるのかと思っていたら、「また迷子にならないかと心配だから」と一緒に電車に乗って、マンションが見えるところまで送ってくれた。幸い、さっきの場所からわりと近くて、それほど時間はかからなかった。

「忙しいのに、ありがとう。これから通勤するんだから、会社始まる前にちゃんと覚えなくちゃ」

「通っているうちに慣れるわよ」と花緒がなぐさめてくれるが、花梨は猛反省していた。

「でも、甘く見てた。時間には余裕を持たないとね。入社初日に遅刻なんてしたら大変……出社時刻は九時だから、一時間前には出なきゃ」

　花梨が必死に自分に言い聞かせているので、花緒はそれがおかしかったのか、くすくすと笑った。

　花梨にとっては笑い事ではない。東京では人の歩く速度が速くて、のんびりしていたら誰かの肩にぶつかって、運を落っことしてしまいそうだ。

　周りを見渡すと、東京タワーが視界に入ってくる。

「ねえ、花梨に会ったら直接言いたいことがあったの」

「ん、何？」

「悠ゆう斗とのこと……ごめんね」

　花緒の長い睫まつ毛げが伏せられる。

「……え？」

　まさかその名前が出されるとは思わなかった。

「別れたばっかりの時に……花梨、悠斗が来なくなって、塞ふさいじゃったでしょ？」

　ずっと隠していた秘密に触れられて、花梨は思いきり動揺した。

「急に、何年前の話？」

「花梨にしたら、そんなに遠い記憶じゃないでしょう？　悠斗だって、歳の近い花梨のこと、実の妹みたいにかわいがっていたし、ふたり、すごく仲がよかったもの。花梨は……悠斗のこと好きだったのよね？」

　花緒に言われて、花梨は口を閉ざした。

　過去を忘れるのに、人は何年の時を必要とするのだろう。最後に会ってから四年半、もうすぐ五年経過する。それは長いのか短いのか……。

　花緒を見る限り、東京の時間の流れはとても速いように感じる。皆が駆け足で通り過ぎていく。立ち止まる暇もないまま。

「嫌だ、花緒ちゃん、今頃……もう、何言ってるの？」

　まともに花緒の顔を見られなかった。あの頃の、嫉しっ妬としていた自分を思い出してしまうから。彼に触れられてキスされて、そういう時間を持てる姉がとてもうらやましかった。

「花緒ちゃんこそ、どうして別れたのか教えてくれなかったよね。就職が決まって、節目だったのはわかるけど……それまでうまくいってそうだったのに突然だったから」

　そう言いつつ、傷ついた顔をしていた悠斗のことが頭に浮かんだ。そして、しばらく塞いでいた彼が、時折見せてくれた笑顔が……今も淡く蘇よみがえっては胸を締めつける。

「花梨……」

　申しわけなさそうな顔をする花緒に、花梨は言った。

「……やめようよ。もう昔のことなんだから」

　姉は知らない。花緒と別れた彼に言い寄った花梨の秘密を。最後に『抱いてほしい』と望んだあの晩に、消えてしまった恋のことを。

　彼のことをますます忘れられなくなって苦しいのは、自分が彼の傷ついた心を利用しようとした罰だ。だから彼への気持ちはもう封印したかった。

　それなのに実際は……東京に出てきたら彼に会えるかもしれない……と心の隅っこで期待している自分が、とても未練がましくて情けない。こんなにたくさんの人がいる東京で会えるはずがないのに。

（ダメダメ……もう考えない。しっかりしなくちゃ）

「私ね、仕事も恋も、心機一転がんばることにしたの。目標は花緒ちゃんみたいな大人の女の人」

　振りきるように宣言すると、花緒が小さく笑った。

　洗練された大人の雰囲気……実の姉なのに見み惚ほれてしまうほど、花緒は美しく凛りんとしている。花に例えるなら、椿つばき。花梨にとって花緒は、ずっと憧れの存在だった。

　負けないように、自分もがんばりたい。

　いつかこんなふうに大人の女性になりたい。

　人混みに揉まれて孤独を感じていた花梨にとって、花緒は今もとても心強い存在だった。










思わぬ再会




　フジタ食品は主に製菓事業、乳飲料事業、レストラン事業、健康栄養事業の四つの分野を柱に、国内はもちろん海外にもマーケットを広げる巨大グループ企業だ。各分野では数々のヒット商品を生み出し、昨今は自社製品をブランドとしたオリジナルカフェなどの店舗を全国にチェーン展開している。花梨はレストラン事業部で商品企画に携われる部署を希望していた。

　三十階建てのオフィスビルは大きくそびえ立ち、エントランスは広々として、たくさんの人たちが忙しそうに行き交っていた。何もかもが前の会社とは比べものにならないほど、規模が大きい。

　入社初日、花梨はスーツがよれていないか身なりを確認し、気持ちを引きしめて背筋をピンと伸ばした。

　配属先のレストラン事業部に行くと、部長の宮みや島じま栄えい一いちから辞令を渡され、パーテーションで仕切られた部署の一番奥、第一企画室に連れていかれた。

「ここが第一企画室だ。室長を紹介しようと思ったんだけど、飛行機が遅れてるみたいでね」

　同じく今日づけで室長がニューヨークからこちらへ赴任してくるらしい。

　自分の直属の上司となる人は……どんな人だろう。

　緊張でドキドキしていると、宮島が口を開いた。

「ニューヨーク勤務組は社内でもエリートで、室長はまだ入社五年目だけど、うちのエースでね。頼りがいのある人材だよ。レストラン事業部では今季から新しいカフェ事業のプロジェクトが始まるんだが、そのために海外のマーケット開拓を任されていた彼を急きゅう遽きょこっちに呼び戻したんだ」

　エリートコースのエースとなれば、さぞ仕事のデキる人だろう。厳しい上司になりそうな予感がして、花梨はますます緊張した。

「ああそれと、彼は経歴も素晴らしいが、容姿もよくてモテるから、女子社員がうるさくなるかもしれないな」

　宮島は花梨の緊張を解くように、いたずらっぽく笑った。

　エリートかつ容姿端麗……入社五年目ということは二十六歳か二十七歳。花梨よりも二歳上の若さで室長になれるなんて、一体どんな男性なのだろうと想像を巡らせる。

　すると、オフィス内が急にざわつき、宮島が「到着したんじゃないか」と言うので、花梨は第一企画室のパーテーションの手前で、新しい上司を待った。

　すらりと背の高い彼がこちらにやってくる。薄茶色のサラサラした髪からのぞく端正なシルエットは、確かにいい男っぽい雰囲気があった。

（待って、この雰囲気……）

　花梨の胸がドキン、と高鳴り始める。

　デスクで仕事をしている社員たちが振り返り、特に女子社員はまるで白馬の王子さまを見るような目で彼に注目する。知的で洗練された雰囲気は、映画から飛び出してきたイケメン俳優のようだ。

（昔好きだった〝彼〟に似ている気がする）

　清潔感のあるアンバームスクのやわらかな香り、オシャレな細身のスーツ、すっと伸びた背格好、どことなく甘い雰囲気、そして……ゆったりと向けられる凛り々りしい眼まな差ざし……昔の記憶が花梨を惹ひきつけた。

　ドキン、ドキン……と鼓こ動どうがますます速まっていく。

（きっと、似ているだけ……。彼のはずがない）

　花梨は彼が目の前に来た瞬間、頭が真っ白になった。

「君が、中途採用の子？　如月きさらぎです。よろしく」

　抑揚のあまりない穏やかで低い声が、鼓こ膜まくに滑り落ちてくる。

（ああ、そうだ。こんな声だった……）

　記憶の中に失われつつあった声が、蘇ってくる。

　彼から手を差し出されたのに、花梨は震えてすぐに手を出せなかった。緊張ではなくて、彼が〝彼〟だからだ。長い睫毛が瞬き、光が差し込むたびに瞳の色がグレーからブラウンへと変わっていく、とても特徴的な目……〝彼〟しかいない。

　けれど、彼のほうは少しも気づいていない。初対面の相手に和やかな笑顔を向けているだけだ。花梨はおそるおそる彼の手を握った。その瞬間、指先から電流が通うような感覚が走った。

（どうしよう……やっぱり……私、この気持ち忘れてない……）

　忘れようと必死に抑えつけていた想いがたちまち溢あふれてくる。

「まさか……悠ちゃん……だったなんて……」

　花梨が聞こえるか聞こえないかぐらいの小さな声で呟つぶやくと、ようやく気づいてくれたのか、彼の澄んだ瞳が大きく見開かれた。

　再会できた戸と惑まどいと喜びで目め眩まいがする。

　彼の名前は悠斗……如月悠斗。首から下げられたネームフォルダーを目にし、花梨ははっきりと確かめる。間違いない……悠斗だ。けれど、彼は何も答えない。

「すみません。吉井花梨です。よろしくお願いします」

「ああ、よろしく」

　彼はハッとして答えた。

「あの……覚えていませんか？　私のこと。大学時代に……」

　花梨が切り出すと、悠斗のさっきまでの爽さわやかな笑顔が一転して曇くもってしまった。

「……君はここに何をしに来たの？　もっとほかに聞くべきことがあるんじゃないのか？」

　表情を強こわ張ばらせた悠斗に、花梨は言葉を失った。

　確かにここは会社なのだから、彼の言う通り、慎むべきだったと思う。けれど、これほどあからさまに態度を変えるということは、悠斗は花梨に会いたくなかったということだ。あんなふうに別れたとはいえ、彼が就職で仙台を離れる時は、笑顔で見送ったはずだったのに……。

（思い出したくない、ということなのかな……）

「……申しわけありません」

「じゃあ、これから部署全体にふたりで挨あい拶さつをするから、ついてきて」

「は、はい……」

　花梨は悠斗の背中を追いかけながら、一週間前に仙台から東京へ出てきた時のことを、思い返していた。

（思い出を封印して、新しい生活を始めよう。仕事も恋も心機一転がんばろう……確かにそう思ってたのに、またあの頃の気持ちが蘇るなんて）

　冷たくされて悲しいのに胸の中が熱い。悔しい……一瞬にして、あの頃の気持ちに舞い戻ってしまった。

（まさか、彼が上司になるなんて）

　花梨は呆然と悠斗の背中を見つめていた。










上司と部下




　花梨がレストラン事業部の第一企画室に配属された、翌日の午後のことだった。

　悠斗に呼び出されて室長室に入る。話があるというので悠斗の座っているデスクの前でそのまま待った。窓から夕陽が差し込み、部屋がオレンジ色に染まっていく。

　しばらくして「はい」と目の前に書類を差し出され、手を伸ばしたら偶然、彼の手に触れてしまった。その拍子に書類がストンと床に落ちて散らばってしまう。先に手を離したのは彼だった。

「……悪い」

「いえ……私のほうこそ、すみません……」

　指と指が触れ合っただけなのに、意識しすぎて勝手に顔がのぼせたように熱くなる。

　花梨は床に落ちた書類を慌てて拾い集め、手元で整理し直すが、悠斗の顔をまっすぐ見られなかった。

「吉井に言っておきたいことがある」

「は、はい。なんでしょうか」

　他人行儀な彼にまだ慣れない。けれど、彼の抑揚のない落ち着いた低い声が懐かしく……昔から好きだった響きに身体が熱くなるばかり。心臓はドキドキと破裂しそうなほど鼓動を速めている。

　どうにか平常心を取り戻さなくてはならないと必死に自分を抑えつけていると、そんな花梨の様子を悠斗はまっすぐ見下ろしていた。

「今、俺と吉井は上司と部下。それ以外のなんでもない。変なふうに呼んだりしないでほしい」

　悠斗は冷たくそう言って、何かを手渡してきた。

「これは……」

　手の上に乗せられたのは、〝糖分カロリーゼロ〟と表示されたヘーゼル色のチョコレートパッケージだった。〝ゼロ〟と強調された文字が、まるでふたりの関係を指し示しているようだ。

　花梨は、光の加減でブラウンやグレーにも見える怜れい悧りそうな瞳をじっと見つめた。

　悠斗の瞳の色が淡いのは、ドイツ系アメリカ人の血を引いているからだと彼から聞いたことがあった。そしてこのキレイな瞳だからこそ、冷たく見下ろされれば怖かったし、反対に優しく見つめられれば、とろけるような甘い気持ちになったものだ。

　優しい顔の造りをしているのに、無表情にも見えるこの瞳はとても冷たく突き刺さる。

　昨日、思わず『悠ちゃん』と呼んでしまった時、彼は聞こえないフリをした。そして、過去のことには一切触れようとしなかった。もちろん五年前ふたりの間にたった一夜限りの身体の関係があったことも……。

（ひとりで意識して、バカみたい……）

　胸の奥がみるみるうちに塞がっていく。

「それと、この商品のレポートを書いてみて。学生の論文や感想文のようなものじゃダメだ。企業側の目線で気づいたことをまとめてほしい」

「……わかりました」

　今の彼は穏やかな物腰ではあるが、仕事がデキるオーラをまとっているからなのか、昔の優しい雰囲気とは違ってクールで近寄りがたい雰囲気がある。それとも、それは花梨に対してだけなのだろうか。

　無関係を装おうとする悠斗に悲しくなり、花梨はパッケージをぎゅっと握りしめ、唇くちびるを噛かんだ。

（今までずっと……彼を忘れられなかった私の気持ちを、知るわけないんだから当然よね……）

　仕事なのだから、上司に対してちゃんと敬語を使って話さなくてはならないし、部下として身をわきまえなくてはならないだろう。けれど、すごく傷ついている自分がいる。

　花梨が「失礼しました」と言いかけたところで、悠斗の着信音が鳴り、彼はポケットからスマートフォンを取り出して耳にあてがった。邪魔をしないように頭を下げてそっと退室しようとしたところ、悠斗が「では打ち合わせは時間通りに……」と話をしながらこちらにやってくる。すぐそばでふわりとアンバームスクのやわらかな甘い香りが漂い、ドキンとした。

　悠斗がスマートフォンの画面を消す。電話が終わったらしい。

「これから外出するから、質問があるなら第一企画室の連中に聞いて」

　きっと彼は知らないだろう。まだ花梨のスマートフォンのメモリの中に、ふたりで撮った写真があることを。いくらモノクロに変わっていく記憶の中でも、それだけは今も色あせない。

　肩を並べて、笑顔を咲かせたふたり、少しはにかんだ悠斗の顔……。

（会いたかった……とは言えないだろうけど、せめて過去だけは否定しないで）

　花梨は震える声を抑えながら口を開いた。

「室長、私にも言わせてください」

「何？」

　悠斗はこちらを見据えて問いかけてくる。

「私は仕事をしたくて上京してきたんです。あなたに会いたかったからではありません」

　花梨にだって言い分がある。悠斗を追いかけてきたわけじゃなく、知らずに入社したら、たまたま上司と部下という関係になってしまっただけなのだ。ずっと忘れられずにいたからこそ、こんなふうに避けられるのは悲しい。

「言いたいのはそれだけか？　早く席に戻って仕事をしろ」

　悠斗は冷たく突き放すだけだった。だが、彼の瞳は花梨と同じように揺れているように見えた。きっと触れられたくないのだ、と花梨は思った。

　悠斗が急ぐように先に出ていってしまい、ドアがパタンと閉まる。無機質な音が、乾いた心に突き刺さった。

　これから彼の部下として冷静でいられるのだろうか。こんな気まずいままでは仕事に集中できない。花梨にとって最初の課題はそれだった。

　十八時に終業のベルが鳴る。まだ入社二日目で緊張して過ごしたからか、疲れがどっと出てしまった。それぞれが帰り支度をしたり残業したりする中、花梨は悠斗から受け取った書類を見つめ、大きくため息をついた。

　お手洗いに行こうとすると、悠斗が長い廊下の向こうから宮島と談笑しながら歩いてくるのを見つけて、早速ドキッとする。

（ああ、今でも笑う時のクセは変わらないんだ……）

　悠斗は笑うと目尻がほんの少し下がる。あの頃は、その笑顔が見たくてそばにいたようなものだった。それを思い出したら、胸がキュンときしむように締めつけられた。

（ダメ、こんなふうに感じたら。もう昔とは違う。今は私の上司なんだから……）

　ふいに目と目が合って、花梨は「お疲れさまです」と慌てて頭を下げた。

「やあ、お疲れさま」と宮島は優しくねぎらってくれるが、悠斗は一いち瞥べつするだけだった。

　すれ違ったあとも、エレベーターのほうへ行く悠斗と宮島の後ろ姿を目で追いかけた。悠斗がエレベーターの中に入り、見えなくなるまで、ずっと見つめていた。

（悠ちゃん、私、ずっと大好きだったんだよ。忘れようと思っていたのに、やっぱり簡単には忘れさせてくれないんだね。でも、あの頃にはもう戻らないってあなたが望むなら、思い出さないようにするから。あなたのこと、ただの上司だって思えるように努力するから。どうかこれ以上、嫌いにはならないでほしい……）

　彼が仙台からいなくなった時のように、胸の奥がヒリヒリする。今はこんなに近くにいられるのに、あの頃よりずっとずっと遠い――。




　翌日の昼過ぎ、まだ休憩を終わらせるのには早いがデスクに戻った。慣れない身でわからないことが多く、時間もかかるし……と考えながら席に着くと、隣のデスクで電話を終わらせた伊い藤とう幸ゆき恵えと目が合い、声をかけられた。

　ショートボブがよく似合う明るい女性……彼女は入社して四年目の先輩社員だ。

「吉井さん」

　内緒話でもするように手招きされたので、チェアごと近寄り、彼女の口元に耳を近づけた。

「室長と話したんでしょ、どうだった？　すっごくかっこいいよね。ほかの男子が芋いもに見えちゃう。仕事もすごくデキるって話だし。室長が来てから部署が急に活気づいたっていうか、そういう空気を出せる人には憧れちゃうよね」

　声に色がつくというのはこういうことなのだと思う。

　大学の時から、女の子が悠斗を見る瞳は桃色のハート、声は甲高い黄色だった。もしも花梨が悠斗と知り合いでなければ、幸恵と同じようにはしゃいでいたことだろう。

　初日に牽けん制せいされたことを思い出すと、気が滅入ってしまう。

「それで吉井さん、仙台出身なんだって？　前はどこに勤めていたの？」

　幸恵に聞かれてハッとして答える。

「地元の小さな食品メーカーです」

「じゃあ、ある程度、業界のことは知ってるのね」

「少しは。でも、前の会社はこんなに華やかではなかったんです。冷凍庫の仕分け作業とか地味なことばかりやってたから、もっと企画を考えたり製品を動かしたりして、やりがいを感じられるところで働きたくて」

「そっかぁ、それで上京してきたんだ。意欲的で感心ね。色白美人がどうのって噂うわさされてるわよ」

　幸恵に促され、彼女の視線の行方を振り返った。悠斗ほどではないが、中途入社の花梨のことも話題の対象になっていたようだ。始業前も、男子社員がわらわらと集まってきて一斉に自己紹介されたのだが、まだ名前と顔が一致していない。

　相変わらず頭の中は悠斗のことばかり。こんな状態ではダメなのに。

「そういえば来週から、社長令嬢の藤ふじ田た 茜あかねさんが部署研修に入るらしいの。吉井さんは会った？」

「いえ、まだお会いしていません」

「大体、重役専用フロアの秘書室にいることが多くて、あまり下りてこないんだけど、藤田社長は娘さんしかいないから、跡を継ぐことを見据えて会社のことを勉強するんですって」

　幸恵の話に聞き入っていると、横から誰かの声が割って入った。

「花婿を探しに天界から下りてくるっていう感じ？」

　横から顔を出してきたのは、さっき集まってきた男性社員のひとりで、溝みぞ口ぐち 健たける。爽やかな彼は、この春に営業部から第一企画室に配属された入社三年目の二十五歳で、花梨と同い年だ。

「天界から下りて……？」

　なんだかおかしくなって笑う。

　花梨のその表情を見て、溝口は戸惑いを見せた。

　明らかに顔を赤くしているので、幸恵が先輩風を吹かせてからかった。

「ねえ、溝口くんって、笑顔がかわいい女性がタイプなんだったっけ？　この間の飲み会でそう言ってたわよね」

　花梨をちらりと見て幸恵が強調すると、溝口は恥ずかしかったのか、恨めしいような声をあげた。

「幸恵さん、からかわないでくださいよ」

「あら、だって見え見えなんですもの。ちなみに吉井さん、彼氏は？　地元に彼氏がいたりするの？」

「いえ、そういう人はいません。私は地元から出てきたばっかりで、こっちの暮らしになれるので精一杯です」

　曖あい昧まいに逃げると、溝口がぱっと顔を明るくして食いついてきた。

「そっか、そうだよな。じゃあ同い年の代表として、俺、いろいろ教えてあげるよ。仕事の帰り、おいしいご飯でも食べに行かない？」

　歳が近い人と仲良くなれるのはうれしい。彼は都会的でスポーツマンっぽい感じがする。普段から明るい性格なのかもしれない。軽い感じがしないわけでもないけれど、嫌な雰囲気じゃないから、友達にならなれそうだと思った。

「こらこら溝口くん、調子に乗らないの」

　溝口が隙あらばスマートフォンの番号を教えようとしているところを、幸恵が止める。

「さ、仕事に戻りましょ。そろそろ室長が戻ってくるんじゃない」

　花梨は座っていたチェアをくるりと回し、フロアの入口のほうを見て、「あ」と小さく声をあげた。

　出先から戻ったようで、悠斗がやってくる。皆が「お疲れさまです」と声をかけ、花梨も挨拶したのだが、悠斗は彼女だけ無視するように素通りしてしまった。

「なんか、機嫌悪い感じ？」

　幸恵がぼそっと言うけれど、花梨は曖昧に微ほほ笑えむことしかできない。

　違う。自分を避けているのだ、と花梨は感じた。

　ほかの人とは普通に会話しているし、笑顔も見せているのだから。

（にこやかになんてできないのはわかるけれど、あんなふうにそっけなくすることないのに。上司と部下として接するのが当然というなら、挨拶ぐらいしてほしい）

　左側にある室長室のドアは普段、第一企画室の様子が見られるように開けてあることが多いのだが、彼はこちらを見向きもしない。

　心の中がもやもやする。

　花梨は悠斗を気にしながらチェアを前に戻し、今度こそ自分の仕事に取りかかった。

　だけど、全身で感じる。悠斗の存在も、室長室で手と手が触れ合った感覚も。胸の中に流れ込んでくる、彼を忘れられなかった好きな気持ちも。

（あの頃のように笑ってほしい）

　せめて、ほんの少しでいいから笑顔が見られたら……。これから先、そういう日が来たら、互いにわだかまりのあるふたりも新しく変われるだろうか。







第二章　そんな瞳で見つめないで　～悠斗ＳＩＤＥ～










冷たい線引き




　クライアントとの打ち合わせで外出していた悠斗は、オフィスに戻ってくるなり給湯室に立ち寄り、ため息をついた。どうにも仕事に集中しきれていない。原因はわかっている。

　……花梨だ。

　コーヒーを注ぐとあたたかい湯気が立ち込める。

　ひと息ついて給湯室から出ると、女子社員とすれ違った。悠斗は一瞬身がまえたが、花梨ではないとわかり胸を撫なで下ろす。

　第一企画室に入り、社員たちがデスクで忙しくしているそばを通り過ぎると、まだ昼休みの残りを惜しむように話し込んでいる連中が目に入った。そこには花梨の姿があって、男にチヤホヤされているように見える。

　花梨に挨拶されたが、悠斗はつい無視してしまった。そうしたくなくても、まともに顔を合わせられる心境になかった。そのまま悠斗は室長室へと入っていく。

（何、大人げないことをしてるんだ……俺は……）

　デスクの上、パソコンのそばにあるガラスキャニスターからハッカキャンディーの包みを取り出し、口の中に放り投げる。喉のどの渇きを潤しながらワークチェアに背を預け、ボールペンをきつく握りしめた。

　デスクの上には企画書のほかに、手帳が置かれている。

　今月のページをめくり、走り書きした〝Ｙｏｓｈｉ――〟の文字に目をとめる。国際電話で最後まで聞き取れなかった名前……中途入社の子がいるので挨拶してほしいということだったが……。

　それがまさか吉井花梨だとは……。

　彼女は地元の会社で働いていると思っていたので、まさか東京に出てきているとは知らなかった。

「……まいった」

　悠斗は、花梨のやわらかい手のひらの感触を思い出し、額に手を当てる。

　再会した時、花梨の丸い瞳が寂しそうな子猫のように見えて動揺させられた。

　約五年ぶりとはいえ、名前を聞いて、顔を見て、思い出さないはずがない。着任した日、一瞬で気づけなかったのは、花梨があの頃よりも大人になって見違えるようにキレイになっていたからだ。

　二歳年下の花梨は悠斗にとって妹のようにかわいくて、さばさばした姉の花緒とは違う魅力のある女の子だった。明るく天てん真しん爛らん漫まんでいつもにこやかな花梨が、悠斗にはかわいくて仕方がなかった。彼女と一緒にいると陽だまりに包まれているかのように居心地がよかった。

　だが、悠斗が当時つき合っていたのは、自分より一歳年上の姉の花緒のほうだった。学生の頃は、一歳年上というだけですごく大人っぽく感じる年頃だ。年上の女性に惹かれ、背伸びをしていた。

　花緒は恋愛に執着しないタイプで、自分の将来設計をしっかりと立てている、自立した女性だった。そういう芯しんのあるところに憧れ、こちらとしては仲良くやっていたつもりだった。

　ところが就職の時期になり、彼女が仙台を離れる頃、突然別れを切り出された。理由はよくわからない。『もうあなたとはつき合えない』それだけだった。悠斗も卒業したら東京に行こうと考えていたので、〝離れても想っている〟と伝えたが、叶かなわなかった。

　常に目標にまっしぐらの彼女にとって、年下の男は頼りなかったのかもしれない、と悠斗は受け入れるしかなかった。

　そんな時そばにいて、癒やしてくれたのが花梨だった。

『まさか……悠ちゃん……だったなんて……』

　あの日、砂糖菓子が舌の上で溶けていくように頼りなく聞こえた声は、いつかの夜に彼女を抱いたことを一瞬にして思い出させた。

　忘れるわけがない。就職で東京に行くことを告げたクリスマスの夜。『最後でいいから、抱いてほしい』と言ってきた彼女のことを……。花緒のことを忘れられなくてもいいからそばにいたいと言ってくれた、健けな気げな彼女のことを……。

　花緒がいなくなってからの一年間、時間をかけて少しずつ花梨に惹かれていたのは事実だったが、当時は不器用で彼女のことをうまく受け止めることができなかった。

『ごめんな……君がよくても俺がダメだ。こんな中途半端な気持ちで、花梨とはつき合えない』

　傷つけないように遠ざけたはずが、結果、大事な彼女を傷つけてしまった。あとになって、悠斗はどれほど花梨のことが大切で好きだったのか自覚した。離れてから気づくなんてバカだ。

（あんなふうに花梨を傷つけた身勝手な俺が……まともに顔を合わせられるはずがない）

　あの頃ふたりで並んで撮った写真は、まだスマートフォンに残っている。彼女のメールアドレスも、変わっているかもしれないが消せずにいた。それなのに、結局一度も連絡しなかった。

　彼女に対しての罪の意識から、自分から連絡するなんて、勝手すぎてできなかったのだ。

　もう忘れるしかないと思っていた。

　そのくせに再会したあの日、手が触れ合っただけで、一瞬にして過去に引き戻されそうになるとは……。

　胸に、愛しさが募る。それを打ち消すようにため息をついた。

（もうすぐ五年だ。もう、あの頃のふたりではないのだから、しっかり線引きをしなくては）

　上司と部下として……。










教育担当




「失礼します」

　ノックの音がして悠斗は返事をする。身を硬くして入ってきたのは花梨だ。

　入社してから一週間が経過する今日、彼女の仕事がひと段落したのを見計らい、改めて『レポートを持ってきて』と室長室に呼び出したのだ。

　悠斗は、自分から仕事をやりづらくしてしまったことを半分後悔しながら、平静を装った。

　なんとか線引きをしなくては。自分は彼女の上司なのだから、ただつらく当たってばかりいてどうするんだ。お互いが動揺するのは仕方のないこと、大事なのはこれからだ……と思い直す。

「君の研修期間中、俺が教育担当としてつくことになったから、よろしく」

　悠斗が言うと、花梨はますます緊張した様子で、慌てて「よろしくお願いします」と頭を下げた。きっと彼女も挨拶してもらえなかったことを気にしているに違いない。とにかく悠斗は淡々と説明を続けた。

「……それで俺が不在の時は、ほかの社員を当てるつもりだから、安心してほしい。何か質問があればすぐに聞いてくれ」

「はい。わかりました」

「今、ほかに何か聞きたいことはあるか？」

「あ、あの」

「何？」

「新しいものを創り出すって大変ですよね。でも私、この仕事にやりがいがあると思っているんです。だからこそ、この会社を志望したので……このプロジェクトに関われて、とてもうれしいです。ご指導よろしくお願いします」

　素直に喜ぶ花梨に、悠斗はホッとしつつも、もどかしい思いに駆られた。なぜなら彼女が懸命に笑顔を取り繕つくろっているのがわかったからだ。

　小さな手が震えているし、悠斗を見つめる瞳には特別な想いがにじんでいる。頬ほおどころか耳まで真っ赤に染めてしまっている。それを必死に隠そうとしているようだが、彼女は昔からこうしてわかりやすい人間だった。

　これではほかの社員に悟られるのも時間の問題かもしれない。あんな冷たい態度をとったのに、花梨の態度は昔と変わらない。

（こんな俺を……君はまだ想ってくれているというのか）

　悠斗は花梨のすぐ目の前に立ち、彼女の手をぐいっと引っ張った。

「きゃっ……」

　とろけるような甘い声。細い肩、髪の毛から甘い香りがする。

　あの頃とはまた別の、大人になった彼女を間近で眺めた。あと五センチも近づけば密着しそうな状況で、身動きのとれなくなった花梨が真っ赤な顔をして息を詰める。

「それ」

　悠斗は小さく息を吐いた。

「え？」

「免疫をつけて。俺と君は今、上司と部下だ。俺を見るたびに赤くなったりしないで」

　悠斗は言って、花梨を見下ろした。

「できなかったら、君にペナルティをつけるよ」

「そんな……」

　花梨が戸惑いの表情を浮かべる。

　つかんだ手が熱くて、悠斗にまで伝でん播ぱしてしまいそうだった。

「仕事に集中してもらわないと困るんだ。ほかに影響があったらよくないだろう？」

　花梨は、かぁっとますます顔を真っ赤に染め、とうとう悠斗を見つめていられなくなったのか、うつむいてしまった。そのせいで、耳にかけた髪が落ちて頬をすっぽりと隠す。

「……申しわけありません。気をつけます」

　理不尽なことだとわかっている。人の感情は簡単にコントロールできるものではない。彼女が赤くなりたくなくても、そうなってしまうのは仕方ないのだ。けれど、お互い上司と部下という関係でいるのなら、許すわけにもいかない。

「昔からそうだった。すぐに表情に出るところは変わってないんだな」

　悠斗は言って、花梨の耳の際をなぞるように髪の毛をかけ直す。彼女はますます身を硬くした。

「顔を上げて。俺を見て、慣れて」

　悠斗はわざと甘ったるい蜜を含んだ声で催促した。警告の意味を含め、彼女の本心を探るためだ。

　花梨の細い指先が震えている。彼女は今は無理だと首を振って拒絶した。

「……君に提案しよう。過去をまるっきり白紙にして、上司と部下として〝一から〟関係をスタートさせるか。それとも、こんなふうにもの欲しげな顔で俺を見るぐらいだ。〝そういう関係〟になったほうが仕事もやりやすいか？」

　悠斗は賭けに出た。どう返ってくるかで彼女への接し方はだいぶ違ってくるだろう。

「そういう関係って……」

　おずおずと花梨が顔を上げようとする。

「大人の男と女の関係だよ。それ以外に何があるの？」

　悠斗は花梨の顎あごをくいっと上げさせ、彼女の潤んだ瞳を試すようにのぞき込んだ。

「聞いてなかったのか？　君の答えは？」

　今にも涙がこぼれ落ちそうな丸い瞳を見つめて、悠斗はため息をついた。

「花梨」

　悠斗が声を潜めて名前を呼ぶと、花梨は丸い瞳をさらに丸くした。

「何年ぶりだろうな、君とこうしているのは。でも俺は、あの頃とは違うから」

「ゆ……」

　花梨が唇を開きかけ、慌ててその続きの言葉を引っ込める。

　昔から彼女は自分を〝悠ちゃん〟と呼んで追いかけてきた。

「じゃあ教えてください。もしも私が〝そういう関係になりたい〟って言ったら、どうするんですか？」

「さあ、どうしようかな。君が本当に望むなら考えるよ」

　悠斗は彼女の出方を待った。上司と部下として一から関係をスタートさせるほうに賭けて。きっとわかってくれると思っていた……のだが、返ってきたのは、予想外の言葉だった。

「今なら、ひとりの女性として見てもらえるっていうことですか……？」

　花梨の瞳はひたむきすぎて、時々まっすぐ見られない。

「ああ、オフィスでは上司と部下で。外ではセフレっていう扱いでいいなら」

　自分の想いを見透かされたくなくて、悠斗は意地悪でそう言った。

　花梨はゆらゆらと瞳を揺るがす。

「……そんなこと言う人じゃなかったのに……変わってしまったんですね」

　花梨が悲しげに言う。

「そうだよ。もうすぐ五年……月日が経過すれば、街も人も変わる」

　悠斗は言い聞かせるように言葉にしたのだが、花梨は首を振った。

「それでも、私の気持ちはずっと変わりませんでした。肝心な……大切な気持ちだけは、ずっと……心の中にあります。その想いだけは否定しないでください」

　花梨の言葉に、悠斗は衝撃を受けた。頼りなさげに震えていた彼女と同一人物とは思えないほどの強い眼差しが、悠斗の心を揺さぶる。こういうところ、彼女は少しも変わっていないのだ、と思った。

（頼むから、そんな瞳で見つめないでほしい）

　悠斗は一瞬の葛藤を吹き飛ばし、言葉を呑のみ込む。

　もちろん今彼女に告げたことは本心じゃない。線引きをするために、動揺を悟られないように、そう言うほかなかったのだ。

「室長のおっしゃること……よくわかりました。社内ではちゃんとけじめをつけます。その代わり、外でなら私をひとりの女性として見てくださるということですね？　では私はそっちを望みます」

　花梨は凛とした瞳で、はっきりとそう言った。

　おかげで悠斗のほうが困惑する。

「君は、俺が今言ったことの意味がわかってないのか？」

「私だって子供じゃありません。大人の男女の関係がどんなものかわかります」

『セフレっていう扱いでいいなら』と言ったのは、本気ではなく意地悪だったのに、花梨が負けじと返してくるから、悠斗は困惑してしばらく無言を貫くことになった。

　彼女だって本気でセフレになりたいわけじゃないはずだ。逆に悠斗を試しているのだろう。

「ずいぶんと自信があるように言うけど、きちんと割りきれるのか。社内でまたさっきみたいに俺のこと呼んだら、どうするつもり？　そういう女性とは約束できない」

　意地悪な言い方をしていじめるつもりはないけれど、そうでもしなければ〝上司と部下〟と、割りきれない。今ですら動揺しているのをひたすら押し殺しているというのに。

「もし呼んでしまったら……ペナルティを受けます」

　花梨は覚悟を決めたように言い返してきた。

「ペナルティ……ね。君はわかってないよ、俺が言いたいこと」

　悠斗は深くため息をつき、花梨の細い手首をぐいと引っ張って、腰をすくうように抱きしめた。

「ひゃっ……」

　驚いて力を抜いた花梨が、悠斗の胸に倒れ込むようにすっぽりと埋うもれた。さっき感じた甘い香りと、肩まで伸びたウエーブのかかったやわらかい髪が悠斗の頬をくすぐる。

「花梨……髪、伸びたな。ウエーブよりもストレートのほうが似合うと思う」

　悠斗はわざと耳のそばで甘く囁ささやいた。

　びくんと肩を震わせる花梨が、小さな声を漏もらす。

「……待っ……て、くださ……ここ会社……ダ、ダメッて……」

　突然のことに花梨がパニックになっている。悠斗はかまわず、わざと抱きしめた。

「しっ……外に聞こえるぞ。強がりもここまでだな」

　折れそうなほど華きゃ奢しゃな身体なのに、抱きしめればやわらかい。女の子とはこういうものだったな、と悠斗は彼女と触れ合った過去を懐かしく感じた。

　慌てふためく花梨の顎を上げさせ、唇と唇がくっつく寸前で……やめた。

　花梨は真っ赤な顔のままで、悠斗を見つめていた。

「何？　その顔。まさか仕事中に本気でするわけないだろ」

　ムッとした彼女を悠斗はさらに追いつめる。

「……ゆ」

「ゆ？　その続きは？」

　いたずらっぽい視線で詰問すると、花梨は首をすぼめた。

「ひどい……ずるいです。誘導尋問ですか？　そういうことをされたら……平常心でいられなくなるの、当たり前じゃないですか」

　彼女の声が震えている。顔はさっき以上に紅潮していた。

「君が本当にけじめをつけられるかどうか、試してるんだよ。そうやって態度に出されると困るって言ってるんだ。ペナルティを受けるっていうなら、君が〝悠ちゃん〟って呼ぶたびに、俺は人目を気にせずに君にキスすることにしよう」

「なっ！」

「そうなったら、困ることになるのはきっと君だよ？　でも、キスされたいからってわざと呼ぶのはなし」

　意地悪に微笑むと、花梨がムッとしたように反論してきた。

「絶対に……会社では呼ばないように気をつけます！」

　悠斗が疑いの目を向けると、花梨はぎゅっと身を硬くした。ようやく大人の関係がどうとかセフレがどうとかいうのが単なる脅おどしだと伝わったようだった。

「よし、じゃあ仕事に戻ろうか。件くだんのレポート見せて」

　花梨がムキになってレポートを差し出してくる。さっきまで真っ赤になっていたのは、悠斗を意識してのことだったはずだが、今の赤い顔はバカにされたことを怒ってのことだろう。

　悠斗はそんな彼女を尻目に商品レポートを受け取り、さらっと目を通した。ぎっしりと詰まっている内容だが、要点がうまくまとめられていて、読みやすくわかりやすい。

　一枚だけでなく、気づいたら二枚、三枚とめくりながら、花梨の熱意が伝わる文面に引き込まれていく。しばらくして彼女の不安そうな様子が視界に入り、ハッと我に返る。

「どう……でしょうか？」

「……ああ、なかなかいい線行ってるんじゃないか」

　正直、拍子抜けした。

「本当ですか？」

　花梨がうれしそうな声をあげる。

「ぱっと見ただけだから、あとで詳しくチェックしておく。君は次の仕事に入って」

「ありがとうございます！　これからもがんばります」

　ぱっと笑顔を咲かせる花梨に、悠斗は決まり悪くて視線を逸そらしたくなった。

　いつも一生懸命なところは変わらない。花のように愛らしい笑顔も……。いや、昔以上にキレイになった。

（ああ、ヤバイな……その顔は……反則だろう）

　免疫をつけなければならないのは、自分のほうかもしれない。抱きしめた彼女の匂いや温もりに胸が高鳴る。舌の根の乾かぬうちに、名前を読んで抱き寄せたくなってしまうとは。

　目と目が合い、顔を赤らめそうになったからか、あたふたとしながら、花梨は「失礼しました」と言って足早に出ていった。

　ふたりの関係の先が思いやられ、ため息が出る。

　花梨が室長室から出てすぐに、ドア越しに彼女の上機嫌な声が響いてきた。話し相手は幸恵だ。

「どうしたの？　褒ほめられでもした？」

「これから商品レポートをチェックしてもらうところなんですけど、『いい線行ってるんじゃないか』って言われて」

「そう、よかったわね。がんばって」

「はい。ご指導よろしくお願いします」

　姿は見えなくてもうれしそうな顔が目に浮かび、微笑ましくなる。

　Ａ４用紙にびっしりと書かれたレポートの内容は、さすが中途採用で入ってきただけある。読み進めるうちに、そのまとめ方や着眼点に感心した。レポートにかけた花梨の情熱が溢れ、読む者の胸を熱くさせる。

『私は仕事をしたくて上京してきたんです』

　そんなふうに腹立たしげに言った彼女の気持ちが、これを見てよくわかった。

　彼女を一人前に育てなくては、とますます気持ちを引きしめ、さっきから湧き上がってくるこの気持ちは、部下を育てたい上司としての思いなのだと、悠斗は改めて自分に言い聞かせた。

　ずっと忘れられなかった想いを……そっと心の奥に仕舞い込んで。







第三章　やっぱり今でも好きで










その声で呼んでほしい




　十月末、秋の色も深まり、クリスマスのディスプレイが街中で見られるようになってきた。花梨の心臓はあれからずっとドキドキしていた。このオフィスに出社するたびに。

　まだ、憶おぼえている。悠斗の熱い手のひらが重なったこと。指の形、その感覚、そして熱い吐息、抱きしめられた腕の強さ……耳のそばで『花梨』と呼んでくれたこと。

　上司と部下としてけじめをつけられないならセフレがどうのと、わざわざ脅しのように言われたことには正直腹が立ったけれど、悠斗の言い分はわかる。

　上司として線引きをしたかったからわざとそう言ったのであって、本心からではないだろう。過去の件で気まずくなるより新しい関係を築きたいと思ったに違いない。

　彼は昔から、相手のために身を引いたり、わざと悪ぶったりするところがあった。

　花梨も花梨で、本気で悠斗とセフレになりたいわけじゃない。ただ、今までのようにはいかなくても、自分に対して後ろめたさを感じたり、無視したりしてほしくなかったのだ。

　顔に出さないようにするのは難しいし、自分の心はだませない。気づいてしまった。忘れられないのではなくて、忘れたくないのだと。彼を憶えていたかったのだと……。

「おはようございます」と会社の席に着いてすぐ、室長室のドアプレートを眺めて、花梨は悠斗のことを気にした。ドアが開いて呼び出されでもすれば、すぐに飛んでいきたいくらい顔が見たかった。

　今の悠斗のことを知りたい。もっとそばで見つめていたい。その願いが通じたのか、ガチャッとノブが回る音がして、ドアがそうっと開いた。

　すると、悠斗が耳と肩に電話を挟んで誰かと話しながら、こちらに手招きをしている。ほかの社員のほうをきょろきょろと見渡しても、誰も反応しない。

　悠斗は花梨を指し示すと頷うなずいた。自分に〝来い〟と言っているのだろう。電話が長引いているようで話せないようだ。

　花梨が室長室に入ってすぐ電話は終わり、悠斗から本題が切り出された。

「来週、うちの会社が展開している『ショコラ・フルール』の新商品やディスプレイについて、社内でプレゼン交換会があるんだ。吉井も案を三つ挙げて、企画書にまとめてみて」

　ダブルクリップでとめられた書類を手渡され、花梨は表題を眺める。

「プレゼン交換会ってなんでしょう？」

「部署間で意見を交換し合うんだよ。この間のレポートの応用と思えばいい。なかなかいい出来だったと思う」

　さりげなく褒められ、花梨の胸が熱くなる。しっかり見ていてくれたんだ、と思うとうれしくてたまらなかった。

　悠斗は山積みになった書類をひとまとめに横に置いて、次の話題に移った。

「それから、十四時からモデル店舗の様子を見に行くから、ついてきて」

「わかりました」

　今、レストラン事業部の第一企画室では、チョコレート専門店とカフェのチェーン展開に力を注いでいる。そのため出店している店舗をいくつか視察するらしい。

　スケジュール帳にメモして、花梨は赤印をつけた。やる気がみなぎるような感触が、確かに手のひらに落ちてくる。

　そして、目の前にいる上司となった悠斗との関係も少しずつ築いていけたらと思う。

「吉井」

「はい」

「入って間もないから大変かもしれないけど、プレゼンの企画案、今週中に一度見せて」

「はい。がんばります」

　今日は水曜日だから、今週中の提出ということはあまり時間がない。けれど、今のこの気持ちだったらなんだってがんばれる。

（もっと、仕事でちゃんと結果を出して、認められるようにがんばらなくちゃ）

　花梨はデスクに戻ると早速幸恵にもレポートを見てもらい、アドバイスを求めた。

「商品企画の場合は、材料、コスト、品質、安全面も考えないといけないわ。出席した担当部署それぞれから必ずチェックが入るから。説得できる内容でないと」

　幸恵がうーんとうなりながら書類に目を通し、そう言う。

「顧客アンケートや人気商品のデータが必要なら社内共有資料ファイルに入っているから、社員コードとパスワードを入力して、フォルダにアクセスしてね。三回間違えるとロックがかかるから気をつけて。万が一、ロックされたら、室長に報告してね」

　幸恵はマウスを操作して次々に画面を開いていく。社員コードを入力する欄を指し示して幸恵が言った。

「わかりました。ありがとうございます」

　幸恵から丁寧に教えられ、隣の自分のデスクに戻り、早速操作してみる。

　それからすぐに作業に集中した。企画を考えるのは楽しいけれど、データをリスト化し、整理してプレゼン用の書類を作り上げるというのは思いのほか大変で、苦戦していた。

　ふと、悠斗のことを想う。

　ニューヨーク勤務組は社内でもエリートで、入社五年目で早くも室長に就任した彼は第一企画室のエースだと言われていた。確かに彼にはリーダーシップ力があり、まだ来たばかりなのに、あっという間に社員からの信頼を得ている。

　何事にも一切妥協することはないが、それはただの独りよがりではなく、きちんとしたデータに基づいていて説得力がある。また、部下のことも抜かりなくフォローしながら、次から次へと流れてくる仕事を迅速に処理し、時々発生するアクシデントにも的確に対応している。

　花梨なんてひとつの企画でいっぱいいっぱいになっているというのに、彼は一体、何人分の仕事をこなしているのだろう。寝る暇もないのではないかと思うほど忙しそうだが、きっと彼は人一倍の努力をしているに違いない。

　そう思ったら花梨も身が引きしまった。

　さあがんばろう、と気分を入れ替えて取りかかろうとした時、悠斗が室長室から出てきてドキッとした。頭を下げると、悠斗も少し反応して軽く頷いてくれる。彼への想いが顔に出てしまいそうになるのを必死に抑えていたら、幸恵が何か勘づいたかのように肘ひじでつついてきた。花梨は慌てて彼に憧れる一社員としての行動だと思われるように、なんとか取り繕った。

　悠斗の言うようにもう少し免疫をつけないと、彼に迷惑をかけてしまうかもしれない、と戒める。

「吉井、外出の準備をして。十四時にロビーで待ち合わせ。遅れるなよ」

「はい」

　花梨は返事をして、慌てて準備を始めた。

　ちょっとした瞬間に〝好き〟が溢れそうになる。例えば、その声に、その仕し草ぐさに、その香りに……。

　社内ではあの頃のように『悠ちゃん』と呼べなくても。あの頃のように優しく頭を撫でてもらえなくても。今はこうしていられるだけで十分だ。ただの上司と部下としてであってもいいから、そばにいたい。

　でも、あの頃の気持ちを白紙にすることはできない。それだけは譲ゆずれない。どうしたって想いは消せないと気づいてしまったから。

　いつかまた……その低く甘い声で『花梨』と呼んでほしい。それを夢見るぐらい、そして心の中で好きでいることぐらいは、許してほしい。




　十四時きっかりにロビーに到着すると、花梨は、悠斗を見つけてすぐ「ゆ……」と口を開き、しまったと思った。想いふけっていたせいで、つい〝悠ちゃん〟と声をかけてしまいそうになったのだ。

「……早速？」

　呆れたような悠斗の表情に、ぎくっとする。しっかり聞こえていたようだ。

　メルトン地の濃いグレーのトレンチコートを着て、片手にはブリーフケースを持っている。スタイルがいいからシンプルなものがすごく似合う。

　勝手にときめいていた心の火ほ照てりを、あたふたしながらゆっくりと静めていく。

「これは、ですね。私の心の声が勝手に……」

「ふうん。あんまり変な想像に使わないでほしいね」

　悠斗の意地悪なひと言に、花梨はますます顔が赤くなってしまいそうで、ふいっと視線を逸らした。

「変な想像って……そうじゃないです。そんなことしてません」

　外に出ると、風が強く吹きつけてきた。

　花梨が両腕でコートの裾を押さえつつ、「寒い、寒い」と騒ぐと、悠斗はふっと笑った。その笑顔にまた胸がキュンとしそうになり、花梨はぎゅっと身を硬くする。

　〝……平常心……平常心……〟と念じながら。

　これからふたりでチョコレート専門店『ショコラ・フルール』へ視察に向かう予定だ。表おもて参さん道どう、代だい官かん山やま、自じ由ゆうが丘おかにある三店舗を見るらしい。

　一店舗目の表参道に向かう間、花梨は無言でいることが気まずくて、それとなく会話を探していたところ、この五年間、悠斗がどうしていたのかが気になった。

「室長は、入社してすぐ海外に……行かれてたんですか？」

「ああ。ニューヨーク支社に配属されたからね」

「ニューヨーク勤務の人はエリート組って聞いています。すごいですよね……でも、お父さんの会社を継ぐんだと思ってたから……びっくりしました」

　彼は大企業、如月グループの御曹司でもある。

　如月グループは料亭、レストラン、居酒屋をはじめとする外食事業のほか、レストランウエディングのプロデュースをするブライダル事業や娯楽・リゾート事業などを多角的に展開している。

　学生の頃から優秀だった彼は、次男という立場であるにもかかわらず跡継ぎとして期待されているという噂だったし、大学では経済学を専攻していたから、てっきり如月グループの会社に就職して、いずれは会社のひとつを任されたりするのだろうと思っていた。

　いろいろ聞きたいことはあるけれど、妙なことを言ってまた渋い顔をされるのも嫌なので、それ以上聞くのはやめた。

　案の定、彼は追及されたくなさそうに黙り込んだあと、逆に聞いてくる。

「吉井の目標は？」

「目標……ですか」

「うん。一緒に仕事をするうえで、ビジョンがあるなら聞いておきたい」

「私は、おいしいって自然と笑顔がこぼれるような場を作りたいと思っています。それを叶えられる企画を生み出していきたいです」

　悠斗とこんなふうに話をすることになるなんて、なんだか不思議だ。家族にも言えなかった仕事への思いを素直に告げられるのは、彼が上司であるからだ。そんなふうに考えたら、過去に触れられないのは寂しいけれど、この距離感も悪いものじゃないと思える。

「自然と笑顔がこぼれるような……か」

「そうです。そのためにはなんとしても企画出し、がんばります」

　花梨がはつらつと言うと、隣で目を細めて微笑む悠斗が見えた。

「少し急ぐぞ」

「はい」

　颯さっ爽そうと歩く彼の後ろ姿を追いかけながら、ああ、肩から背の、この感じが好きだなと思う。彼の瞳の色によく似たカフリンクスが袖口のダブルカフスからちらちらと見え、黒いクロノグラフの時計とマッチしていてオシャレだ。

　どこからどう見ても、今、見ているのは社会人の彼だけれど、背格好はやっぱりあの頃のまま変わらない。

　とても、好きでたまらなかった日々のことが、鮮やかに蘇ってくる。

　なんて眩しいのだろう。

　彼はより大人の男性に成長して、仕事をバリバリこなしている。そんな姿がとてもかっこよくて輝いていて、素敵だ。

「あのさ、いつも思うけど、俺のあとをつけるように一歩二歩、下がって歩くのやめてくれないか？　気になるんだけど」

　悠斗に注意されて、すぐ隣に行くものの、なんだか落ち着かない。気持ちを顔に出すなと警告されたばかりなので、一歩ぐらい下がっていたほうが気が楽だったのだ。

「……なんだか、一緒に並ぶのがためらわれて……」

　しどろもどろで花梨は言いわけをした。

「土地勘のない場所ではぐれると困るだろ」

　どうやら悠斗なりに気を配ってくれていたようだった。

　ああそうか、と花梨は反省する。

「すみません。気をつけます」

　引き続き、颯爽と歩く悠斗についていこうとするが、今度は気が引けたわけでも緊張したわけでもなく、本当に追いつかない。

「東京の人は皆、歩くの速いですね」

　花梨は息切れしながら言い、ふいに悠斗の左腕にピントを合わせた。

　彼の腕につかまって、もしくはその手を握って一緒に歩けたら、どれほど幸せだろう。

　昔は花緒と悠斗がそうしていたのを見たくなくて、一歩後ろに下がってうつむいてばかりいた。

（でも、今は上司と部下だから、一緒に並んで歩ける）

　勢いあまって花梨が一歩踏み出すと、ヒールが段差に引っかかり、つまずいた。

「きゃっ」と小さな悲鳴まであげてしまい、悠斗からぷっと笑われて、思わずムッとする。

　交差点の信号が青になり、後ろから来た人の波にどっと背を押されそうになったところ、急に腕をぐいっと引き寄せられた。

「ぼうっとしてるなよ」

　悠斗の胸に頬が触れて顔を上げると、視線が合ってドキッとする。

　彼の瞳は再会した時とは違い、優しい色を帯びていた。

　花梨はうつむいて、「ありがとうございました」とだけ告げる。

（どうしよう。ペナルティ……私、耳まで真っ赤だ）

　けれど、悠斗は先に歩きだしてしまったから、その様子を見られずに済んだ。

　ホッとするものの、花梨の胸のざわめきは止まらない。冷たくされるのはこたえる。なのに、優しくされるのも同じだけ苦しいなんて。

（今、誰か好きな人はいるの？　アメリカではどんな暮らしをしていたの？　私が知らない悠ちゃんのことをもっと知りたい。まだやっぱり……好き。もう、ずっと、あの頃からきっと……）

　彼以外には考えられなかった。

　同じ速さで歩を進めるうちに、何年も離れていたとは思えないほど、好きだった気持ちが蘇る。

「……もしも……私が今でも好きって言ったら……？」

　小さく呟いてしまった花梨の声は、雑踏にかき消されたかもしれないし、悠斗に聞こえないフリをされたのかもしれない。

　振り返った彼と目が合った。花梨は慌てて小走りで彼の隣に並んだ。

　今までだって何度となく彼を望んできたけれど、今、手の届く距離にいて、なおさら想いが強くなる。

　せめて袖口だけでも触れ合っていたくて、花梨はそっと悠斗のそばに寄り添った。










今を知りたくて




　二店舗目を目指して歩いている間、花梨は上京した当日、迷子になったことや花緒とのやり取りを思い返していた。

『悠斗のこと……ごめんね』

　なぜふたりが別れたのか、理由は今でもわからないし、聞いてはいけないような雰囲気だったから、聞くこともできなかった。花緒は、悠斗が日本に戻ってきていることを知っているのだろうか。だとしても、まさか花梨の上司になったとは思わないだろう。

「さっきから、変な歩き方してるな。どうした」

　悠斗に指摘されて、花梨は引きずっている右足のかかとを上げてみた。真っ赤に腫はれて血がにじんでいる。

「靴ずれかな。慣れないから……」

「まだしばらく歩くと思うし、それじゃもたないよ。おいで」

　悠斗は言って花梨の手を引っ張り、歩道沿いのベンチに座らせた。

「足を見せて」

　さらっとそう言われて、花梨は動揺した。

「あの、私なら、平気です。大丈夫ですから」

　人の目が気になる。何より悠斗に足を見られるのが恥ずかしくてたまらない。

　すると思いやりつつ責めるような瞳で見られて、ハッとして大人しく従うことにした。

「確かにみっともないですよね。血のにじんだようなストッキング履いてたら、先方にも失礼ですし。どこかトイレ探して直してきます」

　勢いよく立ち上がろうとする花梨を、悠斗が制する。

「わかったならいいよ。待って、俺、ちょうど替えを持ってるから」

「え……」

　〝なぜ男の人が〟という目で見上げると、悠斗は決まり悪そうな顔をした。

「誤解しないでくれ。もらったんだよ、仕事の関係で」

　渡されたのは、ベージュの濃淡があるシェイプタイプのストッキングで、今花梨が履いているのと同じ、太ふと腿ももまでの長さのガータータイプ。それよりも花梨は『BODYMAKEボディメイク』と書かれたパッケージを見て動揺した。

「……これ、今ものすごい勢いで売れてるやつじゃないですか。ずり落ちなくてスリム効果があるっていう……」

　裏面のタグを見れば、ブランドロゴには『HOLYホーリー WORLDワールド』、〝佐倉コーポレーション（株）〟と、花緒が勤めている会社の名前が記されている。どこででも手に入れられる人気商品だけれど、不自然すぎる成り行きに女の勘が走った。

　ただの偶然と思いたいけれど、今さっき花緒のことを思い出したばかりで不安が募る。

「もしかして……姉と会ったんですか？」

　仕事の関係というけれど、海外から戻ったのがこの間なのだから……この短期間に、ふたりは会う時間を作ったということだろうか。

　気まずい雰囲気が流れる中、悠斗は花梨のかかとを支え、絆ばん創そう膏こうを貼った。

「……会ったよ」

　悠斗は、花梨の目をまっすぐに見て言った。

「仕事の事情を話したら、『妹を頼む』って言われたよ」

　悠斗は淡々と言うけれど、花梨はその意味を考えてショックを受けた。

「今優しいのは、だからですか？　私が妹だから……姉に、そう言われたから？」

　悠斗のため息が落ちる。腕時計を確認して、先を急ぎたがっている。

「君は、俺が好きなの？　それとも〝悠ちゃん〟が好きなの？」

　悠斗に冷たく言われて、花梨はハッとした。

「仕事中だっていうことを忘れるな。今、そんな顔をされても困る」

「……はい。くだらないことを言って……申しわけありませんでした」

　花梨は反省し、唇を噛みしめてうつむいた。すると、悠斗が花梨の震える手を握ってきて、花梨は顔を上げる。

「君を責めたいわけじゃないとわかってほしい。君が見ているのは……過去の俺だろう？」

　端正な甘い顔立ちの、透き通った瞳に見つめられ、ううんと首を振りたかったが、できなかった。確かに彼の言うことは的を射ている。

「今の俺を見て。君が、それでも俺を好きだっていうなら、その時はちゃんと応えるよ」

　悠斗がまっすぐに見つめてくる。花梨もまた悠斗を正面から見つめ返した。

（あの頃と、今と、同じようで違うふたり……）

　この間みたいにはぐらかさないで答えてくれた彼に、どんなふうに接したらいいだろう。

「仕事中に取り乱してしまって……申しわけありませんでした。仕事はもちろん一生懸命がんばります。ですから、少しずつでいいんです。私に……もっと今の室長のことを教えてください」

　花梨は、せめてそう言い返した。

「わかったら、ここで待ってるから、すぐに履き替えてこい」

　悠斗は、頭をぽんと撫でて、ストッキングの替えを渡してくれた。花梨は返事をしてそれを受け取り、トイレに駆け込んだ。痛んだ足は、胸の痛みにすり替わってしまった。

　彼の言う通り、離れていた間のことや彼の気持ちはわからない。過去と今はつながっていても、知らない部分が多すぎる。

　でも、これだけはわかる。

　こんなふうに胸が痛くなるのも、優しくされてうれしくなるのも、触れられて泣きたくなるのも、きっと、また恋が始まってしまったからだと……。




　視察に訪れてから、レストラン事業部の業務は思っていたよりずっと幅広いことを、花梨は目まの当たりにした。

　視察先の店で悠斗はオーナーと従業員に挨拶して、売れ行きや店の様子などを聞き出した。

「研修期間中で至らないところがあるかと思いますが、よろしくお願いします」

　花梨は笑顔で挨拶をした。悠斗からは、研修中こうしていろいろなところに連れていくと言われた。

　一緒にいられるのはうれしい。けれど、さっきみたいなのはこたえるから、仕事を認めてもらえるようにがんばりたい。そのうえで、ひとりの女性としても見てもらえるようにしなければ。そのバランスを保つ秘ひ訣けつがあるのなら知りたい。

　花梨はショーガラスに映る自分を見て、姉の花緒のように華やかなスーツを着てみたいな、と思った。

　悠斗は姉に『会ったよ』と言っていたけれど、どんなふうに会ってどんな会話をしたのだろう。

『ウエーブよりもストレートのほうが似合うと思う』

　あの時に言われたことを思い出して、今度の休みの日には髪型を変えてみようと思った。

　帰りは、ちょうど帰宅ラッシュの時間にぶつかった。

　満員電車なんて、仙台ではほとんど経験したことがない。朝の通勤ラッシュもすごいけど、夕方のほうが花梨は苦手だった。押し合いへし合いが当然で、地元にいた時はいくら満員でも身動きくらいはとれたのに。

　今、花梨を悩ませているのは、目の前の悠斗のこと。ドアが開いて人の波がなだれ込んでくると、悠斗が腰をすくうようにして抱き寄せてくれ、向き合って密着している状態になりドキッとする。こんな状態で意識しないわけがなかった。

　力強い腕、広い胸……もたれかかると、アンバームスクのいい香りがして胸がキュンとする。ネクタイを締めた襟えり元もとや、低い声を紡つむぐ喉仏、大きな手に巻かれた腕時計や、カフリンクス、それらが断片的に目に飛び込んでくる。

　あの頃と変わらないようでいて、ビジネスマンになった別の彼を感じて、鼓動がどんどん速くなった。

　意識してはダメだと思えば思うほど、どうしていいかわからなくなる。これでは動揺しているのが、彼に伝わってしまうかもしれない。

「ごめんなさい」

　とっさに口走った。

「いいよ、このままで」

　心臓は鳴りっぱなしで、免疫をつけるどころか、ますます好きになるばかりだ。

　悠斗は顔色ひとつ変える様子がない。

　優しくされると切なくなる。それは人として、上司としての優しさで、自分をひとりの女性として見てくれているわけじゃないから。

（だけど冷たくされるより、ずっといい。そばにいて離れたくない。このまま……ずっと）

　花梨は、悠斗の胸にぴたりと額を寄せた。




　オフィスに戻ると、もうすでに誰もいなかった。

　人気商品のデータを確認しようとした花梨だったが、さっきから何度やっても社内専用ファイルにログインできなくて困ってしまった。

（確か三回エラーになるとロックされるとか……どうしよう）

　花梨がイライラしながらキーボードをポンポン叩たたくと、悠斗が花梨の異変に気づき、やってきた。

「どうしたんだ？」

「さっきからログインできないんです。誕生日は絶対に間違えてないのに……」

　花梨がパソコン画面を見ながら呟く。

「パスワードに自分の誕生日を設定したのか？　呆れるな」

「違います。好きな人の誕生日……です」

　ムッとして思わず言い返したのはいいけれど、〝好きな人の誕生日〟と言ってから、花梨はまた口を滑らせたと思った。悠斗がじっと見つめてきて、焦あせってしまう。彼と接していると、こうなってしまうから困る。

「キーがロックされてしまったようだな」

　悠斗がそう言いながらもとの画面に戻して、いったんキーを解除する。

　男の人の大きな手、骨張った指先、爪は清潔にラウンド型に切られている。だからあまりカチカチと音がしないのかな、と悠斗のなめらかな指使いを眺める。キレイな手だな、と思った。

　慣れた手つきでキーを叩いた悠斗から、「はい」と画面を戻されて花梨は我に返った。

「あ、ありがとうございます」

　すると商品データの画面がすぐに開いたので、不思議に思った。

「パスワード、もっと別のにしろよ」

　――好きな人の誕生日。

　画面が開いたということは……入力されたということ？

「試しにやってみたんですか？　ひどい……今のはペナルティなしにしてくださいよ!?」

　本当に恥ずかしい。顔はいつも以上に真っ赤になっているに違いない。

「当たりだったんだから、しょうがない。君のパスワード設定が甘い証拠になっただろ」

　くす、と笑って悠斗がデスクに戻る。

　それより、〝好きな人〟という言葉になんの反応もないのが寂しい。

（自分の誕生日を入力したくせに）

　花梨は、火照った頬を押さえながら、再びパソコンに向かった。

　室長室の入口を開けたまま、別々にパソコンに向かうふたり。彼のキータッチの音は、なんだか心地良い。

　ふと、彼のネクタイに目が行った。ブルーやシルバーの寒色系の色はもちろん似合うけれど、グリーン系なんかもよさそうだ。さっきのストッキングのお詫わびというかお礼というか、何かお返しはできないだろうか……とぼんやり考えた。

　仕事を終えた花梨は〝お疲れさまでした〟と声をかけて帰ろうとしたところ、「待って」と引き止められた。

「送っていくよ。遅くなったし」

　思いがけない悠斗の提案に、花梨は跳ねるような気分になる。

「いいんですか？　迷惑じゃないですか？」

「いいから早くして」と言われて、花梨は慌てて悠斗の背中を追いかけた。







第四章　そんなふうに困らせないで　～悠斗ＳＩＤＥ～










揺れる想い




　悠斗と花梨はともにエレベーターで地下駐車場まで行った。悠斗がキーレスエントリーで点滅させた車を見つけると、花梨はとても驚いていた。

「すごい」

　白いスポーツカータイプのポルシェで、カブリオレ特有のルーフは閉じられている。夜は冷え込むようになってきたので早く乗ってしまいたかったのだが、花梨はいつまでももの珍しそうに眺めていた。

「車持ってたんですね。そういえば大学の頃もドライブ好きでしたもんね」

「いいから、早く乗って」

　悠斗はそう言い、助手席のドアを開けた。

「ありがとうございます」

　花梨はそっと左足から乗り込む。車は左ハンドルのふたり乗りで、すっぽりと身体を包むレザーシートの造りはスポーツカーならではのものだ。

「すごく、ふかふか。かっこいい。こういう車、初めて」

　エンジンをかけてエアコンを入れ、少しあたたまってきた車内で、花梨は興味深げにあちこちを眺めている。悠斗が無言のままでいると、花梨は我に返ったようで途端にしゅんとした。

「ごめんなさい。勝手にはしゃいだりして。こういうところがいけないんでした」

「で、どこに住んでるんだっけ？　俺も都内はそうそう詳しいわけじゃないから」

「あ、そうですよね。ずっと海外にいたなら」

　悠斗がナビに触れると、花梨はとりあえず「東京タワーの見えるところ」とだけ伝える。まだ引っ越したばかりで覚えていないのだろう。それから先の住所が出てこないらしい。

「あ、えっと、麻布……待ってメモを出しますね」

　花梨があたふたと手帳を取り出す。

「はい……これです。お願いします」

　悠斗は、花梨からメモを受け取ってナビに入力する。

　花梨が助手席のシートベルトを締めるのを見て、悠斗はなんとも言えない気持ちになった。

　大学の頃もこうやって彼女を乗せてあげたことがあった。いつも助手席は花緒の場所だったから、ふたりで遊んだ時にだけ特別に助手席に乗れることを喜んでいたことを思い出す。

　仕事で精一杯がんばろうとする花梨を、育ててあげたいと思ったのは本当だ。そのために、今日もあちこち連れて歩いたのだから。仕事の最中はしっかりけじめをつけているつもりだ。けれど、ふとした拍子にたがが外れそうになる。彼女の感情に触れると、心が乱される。

『仕事中に取り乱してしまって……申しわけありませんでした。仕事はもちろん一生懸命がんばります。ですから、少しずつでいいんです。私に……もっと今の室長のことを教えてください』

　花梨が想いをぶつけてきたことが頭に蘇る。靴ずれで足が痛くても必死でついてきたこと、悠斗の誕生日をパスワードにしていること、無邪気にはしゃいでいた、つい先ほどのこと……彼女のひとつひとつが悠斗をたまらない気持ちにさせた。

（どうするというんだ。線引きしようとしたのは自分なのに）

　帰ろうとしていた彼女をそのまま見送ればよかったものを、『送っていく』なんて連れ出して……。

　ナビに住所を入れたはいいが、このまま送る気になれなくなり、悠斗は交差点でウインカーを逆に上げて加速した。そんな悠斗の気持ちなどつゆ知らず、夜景が煌きらめくのを見て、花梨は窓に張りつくようにして声をあげる。

「わあ、キレイ……宝石を散りばめたみたい。私、東京に来たら、こういう風景を見たかったんです」

　キラキラと瞳を輝かせて、花梨は頬を紅潮させた。

「もっと夜景がキレイなところに連れていってやるよ」

「え？」

　花梨が振り返るが、悠斗は何も答えない。

　目的の場所があるわけではないけれど、ただもう少しそばにいたくて遠回りしたいだけだ。

　レインボーブリッジがはっきりと一望できる場所に車を停めた。高台の暗がりになっている場所で、ほかにも車がいくつか姿を見せていて、カップルたちが公園の中で仲睦まじく過ごしている。

　悠斗がシートベルトを外したので花梨も続いたが、悠斗はその隙に助手席側のシートを調節するレバーを引いた。

「え、きゃっ。な、何……」

　座席が急にがくんっと倒れて花梨は驚く。

　悠斗は彼女を間近で見下ろすように覆いかぶさった。すると彼女の顔がみるみるうちに赤くなっていくのが暗がりの車内でもわかった。

「今、名前を言ったから、ペナルティだよ」

「えっ!?　私、言ってないですよ……！」

「心の中で言ったよね？」

　悠斗が顔をのぞき込むようにすると、花梨はいやいやとかぶりを振った。

「やっ……心の中まで!?　そんな、ずるい………」

　悠斗は、花梨の細い手首をつかみ、本気でキスできるぐらいの距離まで顔を近づけた。

「あっ……」

　唇に触れる間際まで追いつめると、花梨の瞳が頼りなく揺れた。

「どうして……悠ちゃん……」

　ついには、ぽろり、と彼女の唇から甘い声がこぼれてきた。

　車内にはエンジンとエアコンの音しかしない。そしてごく静かに、ふたりの息遣いが聞こえる。

「どうしてって……俺のほうが聞きたいよ」

　悠斗は懺ざん悔げするように言った。

『かわいい中途採用の子が入ってきたよ』

　彼女はまったく気づいていない様子だったが、第一企画室で花梨は噂になっていた。

　昔から、姉の花緒が美人で優秀だからと比較して落ち込むことの多い花梨だったが、彼女のよさは笑顔になった瞬間に、ぱっと花が咲いたように明るくなるところだ。

　声をかけられれば、いつでもにこやかに笑顔で挨拶をする。彼女に何か話題を振りたくて足を止める人間もいるくらいだ。かまいたくなる存在……悠斗にとっては、なおさらそうだった。彼女を気にかけない日などないのだから。

　楽しそうに花梨と話をしていた溝口を、思わず睨にらみつけてしまった自分はどうかと思う。

（嫉妬でもしていたというのか……？）

　本当にどうかしている。花梨は恋人じゃなく、大事な部下だ。こうして突き放しているのは自分なのに、どうして見過ごすことができないんだ。

「約束、したんだから、ダメ……」

　砂糖菓子のような甘い声に我に返った。

「会社から離れたら、もう上司と部下じゃないよ。外では女性として扱ってほしいんじゃないのか？」

　花梨はキスをしようとする悠斗の頬を両手でつかんで、困った顔をした。

「でも、そういう意味じゃ嫌……こんなの、ダ、ダメ……だったら……」

「なんでダメなの？」

　悠斗が意地悪に聞くと、花梨は首を横に振った。

「今の俺を知りたいんじゃなかったの？」

「だって、こんなの、悠ちゃんじゃ……ない……」

「その呼び方、ペナルティって言ったよな。これでもう君に拒む権利はないよ。そういう約束だったはずだ」

　アーモンド形の大きな瞳が潤んで見つめてくる。

　悠斗は言って、花梨の唇を奪い、やわらかい髪に触れた。

「ずるい……っんっ…ん…」

　手のひらを少し滑らせていくと、花梨はこらえきれず鼻から抜けるような甘い声を出す。

「あ、やぁっ……」

　布越しに胸の膨らみを確かめ、シャツのボタンに指をかけ外していく。

　まさか……と驚いた花梨が目を見開く。ブラジャーが見えそうなくらいまで開いて、ようやく身じろぐが、悠斗の手のひらの到達のほうが早かった。

「キスだけだと思った？　ここがオフィスならそれで終わったかもしれないけど、今はふたりきりだ。誰も来ないよ」

　低く甘く囁く悠斗の声は、花梨をとろけさせるのに十分だったようだ。

　花梨は一体何が起こったのか理解できないといったふうに、声を荒らげる。

「悠ちゃん、どう……して……やだっ……」

「唇を開いて。あと二回だよ。わざと、キスしてほしくて呼んでるの？」

「ん……違、ん……っ」

　唇をついばんで、半開きになった花梨の唇に舌をねじ込む。唇をぴったりと重ね合わせて、執しつ拗ように舌を追い求める。たどたどしく絡めていた花梨だったが、悠斗が激しく求めると、やがて悠斗にすがりついてキスに応じるようになった。

　小さな手で必死にしがみつき、キスに応じようとする仕草に、例えようのない愛いとおしさが込み上げてくる。ふたりの息遣いが入り交じり、絡めた舌と舌が官能的な音を立てると、その先がもっと欲しくなってくる。

　悠斗の手のひらは自然と花梨の胸を揉みしだくように這はっていき、ブラジャー越しに彼女の昂たかぶりを確かめた。びくん、と身震いをしたのが伝わって薄く瞼を開くと、花梨が涙をこらえているのが見え、悠斗はようやく身体を引き離した。

　彼女の心臓はドクドクと早鐘を打っている。同じだけ悠斗のも速まっていた。

　互いの荒々しい息遣いが、車内に響いた。

「らしくないよ……今日のこと怒ってるの？」

「そうじゃない。君の考えてることを知りたいからだよ」

「ひどいよ。私の気持ちなんてわかってるくせに、遊ばないで」

「わからないから知りたいんだよ」

　語気を強めた悠斗を見て、花梨が驚いたように瞳を揺らす。

「教えてくれ。どうして五年前、俺に抱かれようと思った？　あれでよかったのか」

　曖昧にしてきたことを直球で話せば、このもやもやした気持ちの答えが出せるのではないかと思った。

「それは……」

「俺が怖くないのか？　あんなふうにしか抱けなかったのに。なんで今も好きでいられるんだよ」

　〝初めて〟だった花梨が、痛みをこらえながら受け入れてくれたこと。〝好き〟とか〝愛してる〟と言わない自分を『好きだ』と言って抱きしめてくれたこと。悠斗が思い出すのはそれだった。

「どうしてそんなこと聞くの？　気になるのは花緒ちゃんのことじゃないの……？」

　花梨が戸惑うように見つめてくる。

「花緒さんとはずっと前に終わった。あれからずっと会う機会なんてなかったし、今回会ったのも仕事先でのことだよ」

「じゃあ私は？　私とのことは……悠ちゃんの中でまだ終わってないってこと？　気にしてくれているの？　私のこと……嫌いじゃない？」

　花梨が目元に涙をにじませながら聞いてくる。

「俺が先に聞いたんだから、答えて」

「いつ聞かれたって私の答えは同じだよ。怖くなんかなかった。ちゃんと優しく抱いてくれたでしょう？　少なくとも私はそう感じたよ。好きな人に抱かれて幸せだったの……」

「花梨、それは……」

　悠斗が弁解をしようとするより先に、花梨のほうが口を挟んだ。

「あの時悲しかったのは、悠ちゃんがまだ花緒ちゃんを想ってたから。それを知っていながら、自分を抑えきれなかった私の問題なの。つらくても……ずっとずっと気持ちは変わらなかったよ。今の今だって……！」

　花梨が声を荒らげると、悠斗は大人げなかった自分を反省してため息をついた。

「花梨。俺はね、あの夜、君のことをちゃんと好きだって言えなかった。それでも俺は抱くのをやめなかった。自分のどうにもならない欲求を優先したんだ。だから、君が忘れられなくなるような、好きでいてもらえるような男じゃないんだよ」

「そんなことな――」

「君は過去を美化しているだけさ。早く目を覚ましたほうがいい」

　花梨の言葉をさえぎって、悠斗は自じ嘲ちょうぎみに言った。

「……どうして、そんなふうに言うの」

「前に忠告したはずだろ。ちゃんとけじめをつけたいんだよ。すぐに顔に出す。態度に表す。そんな部下を連れていられると思うか？」

「それは……」

「君にとっても、俺にとってもよくない。こんなふうに気持ちが乱れるんだ。気をつけていたってダメなのは、今日で実証済みだ」

「……ごめんなさい」と、花梨は唇を噛みしめた。

　悠斗のさっきまでの態度は、花梨の態度を試したものだと、彼女もようやく気づいたようだ。

「君が仕事に一生懸命なのはわかってるよ。だからこそ俺は、一から関係をスタートさせたかった。上司として目をかけてやりたいって思ったんだ。せっかく中途入社で上京してきたんだから」

　悠斗は言って、花梨の身体を起こしてやった。

「お互い、仕事に差し支えると困る。それに、もし恋愛関係になったら、せっかく君が評価を得るようなことをしても、俺の力だって言われるかもしれない。例えば今度のプレゼンで、君の企画がどんなによくてもそう捉えられたら、うれしくないだろ？」

　悠斗なりの配慮を、花梨はわかってくれただろうか。

「仕事のこと、ちゃんとわかってます。それはしっかり線引きするって約束しましたから。でも、教えてください。けじめをつけられるなら、好きでいてもいいですか？」

　花梨が真剣に聞いてきたので、悠斗は返答に困った。

「それを聞いてどうするつもり？」

「ふたりきりになったらひとりの女性として接してくれるって言いましたよね。会社の外ではペナルティにはならないはずです。それなのに……キスしたのは……なんでですか？」

　花梨は恨めしそうな瞳で、悠斗に回答を急せかす。

　悠斗は言葉に詰まってしまった。

「今夜送ってくれたのは、上司としての優しさと受け止めます。でも、こうして連れ出したり、キスして触れたりするのは、私のこと少しは気にしてくれてるからですか？」

　何か雲行きが変わっていく気配がする。

「だから、それは――」

　悠斗が言いわけをしようとすると、花梨はネクタイをぎゅっと握りしめて言った。

「ちゃんとわかってるよ。悠ちゃん、仕事をがんばろうとしてる私のためを思ってくれてるんだって。私も会社では迷惑かけないようにがんばる。だから、ふたりきりの時は許してくれないかな？　嫌いじゃないなら……気にかけてくれているなら……これからもふたりきりの時だけ……こんなふうに接してほしいの。それはダメ？」

　身体の芯が熱く揺さぶられるような甘い声に、くらくらする。

「……君って子は……」

　キスしてほしそうに訴えてくる瞳を、悠斗は正面から見られなくなってしまった。

「上司をたぶらかす悪い子になるつもりか」

「最初に誘惑したのは室長ですよ？」

　悠斗は苦笑した。

　彼女は必死になると、頑として動かない。まっすぐに大胆に想いをぶつけてくる子だった。

「私がこんなふうに想っているのは、たったひとりだけです」

　悠斗は花梨をじっと見つめた。

　彼女は動かないで待っている。

　額と額がこつりと当たる間合いで、花梨はそっと目をつぶった。

　やわらかい唇、小さな息遣い、甘い香り……それらが愛おしくて胸が熱く焦こがれそうになる。気づいたら無我夢中で唇を重ね、むさぼるように求めていた。髪に触れ、胸や背中や腰に手を這わせているうちに、喘あえぐような声が漏れてくるのが聞こえた瞬間、これ以上は危険だ、と悠斗はなんとか理性を働かせ、唇を離した。

「……負けたよ」

　悠斗は言って、助手席のシートをもとに戻した。気恥ずかしさでまともに花梨の顔を見られなかった。

「今度からアルコール入りのチョコレートは試食禁止だな」

「え？　『ショコラ・フルール』のですか？」

　いたずらっぽい瞳が横からじいっとのぞき込むように見つめてくるのを無視して、ハンドルを握る。

「今はとりあえず、そういうことにしとかないと困るんだよ。シートベルト締めて」

　さっきから目眩がする。何を言っていいかもわからない。

　悠斗は、花梨の身体に触れた感触を、理性でどうにか打ち消した。

「ひとつだけ聞いていいですか？」

「何？」

「キス以上のペナルティってあるんですか？」

　挑戦的な視線とその言葉に、悠斗は絶句する。

「わかった。俺が悪かったよ。今日のことはお互いにチャラにしよう。それと言っとくけど、大人の男女の関係にしようなんて考えてないから、突っ走らないように」

　とりあえず、これだけでも言っておかないと示しがつかない。

「わかってます」

　牽制がちゃんと効いたか不安だが、花梨の天真爛漫さにこれ以上ついていけなかった。

「……帰るぞ。今度こそ送ってく」

　悠斗は、花梨が素直に助手席に埋もれるのを見て、ようやくホッとしてため息をついた。

　今、自分は一体どんな顔をして彼女を見つめているのだろう。みっともない顔をしてはいないだろうか。動揺している気持ちを悟られたら困る。

　ようやく、解放されたことにため息をつくと、彼女はくすくすと笑いだした。

「何がおかしい」

「昔から動揺すると、ため息が多くなるよね。悪ぶったって本当は優しいの知ってるんだから」

　悔しいが見透かされている。

「調子に乗るなよ」と軽く右手でコツンと頭を小突くと、彼女は肩をすくめた。

　再び動きだした夜景に感動して声をあげ、頬を赤らめて「見て！」とはしゃぐ。まるでデートの帰りのように。

　悠斗はあえて反応しないで、黙ったまま運転し続けた。

　過去にもこんなふうに、花梨と一緒に仙台の街をドライブしたことがあった。時には、肩を並べて出かけたりもした。

　揺れる、揺さぶられる……。想いが溢れ出しそうになる。

　〝線引きをしろ〟と花梨に警告しておきながら、本当に気をつけなくてはならないのは自分のほうだった、なんて呆れてしまう。

「あ、ここ」

　花梨の声で、我に返る。

　すぐ目の前の八階建てのマンションの近くで停車させた。

「遠回りのデート、うれしかったです。夜景も見せてくれて、ありがとうございました」

　意味深に笑う花梨に、悠斗はバツが悪くなる。

　デート……ではないのだけれど、あえて否定しなかった。本当にうれしそうに頬を緩める花梨を見ていたら、なんとなく昔を思い出してしまったせいか、彼女の頭をクセのようにポンポンと優しく撫でてしまった。

　その瞬間、キュンとするような表情をされ〝しまった〟と後悔する。

「今のは幻覚のせいだ。いつか見たノラ猫に似てたからかな」

「ノラ猫って……どんな言いわけなんですか」

　花梨の明るさが後ろめたい過去から救ってくれる。悠斗にとっての彼女はいつもそうだった。

　それでも、胸の鼓動はまだ音を立てたまま、衝動の熱は冷めやらない。

　今は早く、一刻も早く、彼女から離れたかった。










リップスティック




　マンションの前に到着したので、花梨は「ありがとう」と言ってからシートベルトを外すが、なんとなく離れるのが惜しいような顔をして悠斗のほうを見た。

「よかったらうちで、お茶でも飲んでいきませんか？」

　花梨がおずおずと言う。

「……遠慮する。そうやって安易に家に男を呼ぶなよ」

　悠斗が即答ついでに説教すると、花梨は小さくため息をついた。

　残念そうな小さな唇が目につき、さっきキスしたやわらかい余よ韻いんを打ち消すように、悠斗は口を開いた。

「まだ、やり残してる仕事があるんだ」

「家でも、まだ仕事するんですか？」

「大体そうだな。プレゼン交換会の企画が上がってくる頃は、きっと他部署とのやり取りもあるし、スムーズにいかなければ寝る暇がなくなると思う。来週以降は覚悟しないと」

「そう。大変ですね……って、私もがんばらなくちゃ……ですけど」

　花梨が髪を耳にかけながら小さく笑みを向けると、悠斗はすかさず意地悪を返した。

「当然、君の尻しり拭ぬぐいをするのは、俺なんだし」

「はい……」

　花梨は、肩をすくめて返事をするだけ。

「ここ、何階に住んでるの？」

　悠斗はハンドルに寄りかかるようにして、マンションを見上げた。

　麻布台の大通りからそれた、街灯の少ない路地に面している。オートロックくらいはあるんだろうが、外観がだいぶ古い感じで女性のひとり暮らしには不向きのような気がした。

　花梨いわく、東京タワーが目印になる場所に暮らしてみたかったというが、もっと探せばいくらでもいい場所があったように思う。でも、中途採用で慌ただしい引っ越しだったろうから仕方ないのだろう。

「八階まであって、私は六階に住んでます。せっかく東京タワーが見えていたのに、今、建築中のタワーマンションでいずれ隠されちゃうから……ちょっとだけ、がっかり」

　残念そうに言う花梨に、ふっと笑うと、花梨がふてくされたように口を尖とがらせた。

「あ、室長はどこに住んでるんですか？」

「内緒。君がついてくると困る」

　それだけ言って花梨をじっと見ると、照れたように頬を赤らめる。

　免疫をつけろと言ったけど、しばらくは無理かもしれない。見つめるたび、触れるたび、頬を紅潮させるのだから。

「ずるい」

「何が？」

　花梨は知らないだろう。それを言いたいのは悠斗のほうだった。

「女性に先に住んでるところを聞いておいて、内緒だなんて」

　花梨は拗すねたように言うが、悠斗は話をはぐらかした。

「この辺りは夜、暗くなるから、少し落ち着いたら引っ越してもいいんじゃない？」

「近所でも変な事件が起きたりしてるみたいだし、やっぱり、そうなのかな？」

　あんまり言うと花梨が不安になると思ったので、悠斗はそれ以上言うのをやめた。

「鍵かぎさえしっかりかけてれば平気だよ」

　なだめるように言うと、花梨が心細そうな丸い瞳を向ける。

　頼むから、ドキッとするような表情をしないでほしい。

「ルール変更ね。俺はもう理由もなくキスしたりしない。ペナルティはキスじゃなく、君を無視することにする」

「もうルール変更？」

「ああ、たった今決めた。明日の朝、早速気をつけろよ」

　花梨がショックを受けた顔をしたので良心が痛んだが、悠斗は彼女を放り出すように背を押してやり、「はいはい」とドアを閉めた。

　ところが、花梨がガラスをこんこんと叩いてくる。

「何？」

　悠斗はパワーウインドウを下ろした。

　すると、〝はい〟という感じで、花梨の手のひらから助手席にコロンと落ちてきたのは……ピンクのリップスティック。キャップを開くと、ルージュのラメがキラキラと街灯に反射して煌めいている。まるで……存在をアピールするように。

「プレシャスの『エナメル・ルージュ』。〝塗ぬるとなかなか落ちない〟がウリでこの春、新発売！　そういえばサンプル配り、兄から頼まれていたんです。よろしくお願いします」

　ひょこっと頭を下げて、かわいらしい笑顔を向ける。悠斗はやりきれず、軽く睨むだけ。

「俺がもらって、どうするの？　社内で直接配り歩いてくれ」

　悠斗はため息交じりに言った。

「……ペナルティの合図にしようと思って」

「なんの合図？」

　怪け訝げんな顔をする悠斗に、花梨は意を決したように口を開いた。

「もしも今度キスしたくなったら、私の唇に塗ってね、悠ちゃん」

　唖あ然ぜんとして言葉が出ない。

　まったく、さっき震えていた子猫と同一人物とは思えない。だが、悠斗にはこれが彼女なりの精一杯の愛情表現なのだとわかった。花梨の指先が震えていたからだ。

　そういう健気なところを見てしまうと、気持ちが揺さぶられてしまう。

「花梨」

「わかってますってば。明日会社ではちゃんとしますから」

　悠斗が不機嫌を露あらわにすると、花梨は調子に乗りすぎたかな、とかまえる。

「……約束だぞ。明日から頼むよ」

　それだけ忠告して悠斗はまた車を走らせた。バックミラー越しに、花梨がいつまでも見送っているのを確認して、ため息をつく。

　どこに住んでいるのかと聞かれても、答えられなかった。『同じ麻布台で、この裏側のマンションに住んでる』なんて言ったら、冗談じゃなく本当についてきそうな勢いだったからだ。

　五分もかからない距離を運転し、裏側にあるマンションのエントランスに入っていく。専用駐車場に車を停めて、住居者ロビーを通り、エレベーターで昇っていく。そこには、花梨の見たがっていた東京タワーが目の前に見えた。

　……どんな想いで彼女は上京してきたのだろう。




　部屋に入り、鍵をテーブルに置いてソファに身を預ける。

　悠斗は先日、部長の宮島と外で食事をとった時のことを思い返した。

『アメリカにいた時の話を聞かせてほしい』と言われ、早いランチをごちそうになると背後から視線を感じた。振り向けば懐かしい面影と重なり、その主が笑顔で手を上げた。

　……花緒だった。

『あの美人は誰？』

『ああ、吉井花梨のお姉さんです。確かオフィスが近いんですよね。佐倉コーポレーションに勤めているんですよ』

『ずいぶん、詳しいじゃないか』

　まさか元彼女だとは言えない。下手な勘ぐりが入る前に、もしよかったらご一緒しませんか、と悠斗のほうから誘った。

『初めまして。吉井と申します。妹がお世話になっております』

　そう言い、花緒が名刺を差し出すと、宮島と悠斗も彼女とそれぞれ交換する。

『如月くんが熱い視線を送っているので、恋人同士なのかと思いました』

　宮島のいらないひと言で、一瞬、花緒と悠斗はそれぞれが固まってしまったが。

『同郷なんですよ』

　と、花緒のフォローで難を逃れる。昔の顔なじみということを話すと、宮島がまたなんの気を利かせてか、ふたりを残して先に社に戻った。

　店の外に出てから、悠斗は花緒と交差点で別れることにし、そこまで歩いた。

『驚いた。ニューヨークから戻ってきてたのね。なんだか、花梨のことが目に浮かぶわ』

　花緒が優しげに微笑む。

『フジタ食品に決めたって聞いたけど、悠斗のこと言えなかった。でも、ふたりが同じ部署になったっていうことは、何かの縁かもしれないわね』

『俺は運命なんて信じないよ』

『そんな冷たいこと言わないで。今、花梨の代わりに言おうと思ったのに』

『花緒さんは？　仕事うまくいってるの？』

『うん、もちろん。ほら、好きで追いかけたアパレルの仕事だから、充実してるわ。あなたもブランドを新展開するなら、違う業界だけどきっと話が通じるわね。花梨にもいい助言ができるといいけど。東京に出てきたばかりで心細いでしょうし』

『あんまり横から口を出すと成長しないと思うけどね』

　悠斗が淡々と言うと、花緒は目尻を下げて笑った。

『相変わらずね。でも、お願い。花梨のこと、よろしくね。わかってると思うけど、かわいい自慢の妹なの』

『ああ……』

　ゆっくり沈黙が流れる。花緒の髪のやわらかいウエーブが胸の辺りで揺れると、懐かしいような香りがした。

　ふいに花緒を見ると、言いづらかったことを切り出したがっているようで、悠斗のほうから促した。

『何？』

『あの子、ずっと悠斗のことが好きだったみたいよ。ううん、きっと今でも……』

　花緒が遠慮がちに目を伏せる。

　悠斗は胸の奥で疼うずく痛みを逃すように、ひと息ついた。

『知ってるよ』

　悠斗は答えながら、花梨につらく当たった日のことを思い出していた。

『ごめんなさい。大学の頃は、あなたの気持ちにうまく応えることができなかった。まっすぐすぎたのね』

『俺が幼すぎたんだ。花緒さんが悪かったわけじゃない。でも今日会って、仕事がんばってるんだってわかってホッとした。ブランド展開の主任なんて、周りからの信頼がなければ、そうそうなれるものじゃないよ』

　ふたりの影がゆっくりと揺れる午後、また少し沈黙が訪れる。だが、悪い空気ではなかった。どこかひとつ、心のつかえが取れたような気さえする。

　悠斗の中でわだかまっていたのは、花緒のことではなく花梨のことだということが、これでクリアになった。

『そうそう』と花緒からショップバッグを手渡され、【HOLY WORLD】の英字を目で追う。

　中に入っていたのは、『BODYMAKE』と記入されたガーターストッキングで、飛ぶように売れている商品だという。悠斗はその方面にはうといが、商品自体はＣＭで見かけたことがある。

『きっと必要になると思うから』

　そう言われ、悠斗は不思議に思ったが、がんばりやな妹を思ってのセリフだと、あとからわかった。

　わだかまっていたものがひとつ消えたら、飛び込むようにやってきたのは、別のことだった。

　花梨のことは大切だけど、今は部下なのだから……。何度もそう言い聞かせるのに、彼女のほうが突き破ろうとしてくる。




『……もしも……私が今でも好きって言ったら……？』

『今優しいのは、だからですか？　私が妹だから……』

　一度目は聞こえないフリをした。二度目は応えられないと叱った。そして先ほどのリップスティック……。

『今度キスしたくなったら、私の唇に塗ってね、悠ちゃん』

　なんとか接点を持ちたくて、悠斗の気を引きたくて、彼女なりに背伸びをして精一杯伝えているんだと思うと、それが逆に悠斗にとってはもどかしかった。

　理性が飛びそうなくらいギリギリに追いつめたのは自分自身だ。言いかけて言えなかったあの頃の正直な気持ちを、今、伝えてもいいんだろうか。

　本当は……好きだったこと。かわいくて仕方なかったこと。今感じている、彼女への素直な気持ちを。

　そうすれば悲しい過去も、笑い飛ばせる日が来るんだろうか。置いてきぼりにした花梨の泣き顔が、ぱっと花開くように輝いて見えるだろうか。

（……俺は、君を傷つけたんだぞ。それでもいいっていうのか……）

　嫌われたほうがずっと楽だ。あれほど彼女を傷つけた自分を正当化したくはない。それなのに花梨は腕を広げて待っている。〝もう一度抱きしめてほしい〟と言わんばかりに……。

（……俺に、君を受け入れる資格があるのか？）

　拒絶することがまた彼女を傷つけることにしかならないのなら、素直に抱きしめてやるべきなのだろうか。

　悠斗の手のひらには、花梨から投げ込まれたリップスティックが、キラキラと照明に当たって煌めいていた。







第五章　いつか好きだと言って










新しく始まった気持ち




　白い車の赤いテールランプが遠ざかっていく。

「ああ……行っちゃった」

　花梨は少しやりすぎたかな、と反省しながらも、唇に感じた悠斗とのキスを思い出して、張り裂さけそうな鼓動を感じていた。

　あれが、今、自分にできる精一杯だ。悠斗の本心すべてが見えたわけじゃない。けれど……。

『花梨。俺はね、あの夜、君のことをちゃんと好きだって言えなかった。それでも俺は抱くのをやめなかった。自分のどうにもならない欲求を優先したんだ。だから、君が忘れられなくなるような、好きでいてもらえるような男じゃないんだよ』

　あんなふうに、彼の本音を聞けてうれしかった。そういうふうに、正直に言ってくれる彼だから好きなのだ。

『君が仕事に一生懸命なのはわかってるよ。だからこそ俺は、一から関係をスタートさせたかった。上司として目をかけてやりたいって思ったんだ。せっかく中途入社で上京してきたんだから』

　そんなふうに考えてくれているとわかって、うれしかった。

　少しでいいから、これからも悠斗の中に存在していきたい。気にかけてもらえるようにがんばりたい。

　花梨はマンションの部屋に戻って悠斗の忠告通り、鍵をしっかりと閉めてチェーンロックをかけた。パンプスを脱いで、ひとまずメイクを落とすためにリップを拭おうとして……やめた。まだ、悠斗のことを感じていたかったから。

　スマートフォンが鳴り、慌ててバッグを漁あさる。

　まさか悠斗から……と勝手に期待して、そうではないことに落胆する自分が恥ずかしい。

【どう？　仕事は慣れた？　いい男見つけた？】

　大学時代からの友人、桜さくら井い朝あさ子こからのメールだった。

　いい男というか、好きな人。昔から好きだったけど、今また……好きになった人。

　花梨は心の中でそう思いながらメールを打つ。

【かっこいい上司がいてね】

【あんまり高たか嶺ねの花を追いかけると、また泣くことになるよ】

　ドキッとした。

　彼女は、花梨が悠斗にずっと片想いをしていたことを知っている。でも、花梨が最後に悠斗に『抱いてほしい』とすがったことは、誰ひとり知らない。

【そうそう。兄貴が結婚することになったから、花梨にも来てほしいって。また週末電話するね】

　つまりは〝その時に聞かせてくれ〟ということらしい。

　部屋には再び静寂が訪れた。ワンルームの部屋には、ベッドとソファと必要最低限の物しか置いていない。都会で初めてのひとり暮らしはやっぱり寂しい。

　明日、悠斗はきっと何もなかったように振る舞うに違いない。平常心でいられるかどうか悠斗の言う通り不安だけれど、会社に行けば会えると思うと、うれしい気持ちのほうが上回った。




　昨夜は寝つけなかったはずなのに、朝はやたらさっぱりと目が覚めた。

（仕事も恋も、新しく始められたらいい。少しずつ……少しずつでいいから……）

　冬の間に埋もれていたふきのとうが芽を出して、ちょっとずつ蕾つぼみが開いて、花が咲いていくように……。

　花梨が張りきって出社すると、悠斗はすでに来ていて、室長室の扉を開けたまま作業をしていた。かなり早めに到着したのに、とまだ八時を指したばかりの時計を見る。

（帰宅してからも仕事があるって言っていたのに……こんなに朝早くからがんばってるなんて）

　花梨は何か自分にできることをしたくて、給湯室に行って悠斗の分のコーヒーを淹いれ、差し入れに行った。

「おはようございます。よかったらコーヒーどうぞ」

　湯気がゆらゆらと香ばしく揺れる。

　書類から避けるようにコーヒーカップを置いた。

「おはよ。ああ、ありがとう」

　その『おはよ』という響きがいいな、『ありがとう』という声も素敵だな、と聞き惚れていると、冷たい瞳がちくりと花梨を牽制した。

「ちゃんとわかってますから」

「こっちは気にしないでいいから、あとは自分の仕事に向かえよ」

「はい」

　くるりと背を向けて、自分のデスクに向かうけれど、窓から射し込む朝陽が心地良くて、つい目を細めた。




　昼前になり、フロアの入口が突如ざわついた。

『なんだろう』と目を向けると、部長の宮島がひとりの女性をともなって現れた。それを合図に、悠斗が腕時計を確認して席を立つ。

　やってきたのは、とてもキレイな女性だった。陶器のようになめらかな肌とはっきりとした目鼻立ち。大和やまと撫なでし子こというべき落ち着いた雰囲気。

　皆が緊張しながらも、密やかに感嘆の声をあげるのがわかる。

「藤田 茜です。しばらく研修としてこちらの部署で勉強させていただくことになりました。よろしくお願いします」

　例の社長令嬢……と幸恵と目配せをする。

　溝口が、『天界から下りてくる』と言っていたことを思い出した。そして悠斗と茜がそれぞれ向き合った瞬間、花梨は胸に小さなざわめきを感じた。




　悠斗が言っていたプレゼン交換会が、十一月半ばにやってくる。企画案提出まであと一週間を切った秋晴れの爽やかな日、朝礼で具体的な内容が悠斗の口から発表された。

　中途入社の花梨は勝手がわからなくて不安だったが、「期待してるからがんばって」と幸恵から励まされ、俄が然ぜんやる気が出た。何より、悠斗がそばにいてくれると思うとがんばれる。

　朝礼が終わり、それぞれが仕事に取りかかる頃、悠斗から声をかけられた。

「吉井、これから第三会議室で『ショコラ・フルール』の新商品の試食会をするから、一緒についてきて」

「はい」

　花梨は慌てて立ち上がり、悠斗の背を追う。

　会議室に入ると、専務を筆頭に各部署の代表がずらっと十名ほど並んでおり、一瞬にして花梨は足がすくんだ。重役に囲まれ、自分以外に一般社員がいないこの場で、緊張してしまったのだ。

　悠斗が周りから見えないよう軽く背を押してくれ、花梨は「失礼します」と言い、席に着いた。

「では、先日より視察を行ってきた『ショコラ・フルール』ですが、如月くん、報告をお願いします」

　悠斗の手から、書類が流れるように花梨の前に届いて、慌ててめくった。

　会社によって雰囲気が違うな……と花梨は思った。

　地元の食品メーカーは、やや闘争性に欠けるところがあり、もっとのんびりとしていた。都会や大企業にいると、日々目まぐるしく、ついていくのがやっとだ。

　けれど花梨が欲しがっていた、やりがいはある。たくさんの刺激を受けて、成長しなければ……と、何度も思いながら手元の書類をめくった。




　会議を終えたあと、花梨は第一企画室のフロアに戻るため、悠斗と一緒にエレベーターに乗った。

「今日の会議、とても勉強になりました」

「ああ、多方面からの意見が聞けるからな。見えていなかったことにも気づかされる」

「はい。実は、考えている案が煮詰まっているんです。幸恵さんにも、コストや品質についてのアドバイスをいただいたんですけど、イマイチいいアイデアが思いつかなくて。あと一週間、目一杯がんばって、いいものを出したいなって思ってます」

「吉井にとって最初の大仕事だもんな。がんばったら、ご褒美をあげるよ。何がいいか考えといて」

　髪をくしゃりと撫でられて、花梨ははじかれたように悠斗を見上げた。ふっと優しく目元を緩めた彼の微笑みに、ドキンとする。

　あっという間にエレベーターが開き、彼は颯爽と歩いていってしまった。

　花梨は悠斗の背を追いかけ、第一企画室に通じる廊下を駆けていく。

（ずるい、今の反則……）

　近づくたび、悠斗の匂いがする。抱きしめられた時に感じたあの香りに……胸が締めつけられる。ドキドキしてしまう。

『何がいいか考えといて』

　悠斗の言葉を反はん芻すうする。

（やめてよ、そんなこと言われたら期待しちゃうじゃない。いいの？　私が欲しいものなんて、ひとつしかないのに……）

　悠斗の気持ちが欲しい。恋人としてのキスが欲しい。ぎゅっと強く抱きしめてほしい。

　〝欲張りだな〟と呆れたように笑う悠斗をぼんやりと想像した。

　その笑顔が、自分だけのものであったらいいのに……そんなことを思った。




　花梨の企画案は大詰めを迎えていた。

　以前、悠斗と一緒に『ショコラ・フルール』に視察に行った時のことを思い出し、花梨はデジカメを持ってもう一度店に出かけた。オーナーに頼んでディスプレイや商品の撮影をさせてもらい、その場で案をまとめることにしたのだ。

　考えたのは、マカロンをヒントに思いついた、かわいい形のフレーバーチョコレートと、それに合うフレーバーコーヒー。社内に閉じこもっているよりも外に出たほうがいろいろと刺激されてアイデアが湧いてくる。

　自分の企画が通ることを願いつつ、オフィスに戻って企画書の最後の仕上げに取りかかった。

「吉井さん、お疲れさま」

　溝口に声をかけられて、花梨は顔を上げた。

「お疲れさまです」

　花梨がにこやかに応えると、溝口もつられたように笑顔を向けてくれる。彼はいつも爽やかで、そばにいると元気をもらえる気がする。

「これから外出ですか？」

　花梨が聞くと、溝口が「うん」と返事をした。

「吉井さんは旅行に行くとしたら、どこに行きたい？」

　唐突な話題に、花梨は首をかしげる。

「旅行……？」

「実家って、仙台なんだよね？」

「はい、そうです」

「そっち方面もいいな」

「どこか旅行に行くんですか？」

「いや、聞いてみたかっただけ。じゃ行ってくるね」

　溝口は手を上げて第一企画室を出ていった。花梨は今ひとつ溝口のことをつかめていないが、他部署の社員と合流をするのを見て、体育会系っぽい人だなと思う。

「吉井さんを口説いてる暇があったら、さっさと来いよ」

　その辺りから大きな声が聞こえてくる。

「参考意見を聞くのも仕事だろ」

　からかわれ役なのかもしれない、と微笑ましくなった。

「あと、ちょっとなんだけど……。何かいい工夫はないかな……」

　仕事の進しん捗ちょく状況は変わらない。和んだのもつかの間、すっかり行きづまって時計の針ばかりが動いていく。

「……ダメ、何も出てこない……」

「どう？　がんばってる？」

　独りごちて突っ伏したくなったところに幸恵に声をかけられて、ぱっと顔を上げた。

「ダメです。あと一歩、何かが足りなくて……。微妙なものばっかり。どうしよう」

「んー、デスクに向かいっぱなしじゃあ、いい案なんて浮かばないわよ。よし、じゃあ吉井さんに、やる気が出そうないいこと教えてあげる。このプレゼン交換会が終わったら、十二月の上旬に一泊二日の社員旅行があるのよ」

「社員旅行？」

　聞き逃すまいと花梨が食いつくと、幸恵は楽しそうに言った。

「温泉旅行説が濃厚らしいわ。宴会が終わったら自由になる時間も、少しくらいはあるかもよ。普段の姿を知るいいきっかけになるし、男性の浴衣姿ってそそるわよね」

　ちら、と幸恵が室長室のほうへ目をやる。どうやら幸恵は花梨の気持ちに気づいているようだった。

「……ありがとうございます」

　先輩の優しさにジンとしながら、花梨は小声で返す。照れた顔を隠しきれず、思わず手で頬を押さえた。

　社員旅行、自由時間、普段の姿を知るいいきっかけ、温泉に浴衣姿……。

（……浴衣姿……見たい！）

　いろんな妄想が頭を駆け巡るのを振り払って、花梨は再び企画書に集中する。

　いろいろ書いてみたが、ぱっとしない案も多く、一度整理しようと花梨がいくつかをシュレッダーにかけようとした時、いつの間にかそばにいた藤田 茜が声をかけてきた。

「その案、私がもらっていい？」

「え!?　これ、ですか？」

　予想外のセリフに、頓とん狂きょうな声をあげてしまった。

「そう」

　花梨は書類を持つ手に力を込めた。

　ボツにしようとしていた案だけれど、あげるなんて……あり得るだろうか。

　花梨の警戒心が伝わったのか、茜が眉を下げる。

「ごめんなさい。不快な思いをさせるつもりはなかったの。実は、私もプレゼン交換会に参加することになったのよ。どうせボツにする案なら、それを生かせないかと思ったの」

　控えめながら、有無を言わさないような雰囲気があり、彼女の空気に呑まれそうになる。ついに根負けしてしまった。

「それなら……生かしてもらえたほうがいいと思うんだけど……。今考えているのと少し似ているの」

「それ見せてもらってもいい？　同じにならないように気をつけるから」

「あ、はい……」

「ありがとう」

　にこっと笑顔を返され、サラサラの髪からはいい匂いがした。睫毛はビューラーを使わなくても自然に上がっているような感じで、品のよい立ち振る舞いは、さすが〝お嬢さま〟と呼ばれるだけある。

　立場を気にするなと言われても、社長令嬢だと思うとやっぱり緊張してしまう。考えてみると同い年なのだから、同級生とでも思えば気が楽になるだろうか。

「何か？」

「えっと、藤田さんと同い年みたいだから、仲良くできたらいいなって」

　花梨が言葉を選んでそう言うと、茜は不思議そうに顔をのぞき込んできた。

「珍しいわね。私と仲良くしようとする人なんて滅多にいないわ」

　キレイな顔が寂しそうに言う。

　なんて返したらいいか悩んだが、握手を求められ素直に応じる。関節が目立たない、華奢でなめらかな指先、桜貝のようなキレイな爪に、つい見惚れる。

「よろしくね。気を遣わなくていいから」

　どこにも悪意など見られないのに、彼女と接しているとなぜか不安にさせられる。

「あの、藤田さんは、ここにはいつまでいるの？　いろいろな部署を回ってるって聞いたから」

「三月までは第一企画室にいる予定よ」

「三月……」

「ええ。そのあとは、まだ決まってないけど。今のところ、第一企画室が一番おもしろそうね」

　茜が口角を上げて言ったその最後の言葉に、なぜだか引っかかりを覚える。花梨は胸の中に、灰色の雲が広がるのを感じた。




　定時を二時間ほど過ぎ、オフィスの明かりがぽつぽつ消えていく中、花梨がひとりで残業していると第一企画室のドアが開いた。

　見回りだろうか、と考えながらもパソコンのモニターから目が離せない。

　ふと親しんだ香りに気づいて見上げると、悠斗がそばに立っていた。

「あ、お疲れさまです」

「まだ残ってたのか。進捗状況は？」

「もう少し……かかりそうです。イメージは出来上がっているんですけど、それをプレゼン用の資料になかなかまとめられなくて……。何度も書いては消しての繰り返しで、まいってます」

　花梨がありのままを説明すると、悠斗は隣の席に腰を下ろした。

「企画書としてまとめるには、周りを説得させるためのデータを揃える必要があるな。材料はあるはずだ。資料室で君を見ない日はなかったって噂だし、あちこち出かけて情報収集をがんばってただろ？　その努力は買うよ。あとは見せ方次第だな」

「見せ方？」

「シンプルで見やすく、キャッチーな言葉を使って表現するのが一番いい。あまり複雑に考えると、まとまりがなくなるから、いったん冷静になれ」

　言われてみれば、あれもこれも詰め込もうと夢中になりすぎて、余計複雑にしていた気がする。

「最後まで仕上げたら、あとは自信を持つことだな。迷いながら発表していては、どんなにいい案でもそのよさが伝わらない。何かあったら俺がフォローするから、堂々としておくことだ」

　悠斗の励ましに、花梨は胸を熱くさせた。ああ、やっぱり彼は会社では頼れる上司だな、と改めて思う。誰の言葉よりも心強く、花梨を前に向かせてくれる。

「……今、案を見てもらってもいいですか？」

「いいよ。貸して」

　悠斗は企画書を手に取って一ページ目から丁寧に見てくれた。彼だって自分の仕事があって忙しいのに。そう思うと胸がじんとする。

　そういえば、ふたりきりになるのは久しぶりだ。やっぱり仕事の時とオフの時では、雰囲気が違うものだな、と感じる。

　悠斗が書類を揃え、ダブルクリップでとめた。

　花梨が顔を上げると、悠斗が黙って見つめていたので戸惑ってしまう。

「どう……ですか？」

　ドキドキしながら聞くと、「うん、悪くないよ」と言われて、ホッとした。

「この方向で、もう少し詰めていこう」

「ありがとうございます」

　お礼を言うと、悠斗は書類を戻してくれ、立ち上がろうとする。花梨は慌てて立ち上がった。

「あの、室長」

「うん？」

「もしも、プレゼンがうまくいったら、なんとか……って言いましたよね」

　悠斗が意表を突かれたような顔をして、それから花梨の様子を訝いぶかった。

「ああ、ご褒美だったな。でも、今から催促するのはナシだぞ」

　早速釘くぎを刺されて、うっと言葉に詰まるけれど、どうしても花梨は伝えたかった。

「私が欲しいものは、ひとつだけなんです。それ以外にないんです」

「何？」

　欲しいもの……それは、たったひとつだけ。

　花梨は、手にぐっと力を込めた。

「私に……恋人のキス、してくれますか？」

　夢中で、声のトーンになどかまっていられなくて。今ここに誰もいなくてよかったと思った。

　薄暗いオフィスの中、悠斗は何も言わずに花梨を見つめた。今はすっかり上司モードの彼。だからこそ彼の無言がじわじわと耐えがたくなる。

（私だけ必死すぎて、恥ずかしい……！）

「……ダメなら、あの、ふたりで会える時間をください。ほんの少しでいいから……一緒にいたいんです。私とデートしてくださ――」

　そう言いかけた、ほんの一瞬の出来事だった。

　悠斗に引き寄せられ、唇にちゅっとキスをされ、花梨は目を見開く。

「ゲン担ぎだよ」

　そう言い、悠斗は照れたように視線を外した。

「残業中で助かった。今のは……ふたりだけの秘密だからな」

　花梨の頭をぽんぽんと撫でて、悠斗が言う。

「なんで……」

「そんな期待するような目でじっと見られると、困るんだよ」

　悠斗はサラリと言うけれど……。胸の中が焦がれてちりちり焼けてしまいそう。

（そのキスは、意味があると思っていいの？　脅しやペナルティとか、そういうのじゃなくて……？）

　花梨が何も言えずに見つめていると、悠斗が「そうだ」と、ある物をポケットから取り出した。それはあの夜、花梨が車の助手席に投げ込んだリップスティックだ。

　彼はキャップを外して花梨の顎をそっとつかむと、唇にひと塗りした。

「こうすればよかったんだっけ？」

　〝ああ、彼にはちゃんと伝わっていたんだ〟と思うと……ますます胸が熱くなってくる。

　花梨は悠斗の顔をまっすぐ見られなくなって、睫毛を伏せた。すると目に入ったのは、カフリンクス。彼の誕生石のトパーズがはめ込まれていて、琥こ珀はく色のそれがハチミツに見える。

　頬がどんどん熱くなってくる。そうやって気を持たせるようなことをするなら、ちゃんと言葉で伝えてほしい。そんなわがままな願いが湧き上がってくる。

（……いっそ自分の気持ちを伝えてしまいたい）

　どんどん溢れ出る気持ちを抑えられず〝好き〟と言いたくなったが、なんとかため息に変えた。

（まだ、ダメだ。ちゃんと仕事をがんばってから伝えたい）

「……ふたりになったら大事なことを言います。だから、その時は、ちゃんと答えてくれますか？」

　花梨が悠斗を見つめると、悠斗はねぎらうように腕を伸ばして抱きしめてきた。彼の腕の中にすっぽり包まれると、彼への想いで胸がいっぱいになる。花梨は、何が起こったのかわからず混乱し始める。

「……あ、だから今は、会社だから……」

　花梨は悠斗の腕を押してみるけれど、悠斗は離そうとしない。

「……今なら誰もいないよ。自分はもろ顔に出して挑発してくるくせに、俺がこうすると逃げようとするんだから、ずるいな」

「……そういうわけじゃ……」

　悠斗の心臓の音が伝わってくる。低くて甘い声が響くと、花梨はなんだか怖くなった。

「いい加減にわかれよ。君のことが放っとけないんだ」

　悠斗の真剣な眼差しに、花梨は息を呑んだ。

（……どういうつもりなの？）

　聞いてしまいたかったのに。

「……もう少し周りを見ろよ。俺以外にも男はいるのに、君は……どうして、そんなふうに追いかけてくるんだ。俺だって、別に好きで君を傷つけたいわけじゃない。君と接していると、どうしていいかわからなくなる」

　悠斗の穏やかな低音が、少しだけ切なく震え、いつも以上に蜜を含んで甘くなると、花梨の胸は正直に音を立て始めた。ドクン、ドクン……と、激しくなっていく。

　彼の手が花梨の髪に触れ、ぎゅっと抱きしめられる。

　続きが聞きたいけれど、悠斗はそれ以上、口にしなかった。ゆっくりと腕を離されて、至近距離で互いに見つめ合う。

　ふいに落とされるキスではなく、想いを通わせ合うようなキスがしたい。

　こうして抱きしめ合って、猫っ毛の細くてやわらかそうな彼の髪に、そっと指を這わせてみたくなる。

　全然消えていない、痛いくらい憶えてる……好きだったこと。抱きしめる時のクセも、腕を緩める仕草も、自分を見つめるこの瞳も、彼を愛したことも。何もかも鮮やかに。

　花梨は初めて悠斗に抱かれた日のことを思い出した。傷ついているのは、もしかすると自分じゃなくて彼のほうかもしれない。

「これだけは、今言わせてください。私、過去のこと全部、後悔してません……そのうえで、ふたりの関係を新しくスタートさせたいんです」

　ずっと言いたかった。再会してから感じていた気持ちを、ようやく言えた。

「……君の気持ちはわかったよ。ちゃんと考えておく」

「絶対ですよ？」

「ああ」

　悠斗は観念したようにそう言った。

　それから互いが無言になり、第一企画室の時計の針だけが妙に響いて聞こえた。

　花梨がじっと悠斗を見つめていると、彼はため息をついた。

「そんなふうに見るなよ。俺を、送り狼にしたいの？」

　悠斗にいたずらっぽく見られて、花梨は首を振りごまかすほかない。耳たぶまでが熱かった。

「……仕事の話に戻るけど、いい線行ってると思うから、もっと考えたいところがあるなら、家に帰っていったん頭を冷やせ。明日改めて目を通して、引っかかるものがあるなら、もう一案挙げて俺に言ってくれたらいいから」

「はい」

　上司としての彼に戻る。

　それが寂しくもあるけれど、心強い。今は自分なりに精一杯、前を向きたい。仕事でもちゃんと認められたい。中途半端な自分じゃダメだと思うから。

（そしたら、恋人のキスをして抱きしめて、ずっとそばにいてくれる……？）

　花梨は心の中で思う。過去から動き始めた新しい恋を〝大切にしたい〟と。










嵐の前触れ




「吉井、早く続きを」

　会議の途中で悠斗に声をかけられて、花梨はハッとする。

　第一企画室をはじめ、第二企画室、商品部、マーケティング部などの社員、合わせて三十名ほどの目が花梨のほうを向いていた。

　背中に嫌な汗が流れていく。静まり返った会議室の中で花梨は頭が真っ白になり、そこから何も言うことができなくなった。

　今日は、企画案選考会の日。この選考会で、本番のプレゼン交換会に出す企画が決まるのだ。

　溝口と幸恵はすでに発表が終わっている。花梨の発表は後半のほうで、藤田 茜の次だった。

　茜は発表の前に、意識するように花梨にちらりと目を向けた。だがそれは一瞬で、発表中は堂々としていて、少しも花梨を見ることはなかった。

『コンセプトは、フレーバーコーヒーとフレーバーチョコレートです』

　茜が発表した内容が、花梨の頭の中をぐるぐると駆け巡る。

　キレイに描かれた絵コンテ。ホワイト、ビター、イチゴ、メロン、オレンジ、ベリーのそれぞれの色はマーブルチョコのようにカラフルで、形はマカロンよりもひと回り小さいチョコレート。それがかわいいボックスの中に並んでいる案だ。

　そのどれもが花梨の考えたものに似ており、コマ割りした絵コンテも、花梨の考えたものとほぼ同じだった。

『同じにならないように気をつけるから』と確かに彼女は言った。花梨が譲ったのは、少し参考にする程度だと思ったからだ。にもかかわらず彼女は、完全に真似したとしか思えない企画を発表した。

　花梨は信じがたい思いで彼女のプレゼンが終わるのを待っていた。いざ、自分の番になった時、茜と被かぶってしまう自身の企画を口に出せなくなってしまった。

　花梨の発表が中断したのを見て、悠斗がその間に話を続けてくれたが、花梨は焦るばかりだった。

「今日出された案は、店の看板商品にできるよう今後さらにブラッシュアップして製造部のほうに出す。検討の結果、選ばれた者には直接声をかけるから、よろしく」

　花梨は茜に悪意はなかったのだと信じたかったが、彼女がこちらを見ようとしないので不安に思った。

　茜と同じものを出してしまった今、どういう説明をすればいいのだろう。自分の伝えたいことぐらい、自分の口で言わなくてどうする……けれど、これじゃ茜の二番煎じに見えてしまうのは間違いない。それでも……。

「吉井、あとが詰まってる。続けないなら、次に行くぞ」

「何あれ……中途入社のわりに大したことないんじゃん、吉井って」

　小さな声で聞こえてくる耳障りな野次。

　花梨は唇を噛みしめて続けた。

「私の考えた案は、こちらです」

　絵コンテとプレゼン内容――フレーバーコーヒーとフレーバーチョコレート。いくつも並んだ花の形をかたどったチョコレートの中身は、マカロン同様に様々な種類がサンドされてあった。

　思った通りに会議室がざわつく。

「なんかあれ、藤田さんのにそっくりじゃない」

「偶然にしては似すぎよね。マカロンっぽいところとか、マーブルのとか。チョコの中身まで」

「何？　どういうこと」

　ひそひそと聞こえるのは、二、三人の声ではない。

　悠斗が花梨をじっと見つめ、そして茜のほうへ視線をやった。

　花梨は、事情を話すこともできなかった。この場で『自分が考えた案を茜に渡した』と告白すれば、茜が悪者になってしまうし、自分も言いわけを言っていると思われるだけだ。まさに打つ手がない。




　結局、花梨のプレゼンの時間は途中で終わってしまい、次の社員へと移った。次々に企画案が出される中、花梨はじっと耐えるほかなかった。茜は最後までこちらを見ることはなかった。

　会議が終わったあと、悠斗は皆が出ていくのを見計らい、こちらに近づいてきた。

「吉井と藤田、一緒に来て」

　悠斗の表情が硬い。気まずい雰囲気の中、ふたりで無言のまま室長室に入り、部屋のドアをバタンと閉めた。

　ふたりの企画案を並べられ、思った通りどういうことなのかを聞かれる。

「ふたりには悪いが、この案は、ただ似てたっていうだけじゃ済まされない。どちらかが故意に真似したと踏んで君たちを呼んだんだけど、心当たりは？」

　悠斗が腕を組んで、茜と花梨を見る。

　花梨は喉の奥が張りつくようで、声が出なかった。悠斗にだけは誤解をされたくないのに……昨日の夜だって悠斗に見てもらったのだから、信じてほしい。

　どのくらい時間が経過したのか、時計の針の音がカチカチと響くほどの静寂が訪れる。

　すると、さっきからうつむいたまま黙り込んでいた茜がようやく口を開いた。

「私が、吉井さんに案を見せてほしいと頼んだんです。ボツにするものがあるなら、それを生かしたいからって」

　茜の表情は何ひとつ変わらない。そして悠斗の表情も何も……花梨だけが唇を噛みしめ、悔しくて涙が出そうなのをこらえていた。

「それは間違っている。わかるな？」

「はい」

「吉井も、安易だった」

「はい……」

　言われた通り、お人好しでは仕事はやっていけない。無責任だったと反省した。

「ふたり、今から新しい案を三日で上げられるか？」

「はい」

「……はい」

　茜と揃ってお叱りを受けたあと、「藤田だけ残って」と悠斗が言った。その瞬間に、茜と花梨との間に格差が生まれたような気がした。

　茜がちらりと花梨のほうを見る。まるで人形のような瞳だ。彼女が何を考えているのかまったくつかめない。

　花梨は、頭を下げて退室するほかなく、他社員から浴びせられる好奇の視線の中をかいくぐり、自分のデスクに戻った。

　このしこりを残したまま、これから新案を考えるなんて……できるだろうか。

　間もなく終業時間だが、すっかりしょげ込んだ花梨は、それから何も手につかないでいた。幸恵が元気づけてくれたけれど、ショックが頭から離れない。

　それに、悠斗が茜だけを残したことが、〝彼女を選んだ〟ということに思えて、苦しかった。茜はまだ室長室から出てこないが、ふたりで一体何を話しているのだろう。




　定時を過ぎて花梨が帰り支度をしていると、溝口が声をかけてきた。

「吉井さん、お疲れ」

「お疲れさま」

　そう言う花梨の声に、覇は気きはない。気遣うような溝口の声に、少し笑顔を見せるだけ。

「今日はもう上がるんだ？」

「うん……」

　花梨は小さく答える。

「そんな顔しないでさ、元気出して。はい」

　缶コーヒーを差し出され、花梨は両手で受け取った。あたたかい感覚にホッとして、花梨に少し笑顔が戻る。

「あ、ありがとう」

「フレーバーコーヒーとフレーバーチョコの組み合わせとか、マカロンのミニバージョンがマーブルチョコみたいに並んでるの、いいと思ったよ。俺、オレンジ味のチョコレート好きなんだよな。吉井さんの案、よかったと思う。パティスリー、カフェ、チョコ専門店すべてでイケる」

　溝口が気を遣って言ってくれているのがわかる。花梨が懸命に考えたことを汲くんでくれる、その気持ちがうれしくて、花梨はにこりと微笑んだ。

「うん……。『ショコラ・フルール』を何店舗か見学して、写真撮ったりしてきて、アイデアを膨らませたの。デザインもできるだけ華やかで、パッケージした時の見た目もかわいいものにしたくって。でも、こうなっちゃって……ちょっと気が抜けちゃった」

　溝口はコーヒーに口をつけ、デスクに寄りかかった。

　窓の外を見ると夕暮れが迫っていて、あっという間に暗くなりそうだった。オフィスの中にいても、暖房をかけないとカーディガンを羽織っても寒い。

「……もっと大事にすればよかった」

　花梨はコーヒーを持つ両手に力を込めて、噛みしめるように言った。

「ん、大事にって？」

「企画のこと。自分で一生懸命育てた内容を、簡単に人に見せたりなんかしないで。企画は自分の子のようなものなんだから、無責任だったなって」

　茜のことを疑いたくないというのはキレイ事だ。自分が甘かった。

「ごめんね。せっかく励ましてくれてるのに、こんなこと言って」

「いや、いいんだよ。ほかの人には言えないだろうし、幸恵さんも今日は会議のあと外出しちゃったしな。うまく言えないけど……とにかく、俺は吉井さんを信じてるよ」

　溝口や幸恵が味方でいてくれること、それがせめてもの救いだった。

「ありがとう」

　言いながらも花梨の表情は暗い。

「吉井さん……」

　溝口はなぐさめるように肩を叩く。

　花梨が落ち込んでいると、溝口は「そうだ」と話を変えた。

「社員旅行、行き先、決まったよ」

「え、本当？」

「仙台の秋あき保う温泉。俺、一度、行ってみたかったんだ」

　溝口が楽しそうに言う。

「本当？　十二月じゃもう、キレイな紅葉は終わってるけど……温泉に決まったんだ。いいね」

　花梨が仙台に思いを巡らせていると、悠斗が室長室から出てくるのが見えた。あとから茜も姿を現し、フロアから出ていく。

　花梨は悠斗と目が合いそうになった瞬間、思わず視線を逸らしてしまった。挨拶くらいするべきなのに、動揺している気持ちが態度に出てしまった。

（……だって、こんな自分は情けない。せっかく昨日遅くまで残って、見てもらったのに……全部、台なしになっちゃった……）

　何より、悠斗をがっかりさせてしまったのではないかと思うと、怖かった。

「気分転換に髪、ストレートにしたいな。似合うかな」

　ふと花梨が呟く。

　溝口は自分が聞かれたのだと誤解したのだろう。照れながら言った。

「似合うと思う。今の緩いウエーブも、女の子っぽくてかわいいと思うけどね」

　その声は、花梨には聞こえているようで聞こえていない。

　花梨の視線は悠斗のほうにまっすぐ向かっていく。今、目を逸らしたのは自分のくせに、悠斗の広い背中がフロアから出ていこうとするのを見送って寂しくなるなんて。

「吉井、ちょっと来て」

　急に振り返った悠斗に呼ばれて、花梨は飛び上がるほど驚いた。すたすたと悠斗が戻ってくる。

「は、はい」

「君に話がある。少し時間が欲しい」

　花梨は、溝口と思わず顔を見合わせてしまった。

　帰り支度をしていた花梨を思って、溝口が肩をぽんと叩く。

「がんばって。お先」

「あ、ありがとうね」

　花梨が言うと、溝口は手を上げた。彼は悠斗に「お疲れさまです」と爽やかに声をかけ、フロアを出ていく。

　溝口の爽やかな香りを打ち消すように、やわらかなアンバームスクの優しい香りに包まれて、ドキッとした。

　花梨は、発表のあとに叱られたばかりのことを気に病んで、彼の目をうまく見られなかった。落ち込んでいるのを隠そうとしているのも、すべて見透かされてしまいそうだったから。

　意を決して悠斗のほうを見ると、彼の見守るような瞳が向けられていた。

「一緒に帰ろう。送ってく」

「え、あの……仕事の話は……？」

「オフィスの中じゃ、話しにくいこともあるだろうから。今日は俺もここまで」

「でも、一緒に出たら、何か言われませんか」

「怖くなったか？　今日のことも、俺とのことも」

　悠斗が試すように言った。

　選考会のあとから、皆の花梨を見る目が一気に変わったのだ。

「……怖いっていうよりも、不安です。自分に自信が……うまく持てなくて」

　悠斗とのことだってそうだ。仕事上のああいった場面で、上司と部下としてどう接するべきか、困惑してしまう。

「どんな天才でもスランプはあるし、どんな優れた技術者でもミスはする。あの場で完璧なものなんて誰も求めていないよ。大事なのは精一杯考えた案を、堂々と発表すること。なんで、〝自分が先に出した〟って言わなかったんだ？」

「それじゃ、藤田さんが――」

「人のせいにするなよ」

　悠斗は冷たくそう言い放つ。

　花梨は言いたいことを呑み込んで、悠斗を見つめた。

　仕事だとわかっていても、好きな人から厳しく当たられるのはつらい。花梨なりに精一杯、がんばっているからこそ余計に。

　上司として、花梨をしっかり育てようとしてくれている悠斗の気持ちはわかっている。それでも、やるせない想いが感情を昂ぶらせる。

「じゃあ、どう言えばよかったんですか？　それを言ったら藤田さんはどうなるんですか？」

「そしたら藤田も言い返すだろ。納得するまでやり合えばいい。君は、そうやって言いたいことを呑み込んで我が慢まんして、周りにいい顔してるだけだ。そんなのはな、結局相手にとっても自分にとってもマイナスにしかならないんだ。たとえ二番煎じと思われてもいい、堂々と発表すればよかったんだ」

「……おっしゃる通りです。申しわけありませんでした」

　花梨はそう言うほかない。悠斗の言うことはもっともで、今なら理解できるから。

　少し冷静になった今なら……。

「今日はもう帰ろう」

「……明日から、またがんばります。がんばりますから」

　だから、今は心を少し休ませたい。

　悠斗は何も答えず、花梨の背をそっと押して帰るように促した。

　彼のそのさりげない優しさがいつも以上に胸にしみた。




　フロアを出てエレベーターに乗った。一階で降りて別の部署の社員とすれ違って「お疲れさまでした」と声をかけ合いながら、ふたり揃って正面から出た。

　いつもなら駐車場なのに、と思いつつ、花梨は悠斗に問いかける。

「今夜は車じゃないんですね」

「あぁ」

　この間は一緒に帰れるっていうだけではしゃいで、あんなに楽しかったのに。今はどうしゃべっていいかもわからない。

　会社が見えなくなるまでは、ひと言も話さないで、少しだけ前を歩く悠斗の背中を見ながらついていくのが精一杯だった。

「花梨」

　急に優しく名前を呼ばれて、顔を上げる。悠斗の片手が伸びてきて頭を撫でてくれる。

（どうして、こういう時に優しくするの？　もうオフィスを出たから？　そうやって簡単に切り替えるの？　ずるいよ）

　会社から離れて駅へと向かう途中。抑えていたものが急に込み上げてきて、悔しくて悲しくて、今頃、涙が溢れてきてしまった。

「さっきは、上司として言わなきゃならないと思ったから。ふたりだけの時は、我慢しなくていい。思ってることを言えばいいよ」

　そう言い、ゆっくり歩調を合わせてくれる。さっきまで厳しかった悠斗が優しくなる。だから余計に泣きたくなってしまう。

「……そしたら、私のことを嫌いになると思う。私のぐちゃぐちゃした気持ち、本当のこと知ったら」

「言わなくても大体理解しているけど」

「本当はすごく悔しいし、すごくムカついたし、悲しかった」

「……うん、わかってる」

「再会できてうれしいけど、やっぱり上司じゃなかったらよかった。こんな姿見られたくなかったよ」

「……そうだな」

「そしたら、きついこと言われても、我慢できるのに。仕事なのに、好きな人から言われてると思うと、本当は……区別なんてできないくらい、こたえるの」

　花梨は涙を拭いながら、心でため込んでいたことを吐き出した。

　悠斗はなだめるような穏やかな声で言った。

「だから言ったろ。お互いの今の関係は、いいことのほうが少ない。俺は第一企画室全体を預かる身なんだ。花梨だけを特別扱いなんてできない」

「それは当然よ。仕事だもの。それに、仕方ないでしょ。自分の好きな人が上司になっちゃったんだから」

　彼は答えない。

　答えられないってわかっていても、言わずにいられなかった。

　急に立ち止まった悠斗から、ぐいっと手を引っ張られ驚いた。

「あっ……どこに？」

　そっちは駅とは反対方向だ。

「食事して帰ろう」

「えっ……でも、こんな顔してるし、私……」

「じゃあ、反省会でもするか。どこかに入って。いいところに連れていってやるよ」

　悠斗の澄んだ瞳が、こちらを優しく見つめる。

「でも……」

　そんなふうに見つめられたら、愚ぐ痴ちをこぼしたことが恥ずかしくなる。

「ただ、俺が君のそばにいたいだけだから」

『君のそばにいたい』……その言葉に、胸が熱くなって、ますます言葉に詰まる。

「……そんなの自分勝手。あれだけ、突き放したくせに」

　うれしいのに、憎まれ口を叩いてしまう。そうでもしないと、ますます泣きついてしまいそうだったから。

「君は落ち込んでる時、周りが見えなくなって、何をしでかすか心配だから」

　悠斗は手を離そうとしなかった。

「だったら大丈夫、もう昔とは違うよ。子供扱いされる年齢じゃないんだから。妹扱いはもうしないでいいって言ったでしょ？」

「そうじゃないよ。会社じゃ、どうにもできない俺の気持ちもわかって」

　少しだけ悠斗の声が切なかった。

　傷つけたいわけじゃない、そう言っていた彼の言葉を思い出す。

　ふたりの間に、優しい沈黙が訪れる。ふたりの横を次々に人が通り過ぎていく。

　ふたりは手をつないだまま、次の言葉を探しているようだった。

　先に口を開いたのは花梨だった。

「それで、どこに行くの？」

「さあ、とりあえず君がもとに戻れる場所」

　花梨は、つながれた手にぎゅっと力を込めた。

　ひんやりとするのに熱い。どっちがどうなんてわからない。ただ彼に、ついていくだけ。

　涙がにじんで、背の高い彼の肩越しにイルミネーションがキラキラと輝いているのが、ぼんやりと見えた。




　〝いいところ〟というのは、仕事で訪れたチョコレート専門店、『ショコラ・フルール』だった。前に視察した時とは雰囲気がずいぶんと違っていた。

「すごくキレイ……」

「内装を変えたばかりなんだよ」

　クリスマスモードに飾られた店内は、煌びやかな赤とゴールドで統一され、ラッピングコレクションが並んでいたり、クリスマスケーキの予約などをしている人たちで溢れていた。

　チョコレートのほろ苦く甘い香りに包まれ、誰もがにこやかにショーケースを眺めたり、カフェコーナーで談笑したりしている。けれど……ここは自社で出店している店だ。

「仕事の続きっていうこと？」

　幸い、先日会った担当者はいなかったけれど、少し期待してしまっていたことを見透かされて笑われる。

「新しい企画の参考になるだろ？」

　悠斗が意地悪く言うと、ショーケースに並ぶチョコレートにため息をつく。

「キレイ……こんなふうに、一個ずつキラキラに包んでもらって、まるで宝石……」

　悠斗はショコラティエに声をかけ、オススメのチョコをふたり分頼んでくれた。

　彼のさりげない行動を眺めていると、隣にいた女性ふたりが悠斗を見て「かっこいいね」と声を潜めているのが聞こえてくる。

　昔から彼はどこにいても目立っていた。学生の時から、社会人になっても、そしてこうしている時も。

　花梨はなんとなく独占したい気持ちになって、ぴったりと寄り添った。

「何？　ほかに欲しい物があるなら言って」

「ううん、ただ……」

　ただ、こうしていたいだけ。

　そんなふうに、何度思ってきたことだろう。

　それからふたりはカフェスペースの席に着いた。

　キレイな皿の上に並べられたチョコレートとリキュール入りのホットチョコレート。

「おいしい」

　疲れているからか、ほんの少しでもふわふわと甘い心地に満たされる。そして身体があたたまると、気分もホッと落ち着いた。

「お土産みやげに買っていってもいい？」

　チョコレートリキュールのボトルを見て、花梨は言った。

「気に入った？」

「……うん」

「アイリッシュコーヒーじゃ、酔いそうだから、君にはこっちのほうがいいよね」

「ありがとう」

　花梨がようやく笑顔を取り戻すと、悠斗はつられたように微笑んで……。

　悠斗の優しさがうれしくて、涙がゆらゆら瞳ににじんでしまう。

「……帰りたくないな。もっと一緒にいたいな……」

　花梨にとって勇気のいる言葉だった。

　決してこの間のように困らせたり、かまってもらったり、気を引くためではなく、本当にそう思っていた。

　そんな想いが通じたのか、窓の外を眺めていた悠斗が、口を開いた。

「出よう。ずっとここにいるわけにはいかないし。ひとりでいたくないんだろ」

　そう言い、悠斗が立ち上がる。




『ショコラ・フルール』のドアを開くと、あたたまっていた身体に冷たい風が吹きつけてきた。

　悠斗は花梨を庇かばうように背を抱いて、ドアを閉める。

　ただそれだけで、そういう仕草のひとつずつだけで、ときめいている自分が切ない。

（上司でもなくて兄のようでもなくて、ただ恋人のようにそうしてくれるなら、こんなにうれしいことはないのに。欲しい言葉はくれないくせに、いつもそうやって優しくする……）

「悠ちゃん……」

　たまらず、呼んでしまった。

「ごめんなさい。ふたりきりの時だから、許して……？」

　花梨はそっと彼の袖口をつかんだ。来た時のように手をつないでいたいと思ったのだ。

　そんな想いが伝わったのか、悠斗はそっと手のひらを広げた。遠慮がちに手を伸ばすと、今さら、と言いたげに彼は手をつないできた。それも指先まできゅっと絡めてくれる。

「おいでよ」

「どこに？」

「俺のマンション」

　言われて、ドキンとした。

「あの……」

「わかるよ、君の気持ち。ホームシックもあるんじゃない。だから、少し甘えたいだけなんだよ」

　知らない大都会に来て不安になった気持ちを彼に指摘されて、そっか……と改めて思う。誰かに頼りたくなる。こういうのがホームシックというんだ……と。

「私が行っていいの？」

「ダメだったら最初から誘わない。それに……」

　と言って、悠斗は口を噤つぐむ。

「それに？」

「いや、君が嫌じゃないならだけど」

「……嫌なわけないよ」

　花梨はそう答えているそばから泣いてしまいそうだった。

　悠斗は何かを言いかけたけどそのまま口を閉ざし、ふたりの間に静かな沈黙の時間が流れる。

　なんで器用にできないのだろう。

　つながり合っているのに、見つめ合えない。肩を並べ合っているのに、恋人同士ではない。どこか遠慮してるふたり。

　昔と同じだ。どうしたら一歩踏み出せるだろう。

（素直に甘えていいの……？）

「……今夜ずっと一緒にいてもいい？」

　回答はなく、しばらく無言のまま時が流れた。

　もちろん変な意味ではない、と言おうとすると、「泣き腫らした瞼のまま寝たら明日が大変だろうし、つき合うよ」と、彼は意地悪く笑うだけだった。

　今なら考えなくてもわかる。優しくしてくれるのは上司としてだけじゃない。彼は昔から見た目のクールさとは裏腹に優しかったから。

「おいで」と手を引っ張られ、指と指がつながり合っているところが、熱くなっていく。この指の感覚が好きだ。芯がしっかりあって、しなやかな長い男の人の指。手のひらがぎゅっとなるぐらい大きく包んでくれる手。

　今は、一秒でも長くこうしていられたらいいのに……と思った。







第六章　そんな顔しないで　～悠斗ＳＩＤＥ～










東京タワーの見える場所




　室長室に茜だけを残したあとのことだった。

　悠斗は、花梨のいる場で追及できなかったことを、茜に問いただした。

『なぜ、吉井の案を真似ようと思ったのか、君の言い分を聞いておきたいんだけど』

　茜の瞳の色は何も変わらない。人形のように光を灯さない。だが、悠斗も決して視線を逸らさなかった。しばらく沈黙が続いたあと、茜はようやく口を開いた。

『吉井さんが、チヤホヤされるのがおもしろくないからです。社長令嬢だからって皆が腫れ物を触るように私を見ているのとなんだか違うから』

『お嬢さまの退屈凌しのぎってわけか？』

『……そう見えますか？』

　茜が挑発的に言う。

『君がどうとか、そんなのはいいんだよ』

『どうしてそんなに吉井さんを庇うんですか』

　茜は何かを言いたげに悠斗を見る。

『これは仕事だ。そんなくだらない理由で、この企画に真剣に取り組んでいた吉井を、君の身勝手に巻き込むなって言ってるんだよ』

　悠斗が淡々と叱ると、茜は唇の端をきつく結んだ。

『俺は君を特別扱いするつもりはないが、会社はそれを許さない。君がどうしてもその案で臨むというなら、吉井のを却下するしかない』

『なぜ、私に言うのでしょう？』

『君がそうしないことを信じたいからだよ』

　悠斗は試すように言った。

『私は譲る気ありません』

『ならいい。わかった』

　悠斗は深いため息をつき、茜が出ていくのを見送った。




　彼女は一体何を目的にこんなことをしたのだろうか。単純に彼女の言うような子供じみた嫉妬心からではない気がする。特別扱いしないとは言ったものの、彼女はフジタグループの社長令嬢だ。そんなことできるはずがない。

　花梨のことになると熱くなる自分がいる。今の茜に対する態度も冷静なものだったのかどうかわからない。

（これで上司だなんて言えるのか……）

　悠斗は黙ったまま花梨の細い指を絡めて手を引いた。ひとりにしたくなくて衝動的に自宅に連れてきたが、花梨が手をぎゅっと握るたび、抑えている感情を引きずり出されそうだった。

　会社にいた時から、ずっとこの調子だ。溝口と笑い合う花梨を見た時、たまらない気持ちになったことを振り返る。自分があんなふうに優しくなぐさめてあげられたら、どれだけよかったか。

　ホットチョコレートを飲んでいる時に垣間見えた笑顔に、ひどく安堵した。

　でも、花梨が瞳を輝かせて話してくれた東京タワーに、連れていったほうがよかっただろうか。

　彼女と再会してからというもの、悠斗のリズムは狂いっぱなしだった。それが何を意味しているのか……今ではしっかり自覚しているつもりだ。

　もうこの気持ちを無視することはできない。

『会社じゃ、どうにもできない俺の気持ちもわかって』

　思わず口走った本音を、花梨はどう感じただろうか……。

　マンションに着き、玄関のドアを開けて中に入るよう促すと、花梨は中をのぞいてからおそるおそる入った。

　悠斗は背を押してやり、鍵を閉める。ブーツを脱いで中に入った彼女の前に、あたたかなムートン素材のルームシューズを差し出した。

「どうぞ」

「ありがとう……大学の頃もこんな感じの部屋に住んでたの？」

　シンプルな部屋を見渡して、花梨がおずおずと言う。

「どうだろうな」

　あまり余計な物は置いていない。シーリングスポットやダウンライトの落ち着いた照明が部屋を明るくしている。オフホワイトの壁紙に映えるように、リビングには黒とグレーのシックな感じでまとめた家具がしつらえてある。

　観葉植物がところどころに置かれ、キッチンにはニューヨークで使っていたペンダントライトが灯り、パーテーションの奥にはベッドルームがある。

　ニューヨークから戻ってきたばかりなので生活感がほとんどない２ＬＤＫの部屋。

　オフィスとの往来だけで毎日が終わるから、家でまともに食事することもなく、ひとりで暮らすには広すぎるかもしれない。

「……東京タワーをこういうふうに見てみたかったの」

　花梨は、リビングルームの窓辺に近づいた。

　ブラインドを下ろしていない大きめの窓からは、東京タワーが目の前に見える。

「すごい……キレイ」

「見慣れて飽きてきたりしない？　そろそろ珍しくもなくなってくる頃だろ？」

「ううん。東京タワーを見るとがんばろうって思えるの。上京してきた目標でもあるから」

　ああ、そうか……と花梨の表情を見て納得する。

　彼女なりに心に決めて東京に来たんだろう、と。

「お父さんとお母さんは元気？」

「うん……」

「コートを貸して」と悠斗が声をかける。

　花梨は「ありがとう」と言いながらも、窓辺から離れなかった。きっと、今日のことを悩んでいるんだろう。花梨がどんな気持ちで上京してきたのか……。それを思うと悠斗はもう仕事の話はしないでいようと感じた。

　すると突然ぐーっと勢いよく花梨のお腹が鳴って、ふたりで目を合わせて笑った。

「やだ……ごめんなさい」

　少し照れたように花梨が言うので、悠斗はそんな彼女がかわいくて笑ってしまった。

「あれだけじゃ腹の足しにはならないか。パスタでも食べるか？」

「悠ちゃんが、作るの？」

「落ち込んでる君が料理なんかしたら、どんなものができるか想像できる」

　憎まれ口を叩くと、少し元気を取り戻した花梨が、こっちを振り返った。

「ひどいな。悠ちゃんこそ自炊なんてしてるの？　大学の時だってそんなにしてなかったでしょ？」

「たまに作ったりするよ。だからパスタぐらいならね」

　すっかり〝悠ちゃん〟になっているが、今だけは……追及しないでおこうと思った。

　会社を離れたのだから、上司と部下ではなく、昔なじみのふたりで。

　悠斗はキッチンに向かった。ケトルにお湯を沸かし、瓶に入ったパスタを出す。パスタ鍋にたっぷりのお湯を入れると、花梨はじっとしていられなかったのか、こちらにやってきた。

「私も手伝うよ」

　バジルのいい香りを嗅いで、花梨が笑顔を向ける。

　瞼が少し赤くなっているのがかわいそうで、彼女の髪を撫でるが、そうするたびに悲しい瞳を向けられるのがつらい。

「平日も一緒にランチとか食べられたらいいのに。それもダメなんだもんね？」

「外出してる時はいいけど。オフィス内なら俺にくっついてるより、周りと仲良くしておいたほうがいいよ」

　テーブルウエアの上にカトラリーボックスを置いて、花梨がフォークとスプーンとを用意してくれた。シャンパングラスを花梨に手渡して丸い皿を並べると、彼女はうれしそうにはしゃぎだす。

　それがかわいくて、悠斗は小さく笑った。

「ん、幸恵さんが今度ランチでね、おいしいお店に連れていってくれるって。楽しみなの。それから花緒ちゃんや涼介さんとも、今度一緒に食べようって言ってるの」

　花梨がにっこりと笑顔を咲かせた。

「そっか」

　ふたりの間では話題にするのを避けていた花緒のことも、互いに昇華していることに気づいた。

　お互いが向き合える時に来ているような気がして……知らずに微笑んでいる自分がいる。

　ダイニングテーブルに向かい合わせで座って、「いただきます」と手を合わせる。

　熱々の湯気が上がる出来立てのパスタは、なんていうことのない素朴な塩味にバジルと崩したホールトマトを合わせたシンプルなもの。口当たりがさっぱりしているのが心地良く、有名ブランドのシャンパンとよく合った。

「……おいしい」

　花梨はパスタをフォークで器用に巻いて、本当においしそうに頬張っていた。

　悠斗は、花梨のそういうところが好きだと感じる。彼女にはいつもこういうふうに天真爛漫でいてもらいたかった。あんなふうに落ち込んだままじゃなくて、笑っていてほしい。

　喉が渇いたのかシャンパンをごくごくと飲む花梨に、悠斗は〝待った〟をかける。

「それ、酒。あんまり一気に飲むときつくなるよ」

「そうなの？　おいしくって、飲み心地がいい感じ。なんていうお酒？」

　ラベルを眺めて饒じょう舌ぜつになる花梨だったが、緊張をほぐそうとしているのが悠斗にはわかった。自分が見つめるたびに、困ったような顔をして落ち着きがない。

　実際それは悠斗も同じだった。










好きだったよ




　片づけを終えてふたりでソファに並んだ。

　食後のデザートは、キューブ型のフルーツシャーベット。それを紅茶と一緒に味わう。ティースプーンとソーサーとが当たる音がかき消されるほど、さっきから胸の高鳴りが消えない。

「かわいいシャーベット」

　花梨がとろんとした顔をしているので、悠斗は笑った。

「そのまま眠ってもいいよ」

「本当に泊まっていいの？」

「送ってく自信ない」

　悠斗は正直に言った。深刻な言葉ではなかったが、軽いふうにも言えない。

　花梨は知ってか知らずか、小さな頭を肩に寄りかからせてくる。

「じゃあ、ここにいる」

「本当に眠たくなったら、そっちに連れてくよ」

　ベッドルームのほうをあえて見ない。それは何か自分へのセーブのようにも思えた。

「悠ちゃんは？」

「俺は適当でいいから、気にしないで」

　頭を寄りかからせるだけでなく、抱きつくように花梨が腕を絡めてきた。花梨の胸元が見えて甘い香りが絡まり、妙な鼓動が打ち始める。それ以上はまずい気がして離れようとすると、ぽつりと花梨が呟く。

「……悠ちゃん、何度呼んでも、もうキスしてくれないの？　企画も失敗しちゃったから……恋人にはもうなれない？　それならペナルティでいいから、キスしてほしいよ」

　狙ってるわけじゃないところが憎らしい。末っ子の妹体質というところか。酒に酔った時の彼女はますますタチが悪いんだった。

「酔っ払ってるな、花梨」

　花梨の頬を両手で包んで、彼女を見つめた。甘えた瞳がにじんでいくのを見ていると、このままかわいい彼女の唇を奪ってしまいたくなる。

　そんな衝動を抑えているこちらの気も知らないで、花梨が抱きついて甘えてくる。

「じゃあ、はい。あーんして」

　何を思ったのか、シャーベットを指で摘まんで差し出してきた。

「いいよ。今、冷たいのはいらない」

　悠斗が顔を背そむけても、しつこく絡みついてくる。

「本当？　おいしいのに」

「出したのは俺なんだから、わかってるよ」

「そう言わないで」

　じゃれついてくる花梨は本当に子猫のようだから困る。取り上げたところで、どさっとソファに倒れ込んでしまい、互いに気まずくなる。花梨が顔を赤くしたまま見上げてくるものだから、悠斗は抑えきれずにキスしたくなった。

「それが君の狙いか。バカ。我慢してるっていうのに……挑発するなよ」

（もう、我慢できない）

　奪うように唇を重ね、髪を優しくといてやると、とろんとしたように花梨の瞼が下りた。それが、悠斗のスイッチになった。

　ついばむようなキスから、互いの舌をからめ取るようなキスに変わっていく。その間中、花梨の肌に手のひらを這わせた。どこを触っても、反応を返してくれる花梨がかわいくて、悠斗の中で理性の糸をこれ以上つないでおくのはもう無理だった。

「……ぁ、っ……っ」

　ふたりの息遣いが乱れる。ソファの上に寝かせた花梨のカットソーをめくり上げ、ブラジャーをずり上げると形のいい膨らみがこぼれ落ちてくる。どこもかしこもやわらかくてかわいい。

　胸の先端にキスをすると、花梨の細い手が、悠斗の腕をつかんだ。花梨の腰が浮つき、か細い声が漏れていく。

「……あ……っ、ダメ……」

「君が、そんな顔をして誘うからだ」

　悠斗はスカートをたくし上げ、下着の上から指でなぞった。

　花梨がビクッと反応をし、恥らうような目で見上げてくる。もうすでに濡ぬれている。それが悠斗の欲求をなおさら昂ぶらせ、本音を吐き出してしまいたくなる。

「こんなつもりじゃ……」

「だったらキスしてほしいなんて安易に言うなよ。君は肝心なことを忘れてる。俺が過去の想い人でも、上司でもなくなったら……ただの男だってこと」

　耳のそばで囁いて、舌で耳じ殻かくを愛あい撫ぶすると、花梨は身をよじりながら、息を荒くする。

　下着の中に手が入っていくのを知らしめるように見つめると、そのたびに泣きそうな顔で瞳を潤ませる。

「気持ちいいのに、やめたいの？　本当に嫌なら拒否しろよ。じゃなきゃ……もうやめない」

　意地悪でしたいわけじゃない。花梨のかわいい声を聞いたら、完全にスイッチが入ってしまった。

「……あっ……っ……悠ちゃ、んっ……」

　細い腰が指を動かすたびに動いていく。紅潮した頬が、恥じらう瞳が、やわらかい唇が、かわいくて。もっと、と瞳が甘くにじむ。

「俺をそういう気にさせたのは、君のせい」

　本当は、こんなつもりじゃなかったはずが、愛撫するたび名前を呼ばれるから、あの頃を思い出して甘酸っぱい切なさが込み上げるようだった。

　悠斗が、花梨の首筋をつっと舐なめながら、彼女の中で指を動かすたび、彼女は仰のけ反り、甘い声をあげた。やわらかな胸に触れ、指が入っていく感覚を味わうたび、彼女の中がぎゅっと締めつけてくる。まるで好きだと返されているみたいで愛おしくなる。

「花梨……」

　〝好きだ〟と言いたくなった。悠斗の甘くにじんだ瞳が花梨を映す。

　花梨は泣きだしそうな顔で悠斗を見つめた。

（君以上に、俺は……）

　夢中で求めているうちに、花梨が大きくびくびくと身体を仰け反らせた。動かないでぐったりと気絶したようになっているので、悠斗は心配になりのぞき込む。

「花梨？」

「……ん、ゆ……ちゃ……」

　花梨が浅い呼吸を繰り返すと、悠斗は花梨の汗ばんだ髪を撫で、額に唇を押し当てながら、火照った熱を抑え込む。

「……大丈夫か？」

「……うん」

「ごめん。夢中で、手加減してやれなかったな。悪かった」

　花梨は首を横に振って、甘えるようにしがみついてくる。

「……うれし、いの……だから……」

　好きだと言って、抱いてしまいたかった……そんな自分の想いを優先してしまったことを悠斗は反省した。

　今日は疲れているし、軽く酔っているので、これ以上続けられそうになかった。

　花梨を抱き上げベッドに運ぶ。

　意識はかろうじてあるようだから、大丈夫だろう。

　口移しで水を含ませ、火照った頬を冷ましてやった。

（……熱を冷まさなければならないのは、自分のほうだろ。仕事に集中できなくなったら、どうするんだ）

　それは自分への戒めだった。こんなにも好きで、かまいたくて。

　悠斗は花梨の髪を撫でながら、あどけなさの残る頬にキスをする。

（好きだったよ。あの頃、確かに君が好きだったよ）

　言えなくて、お預けされたのは身体じゃなく、抑えきれない心のほうだった。




　翌朝、花梨は記憶が曖昧な様子で、横に悠斗がいたことに驚いていた。

「どうして……。なんで、悠ちゃんが？」

「酔った君に何もしないでひとりで寝かせられるほど、紳士じゃないんだけど」

　どれほど煩悩を打ち消すのに必死だったか、花梨はわからないだろう。それが少し小憎たらしい。

「え、嘘うそ……私だけ、覚えてないの？」

「さあね」

「さあって……そんな」

（あの頃の気持ち……今、君に告げるのは反則だと言われるかな）

　けれど、もう伝えないではいられないんだ。

「花梨、俺は……君のことが好きだったよ」

　溢れる想いのままに伝えたら、花梨の瞳が甘い熱で揺らいだ。

　悠斗はもう一度彼女の唇に恋人のキスをして、耳のそばで優しく囁く。

「好きだったよ」

　いつからか、なんて境界線のないまま大人になった。

　また出会えるなんて思っていなかったけれど、会えたら言いたかったんだ。

　好きだったって……。

（そして俺は……今も……君のことが好きだ）

　そこまではまだ言えなかった。

　もっと触れたいし、こうしていたい。休みの日は一日中抱いていたっていい。

　そんな新たな欲求が湧いていることを、きっと君は知らない。まだ言えない。

　それはまた今度、ちゃんとした時に伝えたい。

　〝君が好きだ〟……そして〝ふたりの関係を新しく始めたい〟と。







第七章　もっと感じさせて










同じ匂い




　朝、花梨が目覚めると、優しく見守るような悠斗の瞳とばっちり目が合って息が止まりそうだった。それも悠斗の腕が背に回っていて、胸に頬をうずめるくらい彼に密着していたのだから。

　サラサラの髪からのぞく眉はなだらかで、朝見る彼の穏やかな瞳は夜とはまた違うカラーになる。夜よりもずっと濃い茶色……例えるならハチミツ色みたいだ。すっとバランスのいい目鼻立ち、そして薄く引かれた形のいい唇が動く。

『好きだったよ』

　確かに、悠斗はそう言った。

　信じられない思いで彼を見つめる。なのに身体がふわふわとして思考もうまく回らない。

「待って。それで私たち、昨日の夜はあの……どうなったの？」

　悠斗が花梨の髪を撫でる。

「どうなったのって？」

　意地悪な瞳に見つめられ、花梨は言葉を濁にごす。

「だから……あの、その……こういう関係？」

「こういう関係って……セックスしたかどうか知りたいの？」

　悠斗はおもしろがって続ける。それも誘惑めいた声で。

「知ってるのにわざとそういうふうに聞いてるんでしょ」

　今、ベッドの上にいるのも恥ずかしい。自分をよく見れば、身につけているのはカットソーだけで下半身は下着だけだった。悠斗のシャツの合間から彼の男らしい胸板が見え、ドキッとする。

「さあ？」

「さあって……」

「自分の身体に聞いてごらん」

　悠斗が口の端っこを引き上げ、くすっと笑う。花梨がすうと深呼吸をすると、自分の服からも悠斗の匂いがした。花梨はこの香りが好きだった。

　確かお酒を飲んで食事をして、デザートにシャーベットを食べて……ソファで崩れた時に悠斗の腕に包まれた。胸を伝うあたたかな感覚、なめらかな口づけ、熱い吐息が脳裏に蘇る。そして悠斗の手が内腿に……下着の中に。今、頬に触れたその長くてキレイな指先で触れて……。

「思い出した？」

　発火するような熱が、身体中から込み上げてくる。

「途中で……私……記憶ない……じゃあ、あのまんま？」

　昨晩のことを辿たどりながら悠斗に問うと、彼の指や唇にもっと深いところまで触れられた感覚がぼんやりと蘇ってきて、髪を撫でられた時にぞくりと甘い余韻を呼び起こされた。

「うん。ぱったり、あのまんま、ね」

「……やだ……」

　気まずい。自分だけ意識を失ってしまうなんて。

　会話の流れもあやふやで、いい気持ちになっていたことだけは覚えている。胸がドキドキして、高揚感と喉の渇きで声がうまく出ない。

「悠ちゃん、あの……さっきの告白って……」

「昨日のことをちゃんと思い出すまで、もう言わない。俺がどんなキスをして、どんな触れ方をして、花梨がどんなふうに感じたか。〝ヘビの生殺し〟にされた分、これぐらいは許されるでしょ」

　意地悪なことを言われ、花梨は顔を真っ赤にしたまま声を詰まらせる。

「……ごめん……なさい」

「いいよ、かわいい顔見られたから」

　ふっといたずらっぽく悠斗が笑う。

　彼の低くやわらかい声は、いつも以上に蜜を含んでいて、花梨をたまらない気持ちにさせた。それが昨晩の余韻の証拠でもあるように。はっきりとした記憶がないことを悔しく思う。せっかく悠斗が想いを伝えてくれたのに。

「とにかく早く準備しないと、出社が遅れるよ。シャワー使って」

　時計を見ると、すでに七時を回っていた。いつもならとっくに支度を終えている時間だ。

「どうしよう、着替えがないよ……」

　花梨はベッドの上にぺたんと足をМ字にして座り込んだまま、きょろきょろと周りを見渡しながら言う。頭を動かすとズキズキする。二日酔いになるほど飲んだ記憶はないのに。

「服は仕方ないけど、ストッキングだけは替えないとね……」

「やっぱり、役に立つ」

「何が？」

　悠斗に「はい」と渡されたのは、花緒にもらったというガーターストッキングだった。

「花梨が履いてると、オシャレというより、妙に色っぽくて生々しいな。オフィスで履いていいものなのか？　ちらちら視界に入ってきそうで気になる」

「なっ……本当はそんな目で見てたの？　興味ないって顔してたくせに」

　ぶーぶー文句を呟くと、一瞥された。

「さっきも言ったはずだよ。酔った君を前に、紳士でいられる男じゃないって」

　それを言われるとつらい。花緒のことを思い出しても、あの頃みっともなく嫉妬してすさんでいた気持ちはもうどこにも見当たらない。姉への嫉妬とか不安とかよりも、彼のそばにいたいという気持ちのほうが強かった。

　それなのに、ひと晩過ごして抱いてくれようとしていた時に気を失ってしまったなんて、自分の不ふ甲が斐いなさのほうに悲しくなる。

　悠斗がワードローブの引き出しを開けると、カフリンクスやタイピンなどの小物がたくさん姿を見せた。

　そういえば今月末は、悠斗の誕生日があるけれど、何も用意できていない。

「花梨、バスルームはこっち。早くして」

　少し呆れたような口調で言われて慌てた。今はこんなことを考えている場合じゃない。絡まるウエーブの髪を整えながら、花梨はバスルームに消えてゆく悠斗の広い背中を追う。

　やっぱり何度見ても、肩から背にかけてのラインがかっこよくて、腰まで引きしまっている。スーツの袖口から見える骨張った手の感じは、甘い顔立ちとのギャップで男らしくて、それも好きだなと思う。

　好きなところを挙げたらきっとキリがないくらい。悔しいけれど彼がどのくらい想ってくれていたとしても、自分のほうがずっとずっと好きだと思う。

　きっと悠斗が優しいのも今だけ。会社に行けばいつもの上司の顔に戻るだろう。

「適当に使っていいけど、急にコックひねるとだいぶ熱いお湯が出るから気をつけて」

「うん、わかった。ありがとう」

　先に悠斗が済ませたからか、オフホワイトのバスルームは湯気がこもっていてあたたかい。

　シャワーを浴びながら思い出す。髪を撫でてもらいながら優しく耳に届いた『好きだったよ』の言葉。鼓膜に蘇る声を、何度もリピートする。

　過去だけじゃなく、今も好きでいてほしい。もっと、もっと……。




　花梨が支度を済ませると、悠斗が時計をはめていた。

　そんな何気ない仕草さえ愛おしく思う。

（好き……大好き）

　行き場のない想いを心で唱えて、身体の火照りを無理やり静めた。

「ちゃんと切り替えていかないと」

　独りごちて背筋を伸ばす。

　あの企画案だって失敗したけど、終わったわけじゃない。責任を持って最後までがんばろう。

「準備できたら出るよ。もう出社ぎりぎり」

　悠斗はすでに仕事モードで、彼の手にはブリーフケースがある。

　花梨は慌ててマフラーを巻いて、時計を確認する。

「ごめんね、ドタバタさせちゃって……でも、一緒にいてくれてすごく救われた。ありがとう」

　靴を履く悠斗の隣で、花梨もブーツに足を通した。ヒールの分だけ目線がさっきよりも少し上がって、彼に近づく。

「……うん」

　悠斗に優しく頭を撫でられる。

　もっとそうしてほしい。まだそばにいたい気持ちだけが花梨から離れない。

　エレベーターの中でも、車に乗ってからも、飽きもせずに悠斗を見つめていると、軽く牽制の意味を込め、ぐいと頬を押されてしまった。

「吉井、気づいてないのかもしれないけど、そういう視線、困るよ」

「ごめんなさい。つい」

　花梨は、彼が仕事モードに戻るのを察して、自分も身を引きしめる。

（仕事……これから仕事……）

　言い聞かせながら前方を向くと、黒いロールスロイスが左折していくのが見えた。その方向にはフジタ食品の本社ビルしかない。社員専用の駐車場に入るわけではなく、正面玄関に横づけした。

　運転手が先に出てきて後部座席のドアを開け、一礼した。中から出てきたのは藤田茜で……ドアを閉められると、運転手が一礼をして、彼女は正面から入っていく。

「茜さん……」

　やっぱりお嬢さまなのだな、と思いつつ横を通り過ぎる。運転手はわりと若く、驚くほどの美形……花梨が勝手に想像していたような老紳士ではなかったので思わず見入ってしまった。

「吉井も降りて」

「え？」

　いつの間にか停車していて、悠斗のほうを見ると、彼が言った。

「先に行ったほうがいいだろ」

「そっか。ありがとう、悠ちゃん」

　シートベルトに手をかけると、早速お叱りを受ける。

「言葉遣いも、直しておけよ」

　あっと、うっかり口元に手をやった。

「そうでした……室長。今日もよろしくお願いします」

「あと三日。企画のこと、がんばれそうか？」

「はい。もう少し膨らませてみます」

　花梨が降りてドアを閉めると、悠斗は〝じゃあ〟と手を上げて発車した。白いポルシェが専用口へ入っていくのを見送ると、花梨も正面へと向かった。

　まだドキドキしている。自分の服からは彼と同じ匂いがする。それがくすぐったい。

　気持ちを切り替えたくても昨夜のことが忘れられない。あとで会えるとわかっていても、今朝までの悠斗とはもう違うから。もっと今朝みたいに、自分を甘やかす顔をする彼が見たい。もっと恋人同士の空気を感じてみたい。

　花梨の想いはますます募るばかりだった。




　出社して第一企画室のフロアへ行くと、早速、茜と目が合いドキリとした。

　花梨は一瞬声をかけようとしたが、すっと視線を逸らされてしまう。

　次にはほんの少しの時間差で悠斗がフロアへやってきたので、また別の意味でドキッとして落ち着く間がない。

　花梨はついつい悠斗を目で追ってしまうが、知らないフリをされた。すっかり上司の仮面を被っている彼にため息が出る。

　自分のデスクに着くと、「おはよう」と声をかけられ振り返った。

　幸恵がにこやかな笑顔を向けている。

「あ、おはようございます」

　花梨も笑顔を返すが、幸恵は驚いたように目を見開いたので、首をかしげた。

「あれー吉井さん、なんだか、いつもと違うみたい。もしかしてお化粧してない？」

　お化粧、メイク……ハッとして頬を押さえる。そういえばシャワーを浴びて服を着て、髪を整えてからはいつもの行動パターンではなかった。

「あっ」

　花梨はうっかりしていたと思った。時計を見るが、もう時間がない。まだ起動したばかりのパソコンの黒い画面にすっぴんの自分がちらりと映り、ショックを受けた。悠斗は気づかなかったんだろうか。それはそれで〝興味がない〟と思われているようで悲しい。

「いいんじゃない？　リップさえ塗れば全然大丈夫。眉毛だって私と違ってナチュラルだし。二十五歳でその肌はだ艶つやはモデルさん顔負けよ、うらやましいなぁ。……ね、っていうことは、朝帰りでもした？」

　最後のひと言がきっと幸恵の一番聞きたかったことだろう。

　三度目に心臓が高鳴ったあと、悠斗の声が室長室から漏れ聞こえてきて、花梨は落ち着かなかった。

「やだ、幸恵さん、からかわないでください」

　そうでなくても顔に出やすいというのに。

「だって、同じ服着てるし」

　じっと疑いの眼差しを向けられ、たじたじしてしまう。これでは〝ヘビに睨まれた蛙かえる〟状態だ。

「……これは」

　〝朝帰り〟という言葉が、なんだかくすぐったい。何かがあったわけじゃない。いや、未遂まではあったけれど。

　もやもやと蘇ってくる、昨晩から今朝のことを頭の中で打ち消す。

「正直者ね。もっと落ち込んでると思ったけど、大丈夫みたい？」

　幸恵がくすくすと笑うので、花梨はバツが悪かった。

「あ、その節は、ご心配おかけしまして……」

「いいえ。溝口くんが気にしてたみたいよ。室長にきつく叱られてたみたいって。でも、なんだか逆のような雰囲気よねえ」

　何か意味を含んだ声だ。

　もしかして何か感じているのだろうか。花梨はドキドキするよりも今度は後ろめたくなってしまう。

「何もないです。ただ、うっかりしていて」

「あれれ、如月室長と同じ匂いがしません？」

　花梨の顔が引きつって、幸恵はますますおもしろがった。

「……ゆ、幸恵さん」

「いいじゃない、私はなんとなく感じてたわよ。大丈夫、秘密にしとくから。朝からごちそうさま」

　……いつも幸恵は鋭い。彼女の言葉に戸惑いながらも、なんとなく和んでいたところ、フロア内がざわついたので、花梨も幸恵もそちらを向いた。

　茜が室長室から出てきて、そのままフロアをあとにしたのだ。悠斗は険しい表情でため息をついて彼女を見送っている様子。

　一体、どうしたというのだろう。

「あれあれ、お嬢さまは、帰りたくなったらいつでもいいわけだ、楽だよな」

　そういう声がどこからともなくあがって、なんとなく重たい空気が広がる。

「吉井、こっち来て」

　ドキッと心臓が跳ねた。彼女の次に呼び出されるということは昨日の件だろう。

　花梨は緊張に身を包みながら室長室に入っていった。

「どうしたんですか。なんだか微妙な雰囲気で……」

「実は、藤田が辞退をしたいって言いだしたんだ。まあ、当然の話だよな」

「辞退って……あの企画案のことですか？」

「ああ。それで、吉井の企画案をもう少し練ってもらって、出したらどうかって思うんだけど、どうかな。一から考え直すのもいいけど、いい線行ってたから工夫次第でもっとブラッシュアップできると思う」

「もし生かせるなら、もちろんおっしゃる通り、がんばりたいと思います……でも」

　花梨が口を噤むと、悠斗は代わりにきっぱりと言いきった。

「吉井、情けを優先したら、この先やっていけないよ。藤田は認めたんだ。君のを最初から盗用する気だった。あれは君のものだったんだよ」

　花梨は喉元に苦いものがたまるのを感じた。仲良くしようねと握手したことを思い出して……。




　戻ってから浮かない顔をしていたので、幸恵に「どうしたの」と聞かれた。

「企画の件、藤田さんが辞退するって。それで、私のあの案をまとめ上げてみないかって……言われました」

　花梨は素直に答えた。さすがに盗用する気だったということまでは言えないけれど。

「そう……なら、よかったじゃない。時間がない中、吉井さんが一生懸命考えてたんだもの、私は信じていたわよ。そうと決まったらやらなくちゃ」

「でも、なんだかすっきりしなくって」

　花梨が眉尻を下げると、幸恵もため息をつく。

「そうね……後味は悪いわよね」

「もとはといえば、私が自分自身の案をきちんと管理できてなかったのがいけなかったんだって反省してます。ただ、彼女の心が見えないんです」

　心が見えない。表情からも汲み取れない。誰もが茜の行動を読めはしない……。

　令嬢のただのわがままと済ませていいものなのか、うやむやになったままでは、なんだか気持ち悪かった。

「でも、まずは前を向きましょう。ライバルが潔く改めたんなら、こっちはますますがんばらないと」

　幸恵に励まされて、花梨は少し気を持ち直すが、幸恵の言う『改めた』というのとは違う気がして、茜の様子が引っかかったままだった。




　結局、急ぎで案をまとめ上げたが、本採用には至らなかった。本選に進んだ企画は、幸恵をはじめとする先輩社員たちの企画案で、どれもが洗練されていた。周りから次期主任だと噂されていた幸恵が、これでますます皆の尊敬を集めるようになった。

「幸恵さん、おめでとうございます」

「ありがとう。ここからが勝負だけどね。消費者の気持ちの移り変わりは早いから、覚悟して臨まないと」

　昼休憩の時に声をかけると、幸恵は謙けん遜そんしつつもうれしそうに微笑んだ。

　なんといっても彼女の人柄は、沈んでいた心をあたためてくれる。盗用がどうとか花梨に実力がないとかいう噂話も、幸恵がそれとなく間に入ってフォローしてくれたおかげで鎮静化していったのだから、お礼を言わなくてはならないのは自分のほうだった。

「幸恵さんには、たくさん助けられました。ありがとうございました」

「ううん。溝口くんも、『俺は吉井さんらしい案ですごくよかった』ってしきりに言ってたのよ。妬やけちゃうぐらいね。だから次の企画ではリベンジ狙って」

　いたずらっぽく言う幸恵の声が聞こえたのか、溝口がこちらへ顔を出してきた。

「どうせならランチでも行こっか」と幸恵が言うので花梨が頷くと、溝口もついてきた。

「それは正直な意見で、別に他意はないですよ。もちろん、幸恵さんのは別格です」

　溝口が当たり障りなく言いわけをし始める。

「そうそう、部屋割り一緒だからよろしくね」

　ふいに話題を変えた幸恵から、一枚の紙を渡された。

「社員旅行のお知らせ……あ、決まったんですね」

　花梨は見慣れた故郷の地名に親しみを抱きつつ、笑顔を咲かせる。

「観光ガイドは吉井さんにお任せね」

「見所といえば、紅葉シーズンも終わりだし、温泉かな？」

　花梨は温泉街を想像しながら言った。

「本当？　大歓迎よ。温泉大好き。この宿、〝美人の湯〟っていうのがあるらしいわ。美人になってこようじゃないの」

「幸恵さんと一緒だとうれしい」

　盛り上がってきたところで悠斗と目が合い、手招きされる。

「あら、お呼ばれ。ランチは彼とかな」

「残念」と落ち込む溝口の腕を、幸恵は引っ張る。

「私とで我慢して」

　幸恵が溝口を従え、手を振った。さっきのことがあって、幸恵のからかい含みの視線がどこか気になりつつも、室長室へ消える悠斗の背を花梨は慌てて追いかけた。




　室長室へ行くと、花梨の名前が書かれた評価チェックシートを渡された。五段階評価と寸評が書かれている。デザインや自分の味覚だけに頼らずにもっと幅広い調査が必要だとあり、それは以前、悠斗から指摘されたことでもあった。その他いろいろとコメントが書かれている。

「惜しかったな」

　ねぎらうような悠斗の声を聞いて、花梨も現実を受け止めた。

「ありがとうございます。自分なりに、これが今の結果なんだって思って受け止めます。幸恵さんの企画も参考になりました。もっとがんばらないと」

「これで終わりじゃないしな。今度はまた社員旅行明けに、別企画に切り替えてもらわないと。それに積極的に営業にも出てもらおうと思うし、他部署とのやり取りも、伊藤に習ってやってもらいたい。しばらくは俺がサポートにつくけどな」

「はい。よろしくお願いします」

「じゃあ、あの約束は今度だな」

「あの約束って……」

『私に……恋人のキス、してくれますか？』

『ふたりで会える時間をください。ほんの少しでいいから……一緒にいたいんです。私とデートしてくださ――』

　言いかけたあとのキスが蘇る。

「話はそれだけ」と追い出されるようにして室長室をあとにした。ランチを一緒にできるかと思ったけれど、そんなに甘くはなかった。花梨はデスクに戻り、財布を持って社食へ向かったが、その間もずっと胸がドキドキして止まらなかった。

『好きだった』と言ってくれた悠斗の言葉を反芻しながら、今度こそ彼と向き合えるだろうか、と期待が湧き上がって……。










ドキドキの社員旅行




　十二月上旬の一泊二日の社員旅行は、レストラン事業部の全員が参加し、東京から仙台へ二時間で到着した。

　温泉郷に到着すると、山々が連なる壮大な景色に、皆が感嘆の声をあげる。旅館は〝美人の湯〟こと、源泉かけ流しの貸切露天風呂で有名な『幸ゆき沼ぬま旅館』というところ。

　部屋に案内してもらってすぐ、皆で露天風呂に向かった。広々としたお風呂は二十五メートルプールぐらいの広さがあり、山々の景色を一望できた。

　それぞれが思い思いに過ごしている。花梨は幸恵と一緒にミネラルたっぷりの温泉に浸かりながら、盛り上がっていた。

「やっぱり温泉さいこー。〝美人の湯〟さいこー。ねえ、あっちの広いほうに行こうよ」

　幸恵に手を引っ張られ、あまり人が集まっていないところに移動する。

「……で、どうなの？　吉井さん」

　幸恵は不敵な笑みを浮かべて、〝待っていました〟と言わんばかりに質問してきた。どうやら花梨の恋愛事情を聞き出すために皆から離れたらしい。今日ばかりはもう逃れられそうにない。花梨は観念し、顎の下までお湯に浸かりながら訥とつ々とつと答える。

「……室長は大学の時の先輩で、実はずっと……私の片想いの相手だったんです」

　正確には好きだったのは高校時代からだけど、大学の先輩っていうのは嘘じゃない。そして今も好き、というのはもうとっくにわかっていることだろう。幸恵のにやついた顔が物語っている。

「そっかぁ。じゃあ、東京で数年ぶりに再会して、運命感じちゃったりしてるんじゃないの？」

「うれしかったけど、最初は迷惑そうでした。仕事もやりづらいって言われたし。それに……もっと白状すると、室長は昔、私の姉とつき合ってたんです」

「え、そうだったんだ」

　幸恵が驚いて、花梨を見つめる。

「今、お姉さんとは別れているのよね？」

「はい、だいぶ前に。横よこ恋れん慕ぼだったから、叶わなくて当然だったんです。本当は忘れるつもりだったけど、やっぱりダメで。今は、ただ……一緒にいられるのがうれしくて。だから、なんていうか、つき合ってるとかそういうんじゃないんです」

「やーん、かわいい妹」

　幸恵にぎゅっと抱きしめられて戸惑い、苦笑いする。

　でも今の気持ちや悠斗との関係を大切にしたいから、いくら信頼のおける幸恵でも、これ以上は内緒にしておこうと思った。

「そっかぁ。いい感じに見えるけどな。たまにね、室長、吉井さんのことを優しい目で見ているの。愛しい人を見守るように」

　あんまりよいしょされると気恥ずかしい。

「妹みたいに思われてるだけですよ。もう、その話はおしまいです」

「ええ、もっと聞かせてよ」

「それより、幸恵さん、胸大きいですよね。うらやましい……カップどれくらいですか？」

　話をはぐらかしたくなって、それとなく幸恵のほうを見たのだが、彼女のボリュームのある胸に釘づけになってしまった。グラマラスな胸の谷間がお湯の中に入るとやたら強調される。ただ大きいだけじゃなく、色っぽいのだ。

「Ｅカップかな。メーカーによって違うけど」

「すごい、いいな」

　Ｅカップと言われても今ひとつピンとこなくて、思わずＡから順に数えてしまう。

「吉井さんは？」

「私は、Ｃですよ」

「ちょうどいいよ。ほっそりしてて華奢だから、お人形さんみたいでかわいい」

　そう言うなり、いきなり鷲わしづかみされて、花梨は驚いた。

「あ、触らないでくださいー」

　変な声が出てしまって、女同士なのに笑ってしまう。

「先に言い始めたのは吉井さんでしょ。大きさよりも形が肝心なのよ。乳首も桜の花びらみたいなピンク色で、うらやましい」

　はしゃいでいると、誰かの声が響いてきた。露天風呂の入口はひとつしかないはずなのに、反対のほうからだ。それも女性の声じゃない。

「……なんか、幸恵さん、あっちから誰か来る」

「え、何？　だってここ、貸し切りでしょ？」

　幸恵と一緒に固まり、湯気のほうに目を凝らすと、逞たくましい裸体がふたつほど目の前にさらされて、ますます動けなくなる。しかも、タオルも何も巻いていない……ただゆらゆらと揺れる白い湯気で霞かすんでいるだけで。

「いやー、露天風呂は気持ちいいですねー！」

　はつらつとした男っぽい声が響いて、幸恵と花梨は揃ってフリーズした。

「えっ、溝口くん!?」

「あ……」

　幸恵の耳は正しかったが、花梨にとってはその隣にいる人のほうが問題だった。

　湯気の中で、彼の引きしまった男らしい身体が見えた。

　〝悠ちゃん〟と思わず口が滑りそうになって慌てる。ざばっと立ち上がってしまい、幸恵に「吉井さん」と慌てて声をかけられた。

「混浴っ!?」

　溝口が驚いた声をあげ、真っ赤になって固まっている。

　悠斗は知らないフリをして後ろを向く。

　花梨は慌てて肩まで沈んだ。

（さっきの会話はどこまで？　そんなことよりも裸！）

「きゃああ、やだー！　見ないで、あっちに行って！」

　花梨は思わず叫んでしまった。

「わー！　ごめんなさいっ」

　溝口がばしゃばしゃと慌てて向こうへ行く。幸恵はおかしそうに笑っているだけだ。

　溝口に見られてしまったのもショックだし、こんな時ですら冷静でいられる悠斗を、花梨は心の中で猛烈に非難していた。

（ふたりに全部見られちゃったなんて。信じられない……）

　お風呂上がりにラウンジで再び顔を合わせて、貸し切りの入口は男女別々だが、中で合流するようになっていると知った。どうりで広いはずだ。

　申しわけなさそうにしている溝口の隣で幸恵は「ドンマイ」と声をかけ、一方で花梨は悠斗と目が合って気まずかった。




　社員旅行に出発する三日前、花梨は、悠斗の誕生日プレゼントを買いに街に出ていた。目的はカフリンクス。メンズショップに入り、悠斗に似合いそうな色や形を探した。

　キューブ型で薄紫色のカフリンクスは、濃い目のスーツに映えてキレイで、ひと目惚れしたものを直感で選んだ。ラッピングは自分ですることにして、メッセージも書いた。

　本当は十一月の誕生日にあげるつもりだったが忙しくてタイミングを逃したままだったので、社員旅行の日がチャンスと思っていた。けれど、温泉で裸を見られたことで、なんとなく気まずいまま時間だけが過ぎてしまったし、夕方の宴会では、悠斗は女子社員に囲まれていたのでチャンスがなかった。

　早く渡したいのに、お酌しゃくして回っていたら、宴会が終わるまでふたりきりになれず、うろうろしているうちに悠斗の姿を見失ったばかりか、幸恵の姿も見えなくなってしまった。

　酔っ払った部長の姿が見えて、絡まれている男子社員を尻目に、花梨はそろりと抜け出した。

　せっかく温泉に来たんだから、と思いつつ、露天風呂のほうに向かう。

　ここにはたくさんの露天風呂がある。その数は十二種類。予約なしで貸しきれる家族風呂もあるけど、日付が変わろうとする深夜、ほかのお客さんも少なそうなので、広い露天風呂のある大浴場のほうに入った。幸恵やほかの女の子と一緒に入るのも楽しかったが、ひとりでぼんやりとするのもなかなかいいかもしれない。

　かけ湯をして足から入っていく。〝美人の湯〟と言われるのは、なめらかな泉質のためだ。

「……気持ちいいー」

　肩まで沈んでゆっくりと奥へ行く。岩で囲まれた露天風呂の外では、椿の赤い花が小さい花弁をちらつかせていて微笑ましい。

　顔が少し汗ばんできた頃、ふと顔を上げると人影が視界に映った。先に誰かが入っていたんだろうか、と目を凝らしてみて、花梨は青ざめる。どう見ても女性ではなさそうだったからだ。

（嘘、私、間違えてる？）

　急いで室内に入ろうとすると、「そっちじゃないよ」と声をかけられ、ビクッと肩を震わせた。でも……なんだか聞いたことのある声で……まさか、と花梨は振り返った。

　声の主は、悠斗だった。

「なんで」

「なんでって、ちゃんと見なかったのか。大浴場は、時間帯で男湯と女湯が入れ替わるんだよ」

「やだ、知らなかった」

「もう深夜過ぎたし、人もそうそう来ないから大丈夫だと思うけど」

　悠斗が小さく笑う。

「まさか、いると思わなかった……」

　知らない誰かに見られるのは嫌だけど、悠斗とこうしているのもまた恥ずかしい。裸のまま上がるに上がれなくて花梨が戸惑っていると、「こっち来たら？」と悠斗に言われ、ますます混乱した。しかも彼のほうから近づいてくる。

「え、やだ。だって」

「誰もいないし、湯気で見えないよ。なんにも」

「本当？」

「うん。こういう時間じゃないと一緒にいられないだろ。おいで」

　悠斗にそう言われると弱い。花梨は根負けしてそっとそばに近づいた。

　まさか露天風呂で一緒に肩を並べるなんて思わなかった。濡れた髪の悠斗はいつもよりセクシーに見え、均整のとれた男らしい身体を、まともに直視できなかった。

　スーツを脱いだ姿も、やっぱり大人の男性なんだな、と思うとドキドキしてたまらなくなる。

「久しぶり。温泉なんて何年ぶりだろう」

「ああ、俺も。しばらく海外だったから、懐かしい気持ちになるよ」

　丸く囲まれた露天風呂の岩場に寄りかかりながら、外の景色を眺めた。紅葉はとっくに終わっているけれど、これから雪がちらちらと降ったら、きっとキレイなんだろうなと思う。ゆらゆらと揺らめく白い湯気が、東北の寒さをやわらげてくれるようだ。時折肩に触れる風が気持ちいい。

　誰の話し声も聞こえてこない静かなお風呂で、立ち上る湯気を眺めながら、それとなく先ほどの事件を思い出して、花梨はおずおずと口を開いた。

「あの時……何か聞いてた？」

　〝あの時〟というのは、宴会前に入った露天風呂でバッタリ出くわしてしまった時のこと。

　もしもあんな会話を聞かれていたら、恥ずかしすぎて悠斗の目が見られないと心配していたけど、悠斗から返ってきた答えは「何も」というそっけないひと言だった。

「そう。よかった」

　ホッとして胸を撫で下ろすと、悠斗がそっと手を伸ばしてきた。どこへゆくかと思った指先は、花梨の濡れた後れ毛に到達する。うなじをするりと撫でられ、ドキッとする。

「な、何？」

　裸で見つめ合っているのは、やっぱりまともじゃいられない。

　垂れてきた髪を手でかき上げられ、火照った頬に指先が触れて、見つめる濡れた瞳に、ドキドキした。〝水も滴るいい男〟とは、まさに今の悠斗なのだと思った。

「化粧をしないと、いつもより若く見えるな」

　そう言い、悠斗が急に腕を引っ張って後ろから抱きしめてきたから驚く。

「ひゃっ」

　胸の下に腕を回され、花梨は身を硬くした。

「すごい、ドキドキしてるな」

「……そ、それはするよ。驚いたし……好きな人が一緒にいたら……」

「Ｃカップ？　もうちょっとあると思ったな」

　そう言い、悠斗が突然、無遠慮に胸を触ってきた。

「で、桜の花びらみたいっていうのは、確かに」

　とか言いながら薄桃色の頂をそろりと指先で辿ろうとするから、花梨は慌てて身じろぎした。

「……きゃっ、ちょっと酔っ払ってるの？　やだ、ずるい。聞いてたんじゃない」

「暴れないで。こっち向いて」

　首筋に落ちてくる濡れた唇にぞくっとして、低い声が花梨の耳を刺激する。

「……でも」

「誰も来ない、少しの間の自由だよ」

　向き合うかたちにさせられ、花梨は観念して彼を見つめた。濡れた髪がますます端正な顔立ちをはっきりとさせていて、色っぽい。さらに彼の瞳が熱っぽく見つめてくるから、ますます鼓動が速くなる。

「……そんなこと言ってさっき鉢合わせたみたいに、突然誰か来たら困るでしょう？」

　そう思ってるそばから、ぐらりと目眩がする。さすがにのぼせてしまったみたいだ。

「おい、花梨どうした？」

「私……のぼせたみたい」

　身体がぐらついてバシャ、という水みず飛沫しぶきが上がる。

　ゆらゆらする意識の中、抱きかかえられているのだけがわかった。すぐに寝かせてくれたから大事には至らなかったけれど、ぐったりしてしまった。

　悠斗が水を差し出してくれて、花梨はふっと息をついた。

　あれだけ裸を恥ずかしがっていたのに、浴衣を着せてもらうという失態に、立つ瀬がない。でも、悠斗がいなかったら大変なことになっていたかもしれない。うちわであおいでもらうと、いくらか楽になって、ホッとした顔をした悠斗の表情がはっきりと見えてきた。

「世話が焼ける。脱衣所で君を着替えさせてる間、誰にも見られなくてよかったよ」

　どうやら着替えさえてくれたあと、抱っこしてここの休憩所まで運んでくれたらしい。幸いここにも社員らしき人はいない。

「ああいうことするから……」

「ごめん、俺も悪かった。ついかまいたくなったんだよ」

　うちわでぱたぱたとあおぎながら、悠斗が言って見つめてくる。

「私、ずっと言いたいと思ってたの」

　花梨はそっと身体を起こして悠斗を見上げた。濡れた髪から落ちてくる水滴が、少し冷たい。

　今は言ったらダメとわかっている。けれど、今言わないとまた曖昧になってしまう気がして、止められなかった。

「好き……」

　言ってすぐ、悠斗の手が止まり、照れたように視線を外されてしまった。

「今言うのは反則だろ。さっきの仕返しのつもり？」

「違うよ。本当は、仕事以外で会った時に言いたかったよ。でも、伝えたい時に伝えないとまた、すれ違っちゃう気がして……不安になったの」

　悠斗はため息をついて、花梨のそばに来る。彼は花梨の膝ひざの裏に腕を差し入れて、ひょいと抱きかかえた。

「……ゆう……」

　言葉にしようとすると、悠斗が首を振って止める。

「とりあえず、ここは身体が冷えるから連れていくよ。部屋はどこだっけ」

「えっと……椿の間」

　はぐらかされてしまったらしい。残念に思いながら答えると、悠斗は何かを思いついたような声をあげる。

「ああ、俺の鶴の間とちょうど向かいの部屋だな」

　中まで入るのは、さすがに幸恵に何を言われるか……抱きかかえられたままだとまずいので、部屋の前で花梨は悠斗の腕から解かれた。そして部屋に入ろうとすると、中から男性の声がして一瞬立ち止まる。

　隙間から、幸恵と溝口の姿が見えてドキッとした。

「あれ」

　幸恵が溝口に寄りかかっている。なんだかいい雰囲気で、溝口が幸恵の腰の下に腕を緩く回している。抱きしめるのを戸惑っているようで、どう考えてもラブシーンにしか見えない。

「ど、どうしよう」

「何？」

「ちょっと待って。今、部屋に入れない」

　声を潜めて指を差すと、「ああ……」と悠斗も察したようだ。

「あのふたり、そういうことになってたなんて」

　このままキスでもしそうな雰囲気の中、突入するわけにはいかない。

　花梨が右往左往し始めると、悠斗が手を引っ張った。

「じゃあ、こっち」

「え？」

「俺の部屋においでよ」

「だけど」

「大丈夫。俺以外に誰もいないから」

　悠斗の意味ありげな言い方にドキッとしながら、彼についていく。くらくらするのは湯当たりしたせいだけじゃない。今さらだけど、浴衣姿の悠斗は色っぽくてかっこよくて、湯船に浸かっていた時からの甘い雰囲気が続いているからだ。

　悠斗の部屋のドアを開けると、薄暗い室内には月光が入り込み、窓辺のテーブルの向こうに見える日本庭園がキレイだった。

　花梨が先に部屋に入ると、後ろから悠斗にぎゅっと抱き寄せられてしまった。

「ひゃっ」

「……捕まえた」

　まるで待ちかまえていたかのような彼の口調に、花梨は抵抗する。

「ちょっと、またいけないこと考えてる？」

「考えないほうがおかしいよ。あいつらだって同じことしてただろ」

　着崩れた浴衣や甘い目元を見ると、何もないままではいられなさそうでドキドキした。そのまま顎を持ち上げられたかと思いきや唇が触れそうなほどの至近距離で見つめられ、息が止まりそうになる。あまりに熱っぽい瞳で見てくるから、ますます胸が高鳴った。

　すると、急に抱き上げられ、布団の上に下ろされてしまった。

　そのまま寝かせられ、両手をついて見下ろす彼に、花梨は目をぱちくりとさせた。

　花梨の脚の間に悠斗の膝が入る。

（この体勢は……）

　目で追うと、はだけて見えた彼の胸元や引きしまった腰にドキッとする。

「あ、あの……」

　悠斗は身体を密着させて、顔を近づけてくる。

　とっくにのぼせた身体は落ち着いたはずなのに、胸の鼓動は駆け足になる。

「待って……」

「さっきの君の気持ち、本気にしていいなら、俺はいつ君を抱いてもいいんだよね？」

　悠斗の澄んだ瞳の奥が甘ったるくなる。

「え、待って、だけど……今は……室長ともあろう人が……！」

　花梨があたふたすると、悠斗はぷっと笑って身体を離した。

「わかってるよ。社員旅行の真っただ中、手を出すわけにはいかないって」

　悠斗はそう言って笑い、花梨のすぐそばに腰を下ろした。

「なっ、ひどいよ、またからかったの？」

「君をかまっていると反応がおもしろいから」

「もう」

　こっちはドキドキが止まらないのに、と花梨が唇を尖らせたくなるのを知ってか知らずか、悠斗は手を伸ばして優しく髪を撫でた。

「花梨……」

　低く甘い悠斗の声が、鼓膜に響いていく。

　ああ、この声で呼ばれるのが好きだ、と改めて思う。

「……髪、ストレートにしたんだな」

「そうよ。今頃気づいたの？」

「旅行の集合の時に気づいた。やっぱり、そのほうが似合う」

　優しく見守るように微笑まれて、胸がキュンとはじけた。たまらなくなって花梨は身体を起こし、悠斗の手を握った。

「本当のこと教えて」

「……本当って？」

　一度は聞けたけど、そっぽ向いた時やお酒が入った時じゃなく、真顔で正面から、ちゃんと聞いておきたかった。

「私のこと、好き……？　うやむやじゃ嫌。ちゃんと聞きたいの」

　声が震えてしまい、聞いた本人がかっと熱くなる。

「……今、好き？」

　早く答えてほしいのに、悠斗はもったいぶって言わない。ただ見つめる瞳が優しくて、そこから彼の気持ちや本気度はちゃんと伝わってきている。それでも花梨は聞きたかった。ちゃんと悠斗の口から、彼の言葉で。

『好きだった』

　過去の気持ちは、聞いたから。

　今どう思っているのか、知りたい。

　しばらく何も言わずに見つめ合ったあと、悠斗がようやくゆっくりと口を開く。

「好きだよ。今も君が好きだ。触れたいし、キスしたいし、飽きるほど抱きたいよ」

　悠斗の睫毛が震えている。彼の瞳が熱っぽく揺れる。

　彼のしなやかな指で唇をなぞられ、花梨はより一層ドキドキした。

〝好きだよ〟

　悠斗の言葉を何度も心の中で噛みしめた。

　やるせないようなため息とともに抱き寄せられ、花梨は彼のあたたかい胸の中で息を呑む。うれしくて、このまま溶けてしまってもいい……とすら思った。

　ふたりの重なり合っている胸と胸がドキドキと忙しく打っている。自分のだけじゃなくて悠斗のも、と思うとなおさら愛しくてたまらなかった。

「……うれしい」

　そういう花梨の声が涙に交じって震える。

「今夜、言うつもりはなかったのにな。君には負けた」

　腕が緩んで、目の焦点が合わなくなる至近距離まで顔が近づいてくる。

「……社員旅行中なわけだけど……キスぐらいは許してもらおうか」

　ゆっくりと唇が押し重なる。やわらかく湿っていくキスに、今まで以上にドキドキした。

　目と目が合って、くすぐったさで照れると、悠斗が頬にキスをしてくれた。

「この続きは誰にも邪魔されないように、また今度ふたりで会った時にしよう」

　そう言われた瞬間、花梨の目から涙が溢れた。

　また今度、こうして会えることがうれしくて、何より悠斗の気持ちがうれしくて、気持ちの糸が切れたのだ。

「泣くなよ」

　戸惑うように悠斗が言う。涙を拭って顔を上げると、彼の瞳が優しくにじんでいた。

「……好きで、すごく好きで、もう何年も……ずっとずっと、大好きだったん、だからね……」

「うん……わかってるよ」

　抱きしめてくれる腕が、広い背が、彼の匂いが、このやわらかい声が、心地良い。

「……花梨。本当はね、地元から離れる時、君を連れていきたかったんだよ」

　悠斗の告白に、花梨ははじかれたように顔を上げ、彼を見つめた。

「勇気がなくて言えなかった。きっと軽蔑されてると思ったから。言いわけじゃなくって、本当にあの晩は身代わりで抱いたわけじゃない。ただ余裕がなかった……花梨のこと、ちゃんと見つめることができなかったんだ。ごめんな」

「……いいよ。その分これから、たくさん困らせるから」

　きつく抱きしめられ、心があたたまっていく。

「恋人のわがままはいくらだって聞くよ。仕事中はダメだけどな」

　恋人……その言葉が、溶けてしまいそうなほどうれしかった。

「嘘よ。困らせないようにする。だから、なかったことにするなんて言わないでね」

　花梨が涙を拭いながら言うと、悠斗はいたずらっぽく言った。

「ああ、困るのは君のほうかもしれないよ」

「どうして私が困るの？」

「それは、俺がこないだヘビの生殺しにされた分どれほど欲しているか、今度、君の身体でいっぱいわからせてあげるよ」

　そう言われて、花梨はぼうっと顔を赤らめた。

「なっ、何言ってるの……」

　悠斗はくすくすと笑う。

　ずっとこうしていたいけれど、ふいに時計が目にとまって、現実に引き戻される。

「……そろそろ戻らないと、変に思われるよね。今頃、溝口くんも部屋に戻ってるだろうし……誰かに見られないうちに出ないと」

「ああ、そうだな」

　名残惜しそうに悠斗が額にキスをするので、花梨はくすぐったくて目を細めた。

「最後に一回だけ」とぎゅうっと抱きつくと、悠斗も同じように抱きしめ返してくれた。浴衣越しに伝わってくる鼓動が、抱きしめる腕の強さが、触れる指先の仕草が、すべてが愛おしい。

「花梨」

「うん？」

「ふたりの関係は、会社では秘密にしよう」

「……秘密。それは今までと同じっていうこと？」

「仕事上では変わらないよ。会社ではただの上司と部下。きっと、きつくも当たるし、その場に応じて叱ったりする。けじめつけるのは必要だし」

「……うん。そうだね」

「でも、大切に想ってるから。忘れないで」

　穏やかに微笑む悠斗の顔は上司ではなく、好きだった人の顔でもなく、今の恋人の顔だ。

「あのね、プレゼントがあるの。誕生日過ぎちゃったけど……今度デートの時に渡したいなって」

「わかった。楽しみにしてるよ」

　新しい顔をこれからも見たい。もっとそばで感じていたい。たった一度きりじゃなくて、これからも……。

　つらい時に思い出すことは、一番にこの気持ちでありますように。




　結局、朝陽が昇り始める頃までおしゃべりをしていて、午前六時を回ってしまった。

　花梨はドキドキしながらそろりと廊下に顔を出し、そこに誰もいないことにホッとして歩き始めたのだったが、ほんの数歩も歩かないうちに「あ、吉井さん」と、声をかけられ、思いきりぎくっとした。

　振り返ると、朝風呂にでも入っていたのか、髪を濡らした溝口が不思議そうな顔をして見ている。

「幸恵さんが探してたよ。ずっと帰ってきてないって」

　なんて言ったらいいだろう。言いわけはまだ考えていなかった。

「えっと、いろんな温泉があるから入ってたの」

「ひとりではしごしてたの？」

「う、うん」

　溝口が何かを言いかけて、花梨の肩越しに視線を移した。

　後ろにふわりと気配を感じて花梨もつられて振り返る。

「……今度は部屋、間違えるなよ」

　ぽんぽんと悠斗に頭を撫でられて、花梨は名前を言ってしまいそうなのをせき止める。驚いたのは溝口のほうで。

「へ、部屋？　なんで朝からふたり……？」

　それ以上先の部屋はふたつしかない。それは鶴の間と椿の間で、溝口の視線が行き交う。

「ち、違うの。うん、と……私、自分のところと間違えちゃって……」

　かえって訂正するほうが怪しく見えたらしい。溝口がじいっと疑り深そうに見てくる。

「何々、どーしたの？　ふたり、朝から賑わってるわね」

　椿の間から出てきた幸恵の声が割って入ってきた。そして幸恵は溝口と花梨のふたりを見たあと、悠斗の背が廊下の奥へと消えていくのを見送る。

「ん？　室長？」

　花梨は勘の鋭い幸恵の手前、ぎくっとする。

「俺、なんか告白する前から失恋したような気分なんですけど」

　溝口がショックを受けたような顔をするので、花梨はどうしようか困惑した。

　ちょうどいい言いわけを考えてくれたのかもしれないけど、逆に怪しまれたのでは意味がない。

（まさかヘビの生殺しをさせたから逆襲……とか!?　まさかね）

　すると幸恵のほうがピンときたようだ。

「ああ、そーいうこと。告白するつもりだったの？」

「いや、だから、告白もしてないのに失恋しちゃったような気分って」

「あーあーいいよ、言いわけしなくって、吉井さんお気に入りだったもんね。だから言ったのに、なぐさめてあげるって」

「それどころじゃなかったでしょ、幸恵さんの場合は。昨日の夜、酒に酔ってなだめるの大変だったんですから。もうほどほどにしてくださいよ」

　溝口が困り果てたように言うので、花梨は笑った。

「あ、キスマーク」

　幸恵が花梨の首筋を指差して騒ぎ立てる。花梨はぎょっとし、溝口はとっさに探すように花梨のそこを見る。

　花梨はさっと手で隠してから幸恵のにやついた顔を見て〝しまった〟と思った。

　確かにキスはしたけれど……キスマークがつくようなことをした覚えはない。

「引っかかったなー。ほら、何かあったんでしょー？」

「な、何もないですよ！」

　花梨は訂正するしかない。

　幸恵が「ねえ、溝口くんもそう思うよね」と話を振るが、彼はため息をついてノーコメントだ。

　想像を働かせてひとりで盛り上がっている幸恵に、花梨はどう反応をしていいか困ってしまう。幸恵と溝口については、昨日感じたような関係じゃなかったみたいだ。

「もう、朝風呂に行きましょうよ」

　花梨は逃げの一手に出た。

「そうだったね。行こ行こー」

「俺も行きます。もう一回さっぱりしたいから」

　拗ねたような顔をして、溝口が言う。

「のぞき見は厳禁よ」

　幸恵が腕を組むと、溝口は顔を赤くして言葉を詰まらせた。

「わかってますって。それ言いっこなしです」

「だって前科があるものねえ、吉井さん」

「は、はい」

「ちょ、吉井さんまで」

　賑やかな朝がやってくる。花梨は内心ハラハラしながらも、なんだか和んで頬が緩んでしまった。鏡を見たら首筋にキスマークはなかったし、朝食会場で目が合っても上司と部下の関係はそのままだ。

　けれど、ふたりになったら今度こそ……と悠斗のことを想った。







第八章　僕だけの君でいて　～悠斗ＳＩＤＥ～










ハプニング・デート




　午前十時過ぎ、チェックアウトを待つばかりという今、ロビーは土産を買おうとする社員でごった返していた。

　幸恵が土産コーナーで花梨そっくりの人形ストラップを見つけて、癒やしのキャラクターだと騒いでいたが、大してかわいくもないその人形ストラップを、溝口が『記念に』と買っていたのは見ないフリをすることにした。

　このあとは送迎バスで駅まで送ってもらい、新幹線で東京へ帰る。バスが来るまでもう少し時間がありそうだ。土産を買った社員たちが、続々とロビーの外に出てきた。それぞれが肌艶のいい顔をして白い息を吐く。

「ねえ、楽しかった。〝美人の湯〟すごいね。肌がつやっつや。五歳は若返ったと思わない？」

　幸恵が楽しげに頬を両手で押さえて、花梨にしっとり感をアピールする。

「本当、気持ちよかったですよね」

「気のせいですよ。もっと若い子には勝てませんから」

　溝口が冴えない顔をして言うと、幸恵はムッとして背をつついた。

「失礼ね。その吉井さん贔びい屓きで先輩を咎とがめる体質、どうにかならないの？」

「俺がこうなのは吉井さんのせいじゃなくて、幸恵さんのせいですよ。ひと晩中お酒につき合わされたんですから」

「ツアーの幹事である溝口くんをねぎらってあげていたのよ」

　ふたりと一緒にいる花梨は昨夜のことを意識していたようで、悠斗はつい、くすりと笑ってしまった。花梨の咎めるような視線がやってくるが、この場合知らんぷりだ。

「ツアーの幹事、話が盛り上がるのもいいけど、ちゃんとほかの社員のことも見てろよ」

　花梨の気を逸らせたくて溝口に話を振るが、幸恵はまたおもしろがって花梨をそそのかす。

「はいはい。如月室長は、新人さんにマンツーマンでしっかりと教育をお願いしますね」

　花梨が幸恵にとんと押されて、悠斗のそばに出てくる。頬を赤くさせて上目使いで見つめてくるから、悠斗は困った。

　表情に出すな、というのはやはり彼女には難しいらしい。だからせめて自分だけは顔に出さないように、自重しなくてはならない。

　ちょうどバスが到着して、悠斗と花梨はそれとなく偶然を装い、一緒に一番後ろの席に乗り込んだ。今は皆がわいわいと賑やかにしているので、こちらのことは誰も気にかけていない。

「……何度も言うけどそういうわかりやすい顔をしないように」

　悠斗は周りの様子を窺いつつ花梨の耳元でそう告げ、窓辺のほうへ目をやった。

「ハイ」

　懐かしい田舎の風景が遠ざかっていく。東京では見られない故郷の姿。花梨と過ごした時間が懐かしくて目を細めると、彼女が隣で呟いた。

「市内も少し見たかったな。ほら、今の時期、夕方になったら定禅寺通りで『光のページェント』してますよね？　東京の夜景やイルミネーションもすごいけど、やっぱりあのケヤキ並木のアーチは、定禅寺通りのあそこが一番キレイだと思うんです」

「……また今度、行けばいいよ」

　悠斗が言うと、花梨は笑顔を咲かせた。そして〝一緒に？〟とジェスチャーで聞いてくる。悠斗は知らんぷりを決め込んで、〝調子に乗るなよ〟と花梨を軽く小突いた。

　とはいえ周りのノイズが聞こえていなければ、本当にキスをしていたかもしれない。

　恋に狂う予定はなかったはずなのに。花梨には、敵わない。

「到着しそうになったら、声をかけて」

　悠斗は言って目をつぶった。

「温泉に入ると、眠たくなりますよね」

　花梨の口調が、遠慮がちに日常へ変わっていく。

　悠斗は片目を開けて、からかうように言った。

「いや。俺が眠たくなるのは君のせいだよ。昨日、あんまり夢中にさせてくれるから」

　花梨は勝手に顔を赤らめて、あたふたしている。それがおかしかったので、悠斗はまた目をつぶった。

　昨夜、花梨に言った言葉はすべて本音だ。早くふたりきりの時間を作って、キス以上のことをしたい。めちゃくちゃに愛してしまいたい。

　……本当にどれだけ溺おぼれているんだ、と自嘲して悠斗は眠りに落ちた。




　肩を揺さぶられたので起きると、仙台駅前のロータリーに到着したようだ。

　バスから降りたあと、幹事の溝口が皆に新幹線のチケットを手渡し、それぞれで新幹線に乗り込むことになった。ほとんどの社員たちは駅の構内で再び、牛タンや笹かまぼこなどの土産を買うようだ。

「そろそろ出発ですよー」

　しばらくして溝口の声が響き、間もなく仙台駅を発車する時間だと知らされた。皆が続々と乗り込んでいく中、ふと隣を見ると花梨の顔が青ざめていた。

「ちょっと待って。私、落とした」

　花梨が慌ててきょろきょろと何かを探し始めた。

「どうしたの？　吉井さん、もう出るよ」

　溝口が声をかけるものの聞こえていないみたいだ。悠斗は仕方ないので一緒にホームに残り、花梨につき添う。

　猪ちょ突とつ猛もう進しんというのか、思ったら即行動の性格は、こういう時にどうにかしてほしいと思う。

「何？　落とし物？」

　溝口の声が耳に届くが、すぐに幸恵の声が追って重なる。

「いいのよ、溝口くんはこっち。任せましょうよ。ふたりになれたほうがいいのよ。作戦かもしれないじゃない」

　ひそひそと言うが、幸恵は声が大きくなっているのに気づいていない。

「俺は不満ですけど」

　溝口の声は扉が閉まる音にかき消され、けたたましい出発の音とともに新幹線は発車してしまった。

「あっ、あれかも！」

　花梨が脇目も振らずに突然走りだした。悠斗はそのあとを追いかける。

「何やってるんだよ」

「ごめんなさい。だってプレゼント、一生懸命選んだものだから」

　ホームのベンチの下に、白い紙袋が見えた。

「昨日言ってたやつ？」

「うん……あ、あった。よかった……。絶対にあげたいって思って選んだものだから、これはもう唯一無二なの。」

　花梨はベンチの下から包みを拾い上げて、「よかったぁ」と自分の胸に抱きしめ、ため息をついた。そして我に返ったように今さら新幹線のことを気にする。

「うわー、行っちゃった……ごめんなさいっ」

　悠斗は花梨の手をぐいと引っ張った。

「ちょうどいい。時間つぶしに、見てから帰ろう」

「え、何を？」

「光のページェント。デートしたかったんだろ」

　悠斗が言って微かすかに笑みを向けると、花梨ははじかれたようについてくる。

「皆をすぐに追いかけなくていいの？」

「今から連絡を入れるよ。あとから追うから、俺たちのことは待たずに先に解散しといてって」

　ため息をつくと、花梨は肩をすくめた。

「……ごめんなさい」

「こうなったものはしょうがないだろ。大体、東京駅に着いたら現地解散なんだから、ここで離れても一緒だよ。運よくふたりきりになれる口実になったと思えばいい。ラッキーだったな」

　悠斗がいたずらっぽく言うと、花梨はかぁっと顔を朱あけに染めた。

「そんなつもりじゃ……」

　慌てふためく彼女を見ながら、溝口が来なくてよかった、と本気で思う。

　それから悠斗は幹事の溝口に電話を入れて事情を説明し、ふたりで駅を出た。










抑えきれない




　ペデストリアンデッキの階段を降りて、アーケードを歩いていく。

　人の波に押されながら、悠斗と花梨は指先だけをつないだ。指だけじゃ足らなくなって手のひらを合わせようとする花梨の仕草に気づいて、悠斗は指を絡めて花梨の手をぎゅっと握り返した。

　なんだか、そういうところがたまらなく愛しくなって、早速、甘やかしたい気分が蘇ってくる。

　結局、自分は……上司という建前さえなくなってしまえば、彼女にはどうしても甘くなってしまう。

（抑えても、抑えきれなくて。こんなにも気持ちが強くなるとは……）

「もう少し暗くなるまで、お茶でもしようか？」

「うん」

　にこやかに花梨が頷き、悠斗はケヤキ並木を歩いた先にカフェを見つけ、それぞれエスプレッソとブラックコーヒーを頼んだ。

　飲み物をオーダーしたあと、待ちきれない様子で花梨がプレゼントを差し出してきた。

「今スーツじゃないから、つけられないのが残念だけど。またなくしちゃう前に……渡してもいい？」

「ネクタイ？」

「ううん。開けてみて」

「うん、わかった」

　白いリボンをほどいて有名ブランドのロゴが書かれた濃紺の箱を開くと、淡い紫色のカフリンクスがふたつ顔を見せた。キューブ型のそれはシャレていて、光の加減で色合いが少し変化する。

「どれを選んでいいか迷ったんだけど、これ……なんだか悠ちゃんみたいだなって。角度によっていろんな色に見えるのが……素敵だなって。この色は持っていないよね？」

「うん」

　悠斗は楽しそうな声で説明する花梨がかわいくて、目を細める。

「オフィスでそれを見られたら、がんばれる」

「毎日しろって言われそうだな」

　苦笑しつつも、うれしくないはずがない。彼女の純粋な想いに、胸を打たれていた。

「ありがとう。大切にするよ」

　悠斗は言って、通り沿いに並ぶアクセサリーショップを眺めた。

「花梨にも、なんか買ってあげるよ」

「え、私はいいよ。誕生日じゃないし」

「五月じゃ早すぎるか」

「ぶー、それ花緒ちゃんの。私は七月」

「ああ、そうだったっけ」

「そうよ。いつだったかハワイ旅行のお土産に、花緒ちゃんにはエメラルドの入ったハワイアンジュエリー、私にはルビーのものをくれたことあったでしょ？　忘れちゃった？」

　花梨は、拗ね始めてしまった。

「わざとだよ」

「ひどい」

「花緒さんとのこと、もう自然に話せるってこと、わかってほしくて。俺は君が彼女の妹だから、好きなわけじゃない。花梨……君だから好きなんだよ」

　どんな顔をして言ってるのか、正直自信がない。まるで必死でみっともなかったかもしれない。なかなかストレートには告白できないタイプの自分でも、もう言わずにはいられなかった。

「……悠ちゃんがそう言ってくれるの、うれしい」

　花梨の瞳から涙がこぼれそうになって、悠斗はそれをそっと親指で拭った。

「だから何かをあげたいって思うのも、素直な気持ちなんだ。おいで」

「うん……」

　飲みかけでまだ湯気の立っているエスプレッソとコーヒーを残したまま、悠斗は花梨の手を再び握って外に出た。

「何か欲しいものを選んで」と言うと、花梨はピアスのコーナーを探した。

「トパーズがいいな」

「どれ？」

「この間見た悠ちゃんのカフリンクスとお揃いで、ハチミツみたいな飴色の」

　花梨がショーケースを眺めて指を差す。

　花梨はリクエストを言ってから〝しまったな〟と感じたらしい。

「でも、こんな何万円もする高いのじゃなくていいの。もっと雑貨屋さんにあるようなのでいいから」

「いいよ、これにしよ。彼女なんだから遠慮なんてしないで」

「そんなこと言ったら、わがままになるよ」

「わがままは十分知ってる」

　悠斗はからかうように笑った。

「でも君のわがままは、全部、叶えてあげたいんだ」

　花梨のわがままは〝一生懸命〟から出るもの。悠斗からすれば結局、かわいいものなのだ。好きだからこうしてほしい……と望んで振り回すくせに、こういうところで遠慮するところは、いじらしい。

　悠斗が以前に比べて優しくなったのが伝わったのか、花梨は瞳をにじませた。

「こんな俺、柄じゃないか」

「……ううん。胸がいっぱいになるくらい、うれしいよ」

　また泣きたくなってしまったのか、花梨は声を控えめにして、ショーケースのガラスについていた手を震わせた。

　いつか彼女の薬指に、確かなものをはめてあげたい、そんな想いが胸の奥に光る。

　不思議と自然に、彼女の笑顔が頭に浮かんだ。

　ハチミツ色に光を放つトパーズのピアスをショーケースから出してもらい、耳にあてがう。

「似合うよ。ちょうど、光のページェントのライトみたいだ」

　悠斗は言って、花梨の額にキスをした。

　周りが見えていないのは、もしかすると自分のほうかもしれないと悠斗は思った。ピアスを買ってケヤキ並木の中を歩きながら、花梨の細い肩を抱き寄せてすっぽりと包む。

　胸が熱くてたまらず、ふたりを隔てている洋服すらも邪魔に思えた。

（もっと激しく求めたい。なんの遠慮もせずに愛したい）

「もっと、君を近くに感じたい」

　耳にキスをして囁くと、花梨がびくりと身を震わせた。

「……もう、そういう声で誘惑しないで」

「続きをしようって言ったこと覚えてる？　東京に帰ったら俺のところにおいで」

　そう言う悠斗の胸に額を押しつけて、花梨はこくりと頷いた。

　君が好き――。

　君が伝えてくれた分以上に……。

　どれほど伝えたら、この想いを知ってもらえるだろう。種火から燃え上がらせた想いを、信じてもらえるだろう。

　悠斗は、もう一度きつく抱きしめて、耳元で囁いた。

「……好きだよ、花梨」

　すると花梨が悠斗の胸に飛び込むようにぎゅっとしがみついた。




　社員旅行から三日後――。

　悠斗は、社長の藤田靖せい一いち郎ろうに呼び出された。

「失礼します」

　社長室を訪ねると靖一郎のほかに、茜と濃紺のスーツを着た男が立っていた。

「やあ、待っていたよ」

「ご無沙汰しております」

　悠斗は頭を下げ、男と茜のほうへちらりと視線をやった。靖一郎は「ああ」とひと声あげ、男を紹介する。

「彼は、五い十が嵐らし柚ゆず流る。藤田家に仕えていて、茜の専属運転手をしている」

　紹介された男は、悠斗の年齢とそれほど変わらないように見える。背筋をすっと伸ばした姿勢は美しく、整えられた艶のある髪、ゆったりと笑みを湛たたえる口元、切れ長の瞳が印象的だ。

　社長の雰囲気からすると今日呼ばれたのは仕事のことではなく、藤田家に関してのことだろうと思った。

「娘との結婚を考えてはくれないか。年明けには創業記念の式典がある。君がよければその席で発表したいと思うんだが」

　靖一郎は控えめに言うが、すでに決定したかのような威圧感があり、悠斗は内心気分が悪かった。

「せっかくのお話ですが……お受けすることはできません」

　悠斗は淡々と答えた。靖一郎の表情が厳しく変わる。悠斗の即答に対して憤りを感じている様子だった。

　そばに仕える五十嵐の顔を見ると、少し困惑した表情を見せながら、硬く口を閉じて目を伏せる。茜は何も言わずに凛としたまま靖一郎の様子を見ていた。

　まるで人形のように動かない茜が不気味にも思え、悠斗は彼女が一体何を考えているのかわからず、困ったなと思った。

「まいったな。娘が君でなければ、と言うものだから」

　悠斗は、靖一郎の瞳の奥を見て取り、嫌な予感を抱いた。

「あまり言いたくないが、過去、如月グループのレストラン事業に力を貸したことがあるんだよ」

「……はい」

「だからというわけではないのだが、ぜひ娘と縁を結んでほしいと思ってね」

「申しわけありませんが、僕にはそのつもりはありません。社長には大変感謝しています。ですから今、仕事を一生懸命やらせていただいています。しかしそのことと、僕の将来については別の話ではないでしょうか」

　悠斗の父が経営する如月グループは大きな企業だ。飲食業、特にレストラン事業をメインに展開していたのだが、過去に一度だけ負債額が増えて、倒産の危機に瀕ひんしたことがあった。それを救ってくれたのは当時から取引先だったフジタ食品であり、今目の前にいる藤田靖一郎だ。

「考えてほしいと言っているんだよ」

「申しわけありませんが、お断りします」

　断固として受け入れない悠斗に、靖一郎は核心を探った。

「結婚を決めている女性でもいるのか？」

　悠斗は花梨のことが頭に浮かんだが、この場では言いたくなかった。

　しばらく長い沈黙が流れ、仕方ないと言いたげに靖一郎が促す。

「茜だけ残ってくれ。五十嵐」

　靖一郎は五十嵐に向けて顎をしゃくった。

　五十嵐はドアを開け、悠斗を案内する。しばらく廊下を歩いたところで急に五十嵐から頭を下げられた。

「茜お嬢さまのこと、どうか私のほうからもよろしくお願い申し上げます」

「大事なお嬢さんなら、もっとちゃんと相手を選ぶべきだ。愛のない結婚なのに、それを承知するのですか？」

　五十嵐の瞳が揺らぐ。

　悠斗は、「それじゃ」と告げてエレベーターへと乗り込んだ。

「待ってください」

　追うようにやってきた茜が、悠斗に声をかけ、エレベーターを止めさせる。

「私も乗せてください」

　五十嵐が何か言おうとする前に、茜はエレベーターに駆け込み、ドアの閉じるボタンを押す。

　すぐに五十嵐の表情は見えなくなった。

「……お嬢さまの付き人は大変だな。それから、俺は君に好かれるようなこと、した覚えはないけど」

　どういう風の吹き回しなのか悠斗が追及するが、茜はこの間と打って変わって、少しも怯ひるむことなく口を開いた。

「今日から〝悠斗さん〟、そう呼ばせていただきます。いずれあなたが役員になった時に、私は秘書としてお仕事をご一緒させていただきますから」

「俺に秘書は必要ないよ。自分のことは自分でやる主義だ」

「そうみたいですね。でも、あなたのすべきことはこれからどんどん多くなるわ。それとも、目をかけたい社員でもいるの？」

　茜が花梨のことを言っているのだとすぐにわかる。

「彼女はがんばってるよ。君のわがままで振り回さないでほしい」

「それは上司としての感情なのかしら」

　茜が執拗に絡むので、悠斗は茜を正面から見た。

「君にはちゃんと言っておくよ。それが礼儀だと思うから。俺は、彼女を愛してる。上司としてじゃなく、男として守ってやりたいし大切にしたい。こう言えば納得するか？　わざわざ聞かなきゃならないことなのか」

「愛してるですって？」

「何がおかしい？　君には、その感情がわからないのか」

　悠斗のまっすぐな瞳が茜を氷のように冷たく刺すと、彼女は黙り込んだ。

　エレベーターは下がっていき、第一企画室のフロアで止まった。

　茜は悠斗と一緒にエレベーターを降り、隣にぴったりとくっついて歩く。そのうち花梨のデスクが見えてきた。彼女の耳たぶにはハチミツ色のピアスがキラキラと光っている。

　悠斗がフロアに入ると、花梨はぱっと笑顔を見せるが、茜が一緒にいたことで遠慮がちに声をかけてきた。

「室長、少し、いいですか？」

「うん。何？」

「もう少しで試験があるので、プレゼンの案を見てもらいたいんです」

　花梨の研修期間はもう少しで終わり、レポートの提出と試験があるのだ。その中にはプレゼン演習もある。

「予定を確認して時間を作るから、少し待って」

「わかりました。それから書類への印もお願いします」

「了解」

　にっこりとした笑顔。やわらかそうな淡いピンク色のカーディガンは彼女にとても似合っている。

　悠斗はできるなら引き止めて、彼女を力一杯抱きしめてしまいたかった。




　茜や靖一郎があのままで納得するとは思えない。今後の茜の花梨に対する行動を考えると、悠斗は不安だった。

（何か圧力がかかるかもしれない。自分ではなくて花梨のほうへ……もしそうなったら……）

　自分たちがつき合ってさえいなければ、そんなリスクもなかった。

　悠斗は、花梨から受け取ったレポート用紙を眺めて、いつも仕事に一生懸命な彼女を思い、深くため息をついた。そして今日の茜のことは、誤解される前にしっかりと話しておくべきだと、気ばかりが焦っていた。







第九章　さよならなんて言わないで










忘年会の夜




　十二月も半ばを過ぎ、いつも通り社食で幸恵と溝口の三人でランチを食べていた花梨だが、今日はなんだか食事がうまく喉を通らなかった。

「大丈夫？　吉井さん」

　溝口が心配そうにのぞき込んできたので、花梨は笑顔を取り繕った。

「なんか、試験があるって思うと、ドキドキしちゃって」

　花梨は言って、Ａランチのピラフをスプーンですくうが、グリーンピースとコーンが転がりそうになる。

　試験は二十二日に予定されているが、今日は十九日なのであと三日……日に日に緊張が高まっていく。何をしていても落ち着かずそわそわしてしまう。初めてのプレゼンが失敗した前科もあるし、悠斗が指導してくれたことを無駄にしないためにも、自分の今後のためにも、絶対に失敗できないと、プレッシャーを感じてしまうのだ。

「吉井さんなら大丈夫だよ。ほら、願掛けにこれあげる」

　溝口が思い立ったように背広のポケットから「はい」と取り出した茶色の包み。『幸沼旅館』と印字されているのを見ると、きっとこの間の温泉旅行のお土産だ。

「開けてみて」

「いいの？」

「うん」

　にこやかに溝口が言う。

　包みを開けてみると、フェルトでできた女の子の人形ストラップがコロンと出てきた。十センチぐらいの手のひらサイズで、お土産コーナーで花梨にそっくりだと幸恵と騒いでいた物だ。それを本当に買ったらしい。

　茶色のストレートの髪は毛先が少しカールされていて、目はぱっちりと大きく、口角の上がった笑顔は、なんだか幸せそうだ。

「かわいい」

　と花梨が喜ぶと、「きもーい」と幸恵が間に割って入ってくる。

「きもいって、ひど」

　溝口が即反発する。

「だから、溝口くんの下心が」

「俺がスマートフォンにつけてるより、いいでしょ」

　ああ、また始まったなぁ、このふたり……と花梨は苦笑する。ふたりが言い合っている間、花梨はミネストローネスープをあたたかいうちにいただいて、サラダのミニトマトを最後にひと口食べて、ふうとひと呼吸置く。

「実は研修期間が終わったら、今の部署じゃなくなるかもしれないって、面接の時に言われてたんです」

「そうだね。ちょうど三月になると異動シーズンだから、年明けには人事が動くだろうし」

　幸恵が言って、スープの具だけをスプーンですくった。とっくに食事を終えた溝口が少しネクタイを緩めながら、マンゴースムージーに手をつける。

「希望、聞かれたの？」と溝口。

　あっという間にグラスが空になる。

「うん。第一企画室でもう少し勉強させてもらいたいって」

「でも、待ってよ。逆に、ほかの部署のほうがやりやすいかもしれないわよ」

　幸恵がニヤニヤし始めて、花梨は口を滑らさないよう続きを話すのをやめた。

　年末を越えればひと段落だ。盛り上がる周りにつられ、花梨も楽しい気分を持ち返す。

「それにしても、クリスマス連休直前の木曜日に忘年会とかありえないし」

　溝口がぼやく。

「どうせ、相手がいないからごねてるんでしょ。恋人がいる人はそのあとデートだけど、ちょうどよく酔っ払って、いい感じに出来上がるもんね。男のやきもちってみっともないわねー。ね、吉井さん」

　幸恵が話を振ってくる。

　溝口はすっかり拗ねているみたいだ。

「でも、忘年会の日が試験だから……なんか落ち着かなくって」

「ますますいいじゃない。試験からも解放されて、お酒も飲んで、恋人とラブラブで」

　幸恵の意見には照れながらも共感していて、少し期待を抱いている。

　今年のクリスマスはふたりがつき合い始めて最初のイベントだから、忘年会が終わったら帰りにデートしようと悠斗と約束していた。




　忘年会当日、試験を終えた花梨は、羽を伸ばすような気持ちでオフィスをあとにした。

　十九時から忘年会がスタートする。その前に、試験の準備で忙しくてプレゼントを用意できていなかったので買いに行こうと考えていた。

　試験のあと廊下でたまたま悠斗とすれ違った時、目と目で会話した。それだけで、花梨にはふたりが通じ合っているようでうれしくて、幸せいっぱいだった。

　花梨は銀座方面に向かった。

（クリスマスプレゼントは、毎日身につけてもらえる物がいいから、カフリンクスの次はやっぱりネクタイかな？）

「先に、自分の買い物を済まそう」

　つい出た独り言。花梨はファッションビルに入り、ランジェリーコーナーを見つけて足を向けた。クリスマス特集で真っ赤なランジェリーが飾られていると、なんだか恋人たちのイブの夜を意識して恥ずかしくなり、素通りしてしまう。

　途中、化粧品売り場にプレシャスのコーナーを見つけて立ち寄り、新作のリップに手を伸ばした。

　ちょうど悠斗のことを気にかけた時だった。スマートフォンが鳴って、バッグを探る。

　悠斗の名前が表示されて、ぱっと笑顔になりスマートフォンを耳に当てると、なんだか電話の向こうの声が暗かった。

『ごめん、花梨』

「ん、どうしたの？」

『今夜の忘年会、それから……約束してたデートだけど、行けなくなりそうなんだ』

　申しわけなさそうな悠斗の声。花梨もつられてトーンダウンする。

「そう……なんだ。仕事？」

『うん、楽しみにしてたのに、ごめんな』

「ううん……あ、じゃあ、明日は？」

『明日は接待があるんだ。このシーズンだから』

「そう、大変だね」

　あさっては……とまでは言えなかった。

『また連絡するよ』

「わかった」

　言いながら残念な気持ちは消えない。ずっとこの日を楽しみにがんばってきたのだから……。二十三日は祝日だし、イブとクリスマスは土日でオフィスは休みだ。こちらがたとえ休日でも、相手あっての接待ともなれば、曜日は関係ない。

　仕事ならしょうがないと自分に言い聞かせても、正直言えばやっぱり寂しい。

　時計を確認して、忘年会が行われる『ノワール』というダイニングバーへと入っていく。奥行きのある店内はモノトーンで統一されていて、とても落ち着いた空間だった。百席以上はありそうだけど、すでに半数近くの席が埋まっている。

　花梨は幸恵と溝口をはじめ、親しいメンバーが揃っているところに手を振って向かった。

「吉井さん、お疲れー。隣どうぞ」

　笑顔を取り戻して席へ着こうとした時、花梨は一瞬だけ表情を強張らせた。

　同じ部署なのだから当然なのかもしれないけれど、茜がそのグループの中にいた。

　動きを止めた花梨に幸恵が目配せをすると、花梨は我に返り、「お疲れさまです」と言いながら、幸恵と溝口の間に座った。

　そして席に落ち着いた花梨を茜の視線が捉え、そのままじっと離さなかった。それが花梨には居心地悪くて仕方なかった。




　ジャズの流れる店内、それぞれが賑やかに会話を交わしながらお酒の席を楽しんでいる。

　酒豪の幸恵に相変わらずつき合わされているのは溝口だった。花梨はお酒が弱いので、ペース配分に気をつけながら、店の看板メニューでもあるスペイン料理のパエリアを堪能していた。

「おいしーい」

　ほっぺたが落ちそうになる感覚を、久しぶりに抱いた。一応自炊してはいるけれど、ひとり暮らしでは、こんな料理は作らない。特にパエリアのような大人数で食べる料理などは滅多にしない。一緒に暮らして、食卓を囲めるようになれたら……花梨はまた悠斗の笑顔を思い浮かべた。

「会社の忘年会だけど、ちゃっかり恋人気分の人たちもいるよね。レストラン事業部だけでも、数名ちらほら社内恋愛してる人たちいるからさ」

　幸恵が窓際に目を移してため息をつく。

「ああいうの見ると、社内恋愛もいいなぁって思っちゃうわよね」

　花梨もつられて、オープンテラスに面したガラスカウンターに目を移した。そこには男女がふたり並んで楽しげに乾杯をしている姿があった。

　明日からの三連休を楽しみにしているカップルが、街路樹のクリスマスイルミネーションを堪能していることだろう。

　花梨も本当ならそうしたかった。デートの約束がダメになり、今度いつふたりで会えるかもわからない。週明けに仕事でしか会えないのかな、と思うと寂しくなってしまう。会社で会えても、上司と部下として、けじめをつけなくてはならないわけだし。

「幸恵さんは、三連休はデートですか？」

「私、今つき合ってる人なんていないわよ。だから友達と湯ゆ沢ざわのゲレンデに行く予定なの。カップルがいっぱいいるから癪しゃくなんだけどね。でも、キャンドルナイトのイベントがあるから、それを見に行こうかなって思って」

「いいなぁ。スキー場でラブラブ」

　花梨がぼんやりと想像を巡らせると、横やりが入る。

「ラブラブは、吉井さんがしたいことでしょ」

「ごめんなさい、つい」

「ううん。お目当ての〝彼〟は仕事か。なら言いたくもなるよね」

　幸恵にはすっかりバレているので否定はしない。

「はい。今夜会えたらいいなって思ってたんですけど……残念です」

　グラスに口をつける。甘いカシスオレンジを飲みきる頃、さっき頼んでいたヴァイオレットフィズが運ばれてくる。ちょうどこんな色のネクタイを選んだのにな……と眺めながらマドラーを回した。

　一時間半くらい過ぎて、忘年会も中盤に差しかかる頃、隣でしゃべっていた幸恵がトイレに立った。ふと気になって、花梨が茜のほうへ目をやると、彼女のほうからこちらへやってきた。

「隣、いい？」

　ふい打ちでドキッとする。

「どうぞ」

　花梨が言うと、茜は幸恵のいた椅子に座った。

「何か、頼む？」

　花梨が会話探しのついでに聞くと、茜がバーテンダーに声をかけた。

「吉井さんは？」

「私はもういっぱいかなぁ。デザート食べたら大満足なくらい。一応コースだから、もうすぐだよね？」

　何か会話を途絶えさせてはいけない気になって、まくし立てる。

　お酒のせいで頭がぼんやりしているのが、せめてもの救いだと思う。シラフでは相手にできなかったかもしれない。

　グラスを持つ手を休めるタイミングが合って、思わず顔を見つめてしまった。茜のほうもきっかけを探っていたようだった。

「本当言うと、あれから……ずっと気になっていて、吉井さんと話す機会を持ちたくて……それで今夜、参加させていただいたの。でなければ、ここは私が来る場所ではないと思うから」

　茜が睫毛を伏せて言う。理由がなければ確かに社長令嬢がここにいるのはふさわしくないかもしれない。皆が気を遣う存在だろうし、それを彼女なりに察しているのだろう。

「企画のこと、ごめんなさい。吉井さんに、すごく嫌な思いをさせたりして。魔が差したっていうだけでは済まないわよね」

「……ううん、もう気にしていないから。私もすごく、反省したし」

「いいのよ。私に気を遣わないで。本音じゃ、すごく腹が立ったでしょう？　私、うらやましかったのよ。吉井さんのこと」

「私が？」

「ええ。如月室長と、仲がいいみたいだから」

　思いがけない言葉に、ドキッとしてしまった。

「……それは」

　ほろ酔い気分のうえ、悠斗の名前を聞くと胸が熱くなってしまう。だけど、すぐにその熱は奪われた。

「私、如月さんのこと、好きかもしれない……」

　とろんととろけるような瞳が、彼女の気の強そうな顔立ちを、少女のようにやわらかくする。

　一方で花梨は、酔いがどんどん醒さめていく気分だった。

「……え？」

「ずっと気になっていて。そしたら、吉井さんのことすごく気にかけているみたいで、嫉妬してしまって……あんなこと。本当にごめんなさい」

　茜が頬を染めている。お酒のせいだけではないように見えて、花梨は気が気じゃない。喉元まで込み上げてきた本音が、そこで押しとどまる。

『会社では秘密にしよう』

　悠斗と約束をしたから、勝手に破るわけにはいかない。ほかの社員にはもちろん、社長令嬢の茜には、もっと言ってはいけない気がした。

　そんな花梨の気持ちとは対照的に、茜は悠斗のことを堂々と口にする。しかも『好きかもしれない……』と打ち明けられ、花梨は焦る。彼女は自分と悠斗のことを知らないわけだから、もしかすると彼にアプローチをするかもしれない。

　そんな不安が胸をよぎる。

「如月さんって、誰かとおつき合いしているのかしら」

「……あの、私……」

「吉井さん、知っているの？」

「あの、実は如月さんは……学生の時、私の姉とつき合ってたの」

　せめて、それだけでも言っておきたかった。しゃべったことを悠斗に怒られるだろうか。けれど、花梨と悠斗が近い存在なのだということをアピールしておきたくて。

　しかし苦肉の策は、茜には効かなかったようだ。

「過去の話でしょう？　今はいないのよね？」

「……そこまではわからなくて。ニューヨークに行っていた間は知らないし、まさか如月さんが上司になるなんて思わなかったから」

　どこまで本当のことをしゃべっていいのか心苦しくなりながら、花梨は言った。

　心の中いっぱいに不安が広がっていく。嫌だ、茜に近づいてほしくない。悠斗がやっと振り向いてくれたのに……黒い感情が渦巻く。

　ついに花梨は無口になってしまっていた。

　どうしよう。でも、せめて、これだけは言っておきたい。葛藤が湧き上がる中で、花梨は口を開いた。

「彼女かどうかはわからないけど……『好きな人がいる』って、そう言ってました」

　花梨が言うと、茜がじっと見つめてくるので、つい視線を逸らしてしまう。嘘を見抜かれたかと思った。それか、意地悪なことを言っているのを責められているような気がしてしまった。

　茜が「そうなのね……」と残念そうに言う。

　花梨は後ろめたさ半分、ホッとする。

　それから互いにグラスに口をつけるが、花梨はちらりと茜を見てドキッとする。なんだか顔色が悪いみたいだった。

「藤田さん、大丈夫？」

「ええ……平気よ、ありがとう。そろそろ二十時過ぎかしら？　迎えが来るはずなの。ここを出たいけれど、立ったら目が回ってしまいそうで」

「私が、外までつき合うよ？」

「本当に？　ありがとう」

　茜がうれしそうに笑顔を見せる。それは無邪気な少女のようで。

　花梨は、彼女は寂しいだけなのかもしれないとさっきのことを後悔した。

「外に迎えが来るの？」

「ええ。急用で出なければいけないの。そろそろ到着するはずよ」

　茜に言われて、そうだ、お嬢さまの迎えには運転手の彼が来るだろうと、考えを巡らせた。

「あれ、吉井さん、どこに行くの？」

　少し離れたところに座っていた幸恵が声をかけてきたので、花梨は手を振る。

「ちょっと見送ってきます」

　周りのノイズにかき消されてしまったかもしれない。けれどジェスチャーと茜の様子で察したようだ。溝口もこっちを向いて手を振ってくれている。花梨もにこりと笑顔を返して手を振った。




　外に出ると、車がこちらに向かってやってくるのが見えた。

　ヘッドライトが眩しい。少し雨が降っているみたいだ。雨粒がポツポツと肩を濡らした。

「あ、あれかな？　こっちに停まるみたいだけど」

　花梨は目を細めて車が来るのを待った。何度か運転手の顔を見たことがある。彼が運転するロールスロイスがやってくれば、間違いない。

「藤田さん、大丈夫？」

　茜が何も答えないので心配しているうち、すぐ目の前で停車したのは、ロールスロイスではなく、見慣れた白い車。閉じられたルーフ……カブリオレ。

（待って……これって……）

　車のナンバーに目が行った。うろ覚えだが、間違いない。

　心臓がドクリと嫌な音を立て、指先から冷えていくような感覚が襲う。

　ドアが開いた音にハッとして運転手を見ようと、近づいてくるシルエットに目を細めた。逆光でもわかる。茶色の髪、特徴のある澄んだ瞳、ほかの誰とも間違えようのない均整のとれたスタイルにすらりとした長身……運転席から降りてきたのは思った通り、悠斗だった。

　悠斗もまた花梨に気づいた。けれど明らかに飲み会に遅れてやってきたとか、花梨のもとへやってきたというわけではなさそうな雰囲気だった。

「藤田、急いで乗って」

　悠斗が声をかけたのは茜だった。

「……どうして」

　立ちすくんでいる花梨のほうを見て、悠斗が踏みとどまる。そして何かを言いたげにするが、茜のほうを気にした。

「彼女、連れていくよ。急いで行かないと」

　その理由を教えてはくれない。

　悠斗は具合の悪そうな茜の肩を抱き、助手席に乗せた。

「ごめん……吉井。連絡するから」

　悠斗が冷静に苗字を呼んだことで、花梨は線引きをされたように感じてしまった。

　どうして茜を連れていくのだろう。ふたりの事情が見えない。追いかけることもできないまま車は走り去ってしまった。

　強くなっていく雨足にもかまわず呆ぼう然ぜんとしていると、店から誰かが出てきた。

　なかなか戻ってこない花梨を心配したらしい溝口が、そばに来て傘を差してくれた。

「吉井さん、どうしたの。大丈夫？」

「溝口くん……」

　見上げると、心配そうな溝口の顔がぼんやりと見えた。

「幸恵さんが心配してたよ。藤田さんは帰ったの？」

「……うん」

「中に入ろうよ。コートも着ないで、お酒飲んだ身体じゃ風邪ひくよ」

　額に雫しずくが滴り落ちる。溝口が肩を抱き寄せ、傘の中に入れてくれた。

「どうして……ふたりで」

　花梨は今見た現実を整理できずにいた。

「吉井さん？」

　〝頭が真っ白になる〟というのはこのことだと思った。

「とにかく身体が冷えるよ、行こう」

　溝口が手を引いてくれ、花梨はどうにか意識を取り戻す。

　この手が悠斗の手だったら、どれほどよかったことだろう。彼は別の女性を連れて、走り去ってしまった。一体、どういう事情があるというのだろう。

　その日の夜、いくら待っても連絡は来なかった。

　気になってメールをしても返信はない。電話をしてみたが通じなかった。

　花梨は一睡もできないまま、朝を迎えた。

　次の日もその次の日も連絡のとれないまま、結局週が明けてしまった。




　月曜日の朝、花梨はいつもよりも早めに出勤した。

　悠斗のことが気がかりだったので、せめて少しでも話をする時間が持てるのではないかと思ったからだ。

「あ、吉井さん」

　自分のデスクの前まで来ると、幸恵が慌てた様子で何かを隠そうとしているので、花梨は首をかしげる。

「おはようございます。どうしたんですか？」

「う、うんとね」

　彼女の手元には社内報の冊子があった。

「社内報……？」

「え、ええ」

　毎月、全社員宛てに発行されるのだが、先月号ではニューヨークから第一企画室の室長に着任した悠斗のインタビューや、中途採用の花梨の写真も掲載されていた。今月はプレゼン交換会の様子、異動の内示、新商品や新人紹介などが載っているはず。

「あ、来年度からウェブ式に変わるっていうお知らせですか？」

　確か先週、冊子ではなく電子形式にすると告知があった。

「違う、違う」

「じゃあ、幸恵さんが主任になるっていう？」

「じゃなくって……うーんと」

　幸恵が困惑している。

　花梨はますます気がかりになった。

「えっと、今回はつまらないことしか書いてなかったの。だからさっさと閉じちゃった」

　その時、幸恵が動揺して、腕に挟んでいた社内報を落としてしまい、ページが開かれる。

「あ、待って、吉井さん」という声は間に合わなかった。

　拾い上げると、花梨の目に大きな文字が飛び込んできた。

『藤田 茜さん、ご婚約おめでとうございます。お相手は、ニューヨークでのプロジェクトを成功させ、この秋からレストラン事業部、第一企画室の室長を務める如月悠斗さん――』

（何、どうして……一体、どういうこと……？）

　花梨には周りの声など、もはや聞こえていなかった。

「……ショックよね」

　あちこちで驚きの声があがっている。そんなざわめきの中、悠斗の姿が見えた。

「おはよう、吉井さん」

　溝口に声をかけられるが、声が出なかった。

「どうしたの……って、なんだこれ」

　溝口が花梨の見ているページを目にした瞬間、心配するように顔をのぞき込んできた。

　花梨は動揺してそこから動けなかった。

　別の社員が次々にこの話題を口にする。

「ていうか、部長と話してるの聞いたんだけど、如月さんのお父さんて、外食産業大手の如月グループの社長らしいよ。御曹司ってことでしょう？」

「エリート出世したのも、婿入りのためとか？　それでフジタグループに入ったってこと？」

　第一企画室の中に、落胆の声とため息。それが他ひ人と事ごとのようにやたら遠くに聞こえた。ぐるぐる目眩がして、気持ち悪い。

「ねえ、吉井さん……大丈夫？　真っ青よ」

　幸恵から労いたわるように声をかけられるが、花梨は顔を上げても、室長室のほうを向けなかった。

「私、始まる前に、お手洗いに行ってきますね」

　せめて精一杯の作り笑顔で、体裁を保つしかなかった。

　早く、一刻も早く、この場を離れたい。何も聞きたくない。

　花梨はくるりと背中を向けて歩きだした。

「待って、吉井さん」

　溝口が追いかけようとするが、行く手を阻まれた。

「いい、俺が行くから」

　入れ替わるようにやってきた悠斗がそう言い、すぐに花梨を追いかけたのだ。

　騒いでいた彼女たちは悠斗の姿を見て委縮してしまい、オフィスが一瞬シンとなった。しかし、それからまたざわつき始める。

「何あれ、どうしたの、吉井さんと室長……」

「この前の社員旅行でもいい雰囲気だったよね、ふたり。どうなってるんだろうね」

「なんか大学が一緒で、同郷って聞いたよ」

「略奪愛とか」

「えー、そういうタイプに見えなかった。かわいい顔してやることやってるんだ」

　噂が噂を呼んで、収拾がつかなくなっていく。

　溝口がイラ立ったようにデスクをバンと叩いた。

「おまえら、吉井さんはそんなんじゃない。適当なこと言ってんじゃねーよ」

「ちょっと、溝口くん、あなたが熱くなってどうするの。なんでもないのに騒ぎが大きくなるだけよ」

　幸恵が慌てて止める。

「なんだ、ずいぶんと活気づいているじゃないか。なんの討論してるんだ？」

　部長の宮島が顔を出すと、ようやく社員は大人しく静まり返った。

　始業時刻まであと十分。すでに埋まろうとしているフロア内のデスクを見て、ひとり何も知らない宮島は感心したように社内報に目をとめて言った。

「お、社内報だな。なるほど、花婿がようやく決まったか」

　空気を読めていない宮島に、幸恵と溝口はお互いに顔を見合わせたあと、周りが気づかないくらいの小さなため息をついた。

　茜と悠斗が婚約……ということは、忘年会の夜のことは、突発的なものではなかったのだろうか。

　花梨は動揺をひたすら押し隠したまま、腕時計を確認した。

　このまま仕事を放り投げるような無責任なことはできない。けれど、あの場の雰囲気にいても立ってもいられなかった。だから、せめて始業前にひとりになって心を鎮めたかった。

（落ち着かなくちゃ……でも、私……どうしたらいいの）

　悠斗と連絡をとれなかったことが、もしもこのことと関係があるのだとしたら……。

　だったらどうして好きだと言って気を持たせるようなことをしたのだろう。それとも、何か事情があるのだろうか。

　如月グループのことは花梨ももちろん知っている。悠斗は跡継ぎのひとりとしてグループ会社に就職するものだと思っていたが、そうではなかった。東京に出てそれから海外へ行ったと風の噂で聞いたぐらいで、花梨は悠斗のその後を何も知らないのだ。

　悠斗に再会してからも、彼の心を知りたいばかりに一生懸命になって、何も見えていなかった。きっと理想と現実は違う。大人の事情だってあるかもしれない。

　だから怖かった。あれが本当ならどうしたらいいのだろう。今さら、また悠斗とさよならするなんて耐えられない。

（……嫌だよ、悠ちゃん）

　誰かの足音が追いかけてきて、ドキッとする。

　すぐに、『待って、吉井さん』と声をかけてきた溝口の顔が頭に浮かんだ。花梨は振りきるようにトイレに急いで入ろうとする。だが、ぐいっと腕をつかまれてしまった。

「……溝口くん、待って。今はお願い、顔を見ないで。ちゃんと始業時刻までに戻るから。心配しないで」

「花梨、待って」

　名前を呼んだ声の主は、思っていた人ではなく、ハッとした。

　腕をつかんだのが悠斗だとわかると、花梨はおそるおそる顔を上げた。

　悠斗の瞳がまっすぐに自分を見つめている。彼特有のキレイな瞳の色が深くなる。心配そうに申しわけなさそうに、何か言いたいことを喉元で止めているような雰囲気を察して、花梨は怖くなり自分から切り出した。

「……室長が忘年会の日の〝約束〟を断ったのも、電話に出なかったのも、返事をくれなかったのも、これが原因なんですか？」

　問いかけながら悲しくなってくる。ずっと我慢していたことが、一気に溢れてきてしまう。

「ごめんな。ふたりの時にちゃんと話をしておくべきだった。でも、あの記事は間違ってる。事実じゃない」

　悠斗がもどかしげに言う。けれど、そう言うっていうことは、この話が持ち上がっていること自体は本当で、悠斗はそれを知っていた、ということだ。

　ますます花梨はショックだった。

「それなら、ちゃんと納得できる理由を教えてください」

　ここが会社だということを忘れそうになるほど、知らずに声のトーンが高くなる。

　悠斗が花梨の腕をつかんだまま、何かを言おうとして、近づいてくる足音に邪魔された。

「あと五分じゃ、きっと君を納得させることはできないな」

　悠斗は言って、トイレの隣の、誰もいない給湯室へ引っ張り込んだ。

「信じて。今夜必ず話をするから。君の心配するようなことは何もない。俺が好きなのは……君だけだよ」

「わからない……だって、あんな大きなこと……なだめようとしてるだけ？」

　公私混同しないというルールを犯してまで、彼は気持ちを伝えてくれた。

　信じてる。信じたい。わかってあげたい。けれど、気持ちが追いつかない。かえって花梨には、言いくるめられているように感じてしまったのだ。

「違う」

「違わない。だって、婚約話が出ていること隠していたんでしょう？　どうにもならないことかもしれないから？」

　感情が昂ぶってしまう。止めなくちゃダメだとわかっているのに。

　悠斗が花梨の肩をつかむ。

「君に心配させたくなかったからだよ。落ち着いて聞いてほしい」

「落ち着いてなんて……聞けないよ」

　花梨が離してほしくて身をよじると、業を煮やした彼に壁にドンと背中を押し付けられ、強引に顎を上げさせられた。

「だったら、わからせる」

「わからせるって……何言って……」

　反論しようした唇を無理やり塞がれ、息ができなくなる。喘いだ拍子に舌をねじ込むように開かされて、舌を深くまで絡めて追いかけてくる。

　逃れようとすれば後頭部を押さえられ、激しく濃密になる。なのに優しく絡めて、離してくれない。

「……んんっ！」

　息苦しくなって唇を引き剥はがし、肩で息をすると、悠斗は名残惜しむように花梨の頬に口づけ、まっすぐに見つめた。

「……わかってほしい。俺がこんなふうにしたくなるのは君だけ。それだけは違わない」

　いつも冷静であるはずの悠斗の瞳が熱を帯びる。禁きん忌きを犯してまでこんなふうに態度に表すのは初めてのことだった。彼が何かを必死に押し殺そうとしているように見える。

　わかっている。彼はここでは上司として接しなくてはならないからだ。それなのに、足を引っ張っている自分が不甲斐なくて、花梨は泣きたくなるのをこらえて言った。

「私だって信じたいよ。けど、ショックだったの。あの晩からずっと……」

「ごめん。悪かった……許してほしい」

　悠斗が悲しげに言うから、ますます花梨はつらくなってしまった。

「……私のほうこそごめんなさい。これから仕事が始まるところなのに……」

「わかってくれた？」

　花梨はこくんと頷いた。

「……今夜は必ずスケジュールを空けるから」

　悠斗がそう言って背を向ける。

　一瞬、手を引っ張ってくれようとした悠斗の大きな手のひらが、後ろ髪引かれるようにきゅっと握られた。

　今は、上司と部下だから、理性を先立たせないといけない。花梨は、黙って悠斗の背を追いかけることしかできない。何もなかったようにフロアに戻って、そして日常業務をこなさなくてはならない。

　悠斗の想いは理解したいと思う。けれど、心が現実をうまく受け入れようとしてくれない。

　早くふたりきりになって抱きしめ合いたい。身体をうずめて、心を満たして。好きだって言ってつながりたい。

　一日がとても長い……。そばにいるのに互いの心に触れられないまま、業務に追われる一方で、仕事にどう集中しようとしても、うまく気持ちを切り替えられなかった。










信じてる




　ようやく昼になり、幸恵に「ランチに行こう」と声をかけられてデスクから立ち上がると、茜がこちらへやってくるのが見えた。

　ほかには目もくれずに、花梨のもとへやってくる。できたら今は、彼女とは関わりたくなかった花梨だが、呼び出されてしまったら無視することはできない。

「ごめんなさい、幸恵さん」

「ううん。いいのよ。でも……負けないで」

　幸恵が密やかに耳の近くで言った。それが花梨には救われる思いだった。

　折れてしまいそうだった心が、少しだけ強くなる。

　茜から何を言われるのかわからず怖い。悠斗にもまだ事情を聞けていない状況だから、なおさらだった。さっきのキスを思い出して、『信じて』と言った悠斗の声が鼓膜の奥で蘇る。

〝信じて……〟

（信じてる）

　繰り返し、心で唱えた。

　社食にでも行くのかと思ったらそうではなく、重役専用フロアの階へ連れてこられた。

　花梨が通されたのは、部屋のドアプレートが空白のままのシンプルな執務室だった。

「昼食は、ケータリングサービスを頼んだわ。ごめんなさい、勝手なことして」

　最初から茜はそのつもりだったのだと察した。

　ふたりが入ってすぐノックの音がして「どうぞ」と茜が言うと、調理服に板前エプロンを着た男性が入ってきた。雰囲気からしてチェーン店のサービスではない。運ばれてきたのは、朱色の漆に金で絵が描かれた豪華な三段の重箱。おしながきを読み上げてから、立派なテーブルへ一段ずつ並べていく。

「毎度ご贔屓にありがとうございます」

　男性が一礼して出ていくのを見送ったあと、茜は花梨を促した。

「遠慮しないで食べて」

「でも、こんなに豪華なの……なんだか悪いよ」

「藤田家でいつもお願いしているのよ。ひとりで食べるなんてつまらないの……だから気にしないで。お腹を空かせたままなんてダメよ」

　いつになく和やかな様子で「どうぞ」と言われ、戸惑う。茜が腰かけるのを待って、花梨も向かい側に座った。

　花梨がためらっていると、茜が先に箸はしをつけた。ようやく花梨が箸をつけて、鯛たいと黒豆の煮物をいただく。

　いつもこんな料理を食べているのだろうかとぼんやり思っていると、ようやく茜のほうから話を切り出してきた。

「忘年会の日はありがとう」

「……いえ」

「社内報見たでしょう？」

「……はい」

「悠斗さんから、何か聞いた？」

　……悠斗さん。その言葉を聞いて、茜と悠斗の関係が前よりも近くなっている気がして嫌だった。箸を持つ手が震えてしまい、いたたまれなくなって箸置きにそっと置いた。

「私ね、あの晩に打ち明けたこと本気なのよ。最初は父が決めた縁談だった。だからあんまり興味がなかったの。だって今まで私の周りには、財産や権力を狙う人ばかりしかいなかったから。でも、彼は違った。私が社長令嬢だからって贔屓目で見ないで、ずるいことを見逃さずにきちんと叱ってくれた」

　茜が言いたいのは、この間のプレゼン交換会のことだろう。

「私を助けてくれるのは悠斗さんしかいないの。お願い、吉井さん。私をひとりにしないでほしいの」

「……茜さん」

「実はね、社員にこんなことを言うと不安に思うかもしれないけど、社長の体調が芳しくないの。忘年会の日も、それで迎えに来てくれたのよ」

　茜がうつむいて言う。花梨は思い返して記憶を辿る。悠斗がなぜ、急いで彼女を連れ出したのか、そのためだったのかとようやく納得した。

「……今、社長は？」

「不整脈が少し前からあって、今はゆっくり静養しているわ。うちの運転手の五十嵐がそばについてくれているけど……。父も気が弱くなっているのね、それで、私の縁談を進めようとしているの。おかげで幹部たちは、皆、殺気立ってるわ。まるでハイエナのように私との結婚を狙っているのよ」

　茜が花梨を見る。茜と悠斗を結婚させたがっているのが社長だとわかって、花梨は唇を噛みしめた。

「悠斗さんさえ、いてくれたら、私は……何も望まない。あなたには、近くにお兄さんもお姉さんもいるでしょう？　友達だってたくさん。私にはないもの。自由も何もない。自分で結婚相手も選べない。でも、悠斗さんだったら……そう思ったの」

　茜の必死に訴える声が、花梨の胸を締めつける。

　どんな事情があるのか、花梨には外側しか見えない。この会社にいる限り、誰にもしゃべってはいけない悠斗との約束がある。けれどもう、ギリギリのところまできていた。

　花梨にも譲れない想いがある。これまでずっと彼のことを諦めてきた。もう諦めたくない。

「……私には茜さんの事情はわからない。でも、ずっと言いたくてたまらなかったことがあるの。私、もうずっと何年も前から彼のことが好きなの」

「やっぱり、ふたりはおつき合いしているということなのね？」

　茜の瞳が熱でにじんでいる。

　しばらく、喉の奥で張りついていた言葉を、ゆっくりと引き剥がしていく。

「ずっとずっと大好きで、やっと振り向いてもらえたの。すごく大切な人なの。だから私、自分から……諦めるなんて……できない。ごめんなさい」

　花梨の声が震える。本当は悠斗にぶつけたかった想いだったけれど、我慢しきれなかった。

「そう……残念ね」

　茜は声を落として言った。

　その言葉が何を意味しているのかわからなかったが、花梨は一刻も早く彼女から離れたかった。花梨が「ごちそうさまでした」と告げ、立ち上がろうとすると、茜は最後にひと言だけ突きつけた。

「大切だから手放さなくてはならないことだってあるのよ。今にあなたにもわかるわ」

　茜が必死に訴えてくる。

　……わかっている。姉の花緒とつき合っていた悠斗。その時の自分が、どれほど悲しかったか、寂しかったか、苦しかったか。

　けれど、茜に何を言っても、きっと通じないだろう。

「ごめんなさい。話したかったのはそれだけよ。考えてほしい。あなたにとって何が大切なことか」

　茜から解放の言葉を受け、花梨は気持ちをぶつけてすっきりするどころか、ますます不安でたまらなくなった。茜のセリフの中には、何か特別な意味が含まれているような気がして。早く悠斗の声が聞きたかった。




　第一企画室のフロアに入ると、室長室のドアが開きっぱなしになっており、電話を片手に仕事をする悠斗と目が合ってドキリとした。

　……早く、悠斗の口から、何もかもを聞いてしまいたい。でも、聞くのが怖い気もする。

　彼が『信じて』と言ったことを、心の中で呪文のように唱えた。

　こんなに近くにいるのに……なんて遠いのだろう。上司と部下という立場が、これほどはがゆく感じたことはなかった。

『私を助けてくれるのは悠斗さんしかいないの』

　茜とのやり取りが鼓膜に蘇ってきて、耳を塞ぎたくなる。

　花梨がデスクに着いてすぐ、幸恵が心配して声をかけてきた。

「大丈夫だった？」

「はい……あの忘年会でのことでお礼がしたいって、ランチをごちそうになっただけです」

「そう」

　ホッとしたように幸恵が言った。

　花梨は大げさにしたくなくて、逆に楽しげに話題を膨らませた。

「ケータリングサービスでランチをいただいたんですけど、高級料亭のお料理でした。緊張して実はまともに食べられなくって、お腹鳴っちゃうかもしれない」

　花梨がおどけて見せると、幸恵がふふっと笑った。

「こっそり、給湯室でコレでも食べて。さっき商品部の子に会ってサンプルもらっちゃった」

『ヘルス・プラス』と書かれたスティック状の自社製品で、チーズ味、チョコレート味、イチゴ味の三種類をこっそりと手渡される。花梨は目を輝かせてお礼を言った。

「前はドライフルーツがなかったけど、今回はチョコがけのフルーツバーになってるのよ。イチゴ味がオススメね」

　幸恵がＶサインをすると、花梨はようやく笑顔を取り戻した。

「これを楽しみに、午後からの仕事をがんばれそうです。ありがとうございます」

　引き出しの中にこっそり仕舞い込み、気分を切り替えてパソコンに向かっていると、「吉井」と悠斗から声がかかり、緊張しながら振り返った。

「はい」

「スケジュール空けてほしいところがある。今日の十九時、イベントの打ち合わせ。ホテルのレストランで会食も兼ねるから、回せる仕事があったらほかに引き継いで」

「わかりました。プレシャスとですか？」

　そういえば、兄の会社とのイベントの話が進んでいて、今度打ち合わせがあると言われていたんだった、と思い出す。

「ああ、先方に連絡入れたら、その時間の都合がいいと連絡があったんだ」

　悠斗からレストランの場所と時間が書かれたメモを、折りたたんで渡された。中を開いてみたら、それよりももっと小さな紙のメモが入っていて、そこに「会食のあとで一二二一号室」という文字が目に入ってドキッとした。

　花梨は思わず悠斗を見上げた。

　見つめ合ってしまい、花梨はいけないと平静を装った。

「……わかりました。引き継ぎます」

「先方は上シャン海ハイで仕事があって戻り次第、来てくれるらしい。レストランの予約は済ませてあるから」

　そのメモを隠して、花梨は手のひらにぎゅっと包んだ。

「わかりました」

「今夜は、できるだけ早くあがれるようにして」

　最後にひと言小さく添えられる。それは上司としてよりも彼自身の言葉だったように思う。早くふたりになって話したい。それが伝わってくるような視線だった。

　一番上のメモには、カメリアホテル、十九時。最上階のレストラン『ロータス』で、四名のコースディナー。

　花梨が気にかけているのはもうひとつのメモのほうだった。今夜は仕事が終わったらそのままここに泊まるということだろうか。とにかく、今日仕事が終わったら……やっと悠斗とふたりで話せる。

　悠斗の口から、どんな言葉が聞けるのだろう。

（……そういえば、忘年会で配ろうと思っていたリップスティックのサンプルがまだ残っていた）

　デスクの一番下の引き出しを開け、リップスティックを握りしめる。それはプレシャスのリップスティックで、悠斗に車で送ってもらった時、キスしたくなったら塗ってほしいと言って助手席に投げ込んだのと同じタイプの物だ。

　花梨は願掛けのためにリップスティックを自分で塗ろうとして……やめた。

　これは、悠斗に塗ってもらいたいから。




　定時で上がって、花梨はすぐにホテルに向かった。

　少し遅れてロビーに現れた悠斗の姿を見て、花梨は思わず抱きつきたくなる衝動に駆られた。

「あと少し、仕事が終わったら……ふたりきりになれるんだよね」

「ああ。その時に、ゆっくりふたりで話そう」

「うん……」

　早く触れ合いたい想いは、悠斗も同じだったに違いない。冷えた頬をあたためるかのようにそっと手が伸びてきて、今にも涙がこぼれそうな目尻を拭ってくれたから。










情熱の交わり




　プレシャスの担当者との会食を無事に終えて、花梨は見送りを終えたあと、ホッとひと息ついた。仕事中は集中しようと必死だった分、ふたりきりになった今、気持ちが溢れ出してしまいそうになる。

「花梨……部屋に行こう」

　悠斗に声をかけられて顔を上げると、彼の見つめる瞳が熱っぽく揺れていた。

「うん……」

　エレベーターの中に入ってすぐ、何も言葉を交わさぬまま、悠斗に求められるままキスに応じた。いつもより情熱を湛えた彼の瞳に吸い込まれてゆく。触れ合う吐息が熱い。抱きしめる腕の強さに、呼吸もできなくなりそうだった。

（……こうしてキスして抱きしめてほしかった）

　いくつものキスをした。エレベーターが途中で停まらないように祈りながら、息が乱れるぐらいのキスをした。

　とにかく今は、言葉で何かを説明されるよりも、悠斗に抱かれて、彼の存在を身体中で感じていたかった。きっとそれは悠斗も同じだ。密着した胸から激しい鼓動が伝わってくるから。

　部屋に入ってからもキスは止められなくて、息もできないほど交わした。一秒だって離れていたくなくて、互いの服を脱がせながらベッドのほうへ向かう。絨じゅう毯たんにヒールの先が引っかかって、パンプスが脱げると、脱げかけたもう片方のバックベルトは悠斗が外してくれた。

　早く、早く……焦る気持ちで、肌に指を滑らせた。

　悠斗がスーツのボタンを外し、花梨のスカートのホックをもどかしげに解いた。

　ブラウスの下から入り込んでくる悠斗の手が熱い。ブラジャーのホックを外して、優しく手のひらに包みながら、キスをしたままベッドになだれ込む。すぐに悠斗が覆いかぶさってきて、ふたりの重みでベッドが揺れた。

　待ちわびた瞬間に、胸のざわめきが止まらない。悠斗がネクタイを緩めて引き抜く姿にドキドキして、鼓動がますます速まっていく。

「花梨……」

　優しく名前を呼ばれて、胸が焦がれそうなほど切なくなる。

　ずっと悠斗だけを想っていた。ほかの誰も好きにならずに、彼だけをずっと……。

　こんなふうに名前を呼ばれて、触れてほしくてたまらなかった。指先ひとつ触れるだけで感じてしまう。

　悠斗は花梨の胸の膨らみに優しく触れながら、桜色の蕾を唇で愛撫した。

「あ……あ、っ……」

　悠斗の大きな手に触られると切ないため息がこぼれてしまう。

　彼の生あたたかい舌の感触が、繊細な刺激をくれ、みるみるうちに頂が濡れて朱に染まっていく。

　ガーターストッキングをずり下げながら、彼の長い指がショーツの中に入り、秘めたところをもどかしげに暴いた。

「……かわいい、花梨……こんなに感じて、溢れてる」

　ほんの入口だけもてあそばれただけで、彼を求めて濡れてしまった。

「だって……欲しかった……悠ちゃん、のこと……欲しかったの」

「ああ、俺もだよ……」

　悠斗は花梨の目尻にキスをして、優しく髪をといてくれた。それから彼はカフリンクスを外し、半端になったシャツを背中から一気に脱ぎ去った。

　均整のとれた体たい躯くが露わになり、熱い素肌が触れ合って、ときめきと切なさと安堵が交ざった気持ちが込み上げてくる。

　お互いの唇をむさぼるように求め、キスの濃度を上げていき、あたたかな素肌を重ね合う。手のひらでやわらかな膨らみを求められ、濡れた舌や唇が耳たぶを這い、首筋を下りていくのを感じながら、花梨は甘い吐息をこぼす。

「ん……あ、っ……悠ちゃん……」

『悠斗さん』

　あの時の茜の声が蘇りそうになるのを打ち消すように、花梨は何度も悠斗の名前を呼んだ。

「悠ちゃん……っ」

　悠斗の指が秘めた深いところまで挿入され、優しく乱される。悠斗の唇が首筋に噛みつくようなキスをして肌を吸う。舌でゆっくり味わうように下へ辿っていくと、脇腹をくすぐるように唇がくっついて、膝の裏側を持ち上げた。

　悠斗が花梨の太腿を舐め始める。膝裏のほうまで、唇と舌で愛撫されていく。

「……あ、恥ずかし……いよ」

　脚を大きく開かされ、花梨は思わず力を込めた。

「俺だけに見せて……」

　内腿の薄い皮膚を吸いながら、悠斗は甘く懇こん願がんした。

「やっ……」

「恥ずかしがらないで……かわいいから」

　悠斗の吐息がかかり、唇がそっと押し当てられると、びくんと身がまえた。

　もう片方の膝の裏を抱え上げられ、悠斗の顔が入口に埋まり、彼の舌がなぞるように優しく舐めた。

「あ……そんな……しちゃ……ダメ……」

　巧みな舌の動きに、やるせなさが募っていく。

　花梨は、悠斗のやわらかい猫っ毛に指を絡めながら、彼の指や唇から与えられる繊細な刺激を目一杯感じて身震いした。

　大好きな人に愛される行為は、なんて甘美な気持ちにさせてくれるのだろう。もはや羞しゅう恥ち心を超えた衝動が、花梨を包み込んでいく。もっともっと……愛されたいと。

　髪に絡まった花梨の指がもどかしげに動くと、悠斗はようやくそこから唇を離した。

「……挿いれるよ」

　硬く張りつめた彼が、濡れたやわらかな窪くぼみにひたりとあてがわれ、花梨は息を呑んで、悠斗の肩につかまった。

「力を入れないで。俺を受け入れて……」

「ん、っ……」

　彼のものがゆっくり押し広げて入ってくると、ざわざわと波がやってきた。突き進んで奥まで到達するまでゆっくりと味わうように動いていく。

　悠斗の腰が動くと、跳ねるように花梨の胸が上下する。互いの粘液をこすり上げるような雌雄の交わりに、すすり泣くような声が溢れてしまう。恥ずかしくて口元に手をあてがおうとしたら、悠斗に止められてしまった。

「ダメ。声を聞かせて。もっと……君を感じさせて」

　そう言い、より一層深いところを突き上げる。

「あ、あ、っ……」

　端正な表情が憂いを帯びたように崩れ、甘い息を吐く仕草が艶っぽくて、ぞくぞくする。彼が感じてくれているのがうれしくて、ますます身体が熱く火照っていく。

　つながり合った最奥から甘い痺しびれが広がり、切なさと愛おしさで喉の奥から胸がひくんと痙けい攣れんした。

　……ただの快楽じゃない。好きな人にありのままを愛されることの喜びが、花梨を満たしていく。

　悠斗の濡れた睫毛と彼の甘い瞳は、ドキドキするほどキレイだ。花梨は伏せられていく瞼に合わせて、重なるキスのあたたかさと彼の幾度となく穿うがたれる情熱を受け止め、声が嗄かれるほどに心の奥底の秘めた想いを届けた。

　……好き、好き……もう、彼以外の人にこんな気持ちは味わえない。

　お互いの唇をむさぼるようについばんで、舌先同士がゆっくりと味わうように絡まり合って、悠斗が最後まで花梨の奥に収める行為を繰り返す。彼は途中で唇を離し、もどかしげに髪を撫でながら、名前を呼んだ。

「花梨……」

　優しい声で名前を呼び、悠斗の腰の動きが速まっていく。愛おしむように額や瞼や頬に唇を寄せながら、時々胸を優しく揉み上げるように愛撫する。指先で敏感な頂をいつくしむように愛めでながら、濡れた舌を絡め合わせ、律動をより激しいものにしていく。

　中がいっぱいに満たされて、そろりと目を開けると、いつもと違う悠斗の憂いを帯びた表情に魅入った。彼が欲してくれているのだとひとめでわかった。それを感じたら花梨の頬を涙が伝っていた。

「なんで、泣くの」

「……いっぱい感じると、そうなるの。うれしくて、大好きでたまらなくて」

　花梨が涙ながらに言うと、悠斗は花梨の手をつないで優しく指を絡め、目尻にキスをした。

「泣かないで。俺も一緒だ……花梨が、かわいくて、好きで仕方ない……この気持ちを、信じてほしい」

「本当……？」

「ああ……本当、好きで、たまらないんだ、君が……」

　悠斗の低くてやわらかい声が、鼓膜に広がっていく。ただそれだけでぞくぞくするほど感じてしまう。愛されるのがうれしくて、泣きたい気持ちが止められそうにない。

　ベッドがふたりの重みで沈み、少しずつ律動が激しくなって弾む。

　悠斗に突き上げられるたび、甘い痺れが腰の辺りを疼かせて、〝もっともっと〟と貪欲にうねった。

「花梨……もっと君のことを求めさせて」

　指を絡めてキスをして、深いところまでいっぱいにして。

　濡れた唇を重ねて髪を撫でて、大きな手で腰をつかんで揺さぶっていく。

「……あ、っ……あっ」

「……花梨っ……」

　悠斗が乱れる吐息をこらえながら、耳元で何度も「好きだ」と言ってくれるのを聞いて、花梨はぎゅうっとしがみついた。

「……君はこれからも、ずっと俺のだから……」

「……悠ちゃん、……私、いっぱいで……怖いよ」

　求められれば求められるほど、好きな気持ちが溢れてどうにかなってしまいそうで、これ以上好きになるのが怖くなってくる。だって、もう彼を失ったら生きていけないとさえ、心が、身体が、感じているから。

「……かわいい……花梨……もっと、その顔見せて」

　より一層深く悠斗が求めてきて、花梨は仰け反るように腰を揺らした。

「あ、あ……私……ドキドキして……苦しくて、どうにか……なりそうなの」

　もうすでに小刻みに達していて、さらに大きな甘い愉悦がさざ波のように押し寄せてくるのを感じている。花梨が手を伸ばして悠斗の頬の輪郭を包むと、悠斗は手のひらの窪みにキスをした。

「……もっと、俺を感じて」

　悠斗が少し苦しそうにしながら、さらに奥へ、奥へと、求めてくる。

　激しく求められるのがうれしくて、彼に抱かれている喜びでくらくらした。深く、激しく、優しく、強く、彼の想いが伝わってくる。心の中まで届くように。

「……ゆう、ちゃん……好きっ……」

　悠斗が激しく求めるたび、身体が弓なりにしなり、つま先が宙をかいた。しがみついて背に爪を立ててしまったことにも気づかないほど、夢中で彼を感じた。

「ああ……好きだよ、花梨……好きだ……」

（――好き、すき、すき……）

　貫かれるたびに、想いがとめどなく溢れていく。

　汗ばんだ肌が密着して、濡れた唇をついばむと、愛おしさで狂いそうになった。つながり合った部分がぎゅっと締まり、外側からでは決して知ることのできない熱い部分を感じて、たまらない気持ちになる。

　悠斗の腰の動きが速まり、身体がぶるぶるっと震えた。昂ぶった熱が急激にはじける瞬間、花梨は悠斗にぎゅっとしがみついてその時を迎えた。

　花梨が達してから、追うように悠斗の激しい熱が最後の脈を打ち、彼の激しい呼吸が耳のそばに落ちてくる。

　ドキドキと重なる心臓の音と、汗ばむ肌が密着する。

　混沌とする意識の中で、彼とひとつになれた喜びを感じ、ますます悠斗の存在を愛しく思う。

　甘えるように悠斗の腕枕に寄り添うと、優しく包み込むように抱きしめてくれた。

　ゆっくりと落ち着きを取り戻していく頃、キレイな瞳がのぞき込んできた。

「つらくないか？」

「うん……」

「手加減できたかどうかわからない。夢中だったから……」

　ホッとしたように悠斗は言う。

「いいの。私だってしてほしかったから……」

　素直に言うと、悠斗は照れたような顔をして、ため息をついた。

「いつの間に俺は、君のことばかり考えるようになってたんだろうな。顔に出すまい、態度に出すまいと平静を装っても……装いきれない。君に夢中で……」

　悠斗の気持ちがうれしくて泣けてきてしまう。

「私だって同じだよ。ちゃんと話を聞くまで、我慢しようと思ったのに……できなかったんだから」

「……少し休んだら、一緒にシャワー浴びようか」

　なだめるように悠斗が言ってくるので、花梨は頷きそうになったが、ハッと我に返った。

「一緒はダメ。恥ずかしいよ、先に行って」

「なんで？　今さら」

　と悠斗は笑うけど。

「だ、だって……エッチしてる時とは……別なの。そういうものなの」

　女心をアピールすると、悠斗はキレイな瞳を細めて小さく笑って、頬にキスをひとつくれた。

「はいはい。じゃあ、もう少ししてからな」

　そう言って、悠斗は抱きしめてくれた。あたたかい体温に包まれていると気持ちよくて、ホッとして眠ってしまいそうになる。

　まだ、あの話には触れない。けれど、話を聞く前にこうして抱き合って彼を感じられてよかったと思う。そうじゃなかったら不安で聞く耳も持てなかったと思うから。

　花梨は悠斗の背にぎゅうとしがみついて、彼の温もりを目一杯吸い込んだ。




　ふたりはそれから身支度を整え、ホテルのバーラウンジのカウンターに並んだ。

　ガーデンテラスに面した席で、あの忘年会の時に見かけたカップルのように、ふたりで背の高いチェアに腰かけた。

　淡い色の大理石のカウンターは上品で、開放感溢れる大きな窓の向こうには美しい夜景が見える。ピアノの生演奏が聴こえて、ジャズの音色がとても心地良い。

　悠斗がチェリーの沈んだピンクのシャンパンを傾けてくれ、花梨もそれに応じる。フルーティーな味が舌に広がっていく。おいしくて、絶え間なくグラスに口をつけていると、隣から忠告を受けてしまった。

「甘くて口当たりが軽いけど、飲みすぎないように」

　悠斗に忠告され、花梨は前科があるだけに肩をすくめる。

　愛し合った火照りが静まり、仕事で昂ぶった疲れも心の中のわだかまりも、ゆっくりと癒えるような時間だった。

「今、話してもいい？」

　花梨は一瞬ドキッとして、グラスを静かにテーブルに置いた。

「うん……」

　もう覚悟はできている。けれど、やっぱり怖い。

　何から話せばいいのか、悠斗もまた言葉を選んでいるようだった。

「社長から縁談を持ちかけられたのは本当だ。最初から決まっていたわけじゃなく、俺も社長から先日聞いたばかりだったんだよ。昔、如月グループが倒産しかけた時、藤田社長に助けてもらったことがあるんだ。だから、その代わりに今度は戦力になってほしいと言われてフジタ食品に入った。けど、藤田社長が俺に望むことはそれだけじゃなかったようでね」

「それが、婚約の話……だったっていうこと？」

「ああ。でも、きちんと断ったよ。だから心配しないでほしい」

　悠斗はそう言うけれど、簡単には引き下がりそうにない茜の態度が気にかかった。

「本当に、大丈夫……なのかな」

　花梨が不安な表情を浮かべると、続けて悠斗は言った。

「花梨、世の中にはどうにもならないことがあると思う。何かを成すなら犠牲にしなくちゃならないこともあるだろう。でも、君だけはどうしても失いたくない。俺は今そう思ってるんだよ。こんなこと言うと、最初君に冷たく当たったことと矛盾してるけどね。あの時は悪かったと思ってる。どうしていいかわからなかったんだ。けど今は、本当に……君が好きだから」

　悠斗がそっと手を握ってくれる。花梨は彼の真しん摯しな表情をまっすぐに見つめた。

「それに俺だけの事情じゃない。彼女も本意じゃないはずなんだ。好きな男がいるはずなのに、その気持ちを隠してる」

「藤田さんに好きな人が……？　それは悠ちゃんのことじゃなくて？」

　悠斗が頷く。

「忘年会の日、俺は社長に食事をしないかと誘われたんだ。婚約の件を進めたいと言われてね。食事はしたけど、もちろん婚約については改めて断ったよ。でも、その夕食の席の途中で社長が急に倒れてしまったんだ。社長はかなり前から具合が芳しくなかったらしい。その日は運転手の五十嵐さんがそばについてくれていて、すぐに病院に連れていくことができたんだけど……」

　悠斗はひと呼吸置くようにグラスに口をつけ、静かに続けた。

「病院に向かう間、五十嵐さんの様子がなんだかおかしかった。妙に熱心に藤田のことを『よろしく頼む』と言うんだ。何かを諦めるように伏し目がちで、何度も繰り返してね。あの日も、自分の代わりに藤田を迎えに行ってくれって頼まれたんだ。その時は、五十嵐さんが社長のそばにいたほうがいいと思って、頼まれた通り藤田を迎えに行ったんだけど、あのあと病院に向かう間、彼女は社長のことだけではなく、運転手の五十嵐さんのことをずいぶんと気にかけていた様子でね」

　切れ長の瞳で、麗しい微笑みを湛えた五十嵐という男性が、花梨の脳裏に蘇る。

「もしかすると、茜さんの本当に好きな人っていうのは……五十嵐さん？」

　それなら納得できる。でも、悠斗を好きかもしれないと言っていたことや、ランチの時に話していたことはなんだったのだろう。

「ああ。社長が俺との結婚を望んでいる。だから彼女はせめて社長が健在のうちでいいから、婚約者になっていてくれと頼んできたんだ」

「……本当の気持ちに嘘をついて……？」

　混乱する花梨を、なだめるように悠斗が言う。

「社内報に情報を流したのは、おそらく既成事実を作るための社長の策だ。俺は応じる気はないよ」

「でも……そしたら彼女はどうなるの」

「俺は君のことが好きだし、藤田は別の人を愛している。だから、藤田と俺がかたちだけ取り繕ったところで、必ずほつれてくるだろう。結局そんなことをしても誰も幸せになんてならない」

　悠斗の言うことはもっともだ。それで事態が収まるのならいいけれど……何か引っかかるものが取れない。

「花梨、君は外野が何を言っても気しないで。俺を信じて、そばにいてほしい」

　まっすぐな瞳を向けられ、花梨は彼を見つめ返した。

「何より、俺が耐えられない。君がそばにいないと」

　そう言い、悠斗が花梨の頬に手を伸ばしてくる。

「悲しい思いをさせているのに……ごめん」

　申しわけなさそうに悠斗が言う。花梨は「ううん」と首を振った。

　花梨は自分に向けられた彼の気持ちを聞いて、ようやく本当の彼を知った気がする。

　悠斗の言葉がうれしかった。贅ぜい沢たくすぎるほどうれしかった。なのに、不安な気持ちが拭えないのはなぜなのだろう。

　髪を撫でてくれる大きな手も、広い肩も、あたたかな胸の中も、彼の温もりや匂いも、見つめてくるその瞳も、すべてが好きで大切で……。

　悠斗以上に耐えられないのは花梨のほうだ。もう離れるなんてできない。

「バタついててすぐに連絡できなくて悪かった。今、社長は冷静に話ができない状態だから、もう少し落ち着く頃を待とうと思う。君はその間、周りの噂を聞いたり、俺とのことを内緒にしたりと、心苦しいかもしれないけど、信じていてほしい」

「うん……」

　花梨はそれを聞いて、自分がどうすべきか冷静に考えていた。

　何か自分の力が及ばない、大きなものに巻き込まれていくような気がした。そして、それが複雑になればなるほど、絡まってほどけなくなっていく……そんな予感がして、不安だった。










制裁




　火曜日を迎えても、オフィス全体の目が茜と悠斗のほうへ向けられていた。

　花梨は悠斗に言われた通りに、ほとぼりが冷めるまでは、平静を装っていようと思った。あと数日で今年も終わる。それまで耐えなくては。

『年が明けたらデートしよう』

　落ち込んでいる花梨を気遣って、悠斗がそう言ってくれた。

　誰より大変なのは悠斗なのだから、と花梨は気持ちを強く持っていたが、得体の知れないものが忍び寄ってくる気配に苦しめられた。数日の間は嫌な夢もたくさん見たし、正直、仕事にも集中しきれなかった。

　まばらになったオフィスの電気が消されていく頃、花梨が仕事を切り上げてフロアから出ようとすると、茜とばったり会い、鼓動が嫌なふうに打った。

　気まずいあまり、挨拶をしてさりげなく通り過ぎようとしたら、「待って」と声をかけられてしまい、否応なしに足が止まる。

「どうしてそんな平気な顔をしていられるのかしら」

　図々しいとでも言いたげな、蔑んだ瞳が花梨を睨みつける。

「……え？」

「わからないの？　あなたのせいで悠斗さんの評価が落とされるのよ。それだけじゃないわ。あなたのご実家で経営しているレストランもダメになるっていうことよ」

「どういうことですか？」

　花梨はショックで足の下から冷えていく感覚に震えた。

「そうなってもいいの？　あなたの実家がレストランを経営していることなんて、とっくにつかんでいるわ。小さなレストランひとつをつぶすことなんてわけないのよ」

　脅しをかけるように言う茜に、花梨は思わず声を荒らげる。

「茜さんは悔しくないの？　好きな人がそばにいるんでしょ？　本当に望んでいる人の手を取らないで、親の言いなりになって……。人に頼ったままの人生でいいの？」

　茜はカッとなって言い返してきた。

「私には義務があるのよ」

「そんな生き方、間違ってると思う。本当に好きな人と一緒にいてこそ幸せになれるの。親のために、それを犠牲にするなんて……」

　花梨の言葉は一向に届かず、茜がはねつけるように言った。

「一緒にいることを許されない人間だっているのよ」

　そう言う彼女の顔は悲しみの色をにじませ、肩まで震わせている。

「茜さん……」

「あなたはなんのために中途入社したの？　悠斗さんの将来をつぶすため？　ご両親の夢を壊すため？　あなたはただ浮かれているだけだわ。愛された気になって、何も見えていないじゃない」

　花梨は言葉にならなかった。悔しいけど言い返せなかった。

　確かに思い上がっていたのかもしれない。もしも茜の言うようなことが起きたら、花梨にはどうすることもできない。

　しばらく沈黙が流れた。すると、「失礼します」とひとりの女性が現れ、花梨に声をかけてきた。

「社長秘書の佐さ々さ木きと申します。社長が吉井さんとお話をされたいそうです」

　黒縁の眼鏡をかけた女性の瞳は、事務的で冷たい。

「……社長が、私と……」

　茜と目が合った。〝ほら見なさい〟と言いたげな視線に、花梨は不安を抱く。

「ご案内しますから、どうぞ」

　花梨は言われるまま従うほかなく、茜と一緒にエレベーターに乗って社長室へ向かった。

　社長が一社員をわざわざ呼びつけるのだ、悪い話としか思えなくて怖い。

　社長室に入るとすぐに「かけなさい」と命じられ、その通りに従った。

　社長の皺しわの寄った表情は青白く、具合が悪そうなのが伝わってくる。しばらく入院する予定だと聞いていたけど、ここにいるということはよほどのことだろう。

　花梨は緊張したまま社長が話すのを待った。

　茜は黙り込んだまま、覚悟を決めているようにしている。

「わざわざ呼び出してすまないね。君に確認したいことがある。如月くんと交際しているというのは事実なのかい？」

　上司と交際しているということを口にしてしまってもいいものかどうか、言葉に詰まっていると、社長は続けた。

「茜との縁談を断られたよ。その代わり、どんなことでも受け止めると言ってね。部下の君を庇っているのだろう。そこで、私は君に大人の事情を汲んでもらえると期待しているんだが」

「どういう……意味でしょうか」

「端的に言おう。娘の幸せを邪魔するということは……この会社に背くということだ」

「そんな……」

「理不尽だと思うかい？　これは取引だよ。君をどうこうしようとは思わない。君さえ事情を呑み込んでくれるならね。確か、仙台の親御さんのところはレストランを経営していたね。親御さんの融資先とは実は親しい間柄でね。君も親不孝はしたくないだろう？」

　脅しだ。花梨は言葉が出なかった。

「よく考えて答えを出してほしい。話は以上だ」

　社長はデスクの上で両手を組み、茜と花梨を連れていくように秘書に命じた。

　覚悟を決めていたがそれは甘い考えだった。制裁を受けるのは自分ではない。もっと卑怯なやり方で、大切なものが傷つけられようとしていることを理解した。理不尽なことだけど、これが大人の事情……そういうことなのだと。

　社長室を出る間際、茜と目が合った。彼女の冷たい視線が痛かった。

『お父さんがね、とても張りきっているの。ずっと夢だって言っていたから』

　母の華絵が見送ってくれた時の心配そうな表情とにこやかな笑顔、それから店の拡大に意欲を燃やしていた父のこと、いろいろなことが蘇る。

　自分は……仕事をするために上京してきた。両親を困らせるためではない。好きな人の足を引っ張るためでもない。そんなことはわかっている。けれど……。




　その晩、タイミングよく実家から連絡があり、花梨は思いきり動揺した。

「お父さんが？」

『ええ。とにかく無事だから、それだけ伝えようと思って』

　父が過労で入院したということだった。大事には至っていないので、正月に戻ってきてくれればいいと言っていた。母の声が疲れていたのが心配だった。

　ちょうど友人である朝子の兄の結婚式もあるから、年明け後にもう一度実家に帰るつもりだ。悠斗に相談をしなければならないが、気が重い。なんて言ったらいいのだろう。花梨の心の中はぐらぐらと揺れた。

『好きだよ』

　悠斗の声が蘇ってくる。もうずっと大好きで、ずっとずっと忘れられなかった人にやっと『好きだ』と言ってもらえたのに、一緒にいることは許されないの？　でも、周りの人を傷つけて、自分ひとりだけが幸せでいることなんてできない。

（私……どうしたらいいの……）

　目の前が真っ暗だった――。




「ランチを一緒にいかがですか？」

　翌日の昼、花梨のほうから初めて悠斗を誘った。

　悠斗とランチをとることなど、一緒に営業に出ている時以外にありえなかったし、悠斗から『周りと仲良くしておいたほうがいい』と言われて、確かにそうだと思ったから。

　けれど、もしも悠斗との関係が〝最後〟になってしまうなら、今までやりたかったことをひとつ叶えたかった。プライベートの悠斗も好きだけど、今では上司としての悠斗も、大好きだから。

　悠斗は、花梨の顔を見てダメだと言いそうな雰囲気だったが、ひとつため息をついたあと、「わかった。何が食べたい？　外に出よう」と言ってくれた。社食では周りの目があるからだろう。外食ならば多少は人の目を避けられる。

　外に出たら空が灰色になっていて、今にもぽつり、と雨粒が落ちてきそうだった。

「雨が降りそうだな」

「そういえば、東京は、あまり雪が降らないんですね」

「仙台も中心地はそうそう降らなかったけどね」

　それでも風が違う。肌を刺すような冷たい北風が懐かしい。

　学生時代に並んで歩いた街路樹、光のページェントににじんで見えた景色。故郷を出てすべてを振りきって上京してきたのは仕事のためだ。これ以上、両親に迷惑かけられないし、悠斗にだって迷惑をかけたくない。彼には再会してからたくさんの気持ちをもらったから、だから……これでいい。

　花梨は実家の両親の顔を思い浮かべながら、心に決めた。




「ありがとうございました。ランチおいしかったです」

　花梨はうまく笑えているか自信がなかったが、なるべく声が震えないようにそう言って、悠斗を見上げた。結局、食事の時くらいは休んでほしくて、笑顔が見ていたくて言いだせなかった。

　背の高い悠斗の、茶色の髪がサラサラと風に吹かれる。

　彼特有の髪質や、角度によって濃いグレーやブラウンに見える瞳、広い肩が、昔から好きで。大きな腕で抱きしめて包んでくれる彼が好きで、スーツを着て仕事に一生懸命に向かっている上司の彼が好きで……。

　きっとこんなに好きになれる人はいない。大切な人……。自分からさよならを言うなんて考えたくもなかった。けれど……。

　太陽が雲に隠れて、空がますます灰色に染まっていく。雨粒がぽつぽつと降ってきた。

「雨……君は、これから外回りだったよな」

「はい。だから、ここでお別れです」

　花梨は本社ビルのほうを見上げて、そう言った。

　悠斗は花梨のいつもとは異なる様子に、眉を寄せる。

「花梨、どうしたんだ。いつもの君とやっぱり違う。さっきもずっと愛あい想そ笑いばかりしてただろ。そんなの君らしくないよ」

　まだ会社の中じゃない。だからありのままで伝えよう。

「私は、私よ。私は悠ちゃんがニューヨークに行ったあとのこと、何も知らない。その間の私のこと、悠ちゃんだって知らないでしょ？」

「どうして急にそうなる？」

　信号が点滅して赤になり、しばらくしてまた青になる。

　花梨は駆けだしたい気持ちを目一杯抑えて、強く吹いてきた風や、雑踏にかき消されそうなノイズを振りきり、悠斗を見上げた。

「さよなら、しようと思って」

　言って、喉の奥がぎゅっと詰まる。目尻に涙がたまって落ちそうになるのがわかった。

「前みたいに、上司と部下に……戻ろうと思って」

　悠斗の顔色がさっと変わる。そして、引き止めるようにぐいと手首をつかまれた。

「どうして突然そんなこと言うんだよ」

「……私なりに考えたの。だから、突然なんかじゃないよ」

「これが突然じゃなかったら、何？　君は前からずっとそう考えていたっていうことか？」

　長い睫毛が悲しげに伏せられていく。上司ではない彼の心が、つかまれた手首から伝わってくる。

　冷たい風が吹きつけ、パラパラと降りだした雨がコートを濡らしていき、傘が街の中に色彩を与え、広がっていく。けれど、ふたりの周りだけ雨雲に隠された灰色の中で、くすぶっていた。

「さよならなんて……そんなこと、言うなよ」

　手首をつかまれたまま、花梨は涙がこぼれそうなのを歯を食いしばって止める。彼の瞳を見ると、自分の決意が揺らぎそうでうまく見られなかった。

「最初に〝さよなら〟って手を離したのは、悠ちゃんだよ。今までは……夢を見ていただけよ」

「今さら、そういうこと言うなよ」

　悠斗の声が震える。花梨の声も伝染したように震えてしまう。

「だって、私、仕事がしたくて上京してきたのに思い上がってばっかりだった。私の存在が悠ちゃんを苦しめるなら、周りを傷つけるだけなら、一緒にいられないよ」

「俺が君に『そばにいてほしい』って言ったんだよ。忘れたのか？　君は何も気にしないでいい。なんで先走るんだよ」

　もどかしげに声を荒らげる悠斗に対し、花梨は振りきるように声を張り上げた。

「できないよ。いろんなものを犠牲にしておいて、気にしないなんて……平気でなんていられない。無理やり一緒にいても、きっと、ふたりの間にわだかまりが生まれるはず。花緒ちゃんの時みたいに」

「……花梨」

「私、悠ちゃんだけは失いたくないって思ってたんだよ。同じように言ってくれてうれしかった。けど、一緒にいることで誰かを傷つけちゃダメだと思うの。私、そんなふうに冷静に考えたの。悠ちゃんだってわかってるでしょう？　大人の事情があるんだって」

「今の花梨は冷静じゃないよ。理解なんてできない」

「私だって納得できない」

「だったら」

「でも、さよならするの。もう、離して。行かなくちゃ。室長はオフィスに戻ってください」

　何度目かの青信号で、花梨は一気に駆けていく。悠斗は左折してきた車に足止めされ、追いかけることができなかった。

　花梨は振り返らずに走った。止められたら、きっと気持ちが揺れてしまうから。

　息を切らして走って、濡れた前髪をかき上げた。ポタポタとこぼれていく水滴が冷たい。身体がぶるっと震えた。ふと目に入ったショーウインドウ越しに見えたのは、両耳のピアス……ハチミツ色のトパーズ。悠斗と触れ合った日々が色彩やかに蘇ってくる。

（……ごめんなさい、悠ちゃん……）

　本当はクセッ毛で、完璧なストレートヘアにはなれないけど、彼が似合うと言ってくれるからストレートパーマをかけた。そばにいたくて、近づきたくて、リップを彼の車に投げ込んでキスをしてとねだった。

　甘えん坊の子猫には手を焼かされる、と彼が困っていたことを思い出す。人の波に押されたら肩を抱き寄せてくれたことや、ふたりで一緒に悠斗の部屋で過ごした時のことを思い出して泣けてきた。

（……困らせてばかりで、自分勝手でごめんね）

　どんっと誰かの肩が触れて、花梨の小さな身体が地面に投げ出された。刹せつ那な、膝にジンとした痛みが走る。

　都会の冷たい街の中では誰もが気にしないで通り過ぎていく。かえってそのほうがずっと気が楽だった。誰にもかまわれないでそっとしておいてほしい。少し雨宿りをしたら、約束している仕事に向かわなくちゃ。

　花梨は気力だけで持ちこたえて、兄の会社で取引先であるプレシャス本社に辿り着いた。

　青白い顔で震えていた花梨に、受付の女の子が何事かと驚いていて、担当者の松まつ永ながという女性をすぐに呼んでくれた。

「あたたかいところでお茶をしましょう。パウダールームがあるから、案内するわ」

　松永の親切心に感謝をして、花梨は少し笑顔を見せる。

「傘を忘れて……驚かせてしまって……申しわけありません」

「いいえ。私もそういうことが日常茶飯事なの。副社長の妹さんがこんなにかわいい方だなんて知らなくて……実は、先日の会食の席だけでなく、じっくり話をしてみたかったの」

　優しい人だな、と花梨は松永を見つめた。こんなとんでもない格好なのに、嫌な顔ひとつしないで、にこにこと笑顔を見せてくれて。

　あたたかいコーヒーをいただいてホッとしたところで、ようやく訪問の要件を切り出した。

「先日はありがとうございました。弊社とコラボレーションしていただく商品のコンセプトの書類とデータをお渡ししたくて」

「わざわざ、ご足労さまです」

　松永の笑顔にいくらか救われた。自分も松永のように仕事をきっちりこなして、周りに気を配れるようにならなければ、と気を引きしめ、外に出た。

　入社して三ヵ月、もう銀座で迷わなくなった。ここから花梨の会社がある日本橋までは、電車に乗ればふた駅ですぐに帰れるけど、今日は少し遠回りして帰りたい気分だった。

　なぜなら悠斗は今日、ずっと内勤のはずだから……。

　今は彼の顔を見たくない。

　日本橋に戻ってせっかく落ち着いてきた心が、オフィスが近づくにつれてまた緊張で波立ってくる。じんわりと涙が浮かんできたので、慌てて目尻を拭おうとしたら、寒くてかじかんだ手元が狂って、松永に借りた折り畳み傘が足元に転がっていく。

　拾わなくちゃ……と手を伸ばすが、思うように届かない。すると、誰かの黒い靴が目の前に見えてドキッとした。その人の手に傘を拾われて、花梨はおそるおそる顔を上げた。悠斗のことが思い浮かんだのだ。

「吉井さんに傘を差すのは、二度目だね。雨に濡れるのがそんなに好き？」

　拾ってくれたのは溝口だった。

　知っている顔を見て、ホッと胸を撫で下ろす。と同時に気まずかった。

「今、営業から帰ったとこ。吉井さんも？」

「うん……」

　もしかしたら泣いているのがバレてしまうかもしれない。ありがとうと言って、傘を早く受け取ってしまわなければ。

　けれど、溝口のほうが顔をのぞき込んできたから、花梨は隠す術すべがなかった。

「もしかして、泣いてるの……？」

　溝口が驚いている。

「ごめんなさい。ただ……少し、つらいことがあって」

　声が掠かすれていく。心がヒリヒリに焼けて痛い。誰かがそばにいてくれると、その優しさが心に染みて勝手に涙が頬を伝う。もう、限界ぎりぎりだった。

「吉井さん……」

「大丈夫だから、行って」

　そう言っているそばからポロポロと涙がこぼれてしまう。

　溝口は泣きだす花梨のそばから離れなかった。

「この間からずっとそんな顔ばっかりしてる。もう、俺……吉井さんのこと、ほうっておけないよ」

　傘の雨音が少し遠ざかる。冷えきった身体がぐいと抱き寄せられ、あたたかくなった。溝口が抱きしめてくれているのがわかって、花梨は離れなくてはいけないのに、そうはできなかった。

　どれほどそうしていたかわからない。身体中が寒気と火照りで自由にならなくなると、頭がぼんやりとしてそのまま意識が遠のいた。




　確か濡れていたはずだったのに、身体があたたかい……そう感じて瞼を開くと、明るい白の世界に目がくらみ、そばにいる溝口が上着を脱いで、すぐそばの丸椅子に座ったのがわかった。

「気づいた？　医務室だよ。熱が三十九度近くあったって。無理もないよ、あんなびしょ濡れだったら」

　ふいに目に入った時計。とっくに定時は過ぎていて、十九時半を指していた。

「仕事の報告……」

「ああ、大丈夫。俺が事情を話しておいたから。今日はこのまま少し休んで。落ち着いたら、帰り送っていくよ」

「……ありがとう、溝口くん」

「いいよ、このぐらい。俺は吉井さんのことが……気にならない日はないんだし」

「え？」

「やっぱ気づいてないんだ。俺が、吉井さんのこと好きだっていうこと」

　目と目が合って、がっかりしたような照れくさそうな顔で溝口が言う。

　花梨はまさかそんなことを言われるとは思わず、戸惑ってしまった。

「ごめんなさい……私……」

「いや、いいんだ。俺の勝手な片想いだし。ずっとかわいいと思ってて。一生懸命でいつも明るいところとか、とにかく好きで。ただの同僚っていうんじゃなく……つき合いたいって思ってたんだけどさ」

「あの、溝口くん、私ね……」

「うん、知ってる。如月室長のこと、好きなんだろ？」

　指摘された途端、胸をえぐられるような痛みが走り、花梨は口を噤んでしまった。

「見てればわかるよ。好きな子のことならなおさら。でも、それで吉井さんは幸せになれるの？」

　あの日に見た社内報のことを言っているのだろう。

　花梨は黙り込む。すると溝口に手を握られ、はじかれたように顔を上げた。

「きっと、この先、つらいことばかりだよ」

　心配そうに溝口が言う。そして花梨が落ち込んでいるのを見て、彼は慌てて否定した。

「いや、追いつめるつもりじゃないんだ。ただ、吉井さんにはいつも笑っていてほしいから」

　そう言って額をそっと撫でてくれた。優しい手の感覚だった。悠斗とは全然違う骨格だけれど、頼りがいのある大きな手だ。普段はツンと跳ねた髪が、濡れたあとだからぺしゃんこになっていて、なんだか新鮮だ。

　かっこいいと噂されるのはいつも悠斗だけれど、爽やかで男らしい溝口を気に入る女性が多いのも花梨は知っているし、彼のまっすぐで曇りのない性格は好きだ。けれど恋愛感情の好きとは違う。

「俺なら、吉井さんのこと泣かせない。俺と一緒にいたらきっと笑顔でいられるよ。だから……考えてみてくれないかな」

　溝口の真剣な表情を見て、花梨は自分が情けなくなってしまった。いろんな人に気にかけてもらって優しくされて、それなのに未練でいっぱいで泣けてしまうなんて。

「溝口くん、ごめんね……私、室長のことは……学生の時からずっと想ってて、すごく好きで……もうこんな恋はきっとできないって思うぐらい好きだったの……」

「……うん、知ってる」

「やっと振り向いてもらえたのに、私、自分から逃げちゃったんだ。さよならって言っちゃったの。こんな自分勝手な私に、幸せになる権利なんてないよ。だから……」

　花梨が張り裂けそうな声をあげると、溝口はより力強く手を握った。

「だったらなおさらだよ。いいよ、それでも。好きになってもらえるように努力する。吉井さんのかわいい笑顔が好きなんだ。俺、仕事でへこんでる時も、吉井さんの笑顔に救われたことがたくさんあったよ。だからそんな悲しい顔させたくないんだ。俺、振り向いてもらえるまで待ってるから。だから、俺のところにおいでよ」

　まっすぐな瞳を向けられて、力強い手に引き寄せられ、一瞬ドキッとした。

　つい、溝口の腕の温もりに頼りたいと思ってしまった。心が弱っているだけで、好きではないのに……。

「ずるい……こと考えちゃうから、ダメだよ……」

　花梨は絞り出すように言って、溝口の手を押し返した。

「俺のほうがずるいね。弱ってる吉井さんにこんなこと言って。だから、自分を責めたりしなくていいよ。ごめん……」

　溝口が抱きしめてくれて、当たり前のようにそうしてくれた。

　花梨は「ううん」と首を振り、声を押し殺して泣いた。

　心の中には変わらず悠斗がいる。もう五年もの間、誰も好きになれなかった。彼しか……いなかった。

『さよならなんて……そんなこと、言うなよ』……掠れるような悠斗の声が、いつまでも鼓膜から離れていかなかった。







第十章　君を心から愛してる　～悠斗ＳＩＤＥ～










逃げないで




　年が明けて悠斗は、花梨の研修試験の結果がよかったことにホッとし、彼女の様子を気にかけた。言うならば彼女は、自分との未来よりも仕事を選んだということだ。

　だが、『さよならする』というのは彼女の本心じゃないはずだ。なぜ突然あんなことを言いだしたのか、理由があるに違いない。それでも今彼女を問いつめてしまったら、なおさら傷つける気がして近づけなかった。

　せめて、上司としてひと言声をかけてやりたい。花梨のがんばりを評価してやりたい。でも、この状況ではそれもためらわれた。

　楽しげな溝口の声が聞こえてきて、悠斗はデスクから第一企画室のフロアを眺めた。

　時計は昼過ぎを指していた。そろそろ社員がランチに出ていく時間だ。大体この頃になると、花梨は溝口と幸恵と揃って出ていく。今までのオフィスとなんら変わりのない日常だ。

　溝口がポケットからチョコレートのスティックを出して花梨に言った。

「はい、吉井さんこれ、午後の糖分補給に。ブドウ糖」

「ありがとう」

「栄養菓子の企画もサポートしていきたいんだよね。俺も学生の時はこれに助けられた」

「私も高校の時は朝よく食べてて、ドリンクバージョンが出た時は、びっくりした」

　和気あいあいと楽しげに話しているふたり。悔しいが、自分の出る幕はどこにもない。

　溝口が落ち込んでいる花梨のそばにいて、それで彼女の笑顔が少しでも戻るなら、それでいいのかもしれない。ふたりに〝ただの同僚〟としての気持ちしかないなら、そう思っていられる。でもきっとそうじゃない。

　そうじゃないなら……気が狂いそうになる嫉妬が、腹の中にたまっていくのがわかる。

　自分は振り回すだけで何もしてやれていない。花梨は溝口のような男といたほうが幸せになれるんじゃないかという葛藤が湧き上がる。それでも……。

　ブリーフケースの中から手帳を取り出し、間に挟んでいた招待状を開いて日付を確認する。

　一月十四日。土曜日の午後……。

　大学時代の仲間で、建築デザイナーとして活躍している桜井雅まさ希きが結婚する。報告を受けた時、相手は高校時代に好きだった彼女と言うので、悠斗は驚いた。なんでも同窓会で再会してそういう流れになったという。縁というのは本当に不思議なものだと思う。

　そして花梨と自分の縁も……。

　雅希の妹に、朝子という花梨の同級生がいる。ふたりは仲がよかったから、花梨は必ず出席するだろう。社内で声をかけられないなら、その時にきっかけを作るしかない。




「失礼します。悠斗さん、この日のスケジュールを確認していただきたいのですが」

　開きっぱなしのドアに、軽く二回ノックする音が聞こえたあと、茜が入ってきてドアを閉めた。悠斗は招待状を手帳に戻してブリーフケースに仕舞い込み、顔を上げた。

「俺に、個人秘書は必要ないと言ったはずだけど」

　悠斗が冷たく返事をすると、茜も表情ひとつ変えないで反論した。

「慣れていただかないと。将来あなたにお仕えするためにも」

　事務的に言う彼女の瞳は、相変わらず冷たい氷のようだ。

「何もせず欲しいものを諦めるのは、本当に正しいことなのか？」

　悠斗は茜に投げかけた。彼女の細くて尖った爪の先が、きゅっと書類に食い込む。

「何度でも言うよ。俺は君を愛せない。君も俺を愛することはできないだろ。なぜなら君にはほかに想っている人がいる……なぜ、動こうとしない？」

　茜は意表を突かれた顔をした。悠斗が自分と五十嵐のことを言っているのだとわかったようだ。彼女の唇が薄く開かれ、微かに震えた。ひたすら感情を抑え込んでいるように見えた。悠斗は視線を逸らさずに茜の回答を待った。

「……大切だから。彼のことが痛いほど好きだからよ……でも、一緒にいるのは許されない。私が藤田家の娘である限りは、彼はあの家の使用人でないといけないの。昔から藤田家と五十嵐家は、切っても切り離せない関係なのよ。私だけの問題じゃないの」

　迷いながら絞り出した茜の声からは、五十嵐への想いの深さが伝わってくる。

『痛いほど好き』……悠斗は花梨がさよならを告げた日のことを思い出す。

「家族の思いを無視するわけにいかないわ。だから、吉井さんもそうしたんでしょう」

　茜がそこまで言って、ハッと口を噤む。

　悠斗は眉を寄せた。

（花梨もそうした……だって？）

「それは、どういうことだ？　彼女に何かしたのか」

「何もしていないわ。重役会議には、悠斗さんも出席していただきますので、よろしくお願いします」

　焦った様子で口早に言うと、茜は一礼をし、くるりと背中を向けた。

　今はこれ以上追及できない。彼女の全身からは、精一杯気持ちを抑え込んでいるのが伝わってくる。それが花梨と重なって見えた。

　悠斗はデスクから立ち上がった。ドアを開けると、向こう側から開けようとした主にぶつかりそうになり、「悪い」と声をかける。

　ドアを開けた主は、書類を手にした花梨だった。

「私のほうこそ、すみません」

「何？　これから会議なんだ。急ぎじゃない書類ならあとにして」

　できるだけ普通に接したつもりだが、花梨は視線を合わさない。いつも相手の目を見てしゃべる子だったのに、悠斗のネクタイの辺りから目を離そうとしない。

　そして、彼女は意を決したように顔を上げた。

　丸くてアーモンド形のぱっちりした瞳が揺れて、カールした睫毛が震えるように瞬きをする。ほんのりチークの乗った甘い顔。淡いパールがかった桜色のリップがよく似合っている。彼女の笑顔はいつもかわいらしく、砂糖菓子を含ませたような甘い気持ちにさせられるのに、さっき溝口としゃべっていたような元気な笑顔が見えない。

「……室長には研修中、大変お世話になったのに、まだお礼を言ってなかったので。研修後の配属も、第一企画室になりましたので、今後も引き続き、ご指導よろしくお願いします」

　花梨が勢いよく頭を下げる。

　悠斗はもどかしさを振りほどくように答えた。

「そんなかしこまったことはいいよ。とにかく試験も無事に終わってよかった。がんばってたもんな」

　手を差し出すと、花梨の瞳がますます揺れた。

　上司として彼女をねぎらうつもりで、悠斗は手を引っ込めなかった。

　そっと細い指が手を伸ばしてきて、きゅっと握手に応じる。ずっと触れていたかった小さな手の指先の感触だけで、彼女に向かう気持ちが巡るのを感じる。

　〝花梨……〟と、自分のほうこそオフィスであることを忘れて呼びたくなった。

　抱きしめて、キスをして、離さないで……そんなふうにずっと捕まえていられたらよかった。あの日逃がしてしまったことを悔やんでも、仕方ない。五年前だってそうだったはずじゃないか。距離を縮めるきっかけはいつも彼女からもらっていたんだ。それなら今度は、自分からつかみにいかなければ。ふたりの関係を新しく始めると決めたのだから。

「一月十四日、俺も行くから」

　意を決して伝えると、花梨は困惑したように見つめてくる。

「必ず。だから……今度は、逃げないで」

　悠斗は言って、花梨からの返答が怖くて背を向ける。戸惑う彼女が何かを言おうとする空気を振りきって、フロアを出ていく。

　彼女の返事はいらない。今は抱きしめることも、想いを告げることもできないから、せめてそれだけ言っておきたかった。

　彼女の笑顔が見たい。あんな作り笑顔じゃなくて。

　こんなにも、呆れるぐらい夢中で、彼女が好きで仕方なくて……この想いをどうしたら伝えられるか、悠斗はそれだけをずっと考えていた。










君を守りたい




『初めまして。花梨です』

　初めて花梨を紹介された時、彼女はほんのり頬を染めてはにかんだ笑顔を見せた。

　吉井家のリビングで紅茶を淹れてもらっていた時のことだ。テーブルを挟んだソファに悠斗と花緒、そして向かい側に花梨が座った。

　当時、女子高に通っていた花梨は、今より少しぽちゃっとした頬をしていて、毛先を内巻きにカールさせていた。

　ぱっちりとした二重で、猫のようなアーモンド形の目や甘えた唇がとてもかわいらしく、初対面の悠斗の心を知らずにくすぐった。

　それから花緒の家に遊びに行くと、花梨は必ず顔を見せるようになった。まるで自分を待っているかのように、花緒よりも先に玄関で出迎えてくれた。花梨が自分と同じ大学に進学を決めてからは、そのうち、花緒と約束がなくても会うようになった。

　無邪気で無鉄砲で猫のように愛らしい彼女は、男心を知らず知らずにくすぐるタイプだ。どこか危なっかしくかまいたくなる存在で、妹がいたとしたらこんな感じなのだろうかと思った。

　ある日、大学の講義が終わってから、花梨と肩を並べて歩いている時だった。

『花梨ちゃん』

　呼ぶと、花梨は何か考えついたように言った。

『私のことは花梨でいいです。その代わり、〝悠ちゃん〟って呼んでもいい？』

　好奇心に満ちた丸い瞳が、催促するようにキラキラとする。なんだかおかしくてつい笑った。

『別にいいけど』

　その瞬間、ぱっと花を咲かせるように輝いた表情は忘れもしない。

『……悠ちゃん』

　彼女はうれしそうに、照れながら名前を呼んだ。

　あの頃の花梨と今の彼女は少しも変わらない。けれど自分の想いは、あの頃とは全然違う。

　あの時の自分は、花緒の美しさに憧れて好きになって、つき合うことができて舞い上がっていたのだと思う。初めてつき合った女性。初めて覚えたキスやセックス。悠斗は溺れるように花緒に夢中になった。いつも前向きで輝いている花緒は、本当に魅力的だった。

　だが、そんな甘い時間は長くは続かなかった。ひとつ年上の彼女は、自分より先に就職を決める。花緒は自分の望む道を進むため、離れていこうとした。悠斗はそれを止めることができなかった。

　一緒にいる時間が減ったら、心まで離れてしまうと思い、花緒が東京へ行くと決めた時、快く受け入れられなかった。素直に〝おめでとう〟という言葉をかけることができなかったのだ。それが花緒にとって重荷になったのだろう。別れを切り出されたのはそのあとだった。

　花緒と別れてから、当然吉井家には行かなくなった。大学で花梨と会っても避けるようにした。時々、寂しそうに見つめる花梨に心が痛んだが、彼女の妹として会っていたのだから……別れた以上、他人だと思っていた。しかし、花梨にとっては違った。

『花緒ちゃんと私は違うから。妹じゃなくって、女の子として見てほしい』

　花梨は今までにない凛とした瞳で、そう言ったのだ。




　それから、ふたりでまた会うようになった。前よりもぎくしゃくしていたが、花梨といることで悠斗は失恋の痛みを和らげていたのだと思う。

　花梨は本当にペットの猫のように、そっとそばに寄り添って離れなかった。彼女は無邪気に笑って、そして悠斗を癒やしてくれた。

　悠斗が大学四年になり、就職を決めた年のクリスマスの夜。

　悠斗は花梨に別れを告げるか否か悩んでいた。

『……私じゃ、やっぱりダメなの？　恋人にはなれないの？』

　花梨はさよならを言われるのを予感していたのだと思う。

『花梨……』

『ずっと悠ちゃんのことが好きだった。最後でいいから、抱いてほしい』

　それまで抑えていた激しいイラ立ちや葛藤が、悠斗の衝動を突き動かし、むさぼるように彼女を抱いた。自分のすべてを受け入れてくれる彼女に甘えてしまった。彼女に触れるまで、初めてだとは知らなかった。それでも悠斗は花梨の〝初めて〟を奪ったのだ。

『……どうして、君はそうなんだよ』

『好き……だから、忘れたくないの。私がちゃんと憶えていたいの。最初の人は悠ちゃんがよかった。だから……』

　悠斗を受け入れようとし、彼のために離れようと決意をした花梨。いつも悠斗を想って、苦しいのに耐えようとする。そんな花梨を想うとやりきれなかったし、胸が痛かった。罪の意識ばかりが悠斗を苦しめた。

『ごめんな……。俺、こんな自分勝手に花梨とはつき合えない』

『……悠ちゃん、私だったら平気だよ。だから』

『俺が許せないんだ。自分のことが……ごめん』

　〝行かないで〟……そう言えない代わりに、彼女の今にも涙がこぼれ落ちそうな、無理をした笑顔がそう告げていた。彼女が追いかけてきても、新幹線に乗るまで振り返らなかった。新幹線が発車してからようやく振り返ると、駅のホームで彼女が泣いているのが見えた。

　その時初めて後悔した。

　自分が想っていたのは、花緒ではなく花梨だったのだと気づかされた。

　就職で仙台を離れたあとも誰かと恋をしようとするたび、花梨の泣き顔や笑顔が脳裏に蘇った。

　――あれから約五年。

　不思議な縁が、再びふたりを近づけた。

　惹かれずにはいられない熱い想いが、胸を焦がしている。

　彼女を幸せにしてやりたいと思う。今、心から……大切に想う。




　悠斗は先日の茜の言葉から、父の経営する如月グループのみならず、レストランを経営する花梨の実家にまで圧力がかかっていることを悟った。

　すかさず如月グループの本社を訪れ、父の慎しん哉やに会いに行くと、父はこちらから切り出す前に話し始めた。

「藤田社長に……『君には裏切られた』と言われたよ。今、力を入れているチェーン店拡大の共同プロジェクトを下りたいと願い出られた」

　……やはり、と悠斗は思った。

「私は、藤田社長に恩義がある。だが、今言った恩義というのは、あくまで私が抱えているものだ。おまえには最初からその義務はないんだが……」

　と慎哉がため息をつく。

　悠斗の父と藤田社長は、昔から互いに支え合うかたちでそれぞれの会社を大きくしてきた。今回のことでその関係に、亀裂が入ろうとしている。相手のやろうとしていることは大がかりだが、言い分は子供じみている。悠斗には藤田社長の卑劣な行為が許せなかった。

「あちらは良家で世襲制だからね。跡継ぎを欲しがるのはわかるんだ。しかし、それにしては……」

「理解に苦しみます」

「ああ、そうだな。藤田社長が躍起になるのは、長女の葵あおいさんがスペインに留学した時にバイオリニストと駆け落ちしたから、というのもあるんだろうね。社長の体調もよくないということを聞いている。しかし、今回の件はまいった。まあ……いろいろ手を打とうとは思っているが……」

　慎哉はそこから黙り込んで、深いため息をつく。

　悠斗も茜からその事情は聞かされていた。跡継ぎになるべき長女の葵が家を出たことで、次女の茜に対するプレッシャーは相当強まっただろう。葵の駆け落ちで落胆した父の姿を見た茜は、自分までそうすることは許されないという思いを膨らませたに違いない。

　でも茜が本当に望んでいることは、自分との結婚ではない。愛する人と一緒になることだ。悠斗が花梨を想うように……。

「それで、おまえのほうは大丈夫なのか？　大切な人がいるんだろ？」

「はい。彼女や彼女の家族を巻き込むのは、どう考えても不条理ですから」

「ひと筋縄ではいかない相手だぞ。おまえの立場が危うくなるんじゃないか」

「その時はその時、覚悟はしています。たとえ会社を追われても、大切なものを失うわけにはいきません」

　悠斗の腹が据わった様子を見て、慎哉は頷く。

「おまえのことだから、考えがあるんだろう。こちらのことは気にするな」

「すみません。今になってご迷惑おかけします」

　悠斗はそう言い、頭を下げた。

　恩義があるからといって、引き下がっていい問題ではない。社会人になってから地位や名誉がどれほど大事なことか学んだつもりだが、それ以上に人の人生は大切だ。たったひとりしかいない彼女を自分の手で守らなければ。

　悠斗は決意を新たにした。










愛してる




　結婚式は、仙台駅からすぐの英国ふうの一軒家レストランで行われる。

　悠斗は挙式には間に合わなかったので、午後の披ひ露ろう宴えんから参加する。

　受付で芳名帳に記入を終え、ブライズルームから出てきた友人、雅希と新婦に祝福を告げ、すぐに花梨の姿を探した。

　披露宴は、百名ほど集まったカジュアルなウエディングパーティーだった。席次表を確認すると、悠斗と花梨は隣同士のテーブルだった。

　食事はビュッフェ形式で、花梨は友人と集まって談笑している。淡い桜色のカクテルドレスを着て、やわらかい羽のようなボレロを肩に羽織っている彼女は、シャンパンを口にしながら同級生と和やかな笑顔で会話を弾ませていた。

　悠斗が花梨のほうへ近づこうとすると、あからさまに避けようとするのがわかった。そして隙を見るかのように会場のドアを開き、そのまま出ていこうとする。悠斗は花梨のあとを追いかけた。すぐに追いつき、花梨の細い腕をつかんで、逃れようとする彼女の肩を強引に抱き寄せた。

「花梨、待って。どうして逃げるの」

　息を切らして悠斗が言うと、か細い声が小さく耳に触れる。

「……仕事以外では、やっぱり、会ったらいけないと思って……」

　下手な言いわけを並べるかわいらしい唇には、淡いピンク色のリップが乗せられている。おそらくプレシャスの……花梨が悠斗の車に投げ込んできたものだ。あの時の花梨の笑顔を思い出しつつ、目の前にある正反対の悲しい顔を見て、胸が苦しくなる。

「会いたかったよ。俺は死ぬほど……君に会いたくて仕方なかった」

　悠斗は花梨を胸に抱き寄せた。前にこうして触れた時よりも細くなった気がする。もっと力一杯抱きしめてしまいたいのに、壊れてしまいそうでためらってしまう。

「そんなこと……言わないでよ。私たちもう別れたんだから」

　淡々と花梨は言いきるけれど、それは自分に言い聞かせているだけだ。震える声がそれを物語っている。

「別れたなんて思ってない。君が一方的に早まって答えを出しただけだ。お互いの心が離れたわけじゃない」

　悠斗がきっぱりと言うと、花梨が見上げて涙をためていた。

「じゃあ、どうしたらよかったの？　こうするしか……できないのに」

「誰のためとかじゃなく、正直に言って。藤田に何を言われた？　社長から呼び出されて何を取引された？　それとも君は彼女と同じように好きでもない男と一緒になるつもりか？」

「違う、誤解してるわ。溝口くんは、そういう人じゃない。ただ……」

　花梨が言いかけて口を噤み、悠斗を見上げた。

　あの日の終業時刻、花梨が倒れて溝口がつき添っていることを報告された。溝口が花梨を自宅まで送っていったのも知っている。あのあとから明らかにオフィスの中でふたりの関係性が変わったと空気でわかる。

「君が誰を選ぼうと……それは逃げるための一時的な場所でしかない」

「私の気持ち、わかってないよ。悠ちゃんはやっぱり大企業のエリート御曹司だし、〝上司と部下〟っていうだけじゃなくて、私とは住んでる世界が違うのよ」

「何が違うの？　同じ会社にいて、君のそばにいて、こんなふうに触れられる距離にいるのに、俺の何が君と違うんだ、教えてくれ」

　悠斗は冷静に問いただした。一緒に興奮したまま言い合っていたのでは、話が進まない。けれど、悠斗のほうも限界にきている。彼女に触れられないもどかしさに、彼女を求めたい想いがますます募るばかりで。

　会場のドアが開いて賑やかな声が聞こえてくると、悠斗と花梨は言い合いをやめた。

「せっかくのお祝いの席で、言い合いをすることじゃないよね」

　花梨が睫毛を震わせ、ぽつりと言った。

「このあと、駅の近くのホテルに泊まる予定なんだ。君は？」

「私は、実家に帰るつもりでいるの。お父さんに……会いたくて」

　花梨は言いたいことを呑み込むように唇を噛みしめる。

「少し、冷静に話がしたい。君もそんなんじゃ戻れないだろ」

　冷静になりたかったのは悠斗自身だ。そして、きっと冷静なままでいられないこともわかってる。




　悠斗は宿泊先のホテルの部屋に花梨を連れて入り、身がまえる花梨を見つめた。そして花梨にそっと近づいて彼女を自分の胸に寄せ、きゅっと抱きしめた。まるで飼い主に捨てられた猫みたいに震えている。

　悠斗はいたたまれなくなり、瞼をぎゅっと閉じる。抱きしめると、彼女からはいつもの甘い匂いがした。

「……俺を本気で忘れる気なんだったら、なんでそのピアスしてるの？」

「大切だから……悠ちゃんが、くれたものだから」

　花梨の細い指が、悠斗の背にすがりつく。

「別れるって言うくせに、そうやって俺を忘れようとしていない。矛盾してるよ、花梨」

　言ってるうちに、声が自然と掠れた。ひどく渇いている自分の心を表しているかのように。

　こんなにも好きだから、そんなに簡単には忘れられない。そういう自分も、花梨からもらったカフリンクスを今日もここにつけている。

「俺も大切に想ってる。離れたくないって想ってる。かたちだけ離れて、何が変わる？　新しく関係を始めよう、ってふたりで決めたんだろ」

　唇を開きかけて、花梨が押し黙る。

　好きな気持ちは変わらないどころか、ますます募るばかりだ……悠斗はそれを身をもって感じている。

　花梨は迷いながら、小さな声で言った。

「この間ね、お父さんが倒れたの」

　それを聞いて、悠斗は思わず花梨から身体を離した。

「……君の、お父さんが？」

「うん。大事には至らなかったけど、過労じゃないかって。私にはどうにもできない力が動いていて、それで全部が壊れていきそうな気がして、怖くて」

　花梨は青白い顔で思いつめるようにうつむいた。

「……君の家に圧力がいったんだな。だから……俺と離れようとしたんだ。上司と部下として線引きをするなんて口だけだ。そうだろ？」

　悠斗はすぐに察した。

　花梨はびくりと肩を震わせる。

「ごめんね。悠ちゃん、私……家族を放り出して上京してきた。お父さんもお母さんも、本当は残ってほしかったはずなのに応援してくれたんだよ。だから、私の事情でお父さんに苦労をかけちゃいけないの」

　悠斗は、花梨の頬に両手を伸ばして触れた。今にも泣きそうに震える花梨が、ただ大切で愛しくて。

「君が自分を責めることなんかない。これは、君だけが抱える事情じゃない」

「でも……」

「俺が守るから。君を、それから君の家族も。今の俺にはそれができる」

「……ダメだよ。悠ちゃんのそばにいたら私、悠ちゃんの重荷になっちゃう。そのことで後悔する日がきっと来るから。だから離れようって……」

　花梨がついに本心を漏らし、ハッと口元に手をあてがう。

「じゃあ聞くよ？　『さよなら』って言って君は、後悔しなかった？　俺はずっと後悔してきた。君を傷つけて残してきたことを。ずっと忘れられなかった。もう触れるべきではないと思っていたけど、君が歩み寄ってくれたことで俺は決めたんだ。もう二度と君を悲しませないし、さよならは言わないって」

「悠……ちゃん」

「花梨、今度こそ君を幸せにしたい。だから、君と君の家族を守らせてほしい」

　悠斗が花梨の頬にそっと指を這わせると、今にも泣きだしそうだった彼女の目尻から、透明な粒がぽろりとこぼれてくる。

「こんなに俺を夢中にさせて、それで離れていくっていうの？　そのほうがずっと俺には、こたえるよ。花梨……」

　髪を撫でて、唇を近づける。顔を背けようとする花梨。悠斗はそうさせないで強引に唇を押し当てた。

　きつく結んだ唇を舌で舐めて、ついばんで、浅く開かれたそこへ舌をねじ込んだ。やがて瑞みず々みずしい舌が絡む。花梨が戸惑いながら逃げるのを執拗に追いかけて、キスの濃度を上げていく。花梨が胸を押してきた拍子に、悠斗はそのまま彼女をベッドに押し倒した。

　ふたりの重みでベッドが弾む。

「……抱かせて。もう一度、俺を好きだって言って」

「やっ……ダメ……」

　花梨が腕の下でもがく。彼女の細い爪が布越しに突き刺さる。

　彼女の抵抗にもかまわず、悠斗は花梨の首筋にキスをして、やわらかな胸に触れた。そして背中に腕を回し、耳たぶに口づけしながらドレスのファスナーを下げていく。

「悠ちゃん、ダメ……」

「好きだ、花梨……君の気持ちを確かめさせて」

　花梨の瞳が戸惑いで揺れる。悠斗は彼女のうっすらと色づいたキレイな肌に、いくつも痕あとをつけた。赤い華がいくつもにじんで咲いていく。そのたびに花梨の甘くて切ない息遣いが耳を弄ろうし、想いが抑えきれなくなる。

「……花梨……」

　名前を呼びながら、ドレスを脱がせていく。いやいやと花梨がかぶりを振るが、悠斗はやめなかった。

「……悠ちゃん……ダメなの、……嫌……」

「本気で嫌なら、もっと本気で抵抗しなよ。そしたらやめるから」

　花梨の息が上がっている。ドレスが脱げてやわらかい胸が上下に荒い呼吸で揺れていた。

　手のひらに包んで優しく頂にキスをすると、びくりと震える。悠斗はそこを唇や舌で荒々しく愛撫した。優しくしてやりたいけれど、もうできないかもしれない。すぐにも奪ってしまいたい欲求が駆け上がってくる。

「……脚を開いて……」

「ん、ダメ……」

「ダメって言ってもするよ。君の気持ちが知りたいんだ……」

　彼女の下腹部に手のひらを這わせ、下着の中へ入れる。抵抗しながらもキスで感じているのがわかる。甘い吐息とともにゆっくりと指を湿らせていくのだから。

　悠ちゃん……とか細く声を漏らして、きゅっと眉根を寄せ、花梨が腰を浮かせる。悠斗は逃がすまいと指を奥まで挿れた。

「あっ……あぁっ……」

　彼女の中は言葉とは裏腹に、まるで甘えるように絡まりついて離さなかった。

「こんなに感じてるのは、なんで？」

　拒んでいるのは表面だけで、身体はこんなにも熱い。絡みつくように悠斗を求めている。

　悠斗は花梨の下着を最後まで脱がせて、自身もベルトを外した。シャツを脱いで上半身をさらし、逃がさないように花梨の中に指を入れたままキスをして全部を裸にした。

「……はぁ、ダメ……っ」

　最後を拒んだ花梨が、脚を閉じようとする。だが悠斗は花梨の脚を開かせ、濡れている場所へ、熱く猛たけった自分を一気に押し込んだ。

「……ああっ……！」

　彼女は窮屈に締め上げながら、細い腕を伸ばして、すがりついてくる。悠斗は何度も押し入って、彼女の中に想いの丈を、彼女への情熱をぶつけた。

　息もできないくらいのキスをして激しく求め、腰を密着させて求めるまま突き上げていく。やわらかい胸に触れながら、感じて硬く実るそこをもてあそんで、こぼれてくる甘い吐息を耳で感じた。

「名前を呼んで……花梨」

「……悠っ……」

「花梨……」

　自分がこんなにも不器用な人間だったなんて、思いもしなかった。

　こうすることで彼女が傷ついてしまうかもしれないのに。

　あの頃と違うのは……強引にしてでも、離したくないぐらい好きだということ。その気持ちが花梨に届かないのが苦しくて仕方なかった。

「愛してる……」

　求めながら、自然と紡がれていく悠斗の声に、花梨の瞳が揺れた。

　狂いそうになる熱が背を駆け上がり、互いの限界にいつもより早く近づいた。

　互いの脈が吸い上げるように密着し、入り交じる息遣いと、いくつか重ねたキスのあとで、ゆっくりと鼓動と火照りを抑えていく。

　悠斗は行為を終えたあとも、花梨を抱きしめて離さなかった。

「……君は、やっぱり俺のことが好きなんだ。もうほかの男のところに行こうとするな。できるわけがないってわかってるだろ」

　花梨は涙を拭いながら、悠斗を責めた。

「……ひどいよ……ずるい……もう、こんなふうに抱いたりしないで」

「ごめん。こっちにおいで」

　花梨の腕を引っ張り上げ、向かい合わせに座らせる。

　悠斗は、ベッドの下に落ちたスーツのポケットから赤いべルベットの箱を取り出した。

　その中にはハートにカッティングされたダイヤモンドの指輪が入っていた。立て爪のダイヤモンドの隣には、花梨の誕生石であるルビーが添えられてある。それをプラチナのチェーンに通し、花梨の首に通してやった。

　昨年からずっと考えていた。どうしても、彼女に自分の気持ちを伝えたくて。

「もう、二度と離したくないんだ、君のこと……。どれだけ花梨が忘れようとしたって、俺は君を憶えてるよ、ずっと……」

『憶えていたいの。悠ちゃんのこと』

　彼女を初めて抱いた時、自分にそう言ってくれたように。

　だけど、あの頃の花梨のようにさよならを覚悟して告げたのではない。ずっと一生そばにいるつもりで告げた。

　戸惑う花梨を目の前にして、もう一度しっかり伝えたくて、彼女の大きな瞳を見ながら本当の気持ちを言葉にした。

「愛してる……花梨」

　花梨の瞳が揺れる。

「君を心から愛してる」

　その言葉を聞いて、花梨が微かに頷いてくれたような気がした。

　最後に重ねたキスはあたたかく、喉の奥に苦くとどまっていたものが、ゆっくりと溶けていくようだった。

　もう、悠斗の中にひとつも迷いはなかった。







第十一章　ここでキスして。










Love with all my heart




『愛してる』

　悠斗が言ってくれた言葉を思い出しながら、花梨は胸元に手をやった。

　ネックレスのチェーンが揺れる。ハート形にシェイプしたダイヤモンドと、その脇にルビーを添えたプラチナのリングが指に触れる。

（私の誕生石、覚えていてくれたんだ）

『君を心から愛してる』

　瞳を逸らさずに悠斗が言った。

　でも、花梨は自分の今の気持ちをどんなふうに伝えていいかわからなかった。うつむいていると、指輪の内側に文字を見つけた。

　そこには『Love with all my heart』と文字が彫られていた。

「……Love with all my heart」

　花梨が意味を知りたくて顔を上げると、悠斗は睫毛をそっと伏せた。

「一方的に別れるなんて言われると思ってなかった。俺は君に、いつまでも好きでいてもらえてるって、甘えていたんだと思う。本当は、もっと幸せな顔をさせて渡したかった」

　悠斗はそう言い、花梨の胸元に揺れるリングにそっと触れた。

「自分で書いた文字を、そのままリングに写して彫金してくれるんだよ」

「……これは悠ちゃんの字？」

「ああ、君に一番伝えたい気持ちだ。君が、俺と同じ気持ちになってくれた時は……薬指にはめさせて」

　悠斗がこんなに自分を想ってくれていることに心を打たれ、泣いてしまいそうだった。

「私に……もらう資格なんてあるの？」

　声が震えてしまう。さよならを告げて、自分から悠斗を遠ざけてしまったのに。

「君以外に、俺がその言葉をあげたいって思う人なんていないよ」

　悠斗の大きな手が優しく頬に触れる。

　花梨は悠斗を見つめた。悠斗の澄んだ瞳が優しく見つめ返してくる。彼の気持ちがうれしいのに言葉が出ない。

（こんなにも好き……愛してる。同じ気持ちなんだ、って伝えたいのに）

「花梨」

　名前を呼ばれて愛しさばかりが募る。胸が張り裂けそうなほど痛かった。

「俺を信じて。これから一緒に行こう。花梨の実家に」

　悠斗がぎゅっと抱きしめてくれる。悠斗の愛情が前よりずっと強く自分に向けられているのを感じる。

「俺についてきてくれるね？」

　花梨は悠斗の腕の中で頷く。

　次に求められたキスは……今までで一番優しいキスだった。




　花梨は力が抜けてしまい、一歩も動けないでベッドに座り込んでいたが、悠斗はもうここを出る気だ。

　ワイシャツを着て、袖をとめる。そこにあの薄紫のグラデーションがキレイなカフリンクスを見つけた。大事につけてくれているとわかると、なおさら切なくなった。

「花梨も着替えて。一緒に出よう」

「……うん」

　手を差し伸べられて、花梨はそっとその手をつかんだ。

　少し前までなら引っ張ってじゃれついて困らせて、それで笑って……そうして幸せでいられたのに。今は素直にそうできない自分がいる。

　背の高い悠斗の耳に少しかかるサラサラした髪を見つめた。横顔からわかる彼の瞳の色はいつものように澄んでいる。

　どんな想いで彼はこのリングを選んでくれたのだろう。

　ふたりの関係をまた新しく始めたいと望んだのは自分のほうなのに、勝手に逃げ出してしまった。それなのに悠斗は受け止めてくれた。

　彼についていきたいと願ったけれど、彼のために何ができるだろう、家族のために何ができるだろう……不安はやはり尽きなかった。




　仙台市の中心地を一本で走る地下鉄に乗り、十五分ほどで実家の最寄駅に到着する。

　実家を訪ねると、玄関先でちょうどよく退院していた父の浩こう一いちと兄の涼介が揃って顔を見せた。涼介も心配して帰ってきていたのだ。

　花梨は父の元気な顔を見て、さらに涼介がいたことで心からホッとした。驚いたのは逆に家族のほうだった。

「まあ……ふたり揃って」

　母の華絵は口元に手を当て、悠斗に目を向けた。

「ご連絡もしないで、突然申しわけありません。お邪魔してもよろしいでしょうか？」

「もちろんよ。どうぞ上がってくださいな」

「やあ、この間はうちの松永がどうも」と涼介が挨拶をする。

「こちらこそ、イベントの件ではいろいろとありがとうございます」

　悠斗が礼を言うと、華絵が「さあ、寒いから中にどうぞ」と促した。

　華絵が玄関の靴を並べ直しながら、花梨と悠斗のことを見る。華絵は、悠斗と花緒がつき合っていたことも、花梨が悠斗を慕っていたことや、悠斗がいなくなって沈んでいたことも知っている。何か勘ぐっているのかもしれない。

　悠斗と一緒にリビングに入ると、華絵が「お茶でも」と言い、やかんを火にかけた。

「お父さん、もう大丈夫なの？」

　花梨が父の様子を気にすると、浩一が照れくさそうに言った。

「娘がどっちも嫁に行かないうちは、そうそう倒れていられないよ。長男もしばらく結婚する気はなさそうだしなぁ」

　浩一が涼介をつつくと彼は肩をすくめた。

「花梨のね、赤ん坊の頃の写真なんか出してきて、『孫がいたらいいなぁ』なんて言うから、本気で心配したわ。ちょっとがんばりすぎたのね」

　お湯が沸いて、あたたかい紅茶を淹れてくれる。

「そういうお母さんも大丈夫？」

「ええ。あなたたちが来てくれたから。悠斗さんはいつまで？」

「僕は、明日には帰ります」

「あら、せっかくだからゆっくり……というわけにはいかないのかしら」

「そうしたい気持ちはありますが、仕事を休めなくて」

「ふたり揃って来たっていうことは、何か特別な報告でもするのかな。ふたりがおつき合いすることになったとか」

　涼介が口を挟んでくる。華絵と浩一が揃って正座をするので、悠斗と花梨は目と目が合い、互いに沈黙してしまった。

「……先に悪い話を言っておこうか」と浩一が華絵と顔を見合わせて言う。

　華絵も頷いた。

「実はね、つい先日、藤田社長の秘書という方がこちらにいらっしゃったよ」

　浩一が観念したかのように言う。ここに悠斗が来た意味が、別のところへあるのを悟ったようだ。

「必ず、なんとかしますから。僕のせいで申しわけありません」

　悠斗がそう言って頭を下げる。

「まさか、こんなことになるとは思わなかったけれど、万が一何かあっても、決して君を恨むようなことはないよ。こう見えてツテもいろいろあるからね、心配しないでいい。それよりも……老い先が短いわれわれのことよりも、ふたりのことをしっかりと考えてほしい。悠斗くん、どうか……頼りない娘のことをよろしくお願いします」

「……お父さん」

　思わず花梨は口を挟んだ。

「一番末の甘ったれが、東京に出て毎日どうしているのか気になっていたんだよ。ホームシックにでもなって、泣きつく相手も見つからないんじゃあね。悠斗くんがそばにいるなら、安心だと思って。なぁ」

　浩一が華絵に話題を振ると、華絵は花梨のほうを見て優しく微笑む。

「花梨が悠斗くんのことを好きなのは……わかっていたもの。まさか東京で再会していたなんて、びっくりしたけど」

　やはり花梨がずっと悠斗のことを好きだったのを知っていたのだ。花梨は決まり悪くてうつむいてしまった。

「そうだなぁ。花梨は天真爛漫に見えて実は小心者だ。僕からも頼むよ、悠斗くん。うちのことは長男の僕に任せてほしい」

　手を差し出す涼介に、悠斗はその手を握り返した。

　こんなふうに家族に紹介してよかったのだろうか、まだ自信がない。

「涼介ったら、出ていったきりのくせによく言うわ」

　暗くならないように華絵がそう言う。

「家族を心配するのは当然のことだろう。父さん母さんのことはもちろん、妹たちのこともね」

「ほら、花梨もそんな顔しないで。お酒を持ってきてちょうだい。今日の結婚式の話でも聞かせてちょうだいな」

　両親に促されても、気乗りしない花梨に涼介が目配せしてくる。さらに悠斗にも視線を向けられ、なんだか居心地が悪かった。そうだ、誰かのために自分を犠牲にするなんておごりだった、誰かに支えられているのはいつだって自分のほうなのだ。

　泣きたくなってこらえていると、皆がやれやれとため息をつく。その四重奏に、花梨は「何よ。子供扱いして」といつもの元気で反発した。わっと朗らかな笑い声が響いて、心の中にあたたかな風が吹いた。どんなに離れていても、やっぱり最後に帰る場所はここなのだ、と花梨はひとり心の中で噛みしめていた。




　週明け、東京に戻った花梨はプレシャスに向かう。広報課の松永とは打合せに行った際に、傘を貸してもらって以来仲良くなった。彼女は結婚したばかり。花梨は先日、結婚祝いを渡していたのだが、そのお礼をしたいということだった。

　ちょうどお昼休みの時間と重なったので、松永と一緒にお昼を食べることにした。

　お祝い返しに、一般では販売していないプレシャスのウエディングコフレを松永からもらった。

　結婚式の写真を見たいと盛り上げると、恥ずかしがりながら松永は見せてくれた。照れたようにしている新郎と笑顔いっぱいの松永がいて微笑ましかった。

「いいな。うらやましいな……」

「ありがとう。花梨ちゃんからもお祝いをいただけて、うれしかったのよ。お返し、地味でごめんね」

「とんでもないです。すごく豪華。ありがとうございます」

　活き活きとしている松永を見て、素敵だなと思う。

　彼女の左薬指には、エンゲージではなくシンプルなマリッジリングが輝いていた。

「最初、涼介さんの好きな人って松永さんだと思ってました。松永さんがお義ね姉えさんだったらうれしいのになって」

「まさか。副社長は、ほかに好きな人がいるみたいよ」

　と言いかけて、松永が口を噤んだ。

「花梨ちゃんぐらいの年齢の子みたい」

「ええ？　そうなんだ。どんな人だろう……全然知らなかった」

「すごく美人のお嬢さん。私のライバルだった人」

「え、じゃあ、松永さんのご主人を？」

　花梨が驚いた声をあげると、ふふふっと松永が笑う。

「松永さんは……諦めないで、よかったと思いますか？」

　花梨は悠斗のことが心に浮かんで、思わず聞いた。

「彼を好きな気持ちは誰にも止められなくて、でも、うまくいくことのほうが少なくて。諦めようって思った瞬間、悔しいんだけど、逆にものすごく好きだって気づかされちゃうのよね。突き進めばきっと苦しくて仕方ない。でも、何もせずに失って後悔してしまうより、ちゃんとぶつかりたいと思ったの。心だけは正直でいたくて、それでいて強くありたいって思ったの。今は諦めないでがんばってよかったと思ってるわ」

　幸福そうに微笑む松永を、心底うらやましいと思う。自分にもそんな日がこれから訪れるだろうか。

（諦めないでがんばっていたら。強く、強く、想っていたら）




　定時になる頃、ようやく幸恵と会えて、花梨は声をかけた。なんだかバタバタしていて忙しそうだった。

「思った通り、幸恵さんが第一企画室の主任でしたね。おめでとうございます」

　主任に抜ばっ擢てきされた幸恵に、花梨がお祝いを言うと、幸恵は照れたように笑っていた。

「ありがとう。でも、これまで以上にがんばらなきゃってことよね。早速急ぎの仕事があって、ちょっと出てくるわ」

　幸恵には人を惹きつける力がある。周りの士気を高めることができる。ますます頼れる存在になりそうだ。

　幸恵はそのまま、他部署へ急ぎの資料を渡しに出ていった。

「お疲れさまー、吉井さん」

「あ、溝口くん、お疲れさま」

「あ、何、人事の発表？」

　掲示板を見て、溝口が身を乗り出していく。〝第一企画室主任　伊藤幸恵〟という文字を見ながら、「主任かー」と呟いた。

「うん。伊藤主任、かっこいいよね。私も、がんばらなくちゃ」

　花梨が笑顔を向けて言うと、溝口が花梨の手を引いた。

「……溝口くん？」

「今日、残業は？」

「……え」

　まっすぐに見つめられて、ドキッとした。

「一緒に帰らない？」

「う、うん。今日は急ぎの仕事ないから、いいけど……」

　溝口に見つめられて、花梨が答える。急にむぎゅっと鼻を摘ままれて、目をぱちくりさせた。

「なっ……何するの」

「神妙な顔してるから」

「もうっ……」

「そう、やっぱり笑ってたほうがいいな。そのほうが、吉井さんらしくてかわいいよ。俺はそういう吉井さんが、好きだ」

　今、第一企画室にはふたりのほかに誰もいない。デスクに寄りかかって手と手が触れた。

　溝口の顔が近づく。彼がしようとしていることに気づいた。

「……待っ」

　顔が近づいて、溝口が花梨にキスをしようとすると、後ろから声がかかり、ぴたりと止まる。

「忘れ物。こらこら、略奪愛オススメできないな。それもオフィスで」

　幸恵が戻ってきたみたいだ。我に返った溝口が気まずそうにする。

「なんてね！　邪魔してごめん」

　幸恵が申しわけなさそうに言い、「じゃあね」と去っていく。

　溝口も、決まり悪そうな顔をしていた。

「いや、ごめん……俺が早まったよね」

　ふたりの間に沈黙が訪れた。幸恵の足音が聞こえなくなったところで、花梨は溝口の気持ちにどう対応しようか思い巡らせていた。

「……ううん。でも私、言っておきたくて。溝口くんのこと大切だから、言わせてほしい」

　花梨は、困ったように微笑んで言った。

「五年もの間、ずっと彼が忘れられなかったの。大好きなの。もう……彼じゃなきゃダメなの。自分から逃げ出したのに……かっこ悪いよね。結局、この気持ちに何度でも気づかされちゃうんだ」

　花梨にとってのこの恋は、一世一代と言えるくらい大きなものになっていた。

（恋しくてたまらない。たった一日顔が見られないだけで）

　さよならと言ったくせに、悠斗からもらったネックレスを大事にしている。自分から離れようとしたのに、手放せないでここにある。好き……この気持ちだけは、たとえ離れてしまっても、ごまかすことはできない。もうずっと変わらないのだと思う。

「……そっか。俺は、吉井さんが決めたことなら、それでいいと思うよ」

　溝口は、切なそうな顔をして言った。

「……溝口くん、いろいろありがとう」

「俺は何もしてないよ。でもお礼してくれるなら、一個ぐらいもらっておこうかな」

　すると突然おでこにキスをしてきたかと思いきや、髪をぐちゃぐちゃにかき交ぜられた。

「きゃあっ」

「はは、おもしろいな、髪ぐっちゃぐちゃ」

「な、何……っ」

「悔しいからいたずらしただけ」

「いたずらって……」

「まあ俺、諦め悪いところあるから、ちょっと覚悟しておいて。ふたりにピンチが訪れたら、つけ入ってやろうと思ってるからさ」

　溝口は少年に戻ったかのような、いたずらっぽい顔をした。つけ入るというのは彼の本心ではないだろう。彼なりの優しさだ。

「……幸恵さんになんだか、悪いことしちゃった……」

「うーん、きっとまたからかうネタができたって喜んでるよ」

　溝口は気づいていないようだが、花梨は幸恵の去り際の表情が少し気になってしまった。やはり幸恵は溝口のことを想っているのかもしれない。だけどこの時の花梨には、幸恵の気持ちまで深く考える余裕はなかった。

「帰ろうか」と溝口に言われてデスクを離れようとすると、ちょうど悠斗が室長室に入っていくところだった。

「あ、お疲れさまです」

　溝口が声をかけると「お疲れ」と短く返ってくる。なんだか忙しいらしい。

「まだ残ってたんだ、室長。外だと思ってた」

　溝口が密やかに言う。

　悠斗はこちらに目もくれず何か真剣な顔をしていた。前ならさりげなく声をかけてお茶やコーヒーを持っていったり、そんなふうにできていたのに、今はそれもできない。自分から遠ざけてしまったまま、ちゃんと返事をしていないから。

『俺を信じて』

　Love with all my heart――その文字を指でなぞり、ルビーに目をとめる。よく見ると小さな情熱の宝石もハートの形をしていた。まるで悠斗の想いがそこにぎゅっと詰め込まれているようで、愛しくなる。

『……君が、俺と同じ気持ちになってくれた時は……薬指にはめさせて』

　花梨は、ブラウスの内側にそっとリングを仕舞い込んだ。

　複雑な状況になってしまった今、自分は彼に何を言ってあげたらいいのだろう。

　ただ、無邪気なままじゃなく、『心から愛してる』と言ってくれた彼に。










後悔したくないから




　出社してすぐ、悠斗から頼まれていた会議の資料作りを始めたところ、花梨は一通の社内メールに目をとめた。件名には自社の『創業百周年記念式典およびパーティーのお知らせ』とある……秘書室から全社員宛てに送られてきたものだった。

「追加するわ。式典で、私たちの婚約も正式に発表よ」

　突然、後ろから茜の声がした。花梨は振り返ることも、声を出すこともできなかった。

（そんなこと、何も言っていなかったのに……）

「悠斗さんは、残念ながら知らないわ」

　取引先の重役たちが集まるパーティーには、平社員の自分が出席することはできない。

「そんな」

「それぐらいしないと、なかなか話が進まないでしょ？　忠告しとくけど、くれぐれも悠斗さんに告げ口しないでね。あなたもいい加減、頭を冷やせばいいわ」

　茜は言い捨てて去っていく。

　花梨は、『愛してる』という悠斗の言葉を思い返した。彼のために自分ができることはなんだろうと感じたことも。

　ひと息入れたくなり、時計を確認する。まだ始業まで時間がある。給湯室で、コーヒーを飲んでから落ち着いて考えよう。悠斗にも持っていっていいだろうか。いや、ほかの社員の目があるからやめたほうがいいか……。

　花梨はぐるぐる考えながら、給湯室に行き、カップにお湯を注いだ。

　創業記念の式典は三日後。

『心だけは正直でいたくて、それでいて強くありたいって思ったの。今は諦めないでがんばってよかったと思ってるわ』

　プレシャスの松永の言葉が、すっと頭の中に浮かんだ。花梨はハッとして顔を上げると、次に姉の花緒を思い浮かべた。




　花梨は退社後、姉のいる佐倉コーポレーションに顔を出した。約束の時間になってオフィスから出てきた花緒はミントブルーのスーツがとても似合っていて、相変わらずキレイだった。

「花梨、おまたせ」

　手を振ってやってきた姉に手を振り返し、隣に立つ。

「ごめんね、急に呼び出したりして」

「ううん。私も花梨と会いたかったし。それから、お父さんのことも話したかったしね」

「うん……」

「先週、私も実家に行ってきたわ。なんだかピンピンしてたわよ。お父さん、花梨に思いきり心配されたこと、うれしがってデレデレしてたんだって？」

　ふふっと花緒が笑う。

　花梨もつられて笑った。

「でも、よかったよね。大変なことにならなくて」

「ええ、そうね。でも、いつかは……そう考えるいい機会になったわ。ずっと親不孝だったもの」

　花緒が自分を責める。花梨は別のことを思って、ずきっと胸を痛めた。花梨が悠斗と一緒に行ったということが花緒の耳にもきっと入っているに違いない。

「花緒ちゃん、私、もっと、親不孝をしてしまうかもしれない」

　花梨は、うつむいて言った。

「……花梨？」

　花緒が立ち止まり、顔をのぞき込む。

「東京に出てきた時、花緒ちゃんが打ち明けてくれたでしょ？　悠ちゃんのこと」

　花梨が切り出すと、花緒の表情がわずかに曇った。

「ええ、そうね」

「私、嘘ついてたの。だからちゃんと正直に言おうと思って……。私、あの頃からずっと彼が好きだった。花緒ちゃんがうらやましくて仕方なかった。ふたりが別れたって聞いてショックだったのは、悠ちゃんがいなくなるから。だから私、最後に悠ちゃんに『抱いてほしい』って言ったの。それで……」

　心にたまって離れていかない苦しい過去。どれだけ振りきろうとしても、深く刻み込まれている。

　花梨が言い淀よどむと、花緒は目線を下げて、花梨の両肩を抱いた。

「花梨……知っていたわ。私のほうこそ気づいているのに知らないフリをしていて、ごめんなさい。はっきり言ってあげられなくて。でも、あなたの瞳を見てたら……言わずにいられないわ」

「……花緒ちゃん？」

　花梨は、悲しそうに睫毛を伏せる花緒をじっと見つめた。

「嫌いで別れたわけでも、就職が理由で別れたわけでもないのよ。悠斗の気持ちがいつか……花梨のほうへ向いてしまうのが怖かったのね。私だって同じだけ子供だったの。悠斗の瞳を見ることも、花梨、あなたのまっすぐな瞳を見ることも、怖かった。ふたりは同じ瞳をしてる。色や形は違っても、同じ温度を持ってるなって思ってたの。いつ惹かれ合ってもおかしくない。そんなふうに感じていたから、それを振りきるように自分の夢に没頭した」

　花緒は言って、花梨の両頬を包んで微笑んだ。

「そんなことない。悠ちゃんはずっと花緒ちゃんを好きだったのよ。本当に幸せそうに笑ってた。私はそんな悠ちゃんがずっと好きだった……花緒ちゃんがうらやましかったの」

　大きな瞳から涙がぽろぽろとこぼれていく。花緒がハンカチを取り出してそれを拭ってくれる。

「ごめんなさい……私、いつまでも子供みたいよね……」

「そんなことないわ。素直な気持ちじゃない」

　花緒はそう言って、花梨にハンカチを持たせた。

「教えてあげる。花梨は悠斗のそういう面を見ていたかもしれないけど、私は悠斗が花梨を本当に愛しそうにかわいがるところを見ていた。私には気を遣っている部分も、あなたにだけは心を許してた。心を許し合うこと……それが一番、大切なことじゃないかしら？」

　初めて明かされた姉の想いに、花梨は胸が締めつけられそうになった。あの頃、自分が一番傷ついたような顔をしていたけど、本当は花緒も悠斗も皆苦しい想いを抱えていたのだ。

　すっと花緒が姿勢を戻す。

「ウエディングドレスには少し早いかもしれないけれど、よかったら花梨にあげたい物があるのよ」

「え？」

「まずはその顔を直してからね。食事でもしましょう」

「花緒ちゃん……ありがとう」

「今は、悠斗とつき合っていたことも別れたことも、何も後悔していないわ。本当よ。だから、花梨もさっきみたいに素直になって」

　花緒からのエールが花梨の心を励まし、くじけてしまいそうな気持ちを取り戻す。

　〝Love with all my heart〟……心から、彼を愛せたら。愛してる……心を込めて彼にそう伝えられるのならば。

　まだ、心のもやもやをすべて取り除けたわけではないけれど、今日、花緒に会って素直な気持ちを伝えられてよかった。自分に何ができるかわからないけれど、これからも正直な自分でいよう。周りの人たちの幸せを願うのは、それからだ。




　フジタ食品、創業記念百周年記念のパーティー当日――。

　花梨は淡いシフォン素材のカクテルドレスに身を包み、ファーのついたボレロを羽織っていた。前にレンタルで借りたものよりずっと上質のそれは、花緒が『HOLY WORLD』のウエディングブランドとして発表したかったフェアリーラインで、花梨にプレゼントしてくれたものだ。

　今日のパーティーには、プレシャスの副社長である涼介も招待されている。悠斗と花梨の状況を察していた涼介は、花梨を同伴させてくれた。

　これだけ周りの皆に支えられているのだから、最後は自分の手で切り開きたい。たとえ婚約発表があったとしても、それでも悠斗への想いをきちんと伝えたい。

　会場の横よこ浜はままでは少しの混雑があったが、一時間もかからないで到着した。ただ、花梨は、ゆったりとした運転に気がはやってしまった。

「大丈夫か？　花梨」

　涼介が優しく声をかけてくれる。

「ありがとう。会場に連れてきてくれて」

「妹の幸せを願うのは、兄として当然のことだからね。花梨のことを僕も応援する。家のことは兄貴に任せて、おまえは自分の想いを大切にすればいいんだ。後悔だけはしないようにね」

　涼介はそう言って励ましてくれた。

　会場入りすると、マスコミのカメラが回っていて花梨は驚くが、大企業の創業百周年記念パーティーともなれば、それも不思議なことではない。

　直接会ったことはなくても、テレビや雑誌で見たことのある人物がたくさんいる。政財界の重鎮や著名人などなど……どれくらい来ているのかわからない。見渡す限り人で埋め尽くされているものだから、改めてすごい人を敵に回そうとしているのだ、と感じてしまった。

　会場を見渡すと、シャンデリアが豪華に飾られ、祝いの席にふさわしい深紅色の絨毯が敷きつめられている。そして、紳士淑女が会話を交わして、記念すべき式典が始まるのを待ちわびていた。

　悠斗の姿を懸命に探したところ、彼より先に茜を見つけた。社長の靖一郎に寄り添っていた彼女は、近いところにいた悠斗のそばへ行った。

　何かを話しているけれど聞こえず、花梨は不安でたまらなくなった。

　式典が今、始まろうとしている。

　花梨が一歩踏み出した時に、壇上のマイクから副社長の声が響いた。キンという音が響いて、一斉に来らい賓ひんが前を向く。

『このたびは、弊社の創業百周年という佳よき日に、皆さまにお集まりいただきましたこと、誠に光栄に思います。また、本日は併せて皆さまにご報告したいことがございますので、最後までどうぞよろしくお願いいたします』

　拍手が湧き起こり、緩やかに静寂が訪れる。正反対に、花梨の心はざわついていた。

「……きっとご令嬢の婚約発表だろう」

　ひそひそと話し声が聞こえた。

　花梨は手をぎゅっと握りしめ、悠斗のことを目で追い続けた。涼介は知り合いがすぐ近くに見えたらしく、「挨拶に行ってくる」と言って、花梨のそばを離れていった。

　式典はそれからも滞りなく進み、来賓が自由に食事をしながら会話を交わしている。

　花梨が扉のほうへと行こうとすると、ふいに腕をつかまれて驚いて顔を見上げた。ふわりとやわらかな香りが鼻び腔こうをくすぐり、すぐに見覚えのある瞳に見つめられ、花梨はドキンとした。

「来ていたのか。どうして君が……」

　悠斗だ。

「涼介さんもパーティーに呼ばれていて……それで、同伴を頼まれたの」

　花梨は悠斗に心配かけないように言いわけをする。

　悠斗はドレス姿を眺めて目を細めた。

「……そっか、キレイだな。そういう君とデートしたい。お兄さんがうらやましいよ」

　低くて甘い声……やっぱり、好きな人の声は格別だと思う。さっき口にしたワインよりもずっとドキドキして酔わせてくれるし、安心もさせてくれる。

　独特のやわらかな雰囲気と、知的なムードを併せ持つ悠斗は、本当に貴公子そのものに見え、こういう場がとても似合う。

　彼の端正な顔立ちとスタイルのよさは、格式高い衣装をより引き立てている。正統派の三つボタンスリーピースのブラックスーツ、シルバーグレーにパープルストライプが入ったネクタイがオシャレで、花梨のあげたカフリンクスがよく似合っていた。

　目を奪われていたところ、悠斗が花梨の首元にそっと手を伸ばしてきた。さらりと揺れるチェーンには、あのリングがぶら下がっている。

「つけてくれてるんだな」

　うれしそうに微笑んでくれる悠斗を見て、ますます想いが募っていく。やっぱりこの人のことが好きだと何度でも思う。悠斗を見て、胸がぎゅっと切なくなった。

『君が、俺と同じ気持ちになってくれた時は……薬指にはめさせて』

　悠斗の言葉を思い出し、早く〝同じ気持ちでいる〟と彼にちゃんと伝えたい。気がはやるばかりで、はがゆくてならない。

　それにしても、この場で婚約発表されることを、悠斗は本当に知らないのだろうか？　だとしたら……。

　前に茜から言われたことを思い出す。

『忠告しとくけど、くれぐれも悠斗さんに告げ口しないでね』

（ダメだ。今は、余計なことは言えない）

「式典が終わったらデートしよう」

　手の甲にキスをされ、花梨は顔を赤くする。

　そっと開かれた彼の無む垢くな瞳が、自分を見つめてきて胸が強く打たれた。

「約束だよ」

　花梨はこくりと頷いた。

「私も会いたい……伝えたいことがあるの」

「さよなら以外なら、なんでも聞くよ」

　そう言って悠斗は、花梨の頭をぽんっと優しく撫でた。それは彼のクセで、そんな仕草のひとつひとつにさえ胸がときめく。

「……行きたいところがあったら考えておいて」

　悠斗がそう言って名残惜しそうに見つめる。照明の位置が変わると、彼の澄んだ瞳は彼の腕に抱かれて目覚めた朝と同じ、ハチミツ色をしていた。

（行きたいところは、たったひとつ。あなたの腕の中だよ……ほかにはもう何もいらないから、ずっとそばにいたい）

　花梨は、この間花緒から聞いたことを思い返しながら、まだ伝えきれていない想いに胸を熱くさせた。

（愛してる……）

　早く伝えたい。同じ気持ちでいるのだと、早く伝えたい。

「そんな瞳で見るなよ」

　悠斗が戸惑うように視線を逸らした。

「……え」

「今すぐ、押し倒したくなる」

　やるせないため息をついて、悠斗は見つめた。

「やだ……らしくないよ」

「君に触れるとそうなる。いつだってね」

　くすりと小さく笑う悠斗を見て、花梨のほうこそ彼の頬にキスをしてあげたくなった。

（別れたいなんて嘘。さよならなんてできない）

　今さら後悔したって遅いけど、どうして溝口や花緒には言えて、悠斗本人に言ってあげられなかったのだろう。ここでどうにかしなければ、もう二度と悠斗と一緒にはいられないかもしれない……そんなのは嫌だ。

　花梨は悠斗の手を引き止めたくて仕方なかった。

（行ってしまったら、本当に紹介されてしまう？）

　そしたら……もうなす術がない。今、事情を伝えるべきなのか、それとも……。手に汗を握る。

「そろそろ始まるかな」

　悠斗が壇上のほうへ目を向けた。

　花梨は遠くにいる茜と目が合い、ドクリと鼓動が高鳴るのを感じた。彼女のそばでいつものように五十嵐がそっと見守っていた。

　好きな人にとっての〝本当の幸せ〟を知っているはずなのに、どうしてそれを願わずに身を引こうとするのだろう。まるで少し前の花梨を鏡で映しているかのようだ。

「じゃあ、またあとで」

　悠斗が背を向ける。

　行ってしまう。待って……と言いたかったのに、声が出なかった。

『信じて』と言った悠斗の気持ちと、『頭を冷やせ』と言った茜の言葉が、交互にやってくる。

　ふわりと感じた彼の残り香だけが、花梨の焦る心を優しくなだめていた。

　マイクのキンとした音が響いて、花梨はハッとする。社長の靖一郎と茜、悠斗が壇上に立ち、花梨の気持ちが何倍も焦りだす。

（一体どうしたら……）

　花梨ははらはらしながら壇上を見つめた。

　最初は気持ちを伝えたい、その一心だった。でも、やっぱりこんな権力に任せた理不尽な婚約発表は間違っている。

　でも、どうやったらやめさせられるのか。自分にはなんの権力もないのだ。しかも、このムードに圧倒されて足がすくんでしまっている。

「本日は、お忙しいところお集まりいただきまして誠にありがとうございました。最後に、皆々さまにご紹介させていただきたいと思います。誠に私事で恐縮でございますが……」

　茜のほうへ注目が集まる。

　壇上の脇に五十嵐の姿が見えた。

「お嬢さん、ご婚約されてるんですって。いよいよ発表かしら」

　もう、あと戻りはできない。花梨の中で、今にも湧き出てしまいそうな熱が込み上げてくる。

「すみません。通してください」

「きゃっ……危ないじゃないの」

　花梨は、はやる気持ちを抑えきれず、何百人といる人の波をかき分け、壇上に向かって走りだしていった。

　今、まさに紹介されるという時だった。

　時間がない。何も考えず、ただ心の叫びのまま、花梨は大声をあげた。

「待って。待ってください……！」

　小さな身体を押し出し、猫のように人混みをすり抜け、悠斗を目指して進んでいく。人々の声がざわつく。息を詰まらせると、悠斗がこちらを見た。

　悠斗がすぐ目の前にいるのに、こんなにも遠い。足がもつれそうになるのを必死にこらえながら駆けていく。人の陰で悠斗の姿が見え隠れする。

　彼の近くまであと少し……。

「お願いっ。このまま私をさらって、連れていって……！」

　ざわつくフロア。ほかには何も聞こえない、もうこれで本当に終わりかもしれない。心から彼を〝愛してる〟と言わないうちに、終わってしまいたくない。

　悠斗を追いかけて上京してきたわけじゃなかった。けれど彼を失ったら、今の自分はどこにもいないから。自分から悠斗を切り離して考えられない。きっと一生……。

　悠斗が壇上から下りて、こちらへやってくるのがわかった。花梨の言葉はそれ以上声にならず、皆の視線などかまいもせず、悠斗だけを見つめている。周りがよけて自然と道ができていく。やがて視界が揺らぎ、花梨の目の前は真っ暗になった。

　気づけば、さっき感じた悠斗の香りに包まれ、彼の広い胸にぎゅっと抱きしめられていた。

「花梨……君は……」

　背に回される腕が、手が、きつく支える。今にも倒れてしまいそうな花梨を。

「……ごめんなさい、ただ気持ちを伝えたくて来ただけだったの。でも、やっぱりこんな理不尽なこと、どうしても止めたくて。こんなふうにしか、私、できなかった」

「わかってる？　こんな無茶な君を受け入れられるのは、俺だけだよ」

「ごめんなさい」

「それから、君に夢中なのは、俺のほうだっていうこと」

　悠斗の瞳が甘くにじむ。大きな手のひらが頬を優しく触ってくれる。

「望み通りさらってあげたいけど。でも、その前にけじめくらいはつけておかないと」

　悠斗は、花梨の目尻にたまった涙を指で拭い去ったあと、壇上へ向かった。

　靖一郎の表情が強張っている。

　茜はただ黙ったまま、花梨を見ていた。そして、悠斗がこれから起こそうとする行動をじっと見つめていた。

「如月くん、何を言うつもりだね」

　靖一郎が声を荒らげ、止めようとする。

　が、悠斗はマイクを離さなかった。

「お騒がせして大変申しわけございません。僕の本当のパートナーは、そこにいる彼女です。茜さんには僕よりふさわしい男性がいるはずです」

「如月くん、君――」

「社長、僕はこの結婚を受ける気はありません。茜さんにもほかに愛する人がいらっしゃるはずです」

　悠斗は靖一郎の顔を見た。靖一郎は皺の刻まれた疲労の見える顔で、深いため息をついた。何も言葉にすることはなく、手を上げて〝去れ〟と合図を送る。その後、秘書に何かを耳打ちしているのが見えた。

　花梨は靖一郎に頭を下げたあと、茜のほうを見つめた。彼女とは仲良くなれなかった。けれど同じ女性として悠斗の言うように、好きな人と幸せになってほしい……そう願う。

　悠斗と会場の外へ出ようとすると、重厚な扉の前に五十嵐がいた。彼はかしこまり、悠斗と花梨に一礼をする。そっと扉を開き、ふたりを外へ誘導した。

　そしてふたりは駆けだした。

　このまま手を握って連れ立って、抱きしめてキスをして……もう離れないで。
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　茜は、ただ五十嵐を見つめていた。深い悲しみと情愛を湛えた彼の目を。そして壇上から下りていき、彼のほうへと歩みを寄せた。悠斗と花梨が出ようとした時、扉を開けたのは五十嵐だ。

　彼はふたりを見送って、再び視線を戻すと目を少し見開いた。五十嵐のもとに駆けだした茜の瞳に涙がたまっていたからだ。それは、あたたかな温もりを恋しがるような眼差しだった。

「私のほうこそ、あんなふうにすべきだったわ。あなたを好きなら、駆け落ちでもなんでも……」

「申しわけありません。お嬢さま……あなたのお幸せを願う立場ですのに」

　五十嵐は唇を噛みしめて、今にも抱きしめたい衝動を抑えているようだった。

「だからこそあなたには、私を幸せにする責任があるのよ。お父さまにもそう話して」

　茜が懸命に食い下がる。五十嵐と茜が話している間、靖一郎が激げっ昂こうした様子でふたりのもとにやってくる。そして五十嵐の頬を思いきり平手で打った。

「愚か者が。おまえたちは」

「……お父さま！」

　茜が思わず声をあげた。

「おまえのしたことは、当主への裏切り行為だ。わかっているのか？」

「今まで私は自分の、使用人としての立場をわきまえなくてはと思っていました。でもそのことが、茜お嬢さまを苦しめていたのです。茜お嬢さまは、旦那さまのことが大切だから縁談の話を進めるしかない。そうおっしゃいました。ですが、もう自分の気持ちを抑えることはできません。ひとりの男として、茜さんを愛しています」

　五十嵐の表情は厳しく、想いの激しさを強める。

「どの口が！」

「お父さま！　五十嵐、やめなさい。もういいわ。また、お父さまが倒れたりなどしたら……」

「茜」

　靖一郎は、怒りを抑え込むようにして言った。

「私がなぜ、怒っているかわかるか？　惹かれ合うことに対してではない。今まで隠し通そうとしていたことについてだ。茜、私はおまえの口から聞きたかったんだ。如月くんと話をした時、彼は言っていたよ。おまえと結婚できないのは愛している女性がいるから、そしておまえにも同じように愛する男性がいるからだと……」

　靖一郎の声が弱まる。

　茜は、父の腕を抑えながら、胸にためこんでいた本心を解放させるように告げた。

「どうしても言いだせなかったわ。お姉さまが家を出て……あんなに苦しんでいたお父さまを見ていたら、言えるわけなかったわ。けど……今、素直に言います。愛してます。柚流さんのこと……ひとりの女性として。悠斗さんなら……って思ったのは本当です。でも……忘れられなかった。嘘をつけなかったの……」

　涙をためた茜のその表情に、靖一郎はいたたまれない様子でため息をついた。

「……好きにしなさい」

「お父さま」

「駆け落ちでも、なんでもするがいい。ただし、娘は娘だ。母を早くに亡くしたおまえたちを、どんな思いで愛してきたか……葵にも同じことを言った。次女のおまえがそこまで責任をまっとうすることはない。そう言おうと努力して、できなかった私の気持ちもどうかわかってほしい」

　力なく靖一郎が言う。

　五十嵐は、茜の手をそっと握った。

　このまま連れ去ってしまってかまわないという想いが茜の中に湧き上がる。

　その衝動を抑え込むように、五十嵐はより一層強く握った。

「柚流……」

「駆け落ちはできません。あなたを幸せにしたいから」

「どうするつもりだ」

　靖一郎は探るように五十嵐に聞いた。

「いつか認めていただけるように、努めたいと思います。如月さんと吉井さんのおふたりのように誠実でありたいと思います」

　五十嵐は言って頭を下げた。茜は五十嵐の手を握り返し、靖一郎を見つめたあと、頭を下げた。
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　悠斗と花梨が廊下を歩いていたところ、靖一郎の秘書という女性に呼び止められた。

「お待ちください。社長がおふたりに話があるとおっしゃっています。今一度、控室に来ていただけないでしょうか」

　息を切らして秘書が言う。

　思わずぎゅっと力を込めた手を、悠斗が握り返してくれる。

「わかりました。伺います」

　控室でしばらく待っていると、社長がもうひとりの秘書につき添われ、やってきた。

　悠斗と花梨の姿を見て、こちらにやってくる。

「君には期待していたんだが、こんなことになるとは」

　靖一郎は言って、大きなため息をつく。

「申しわけありません」

　悠斗が頭を下げて誠意を示すと、靖一郎は自分のイラ立ちをどう表していいかわからず、腰に手をやった。

「だが、娘の幸せは守られた。そう思えば、これでよかったのかもしれない……」

　額を押さえながら靖一郎が言う。

「吉井が……茜さんの心を動かしたんです」

　靖一郎の目が、花梨のほうへ向く。

　花梨は靖一郎をまっすぐに見たあと、謝罪すべく頭を下げた。

「そんなことはいい。大事な式典をめちゃくちゃにしたのだから、謝って済む問題ではないことぐらいわかるだろう。とにかく今は君たちも私も、冷静になるべきだ。君たちの処分は、こちらで改めて考えさせてもらうよ」

　花梨は一瞬強張るが、悠斗は握った手に力を込めた。少しも離そうとせず、覚悟を決めたようにただ凛とした空気を保っていた。

　悠斗を見上げると、大丈夫だから……そういう瞳をしていた。




　会場から出たあと、そのまま花梨は悠斗に連れられ、三泊四日の小お笠がさ原わら諸島へのクルーズ旅行に出発した。翌日から三連休だったので、実はふたりで旅行したがっていた悠斗が密かに予約していたのだという。

「まさか……船旅に連れてこられるなんて、思わなかった」

「たまには何もかも忘れてこうして過ごしたいと思ったんだよ。仕事のいろんなしがらみから離れて、君とゆっくりふたりでね」

　クルージングは夕方に横浜港を出発した。今、ふたりきり……お互いが式典のことに触れないまま、どうしていいのか落ち着かない感じだった。

　勢いに任せた行動で、花梨はすっかり疲弊していた。あれでよかったのかどうかもわからない。それでも悠斗の腕にきつく抱きしめられると、不安や焦りが自然となくなっていくのを感じた。

「最悪クビかな……入社したばっかりだったのに」

　花梨はぽつりと呟いた。

「そうなったとしたら、俺は君を新しい会社に連れていくよ。手立てはいろいろ考えてある」

「手立てって？　連れていってって言ったけど、そういう意味でお荷物にはなれないよ」

「荷物になんてならないさ。仕事は人がいてこそ成り立つんだ。あの会社は好きだけど、譲れないものを手放してまでいる理由はない。それに、君が入社してから君のことを一番見てきたのは、上司の俺だよ。君には才能があるし、それを生かせる場所はどこにだってあるよ」

　悠斗はそう言い、花梨の肩を抱いた。

「とにかく今は……気分転換に踊ろうか」

　豪華客船のメインホールでピアノの生演奏があり、社交ダンスの時間が設けられているのだ。広い船内は、シアタールームや各種サロン、ラウンジ、ジムやサウナにプールなどもあるらしく、まるで海の上を動く高級ホテルのようだ。

「私、ダンスなんてできないよ」

「俺にただ寄りかかってるだけでいい。そういう時間だから」




　その後、ふたりはダンスをしながらシャンデリアの光がまばゆい深紅色のホールで、寄り添い合っていた。ほかのことは何も目に入らない。頭にも入ってこない。ただ、悠斗のことだけしか考えられなかった。今は言葉を交わすよりも、こうして身を寄せ合っていたかった。

　ダンスが終わって、ふたりは予約していたスイートルームに入った。

　先に部屋に入った花梨が会話を探しながら振り返ろうとすると、悠斗の長い腕に絡め取られ、抱きしめられた。

「君があんな行動に出るなんて思いもしなかった」

　悠斗は言いながら花梨を抱き上げた。ようやく本題に触れ、花梨も本心を伝えたかったのだが、そのままベッドに下ろされて覆いかぶさられ、花梨は息を詰めた。彼の言うようにお互いの昂ぶった熱は、時間が経過しても一向に収まりがつかない。

「ごめんな。言っておくべきだった」

「え……？」

「パーティー会場で壇上に立ったら、藤田と結婚なんかできないって言うつもりだったんだ。なのに君が出てきたりするから……先を越されたよ」

「じゃあ、悠ちゃん、婚約発表されるって知っていたのね？」

「ああ。問いつめたって言うべきかな。余計な心配をさせたね」

　かわいがるように髪を絡めて、といてくれる。その指先で、今度は唇をなぞった。

「あんな無茶までして……俺がすべきことだったのに」

　戒めるように言いながら、落としてくるキスはどこまでも優しい。

　花梨は悠斗の背に腕を伸ばして、ゆっくりと愛撫に変わるキスに応じた。

　悠斗は上着を脱いでネクタイを外した。花梨の首筋からむき出しの肩にかけて、彼の唇が滑っていく。悠斗の息遣いが熱い。

　サラサラの薄茶色の髪が、胸に落ちてくるのを感じているそばから、彼の重たい体躯を受け止めた。ドレス越しに胸へと口づけられ、花梨がびくりと反応すると、憂いを帯びた瞳を向けられ、ドキンとした。

「あれが君の答えだって思っていいんだよな？　もう、ここまで来たら俺はこれ以上、抑え効かないから」

　唇を離して、悠斗は聞いた。

「……んっ……待って」

　大事なことをまだ伝えていない。だから……そう思って抗あらがうが、悠斗は離してくれなかった。

　羞恥心を煽あおるように口づけて、布越しに胸を触る。淡いピンクのシルクは、花梨の白い肌をキレイに魅せてくれていた。胸の谷間がはっきりと見えるそこに、ネックレスがそっと埋まって、悠斗の想いを表すように情熱の赤を湛えている。

「待てない……君にそんな挑発的なことをされて、どうにもならないわけがないだろ」

　ドレスの肩かた紐ひもを外して、口づけながらファスナーを下ろしていく。膝を持ち上げて、かかとからゆっくりとパンプスを脱がせ、もう片方も同じようにした。

　背中のホックを外すと、ストラップレスのブラジャーから、すぐにやわらかい胸がこぼれてきて、悠斗は胸の中心を指の腹で撫でた。

「……あっ……」

　首筋に続くキスがより濃密になっていく。

　花梨が仰け反るたび、悠斗が優しく手のひらを這わせてくる。首筋に伝う悠斗の吐息が熱い。彼の大きな手のひらがやわらかい胸を包んで、指の腹で頂を愛でると、甘い痺れにじんとする。

　悠斗は花梨の甘い喘ぎを塞ぐように唇を重ねた。唇をついばみながら、時々表面を舌でなぞって、舌をねっとりと絡め合わせていく。花梨の身体は震え、高揚した目元がにじんで濡れていく。

「声を聞かせて。今みたいな……かわいい声で」

　キスの濃度を上げながら、悠斗の手のひらは花梨のドレスの裾をめくり上げ、腰にたまったドレスを脱がせ、ショーツも同時にずり下げていく。迷いもせずに彼の指は花梨の秘めた部位を直に優しくなぞった。熱を帯びたそこを上下にこすられて、火のつくような快感に、思わず仰け反った。

「……や、あぁっ……」

　彼から与えられる甘美な愛撫に全身が震えた。びくびくと花梨が腰を浮かせると、悠斗の指は再び、花梨の秘所を探った。恥ずかしくなって顔を隠そうとすると、悠斗がそれすらさせてくれない。手首を引き剥がし、瞼にキスをして開けさせた。

　そっと瞼を開くと、欲情する瞳が見つめていた。そして低く甘く、囁く。

「……隠さないで、その顔を見せて」

　指と舌が滑っていく。もどかしくてじれったい。湿った場所を通るのに、空洞が埋まらない。もうひとつの心臓がそこにあるみたいにドクドク速い脈が動いていく。悠斗の指を直に感じるたび、濡れていくのがわかった。

「……んっ……悠ちゃん」

「どうしてほしいの？　言って」

　優しく体内をかき回す指先に、濡れた粘膜がますますとろけていく。

「……あ……っ」

「そんな瞳で見たって、ダメ」

「……言えない」

「それなら、俺の好きにしていいんだね」

　次々にやってくる微粒子のような愉悦を、花梨は泣きたくなるほど感じた。ショーツが足首まで落ちていき、彼の指がさっきよりもなめらかに動くと、湿り気を帯びていたそこは、さらに濡れてしまっていた。

「……悠ちゃん」

　膝を広げて悠斗はそのまま花梨の秘めたところへ顔をうずめた。

　悠斗の舌が巧みに動いていく。彼に愛撫されているのを知らしめるように、瑞々しい音が鳴り響く。

　花梨は喘ぎながら悠斗の手を握った。いつ昇りつめてもおかしくなかった。それほど昂ぶってしまっている。悠斗のことが愛おしくて。

　花梨はシーツを握りしめ、悠斗の髪をたまらずに撫でる。好きな人にそうされることがうれしいなんて知らなかった。恥ずかしいのにそれ以上の気持ち……愛される喜びで、喉の奥がヒリヒリする。気持ちよくて泣きたくなってくる。やがて甘い波が押し寄せてきて、それに酔いしれる間もなく、花梨は昇りつめた。

「……花梨」

　甘い喘ぎがやまない。悠斗がのぞき込んでくると、みだらに感じていた顔を見られるのが今さらになって恥ずかしくなってしまった。

「……ダメ、見ないで」

　花梨は荒い呼吸を繰り返しながら、両手で頬を覆う。

　悠斗はキスをしてその手をどかせた。

「恥ずかしくないよ。見せて……君が俺を欲しいと思ってる……ありのままの顔を」

　慈しむようなキスを頬に、そして唇に……そして、半身では彼の熱い昂ぶりを感じた。

「同じ……なの。私も……一緒だよ。ずっと……一緒にいたい」

　花梨はたまらなくなり、溢れる想いを絞り出すようにして告げた。

「……ひとつに……なりたいの、早く……悠ちゃんを……もっと感じたいよ」

　悠斗は花梨の想いに応えるように、濡れそぼった場所へ昂ぶった情熱をゆっくりと埋め込んだ。それはとても熱くて、まるで熱い楔くさびが沈んでくるよう。

　悠斗が中にいっぱい入ってくる感覚を覚えながら、花梨は息を詰める。ゆっくりと深くまで、何度も彼が当たるのを感じると、泣きたくなりそうだった。

「……っ……」

　ようやくひとつになれた喜びで、切なさと愛おしさが駆け巡る。

「……俺も、こうしたかった。君を、たくさん愛したくて、仕方なかった」

　悠斗がより一層深くまで求めてきて、彼がいっぱいになっているのを感じる。花梨はしがみつきながら悠斗の熱い楔を受け入れた。

「もう閉じ込めておきたい。君がどこにも行けないように……」

　絡みつく中が揺さぶられて、下肢が痺れてゆく。

「……悠ちゃんっ……ああっ……」

　粘膜をこすり合わせながら、何度も何度も奥を突かれると、たまらない気持ちになる。

「花梨……」

　キスを交わしながら、最奥まで貫いてくる。胸を優しく揉みしだかれ、下では激しく揺さぶられ、何も考えられなくなっていく。

「……あっあっ………」

　上ずった声は鼻にかかるように甘くなり、悠斗のキレイな顔が切なそうに憂いを帯びていく。互いの熱っぽい息遣いが入り交じり、汗ばんで密着する音も、ふたりがはじきだす瑞々しい音も、何もかもが聞こえなくなるまで、声が嗄れるまで名前を呼んで……。

　やがて最奥で、彼の脈がはじけるのを感じながら、花梨もまた意識を手放し、互いをなだめ合うようにキスをし合った。

　激しく求め合った名残で、腰の奥がじんと甘く痺れている。

　好きで、愛しくて、離れたくなくて。ひとつになりたくて……もうずっとこのままでいたいと思った。

「愛してる……もう、離さない」

「……私だって、もう……離れない」

　何度も、何度も、愛してる……そう伝え合いながら求め合い、もうこのまま本当にひとつに溶けてしまうかと思った。










ここでキスして。




　ゆらゆら揺れる夕陽が作った光のアーチを、船がくぐってゆく。

　東洋のガラパゴスといわれる小笠原諸島の父ちち島じまに着いたのは、翌日の夕方……駆け上がった熱をゆっくりと醒ますのにはちょうどよかった。

　悠斗と花梨はその後もベッドの中で何度も交わった。部屋から出ることもなく、ふたりの間に何も余計なものはいらなかった。

　三月、東京に比べて、十度以上も高く、現在二十五度。日が暮れるにつれてこれから静かに気温は下がってゆく。それ以上に、お互いの体温が高い。握った力強い手に引かれて、ゆっくりと浜辺へ向かう。

「これからどうなるんだろう」

　やっぱり気になるのは、これから先のことだ。

「あの時の社長の様子からすると、大丈夫だとは思うんだけどね……」

「手立てがあるって言ってたよね？　悠ちゃんは、どう考えているの？」

「ああ。前に、なんで俺が親の会社に入らなかったか、聞いてきたことがあったよな？」

「うん……」

「俺は自立したかったんだ。家のことや親のこと抜きに、どこまでやれるか自分の力を試したかったんだよ。それこそ……好きな女をひとり支えてやれるぐらいの力をつけたかった」

「花緒ちゃんのことが、あったから……？」

「うん……それもあるし、君に甘えていた自分を反省したりもした。全部から逃げようとしてたのかもしれない。何もかも忘れて仕事に打ち込もうとしてきた。だからニューヨークに行ったら、仕事のやりがいを見つけて、それからもう過去は振り返らないで日本には戻らないつもりでもいた。けど……戻ってきて思った。君のことはどうしても切り離せないんだって……俺の人生の中に根づいているんだろうなって」

　悠斗が切なげに言って、花梨の頬に手を伸ばしてくる。

「……悠ちゃん」

「でも、結局はまだまだだな。自立したいと言っていたくせに、俺は自分の親に頭を下げて頼みに行ったんだ。君の実家のレストランに手が及んだ時、俺がなんとかするなんて言ったけど、俺ひとりの力ではどうにもならない。万が一のことがあれば助けてほしい、その代わり、如月のグループ会社に戻って戦力のひとつになって恩返しする気でいた」

「……そんなふうに考えていたなんて、知らなかった……」

「世の中には理不尽なことが多くある。自分ひとりの人生ならどうにでもなったかもしれない。けど、君のことを考えたらいろんなことが浮かんだ。生きてきた中で初めて……怖いと思った。なんて非力なんだろうと思ったよ」

　悠斗の本音を聞いて、花梨は声を震わせて言った。

「私も……怖いよ。悠ちゃんのことを、これ以上好きになるのが。きっと今度はもう二度と……一生忘れようとすることなんてできない」

「忘れる必要なんてない。もう二度とさよならはしない。そう言っただろ。君が迷うことがないぐらいの支えになれるように、これからも努力する。だから……ずっとそばにいてほしい」

「……うん。私も、自分にできること、これからも精一杯がんばるよ」

　悠斗の揺るぎない想いがうれしくて、だからやっぱり怖い。

　もう二度と失いたくない人ができてしまった尊さに、何度でも泣きたくなってしまう。

「……うれしかったの、このネックレスも……指輪をはめてみたくて何度も外そうと思ったけど、できなかった」

　そう、悠斗にはめてほしいと思ったから。

「貸して。君が同じ気持ちになってくれたら、はめる約束だっただろ」

　悠斗の大きな手が、花梨の細い指をそっと包むように左手の甲を引いた。

　リップを塗ってもらった時と同じように……悠斗の澄んだキレイな瞳が宝石のように見える。

　ドキドキしながら見つめていると、リングはどこかで止まることもなく、かといってぐらぐらと動くこともなく、すっと居場所を見つけた。まるで持ち主のところに戻ってきた……と言わんばかりに。

「こんなに君を好きになるなんて、出会った頃は思いもしなかった……また君に再会して、片時も離したくなくなるぐらい好きになるなんてね」

　キスしようとする悠斗のシルエットが傾いて、唇と唇がくっつく間際、風にさらわれて、花梨の髪が邪魔をする。風に押され、悠斗に抱きすくめられる。こめかみに押し当てられた唇があたたかく、鼓動が早鐘を打っていた。

「……悠ちゃん」

　何もかも委ねてしがみつきたかったけれど、その前に花梨には言いたいことがあった。

「ん」

「腕を離して。顔が見たい」

　唐突だったからか戸惑うように引き剥がされ、彼のキレイな瞳が不思議そうに見つめてくる。

　面と向かうと言えなくなりそうで胸が詰まるけれど、でも、どうしてもちゃんと正面を向いて伝えたかったから。

　悠斗の顔を見て、花梨は震える唇を開いた。

「……愛してる」

　言ってしまったら、身体まで震えて、涙が溢れてしまった。

　悠斗の瞳が愛おしむように甘さを帯びていく。

（こんなふうにずっと見つめていてほしい。見つめていたい。ずっとそばで……。心から、あなたを愛してる）

「愛してる……すごく好きで、すごく大好きで……すごく大切で……」

　もう一度言って見つめると、悠斗の表情が切なく揺らいだ。

　それから伝えようと思っていたこと。

「……心から、愛してる」

　花梨は悠斗がリングに刻んでくれた同じ言葉を告げた。

　それからは……うまく言葉にならなくて。代わりにあたたかい唇が重なった。まるで互いの存在を確かめ合うように。

「ありがとう。俺も、君と同じだけ……愛してるよ」

　同じ気持ち。それを伝えたくて悠斗は言ってくれたんだろう。

　花梨は今度こそ彼の胸にすがりながら、やわらかな香りに抱かれて目をつぶった。




　それからふたりは、穏やかな波が寄せる浜辺をゆっくりと歩き続けた。

　ふいに花梨が海のほうを向くと、海面にぼんやりと教会のシルエットが浮かんでいて、立ち止まる。

「どうした？」

「海の教会……」

　花梨がぽつりと言うと、悠斗は花梨の見ている反対のほうへ目をやった。

「灯台の光が、波で揺れてるんだ」

　幻想的でロマンチックだった。海には何もないはずなのに、教会のヴァージンロードに続く道しるべのようで。しばらくふたりはゆらゆら揺れる水面に見とれていた。

　花梨は、悠斗の手をくいと引っ張った。

「悠ちゃん」

「ん？」

　振り返った悠斗のサラサラした髪が風に吹かれる。けれど彼の瞳は、まっすぐに花梨だけを見ている。

　花梨は、悠斗を見上げて言った。

「ここでキスして」

　日常に戻っても、この想いに誓って、もっともっと強くありたいから。

　凛とした花梨の唇に、何も言わずに悠斗の唇が触れる。ぴったりと密着して、そして深くなる。

　波が打ち寄せる中、ふたりのシルエットがそっと重なる。ただ、ひとつになっていたくて。彼のほかに誰もいない。彼は貝殻のもう一枚の片割れ……そんなふうに思う。

　きつく、きつく抱きしめて。この絆が、離れてしまわないように。

「これから……いつだって、どこでだって、何度だって、君にキスをするよ」

　悠斗の声の優しい低音が、鼓膜のずっと奥に響いて、そしてゆっくりと波の音に消えた。

　小笠原で過ごしたわずかな時間は、ふたりの心を優しく満たしていった。まだ、すべてが解決したわけではないけれど、穏やかに打ち寄せる波の音を耳にしていたら、これからのことをゆっくり考えようと前向きな気持ちになれた。

　最初は、旅行という気持ちになれなかったけれど、ここに連れてきてもらってよかったのだと思う。




　三日目の朝、花梨は白い砂浜に素肌で足跡をつけて歩いた。互いに同じだけ好きでいる……それがどれほど、幸せなことか。想っている人と触れ合う、それがどれほど大切なことか。悠斗と結び合えたことを噛みしめながら……。

　それから花梨は足をくすぐる砂の感触に目線を落とした。少しかがんで、桜色の貝殻の交じった砂を手のひらに集め、近くに落ちていた小さな小瓶に詰め込んだ。ここに来たことを、決して忘れないように。

「花梨、そろそろ出港だよ」

「うん」

　手のひらからこぼれてゆく砂の中に、キラキラした希望の欠かけ片らを見るように目を細めて、花梨が顔を上げる。

「何してたの？」

「白い砂。とってもキレイだったから、今日の思い出に」

　にっこりと笑顔を咲かせる花梨に、悠斗もうれしそうに笑みを返す。

「じゃあ、行こうか」

「うん」

　しっかりと手をつないで歩きだす。一歩一歩踏みしめながら、今日のこの日を忘れないように。




　週明けの月曜日に出社すると、好奇の目が一斉に集まるのを感じた。幸恵と溝口が見守っている中で、悠斗に声をかけられた花梨は、彼とともに社長室へと向かった。

　パーティー会場で『君たちの処分は、こちらで改めて考えさせてもらう』そう言われていたことを思い出し、花梨は覚悟を決める。ひとりだったらきっと耐えられなかっただろう。でも、そばに悠斗がいると思えば心強い。

　緊張に身を包みながら訪ねると、社長が悠斗と花梨のそれぞれを見た。

「如月くん、それから、吉井くん……いいかね？」

「はい」とそれぞれが返事をすると、靖一郎はしばらく黙り込んだあと、ため息をひとつ落とした。

「君たちの処分についてだが……」

　花梨は身を硬くして、時を待った。だが、なかなか靖一郎は次を言わない。心臓の音がどんどん速まって倒れてしまいそうになる。早く、もうはっきり言ってほしい。

「……すまなかった。どうか、不甲斐ない私を許してもらえないだろうか」

　そう言い、靖一郎が眉尻を下げる。

　思わず花梨は悠斗と顔を見合わせた。

「娘から言われたんだ。君たちを処分するようなことがあるなら、藤田家から出ていくと……」

「……茜さんが」

　花梨の脳裏に、五十嵐と一緒にいた茜のことが思い浮かんだ。

「ああ、あれからじっくり考えたよ。今回の件は、権力を振りかざした私の……親のエゴでしかなかった。だから、君たちの責任を追及するものではないだろう。そのうえ、これまで支え合ってきた如月グループに対して申しわけないことをした。吉井くんの実家にも迷惑をかけ……本当に恥ずかしい限りだ。申しわけなかった」

　そう言って、靖一郎は険しい表情のまま頭こうべを垂れた。

「如月くんと吉井くんは……今の我が社にとって必要な人材だ。君たちさえ望めば、これからもフジタ食品でがんばってもらいたいと思っている。どうだろうか？」

　靖一郎の問いに、悠斗が粛々とした姿勢で口を開く。

「はい。私も社長には感謝しています。お許しをいただけるのなら、私も今のプロジェクトを成功させたい。そして上司として彼女を育てたい。そう思ってます」

　悠斗はそう言って頭を下げたあと、靖一郎の目をまっすぐに見て逸らさなかった。

「そう言ってくれると思っていたよ。如月くんには引き続きよろしく頼もう」

「はい」

「吉井くんも、いいかな？」

「は、はい……」

　花梨も慌てて頭を下げた。




　社長室を出てから、お咎めなしだったことに拍子抜けして花梨がホッとため息をつくと、悠斗は社長室のドアを背に、花梨を促しながら声を潜めた。

「まあ、娘を溺愛している社長に感謝するしかないね」

「何か知ってるの？」

　悠斗の澄んだ瞳の奥をのぞき込んで花梨が不安そうにすると、悠斗は花梨の頭をぽんと優しく撫でた。

「……これ、預かってるんだ」

「私に？」

　それは茜からの手紙だった。

　中を開くと〝今までごめんなさい〟とシンプルにひと言だけが添えられていた。

　花梨にはただそれだけで、あの場にいた茜の気持ちがわかった。きっと自分と同じく想う人のいる彼女ならば……今は、幸せな結論に至ったに違いない。きっと社長にもわかってもらえたのだろう。

（……茜さん、お互いに幸せに……なろうね）




　それから、花梨は定時を迎えたあと、すぐに実家の父と母に電話をかけて状況を聞き、レストラン経営のほうにも問題がないとわかって、ホッと胸を撫で下ろした。

　悠斗は、今着手しているプロジェクトをどんどん進行させていて、花梨はやっぱり仕事がデキる彼をかっこよくて素敵だと思った。

　オフィスの中で、ふたりの関係は今までと何も変わらない。上司と部下としていつものように振る舞っている。それは、社内恋愛のけじめだ。

　その代わり……ふたりきりになってからは、今まで以上に歯止めが効かなくなってしまった気がする。

　誰もいないオフィスで残業していた悠斗に花梨が声をかけると、悠斗はチェアから立ち上がり、室長室の扉を閉めるように言って、ドアを背に寄りかかるように花梨を抱きしめてきた。

「えっ……ちょっ……」

「仕事はこれでもう終わりだ。誰もいないんだから一分ぐらい許して。残業の疲れを癒やしてるだけだよ」

　ふ……っとため息をつきつつ、悠斗は花梨のことをかわいがるように見つめてばかり。

「さて、このままこうしてると、君がかわいくてキス以上のことをしたくなるから、そろそろ帰ろうか」

　声を潜めて囁いてくる。その声がまた甘い。

「な、なんか……室長、今までと違うみたい……です」

　赤くなってぎこちなくしている花梨を見て、悠斗が笑う。

「君に対してはもう遠慮しないって決めたんだよ」

　帰り支度を済ませて、オフィスを出るとすぐに、恋人の甘い顔になる。

　花梨だって照れているだけで、内心は悠斗にかまわれてうれしいのだ。

「あっ、吉井さんと如月さん」

　手を伸ばされてつなごうとしたところ突然声が響いて、思わずぱっと手を離した。いくら公認になったからとはいえ、ラブラブなところをほかの社員に見られてはさすがに気まずい。見えてきた相手にふたり揃ってホッとする。

「幸恵さん……と、溝口くん？」

　花梨は、幸恵と溝口のふたりが仲良さげに揃っているところを見て、逆に好奇心を駆り立てられた。

「ふたりってそういう仲なの？」

　花梨が好奇心たっぷりに大きな瞳を輝かせると、幸恵がほんのりと頬を染めた。溝口がおもしろくなさそうにする傍かたわら、悠斗の瞳が冷えた視線を送っていることに気づく。

「大丈夫ですよ。私、手放す気ないですから」

　幸恵が意味を含めたように笑うと、悠斗がちらと溝口を見る。

　花梨はそんな悠斗を見て、楽しそうに頬を緩ませた。

「悠ちゃん、妬いてくれてるの？」

　あっけらかんと言う花梨に、悠斗はぴくりと反応をする。

「あ、〝悠ちゃん〟なんて呼ばれてるんだ」

　幸恵が茶化すように言うので、しまった、と花梨は口元に手をあてがった。完全にもうプライベートの気分だった。

　決まり悪そうに悠斗が視線をふいっと逸らす。

「へえ。本当は室長って、ベタベタしたり彼女を甘やかしたりするタイプなんですね。大丈夫。私、ちゃんと黙っていてあげますからー。ね、吉井さん」

　悠斗はバツが悪かったのか、花梨を急かした。

「行くぞ。まだこれから仕事が残ってるんだ。時間がもったいない」

　そう言い、花梨の手を引っ張る。

「あ、待ってくださいー、仕事って……」

　花梨は体勢を整え、悠斗にくっついて走っていく。

「バカ。言いわけだよ」と言いながら、そっと後ろに伸びてくる大きな手にしっかりとつかまって。




　それからふたりは悠斗のマンションの部屋に着いて、ゆっくり過ごしていた。

　夜景の広がる２ＬＤＫの部屋には、明かりはいらなくて、ただお互いの体温があればそれでよかった。

　ふたりきりになるたび、こんなに甘く充足する気持ちに揺られていたら、贅沢すぎてやめられなくなりそうだと思いながら、悠斗の腕の中でしばしたゆたう。

　互いを求め合ったあと、四肢のだるさから動けないで、シーツに絡まり、悠斗の体温に抱き寄せられる。甘えるようにくっつくと、悠斗が耳に髪をかけて、のぞき込んできた。薄暗い中でも、彼の瞳だけは溢れるぐらいの光を湛えていてキレイ……まるで夜空に浮かぶ月のように。

　花梨は目をつぶって、彼からの口づけを受ける。

（夜だけじゃなく朝までずっと……ううん、毎日ずっと一緒にいられたらいいのに）目をつぶりながら、いつか結婚したらこれ以上に幸せな気持ちになるんだろうか、とぼんやり思った。

「花梨」

「……うん？」

「ここに引っ越しておいで」

　髪を指ですくいながら、悠斗が言う。

　心地良さでうとうとしていたが、ぱっちりと目が覚めた。

「……引っ越すって、そんな」

「ひとり暮らしが心配だし、何より俺が困るんだ。こうして腕の中にいつもいてほしい」

　そう言い、子猫でも抱き寄せるかのように頬を寄せてくる。

「もしかして、私を猫かなんかと思ってない？」

　照れ隠しに花梨は言った。

「そうかもね。君を抱いてるとあったかいから」

　悠斗は言って、まるで少年のように屈託なく笑った。

　こうして笑ってくれて、キスをくれて、愛してくれて。本当に悠斗が望んでいるなら、猫になったっていいとさえ思ってしまった。すり寄るように抱きつくと、どこまでも優しくぎゅっと抱きしめてくれた。

「……幸せで溶けそう……本当にここに来ていいの？」

「ああ、そうすれば、もっと幸せを感じられるようになるよ」

　胸の鼓動を感じ合えるこの距離が、温もりを伝え合える今という時が、何より彼という人が、とても愛おしい。

　彼は、ずっとずっと一緒にいたいと思える人。

　いつだってどこでだって何度だって、キスをしたいと思える、ただひとりの人。

「猫はふらっといなくなっちゃうけど、私は……ずっと離れないんだから。悠ちゃんも、ずっと……私のそばにいてね？」

　薬指にはめられたプラチナのリングには、とても純粋なダイヤモンドと情熱的なルビーがキラキラと煌めいている。そこへ悠斗が誓いのキスをする。

「……いるよ。ずっと、君のそばに」

　広い胸に抱きすくめられ、花梨は安堵の息をつく。

　もうずっと昔からある場所。これからもずっと大切な居場所。

　同じように、これからも、そう想ってもらえるように願って……。




　一ヵ月後の大型連休前、仕事を終えてオフィスを出ると、悠斗の車が待ちかまえていた。

　幸恵が「王子さまのお出迎え」だとからかうので、花梨はどういう顔をしていいのかわからずに、ぱたぱたと駆け寄る。

「お疲れさまです」

「お疲れ」

　まだオフィスは目と鼻の先。暗くなったって、かっこいい悠斗の存在は目立つ。ゆっくりと袖口が触れるぐらいの距離までそっと寄り添う。

「ねえ、今さらだけど考えてたの。一緒に暮らすっていうことは……いろんなところ見られちゃうんだよね。一生懸命メイクしてるのとか、マッサージしてるのとか、顔にパックしてるのだとか、部屋着でうろうろしてるのとか……だから……」

　花梨が言いづらそうにして恥ずかしがっていると、悠斗はぷっと小さく笑った。

「ダメなの？　君の全部を、好きになるっていうことだよ」

　全部が好き……悠斗が微笑んで見つめる。

　くらくらする。その熱視線に耐えきれなくなりそうだ。うれしいのに胸が熱くて、どうしていいかわからない。

（悠ちゃんって、こんな人だったっけ……もっとクールだった気がするんだけどな）

「ん？」

「う、ううん。なんでもない」

（……ああ、そうか。ラブラブっていうのは、こういうことを言うのかな……？）

　胸の中が炭酸のようにはじけて、熱を持続させてゆくような感覚。これからもずっとそうなのだろうか。全部を好きになるっていうことは……それは彼の全部になるということなのか。

「ほら、おいで」

　手を引き寄せられ、触れ合った指先から小さな電流がはじける。静電気のようなものだったかもしれないし、以心伝心のテレパシーのようなものだったかもしれない。互いに顔を見合わせて、なんとなく微笑み合ってしまった。

　助手席のドアをどうぞと開けられて、花梨がおずおずと乗ると、悠斗は彼女を見て懐かしむように目を細めた。

「なあに、そんな顔して」

「初めて君を乗せた時、君がはしゃいでた時のこと、思い出したんだ」

「……あの時の悠ちゃんは冷たかったよね。私がいること迷惑そうだったし、ペナルティだって脅されたし」

　花梨は拗ねたように上目使いで睨んでみせた。

「そっちこそリップを投げたり、キスしてほしいって言ったり……なんて子なんだろうと思ったよ」

　悠斗はそう言って笑うと、運転席側に回り、自分もシートに背を預ける。ハンドルに置いた悠斗の手を、花梨は眺めた。

　男らしくてキレイな手。甘い顔立ちとのギャップを感じさせる骨張ったその手が好きだ。いつかその左手にも同じ指輪があったらいいのにな、とぼんやりと思う。

「それで、仕事がバタついてたけど、引っ越しの準備はちゃんとできてるのか？」

「うん。言っておくけど悠ちゃん、私……あんまり料理得意じゃないよ」

「知ってるよ。焦げたケーキに、歯が折れそうになるチョコ、煎せん餅べいみたいなシュークリーム、食べさせられたことあったからな」

　悠斗が笑うので、花梨はつい口を尖らせる。

　悠斗は前を向いて、車を発進させた。

「それは高校生の頃でしょ。ちょっとは上達してるよ」

「料理ってセンスだと思うからなぁ。いいよ、俺が作るから」

「それじゃ、あんまりじゃない？　私にもいいかっこさせてよ」

「君にしてほしいことは、ひとつだけだよ」

　ちらりとキレイな瞳が妖しくこちらへ向けられて、ドキッとした。

「してほしいこと……な、何？」

「聞かなくても、わかるようになってくれるとうれしいかな」

　悠斗はくすりと笑った。

「意地悪」

「ただ俺の腕の中にいつもいて、あたためてくれたらいいよ。前にもそう言ったはずだけど」

　ハンドルを回しながら悠斗が言う。

「〝ただ〟っていうのは違うか。それだけじゃ済まない毎日になるだろうね。楽しみだな」

「いいの？　上司として育てたいなんて言ってた人が、そーんなこと言って」

　花梨は照れ隠しに悠斗を責めてみた。

「だから、せめて一緒に暮らしたかったんだよ。……じゃないと、君に触れられないフラストレーションでどうにかなりそうになる。今まではただ抑えていただけだ。本当の俺はこうだから、これからもっと慣れて」

　悠斗の手が伸びてきて、髪の毛をさらりと撫でられた。びくんと反応を示して顔を上げると、悠斗が優しく見つめていた。

「愛してるよ、花梨」

　ふい打ちで優しい声に包まれたその言葉をもらい、花梨は真っ赤になる。

　悠斗がさりげなく言うそれは、少しも軽々しくは聞こえない。言葉通りに愛に溢れている。それも極上の甘さをまとって……。

「……もう、こういう時だけ甘いこと言って、ずるいんだから……」

　悠斗が楽しそうに笑う。花梨にとってはそれがたまらなく幸せだった。素直に言葉を告げるのは照れくさいけれど、彼が幸せをくれる分、花梨も悠斗を幸せにしてあげたいと心から思う。




　引っ越しといってもシンプルなひとり暮らしだったので、あっという間に搬入が終わった。

　運送会社の人にお礼を言って、さあ連休をゆっくり過ごすためにも今日のうちに段ボールを開けて、残りを片づけようかという時だった。振り返ると、悠斗の腕が後ろから回ってきて、ぎゅうと抱きしめられる。

「もう、これじゃあ……片づけ進まないよ」

「君のエプロン姿見てたらキスしたくなったんだよ」

「何かにかこつけて言いわけするんだから」

　むうっと膨れた花梨の唇を、ためらうことなく奪ってついばんで、花梨のほうこそいつの間にか絆ほだされて、彼の大きな胸の中に包まれて、夢中で応じてしまっていた。

　いくつももたらされた口づけは、溶けそうに甘い。彼の心音が情熱を激しく灯しているのを知ると、胸が張り裂けそうな切なさと愛しさが交互に湧き上がってきて、もっと求めてしまいたくなる。

「私、毎日こんなことしてたら……きっともたない」

「なんで？」

「ゆ、悠ちゃんは平気なの？」

「うん。足りないぐらいだよ」

　額に押し当てられるキスは甘く、見つめる瞳もまた甘い。

　が、すぐに忠告が下りてきた。

「その代わり、仕事ではしっかり厳しくするつもりだから」

「もちろん。部署を離されることだってあるかもしれないでしょ？　それまで、ちゃんと部下を育成してください」

「まあ、実は部署が違ったほうが、助かるんだけどね」

　花梨は『隠れ甘々なタイプは、ボロを出さないなんて本当は無理ね』と、幸恵がからかうように言っていたのを思い出した。

　ふと横を向くと、まだ片づけていない段ボールが目に入った。

　ここで一緒に暮らして、ずっと一緒に……やっぱり幸せだ。

　腕が緩んでその拍子にばっちりと目が合った。なんだかくすぐったくて、どちらともなく微笑んだ。仕事じゃない今は……やっぱり甘えてしまおう。

「愛してるよ」

　悠斗が花梨の薬指にキスをした。そこにはエンゲージリングがある。

「……うん、私も……愛してる」

　自然と微笑み合って、またしたくなる。こうして何度でも甘いキスを、ずっとずっと……。

「悠ちゃん」

「ん？」

「今度、一緒に東京タワーに昇ってくれる？」

「ああ、いいよ」

「それからね」

「何、まだあるの？」

　花梨はリップスティックを差し出し、唇を近づけた。

　――ここでキスして。

　数えきれないほどのキスを。

　どこまでも甘いキスを……。

　返事をする代わりに悠斗は、ありったけの想いを込めてキスを注いだ。







番外編　たまにはわがままを










束縛は愛の証




　同どう棲せい生活を始めてから半年――。

　部屋の中にはクリスマスツリーが色鮮やかなネオンを点滅させていた。テーブルには雪の結晶があしらわれたテーブルクロス。その上にずらりと並べられているのは、おいしそうなローストビーフとチキン、ブッシュ・ド・ノエル、シャンパン……ではなく、それらが載っているレシピ本。本には適当なところに赤や緑の付ふ箋せんが貼られていて、めくるたびに〝×〟マークが記されている。

　これは花梨が今までチャレンジした料理の失敗記録だった。

　あとひと月で迎えるクリスマスイブまでに、ディナーを振る舞えるようにがんばっているところなのだが、悠斗が言うようにセンスがない。

　まずは『誰でも簡単！　ベイクドチーズケーキ』のページを参考に作ってみたのだが、外側はさっくり内側はとろりというふうにバランスよくはいかなかった。オーブンレンジから取り出したベイクドチーズケーキの裏側は焦げ目がついてしまっているし、外側はガチガチで中は消しゴムのような妙な弾力があった。

　ベビー用のおもちゃにこういうのがあるかもしれない。それともレストランのショーガラスに飾られているサンプルか……。けれど悠斗は黙々と食べるだけで何も言わない。

「……やっぱり失敗、だよね？　味はいいと思うんだけど……」

「まぁ、君が高校の時に作ってくれた焦げたクッキーよりはマシだよ。あれのせいでしばらく腹が痛かった。おかげで試験の日にひどい目にあった」

　じとっと恨めしそうな目を向けられて、花梨は言葉を詰まらせる。

「あと、煎餅みたいなシュークリームとか？」

　顔色を変えないで平らげた悠斗を見て、彼なりの思いやりだとは思うのだが、花梨にしてみればおもしろくない。

「おいしくないならそう言って」

「……うん、マズイ。だから今、例えを出したんだけど」

　はっきり言われたら、それもそれでショックだ。

「つまり、全然成長してないってことだよね」

　すっかり落ち込んでしまった花梨を見て、悠斗はからかう。

「ここまでだと、花嫁修業、がんばり甲斐があるんじゃないの」

「……やっぱり結婚したくない……とか言わせないんだから」

　ムキになって花梨が片づけを始めると、悠斗は彼女の身体を引き寄せて、耳のそばで囁いた。

「そんなこと俺が言うと思う？」

「……言うよ。意地悪するでしょ」

「だったら料理は期待しないから、別のことがんばって」

「別のことって……」

　きょとんと丸い瞳を向けると、悠斗の瞳の奥が妖しく揺らめく。

「将来の奥さんは罪だな。わかっててわざと聞くの？」

　悠斗の甘い視線を感じ取った花梨は、あえて知らないフリをして皿を重ねる。

「さ、お片づけしなくちゃ」

　もう一枚の皿に手を伸ばそうとすると、悠斗は花梨が持っていた皿を取り上げてシンクに置いた。

「知らないフリする悪い子に育てた覚えはないけど」

　エプロンの紐をほどいてセーターの中にするりと手を入れた。

「あ……やめ……悪い子って、ほらそうやって妹扱いしないで」

「妹にはこんなことしないよ」

　目指すところはふっくらとしたマシュマロのようなやわらかい胸だ。悠斗の骨張った手が、両方の乳房を優しくこね回す。

「………や……ちょっ……悠ちゃん、ダメ……」

「何がダメ？」

　頬にちゅっとキスされて、花梨の心が揺らぐ。『ダメ』と言いながら、好きな人に触れられて嫌なわけがない。けれど今は片づけをしようと思ったのに。花梨がいやいやと身体を揺らすと、悠斗は花梨の頬を自分のほうへ引き寄せた。

「だって……んっ」

　顎をぐいっと上げさせられて、背の高い悠斗とちょうどよく唇が重なり合う。

　ミルクのような甘い口どけ。唇は幾度となく重なる。そのうち悠斗の熱い舌先が割って入ってきて、逃れるように酸素を求めていたはずなのに、いつの間にかぬるついた舌はむさぼるように絡まり合い、夢中になってしまっていた。

　キスで終わるわけがなく、その続きをねだる悠斗に抱き上げられて、ベッドに下ろされる。そのあとは、普段クールな彼の素顔からは想像もつかないような、情熱的な愛を受け止めるだけ。

　花梨が恥ずかしがるところを彼は「おいしい」と言って、執拗にキスをする。胸の尖りを、脇のすぐそばを、背筋の窪みを、桃のような双丘を、愛撫されて濡れた秘裂を、生あたたかい舌でたっぷりと味わった。

「……最初は酸っぱいのに、どんどん甘くなっていく。さっき口直しに飲んだワインみたいだ」

　花梨が作った料理に対して意地悪を言っているに違いない。白い乳房の上に咲く蕾はきゅっと興奮して勃たっていて、まるでフルーツみたいだと言って摘まむ。

　悠斗の舌が短い距離を往復するたび、花梨の乳房は喘ぎとともにゆさゆさと揺れ、細い腰は波のようにうねり、華奢な足が突っ張る。

「あ、やんっ……ぁっ」

　たっぷり達したあとは後ろから挿入され、そのまま操を奪われる。

「ちゃんと四つん這いになって、お尻をこっちに向けて」

「……この体勢、やぁ、っ……」

「なんで？　君の中は〝気持ちいい〟って言ってるみたいだけど？」

「だって……」

「恥ずかしいの？　もうとっくに恥ずかしいことしてるのに」

　悠斗の言う通り、気持ちいい。だから困る。さっき昇りつめたばっかりで頭がふらふらする。シーツにしがみつく指先には知らずにぎゅっと力が入った。

　今夜の悠斗はとにかく意地悪だった。

　後ろから両方の胸をやわやわと揉みながら、馬乗りになって耳たぶを舐めたり、硬くなった胸の先を指でこすったりする。強くいじられるよりもそうやって焦じらされるほうがひどい。

「あ、あ、っ……そんな、しないで」

　きゅ、きゅ、と中が締まる。というよりも、もっともっと悠斗のことを感じたくて、そして悠斗にも気持ちいいと思ってほしくて。

　うずうずとして花梨が見上げると、悠斗はくすりと笑った。

「料理も一緒だ。君が一生懸命になってるところが見られればそれでいい」

「でも、ん……おいしいって、言ってほしい、のっ」

「おいしいよ？　花梨のここ。もうちょっと舐めたりいじったりしてから挿れればよかったかな」

　焦らしていたそこが少しずつ激しい抽送を始める。ベッドが浮き沈みして、つながり合ったところからいやらしい音が鳴る。しがみついていた腕をほどかれて、手と手を重ね合わせられた。花梨が恥ずかしがって顔を隠したり声を抑えたり、そういうのをさせないつもりだ。

「やぁ……そういう、いやらしいこと言わないで」

「そうやって困った顔も、がっかりした顔も、それからイキそうなの我慢してる顔も、俺を想って行動してる君の全部が、かわいいよ」

　悠斗は愛のセリフを惜しまず吐いて、中へ欲望を突き入れていく。

『かわいい』と言われて、うれしくないわけがない。愛される喜びがますます駆け上がって、悠斗に突かれるたび、花梨は大胆に啼ないて、すがりついた。

「あ、あ、悠っ……！」

　もう今度こそ、我慢できなかった。世界が暗転して、それから白く染められていく。つながり合っているところが脈を打っている。自分のと悠斗のとで追いかけっこするように。

　まだ片づけも中途半端なまま、してしまった。

　しばらく猫を可愛がるかのように、髪を撫でていた悠斗の手がずるりと落ちていき、何事もなかったかのように安らかな寝息を立て始める。

「……はぁぁぁ……」

　花梨の口からは長い長いため息が漏れていった。

　結局こうしてエッチな雰囲気に流されてしまう。

「私も私だけど……悠ちゃんのバカ」

　ムッと口を引き結んで拗ねてみても、いったん深い眠りに入った王子さまは瞼を開こうとしない。

　諦めてリビングに戻り、寝つけない気持ちを落ち着かせるように、ホットミルクを飲んだ。

　いつか本当においしいと言わせたい。付箋がびっしり貼られたレシピ本を眺めて、そうだ、といいことを思いついた。

　花梨は新たな闘志を燃やしていた。
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「私、来週から……料理教室に通うことに決めたから。それでね、クリスマスまでの短期コース、定員があって今日が申し込みの締め切りなの。急いで行ってくるね」

　翌日、花梨の口から飛び出してきた言葉に悠斗は唖然としていた。

（……懲こりない子だな）

　ふあ、と欠伸あくびをしながら、まだぼやっと靄もやがかる脳内をフル稼働して、今は何時だろうと時計を見れば、午前九時を回っていた。

　日曜日をふたりでゆっくり過ごそうと考えていたのに、バタバタとうるさい音に目を覚まして起きてみればこの有様。あっという間にぽつんと取り残されて、部屋は静かになった。

　あんなに意地にならなくてもいいのに、少しもてあそびすぎただろうか、と悠斗はため息をついた。お世辞にもおいしいとは言い難いものばかり出てくるので、少しでも上達するならうれしいことだが、せっかくの休日が一緒に過ごせなくなるのはつまらない。

　一緒にここでクリスマスを祝えればそれで十分なのに、花梨は昔からああやって一度決めたら梃て子こでも動かない。

　午後三時頃、花梨は入会しただけで、もうすでに実りを得たかのような表情をして帰ってきた。

「どこの料理教室？」

「うーん、内緒」

「何を習うの？」

「それも内緒」

　ふふふっと意味深な笑みを浮かべる花梨。

　花梨はそうやって内緒を貫き、結局どこでやっているのか教えてくれなかった。クリスマスまでの毎週土日、午前十時からのレッスンということしか悠斗は知らない。

『楽しみにしていて』と花梨がウキウキしているので、不満は言わなかった。




　十二月の半ば、四回目のレッスンに花梨は出かけていき、悠斗はその間、彼女へのクリスマスプレゼントを選ぼうと思っていた。

　天気がよかったのでマンションを出たあと、東京タワーからミッドタウンの方面へぶらっと出かけていくことにした。その途中、クッキング教室という文字が目に入ってきて、悠斗は立ち止まった。

　花梨が通っているところもこんな感じだろうか。ガラス張りになったそこはインテリア雑貨の店かと思ったのだが、よく見るとエプロンに三角巾姿の女性が十名ほどいて、講師について楽しそうに料理を習っている。

　すると、通り過ぎようとする悠斗の足が再び止まる。

　若い男がつきっきりで指導している小柄な女性に目を奪われた。一瞬、見間違いかと思った。むしろ、そうであってほしいと願った。

　だけど、あれは間違いなく花梨だ。

　ふたりはたびたび見つめ合って微笑み合いながら、何かを作っている。

　悠斗が立ちすくんでいると、次々に人が集まりギャラリーが黄色い声をあげていた。

「ねえ、柴しば崎さき章しょう一いち郎ろうさん、ここで料理教えてるんだってーいいなぁ」

　柴崎章一郎といえば、よくテレビや雑誌などで見かける有名な料理研究家だ。

　悠斗にとっては有名人がどうというより、その横で花梨が笑顔を咲かせていることのほうが問題だった。男に見つめられて頬を赤くしている花梨。章一郎はそんな彼女を背後から抱きしめるように密着して、彼女の手を濡れた手で触る。

　悠斗は、腹の中で熱くうねるものを感じていた。




　＊　＊　＊




　料理教室を探していた花梨は、とあるサイトの広告を見てラッキーだと思った。かの有名な料理研究家、柴崎章一郎が教えてくれるのだという。腕のいい講師のもとなら、ひどい料理下手の自分でもなんとかなりそうな気がした。

　彼の手は〝魔法の手〟と言われていて、創作料理をやらせたら右に出る者はいないと絶賛されている。花梨が購入したレシピ本も、ほとんど彼が出したものだ。

　ひとつ難点を挙げるとしたら、章一郎が無類の女好きだということ。俳優顔負けのルックスが反響を呼び、このところテレビで彼を見ない日はない。狙った獲物は逃さないタチらしく、実際にこの教室で口説かれた女性もいるそうだ。

　そして四回目のレッスンの今日。章一郎は花梨のそばでつきっきりで教えてくれていた。

　章一郎はその理由を、短期コースの花梨が満足できなければ自分のせいだから、と話していたが……〝あの子ばっかりずるい〟と言いたげな女性の視線が痛い。

（こんなに密着してたら当然かもしれない。もう少し離れて指導してくれてもいいんだけど）

　彼からはバニラエッセンスのような甘い香りがする。涼しげな目元、切れ長の瞳、口角の上がった唇……その甘いルックスは女ウケする顔だ。それで料理ができるとなればモテるだろう、と納得する。

（……悠ちゃん以外の人をこんなに近くでじっと見るなんて、初めてかも）

　じっと眺めておきながら、章一郎には失礼かもしれないけれど、改めて花梨は悠斗の瞳の色が好きだなぁと恋しくなってしまった。自分だけを見てくれるまっすぐで優しい悠斗の眼差しが好きだ。そう考えるだけでたちまち身体が熱くなってしまう。

　今日のレシピはアップルパイで、今はりんごを切って手作りジャムを作っているところ。甘酸っぱい香りが漂ってきて空腹を刺激する。甘くなったジャムと、切ったばかりのりんごをカスタードクリームで閉じ込めてパイにする。あとはパイの生地を練るだけ。

　教室が終わったら、今日こそここでレッスンしていることを悠斗に教えようかな、と考えていた矢先、章一郎が後ろから身体をさらに密着させてくる。

「吉井さんさえよければ、レッスンが終わったあと、どうかな？」

「え、あの……」

「このあと終わってから、続き、教えてあげようか？」

　にこり、と優しげに微笑みながら、さりげなく密着度を上げて教えようとする章一郎に、花梨は戸惑い、彼の意図を察した。

「お気持ちはうれしいんですけど……これで十分です。おかげでコツがつかめてきましたし」

　場の空気を乱さないように、花梨は気を遣って断るのだが、章一郎はなかなか引き下がらない。ほんの少し屈かがんで、花梨の耳のそばでこそこそと囁いた。

「ランチでもどうかなと思ってるんだけど。うちのマンション恵え比び寿すにあるんだ。吉井さんのために腕を振るってもいいよ」

　狙った獲物は逃さないと言わんばかりの押しの強さに、花梨はだんだん怖くなってくる。生地をこねていた手がぶれてしまった。

「ご、ごめんなさい……私、一緒に暮らしてる人がいるんです」

「それって、恋人と同棲ってこと？」

「はい」

「残念だな。かわいくて、すごいタイプの子だなってずっと思ってたのに。断るための嘘ってわけじゃないよね？」

「ごめんなさい。本当なんです」

　花梨がきっぱりと言うと、章一郎はついと視線を外へ向けた。

「吉井さん、ひょっとして彼？」

「え？」

　花梨はつられて道路のほうへ目をやる。そこには、いかにも不機嫌そうな顔をした悠斗が腕を組んで立っていたのだ。




「……レッスンは終わった？」

　仁王立ちしていた時と変わらず、ものすごく不機嫌そうな顔をしている。さっきだってアップルパイが出来上がるのを待つまで、花梨は気が気じゃなかった。

　隣を歩いている悠斗の歩調もどことなくイライラしていて、今は並ぶのも忍びない。

　パッと見は無表情で変わらないようであるが、花梨にはわかる。目が怒っているし、ぴりぴりしてる。そして、このいつも以上に抑揚のない声は……仕事で叱られる時の前触れに似ている。とても〝おすそわけどうぞ〟という気分にはなれなかった。

「う、うん。まさかここで悠ちゃんに見つかるとは思わなかった。あの、ごめんね？」

　なんで悠斗が怒っているのかわからないが、素直に謝ることにする。

「もういいよ。こんな教室通わなくても。花梨はそのままでいて。俺はべつに料理人になってほしいなんて思ってないし、〝いい奥さん〟がおいしい料理を作れる人とも思ってないし。人には不得意があってもいい」

　悠斗はそう言うが、花梨はなんだか逆に惨めだった。

「よくないよ。やっぱり好きな人にはおいしい料理食べてほしいし、それに……おいしいって言ってほしいの。クリスマスのケーキ……ちゃんと作りたかったんだから」

「わがままだな」

　ため息をひとつこぼされて、カチンとくる。

「わがまま？　せめて健気って言ってよ。今日だってこうやってアップルパイ作ったんだよ？　上手にできたんだから」

「そうだね、確かに健気な君はかわいいけど。俺はそこまで望んでないよ」

　相変わらずさらっと冷たい言葉を吐く人だ。もう悠斗の性格には慣れているし、彼が本当は優しいことも知っているけれど、今のは傷ついた。

「いいよ、わがままでも。自己満足かもしれないけど、そうしたかったの。悠ちゃんこそ、いっつもしれっとしてるけど、何が気に入らないの？　どうして怒ってるの？　大人なフリばかりしていないで、たまにはわがままくらい言ってみたらどう？」

　売り言葉に買い言葉だったわけだけれど。

「ふうん、いいのか？　俺がわがままを言ったら、どうなるかわかっててそう言うんだな？」

　ガラス球みたいな瞳が向けられる。何かを意味しているようでドキリとする。

「ど、どうなるかって……知らないよ」

　花梨はさっと視線を外した。ところが悠斗に手をぐいっと引っ張られ、抱きしめられる。

　つむじにふっと熱いため息。

「バカだな、君は。俺が欲しいって思ってるのは、いつもひとつ……そう言ってるのに」

　掠れるような声を聞いて、花梨はハッとする。

　顔を上げるとさっきのように怒っている悠斗ではなかったけれど、別の熱がとうとうと灯されているように見えた。

　強引に手を引っ張られて、花梨はついていくのに必死だった。

「どこに急いでるの？」

　悠斗の手がいつもより熱い。

「内緒」

　ちら、と悠斗のいたずらっぽい視線が向けられて、花梨はうっと言葉に詰まった。

「呆れて怒ってるの？」

「その理由がどこにあるのか、気づいてないところにね」

「……あ、さっきの、章一郎さん？」

　ぎゅっと手が強く握られる。なんだか横顔が、子供が拗ねているみたいに見えて、花梨はふっと笑いが込み上げてきた。

（なんだ……そんだったんだ……やきもち、焼いてるんだ）

　それがうれしくてにんまりと頬を緩ませていると、ますます悠斗の癪に障ったようで。

「何笑ってるの？　『たまにはわがままくらい言ってみたら』って君が言ったことなんだから、ちゃんと責任はとってもらうよ」

「え？　私が言ったことって」

「まずは家に帰ってから、たっぷりと、ね？」

　その言葉の端にどれだけのことが込められているのか……そう思うと、花梨はぞくっとするのだった。




　ふたりが暮らしているマンションの部屋に戻ってから、パンプスを脱ぐ間もなくひょいっと抱えられてふわりと身体が浮く。パタンパタンとパンプスが足からすり抜けていき、お姫さまだっこされた花梨は、否が応でも悠斗の首にしがみつかなければならなかった。

　抱えていたバッグはぽんとソファに落とされるし、アップルパイの入った紙袋は無造作にテーブルに置かれてしまった。

「きゃ、ちょっと、悠ちゃん……」

　最後の仕上げと言わんばかりに花梨の身体はぽんとベッドに投げられて、足をばたつかせる間もなく、悠斗の大きな身体に膝を割られ、花梨の脚は自然と開いてしまう。

　もう、このマウントポジションを取られてからでは身動きもとれない。

　すぐにも彼の髪がサラリと頬をくすぐり、唇と唇が合わさりそうになる。

　両手をつかまれて組み伏せられた状態で、悠斗は脅しともとれるような問いを投げかけた。

「なんでも言うこと聞く？　俺が望むこと」

　意味深な低い声は身体に悪い。

「ゆ、悠ちゃん……わかったから。変なこと考えないで。仲直りしてアップルパイ、食べようよ」

「花梨が感じたように嫉妬してるよ。腹が立ってる。なんでふたりで過ごせる休日に、君はほかの男といちゃいちゃして、俺はそれを眺めてなくちゃならないんだ」

　セーターとキャミソールを一緒に脱がされて、背中にするりと回ってきた指先にブラジャーのホックを外される。肩紐をするりと抜かれて、白い乳房が悠斗の目の前に差し出される。

「あいつ、いやらしい目で見てた。ぴったりとくっついて何やってるんだよ。君に触れていいのは、俺だけだ」

「……っあっ」

　悠斗は花梨の白い乳房に手を伸ばして優しくこね回す。そして中心で控えめに尖った実にねっとりと舌を這わせた。

「あ……っぁっ」

　もう片方の胸の尖りは指の腹で転がされて、花梨の腹部がびくりとうねる。

（……悠ちゃんが、こんなにやきもち焼いてくれるなんて）

　不謹慎ながら感じてしまう。悠斗の熱っぽい手や骨張った指先が敏感なところを愛でるたび、〝気持ちいい〟と叫んでしまいそうだった。

「ゆ、ちゃ……も、そんなに……」

　花梨の大きな瞳はたちまち潤んで、身体は彼を受け入れる準備を整え始める。

　悠斗の愛撫で火照った身体の奥は、たっぷりと甘い蜜を湛えて、彼が指や舌でそこをなぶるたび、滴り落ちていく。

　何度達したかわからなくなる頃に、悠斗はついに花梨の中へ熱い昂ぶりを押し込んだ。急に迫ってきた圧迫感に、たまらず腰を浮かすと、あえなく引き寄せられ、ずんっと突き上げられる。

「あっ……！」

「ダメだよ、花梨……ほかの男を誘惑したりするな。君は無自覚すぎる」

　彼の屹きつ立りつで中を穿たれるたび、痺れるほどの快感が突き上がる。身をよじって離れようとすれば、ますます激しく求められて逃れる術はない。

　彼は休むことなく体勢を入れ替えながら、花梨の罪を責め続けた。

　汗ばんだ肌と肌が密着し、より深くつながり合った場所で、爆発が起きそうになる。

「悠ちゃ……もっ……ダメッ……」

　髪を振り乱しながらいやいやとかぶりを振る。

　もう何がなんだかわからなくなり、つらいほど昇りつめている。それ以上したら堕ちる……。

　そう感じた瞬間、花梨の身体はビクンビクンと大きく打ち震え、真っ白なスパークが走る。追うように悠斗の熱が爆ぜた。

　じんじんと痺れていて、呼吸がままならない。途切れ途切れになる声が、耳元で忠告する。

「花梨、『たまにはわがままくらい言ってみたら』って言ったこと……次まで忘れるなよ」

　悠斗の甘い声は嫉妬を孕はらませたままだった。




　結局クリスマスイブの夜は、ふたりで料理を作ることにした。ケーキは手作りじゃなくても、こうして一緒に過ごせることが幸せで、それが彼の望んでいることだとわかると、花梨はひとり突っ走っていた自分をようやく反省した。

　悠斗の本格的なわがままというのは、ちょっとした罰ゲーム。いや、とても〝ちょっとした〟とは言えない。とんでもない罰ゲームだ。

　胸の谷間がはっきりと見えて、下着どころかお尻もぷるんと見えそうな……真っ赤なサンタクロースの衣装に身を包んで、仕事帰りの彼をお出迎え。『ひと足先に着替えて待っていて』と言いつけられたのだ。

　うまく料理ができない自分がこれほど恨めしいと思ったことはない。

　ぷるぷると膝が震えるように恥じらって出迎えた、ミニスカサンタ姿の花梨を見て、悠斗はぶーっと噴き出して笑う。

「いいな、それ」

「ひ、ひどいよ」

「なんでも言うこと聞いてくれるんじゃなかったのか？」

「だからって……こんなの恥ずかしい」

　大体こうしてコスプレだけで終わるはずがないのだ。このあとはお仕置きが待っているはずなのだから。

「かわいいよ。似合ってる」

　ふたりはそのまま料理を作り、ケーキを一緒に食べることに……。その間中、ずっと恥ずかしくてたまらなかった。花梨には罰ゲームでも、悠斗にとってはこのうえなく甘いデザートらしい。

「で、したいことってわかってるよね？」

　悠斗が手を引いて膝の上に乗せると、花梨はムッと口を引き結ぶ。

（……やっぱり、意地悪するつもりなんだ。悠ちゃんのエッチ）

　不服そうに唇を尖らせる花梨を見て、悠斗は意地悪に微笑む。

「たまにはわがままを聞いて、特別なことをさせて」

　花梨の手首が、やわらかな素材のリボンでするすると縛られていく。

「そんなわがまま、ずるい」

　むぅと尖らせたままの唇は優しく奪われて、じたばたしながらも、結局懐柔されてしまっている。




　ふたりでひとしきり交わったあと。

「こんなふうに束縛したくなるのは、君を好きな証拠だよ」と、悠斗は耳元で甘く囁いた。

　やっと彼の嫉妬の炎からは解放されたみたいだ。

　花梨の手首からはとっくにリボンは外れていて、まだふたりの熱い部分は深いところでつながり合ったまま。

　本当にずるい。こんなに優しい眼差しで見つめられながら囁かれたら、何も言えない。

　花梨が欲しいものは、悠斗の気持ち以外にないのだから。そう、ずっと昔から。

「悠ちゃん……」

「ん？」

「私のほうがずっと昔から、大好き……なんだからね」

　花梨は、悠斗ならわかってくれるだろうと思い、わざと遠回しな言い方をした。本音は〝私よりも、もっともっと好きになってほしい〟だ。

「そろそろわかってくれてると思ってたんだけど、仕方ないな」

「え、あ……」

「俺の気持ちをまだわかってもらえてないみたいだから」

　ちゅっと頬に優しいキス。けれどまた新たな熱に支配される。

「……悠ちゃん、も、ダメだったら……」




　とても熱く、そしてわがままに。

　ふたりの聖夜はこれから――。

　～Merry Christmas～





ＦＩＮ












あとがき




　こんにちは。立たち花ばな実み咲さきです。このたびは本書をお手に取っていただき、ありがとうございました。単行本で発売された『ここでキスして。』に、また新たなエピソードを追加したラブストーリーになっておりますが、いかがでしたでしょうか？

　文庫化するにあたって単行本のほうをひと通り読み直しましたが、処女作ゆえとても恥ずかしくて途中で閉じてしまいそうになりました（大汗）。

　あの頃、お手に取ってくださった方はいらっしゃるでしょうか？　当時は本当にたくさんの方に応援していただきました。ありがとうございました。今回リニューアル文庫版ということで、比べてしまうと、私の恥ずかしい成長過程を目にしてしまうと思うのですが（すみません）、その代わり、キャラクターのセリフもシチュエーションも、設定もエピソードも、パワーアップした文庫のほうで、ドキドキ＆恋する気持ちを味わっていただけていたらうれしいです。

　イラストは前作『あなたと、恋がしたい』に引き続き、ｎｉｎａニナさんに担当していただきました。ｎｉｎａさん今回も素敵なイラストをありがとうございました！　そして制作、出版するにあたってお世話になりました出版社さん、担当編集さん、デザイナーさん、印刷所さん、皆々様ありがとうございました。このようなかたちでまた『ここでキスして。』を本にしていただけたこと、大変うれしく思っております。そして何より読者の皆さんに、最上級の感謝の気持ちでいっぱいです！

　そうそう、続編「ここでキスして。２」を個人サイト（ＳＷＥＥＴスイートｘｘｘＰＡＩＮペイン）とベリーズカフェで掲載しています。続きが気になりましたら、こっそり遊びにきてみてくださいませ。本編と番外編のその後のふたりの様子が見られますよ。

　早いものでベリーズブックスとベリーズ文庫から出していただいた本は今作で七冊目になりました。『ここでキスして。』『プライマリーキス』『大嫌い。でも…ほんとは好き。（旧題：ラブ・ストリーミング）[image: ]＆[image: ]』『ふたり暮らし』『あなたと、恋がしたい』そして今回の『ここでキスして。』文庫版。まだお手に取っていない方も、おつき合いただけるとうれしいです。これからもドキドキするようなラブストーリーをたくさん手がけていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。

　それでは、また近いうちに皆さんにお目にかかれることを心から願って☆
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